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　　　トピックス・新エリア【冥めい府ふ】が開放されました！







　道は開けた。

　巨きよ大だい兵へい器き工こう廠しようground' s_nir最深部で組み立てられていた少女型兵器アビスの言葉から新たにその存在が浮き彫りにされた【冥めい府ふ】の存在によって、生き物の魂に直接手を加える技術───すなわちぶーぶーの【兵へい輝き】の中にデータ化して閉じ込められている【イベリコオーク】達の魂を救出する方法───獲得への道筋も立ってきた。

　まるで暗い暗い深夜の闇が拭い去られ、ようやっと水平線から太陽が覗のぞくようであった。

　しかし、

「何だありゃ……夜明けにはまだ早いぞ」

「ていうか、あれ、溶岩!?」

　空を焼くものの正体に思いを馳はせて思わず叫んだ赤い鎧よろいに白いミニスカートの【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェも、全容を把握しきれていなかった。

　森の木々や大地のうねりが作る黒々とした地平線。その向こうから断続的に天へ噴き出すものが、断片的に見て取れる。

　まるで地獄の底で罪人達を苦しめるために煮えたぎっている、怒れる鍋を連想させる。

「……何かが起きている」

　ぶーぶーはそんな風に呟つぶやいていた。ざわざわと。目にも耳にも感じられない、だけど確かにさざ波のように迫りくる不吉極まりない予感があった。そして【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェも【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンも【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナも【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウも、みんながみんなその予兆に引きずられるように、震源へと目を向けていた。

　確かめるのは怖い。

　だけど、確かめないのはもっと怖い。

　負と負しか載っていない天てん秤びんから片方を選ぶような、最悪の葛藤であった。

　ぶーぶー達は何が起きているか見極めるため、レンガの家の屋根裏へ休眠状態に入った少女人形のground' s_nir=ABYSSの腕に包帯を巻いて安置し、暗い森を抜けて月夜の海岸線を一望できる丘へ向かう。




　グランズニールでこんな事を言うのは間違っているかもしれない。

　だけど、眼下には異世界が広がっていた。




「なに、これ……？」

　ベアトリーチェは震える唇でそれだけ呟つぶやいていた。

　ここへ来たのは良きにしろ悪しきにしろ『答え』を求めるためだった。なのに、目の前に広がった『それ』はかえって彼女達の頭に混乱をもたらしていた。

　とにかく、彼女達が見ているものを客観的に説明してみよう。

　歩いて三日で一周できるとはいえ、それでも島一つを丸々超えるほど巨大な『それ』の正体は、あたかも半分腐り落ちたサメやシャチのような巨大海洋生物の威容。そして砂浜を喰くらう勢いで乗り上げた巨体の腐敗した断面から飛び散る血潮こそが、そう、まさにあたかもだ。大地の傷から噴き出すマグマのように煌こう々こうと、それでいて禍まが々まがしい光を放っていたのだ。

　月明かりに輝く白い砂々で満たされた素朴だが美しい海岸線もまた、一変していた。

　それは【黒い迷めい宮きゆう】だった。原因は、腐りかけた巨大な海洋生物の傷口からポロポロと溢あふれているモノだ。人間の背丈を越える、蜘蛛くもとカニを融合したような漆黒の怪物。それらが一斉に砂浜へと乗り出し、闇より深い色の太い糸を次々と吐き出しているのだ。

　そう、蜘蛛くもの巣す。

　平べったい網のような形というよりも、緑の木々の生垣などでトンネル状に営えい巣そうされるのに近い。縦に横に、上に下に。互いに絡からみながら次々と広がる【黒い迷めい宮きゆう】が、瞬またたく間まに月明かりに輝く白い砂浜を埋め尽くしていく。死の領域が広がっていく。白が黒に染まっていく。

　……正直に言って。

　ベアトリーチェは【冥めい府ふ】の登場をチャンスだと思っていた。もしも物質的に死後の世界が存在し、霊や魂に類するモノを具体的に使役・干渉する術があるとすれば、ぶーぶーの【兵へい輝き】に閉じ込められた【イベリコオーク】達の魂もまた解放できる。彼らが蘇よみがえれば、集落襲撃という忌いまわしい過去だって乗り越えられる。

　だが間違いだったのだ。

　攻め込む戦争と攻め込まれる戦争とでは事情がまるで異なる。

　そんな遠大な展望など思い描いている場合ではない。まず今日。この一戦を越えられなければ、夢も希望もなく殺されておしまいなのだと。




　そう考えを改めた。

　だが、それすらも甘かった。




「あ、あのう、何ですか、あれ……？」

　きっかけを作ったのは【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンだった。

　見える距離を調節するためなのか、彼女はメガネのつるを指で触れながら、

「……何か、どこかで、あの装備……見た事があるような……？」

　蜘蛛くもとカニの融合が風景を上書きするように【黒い迷めい宮きゆう】を編み上げていく中、それとは別に独立して動く集団があった。

　一〇〇人？　二〇〇人？　……いや、もっとだ。

　月明かりを浴びているためか、それ自体が淡く発光しているのか。この人工的な明かりのない暗闇でも、ヤツらの姿ははっきりと見て取れた。

　それは軍勢だった。

　それは人間の群れのように見えた。

　それはかつてぶつかった【ギルド】と同じ装備のようだった。

　フード付きのマントに、革や漉すきの甘い粗雑な紙を何重にも張り合わせた防弾ジャケットのような防具。ファンタジーな材料を使って特殊部隊の戦闘服でも作っているかのようだ。そして剣や槍やりといった【魔法】を扱う【兵へい輝き】の他に、木と鋼でできた機関銃の乱舞。

　軍隊崩れの名を、アルメリナがそっと呟つぶやいていた。

「まさか、【エルキアド】……？」

　だが明らかに違う。

　扱う銃もより戦闘向きだし、何より古参の老兵の群れはかつてベアトリーチェ達が宿屋街でかち合った連中よりも二回りも三回りも分厚い圧を放っている。戦う事以外を知らない、それ以外の生きる道など想像もしない。自分自身を一つの兵器へと作り替えた、そんな戦闘集団だ。

【エルキアド】であって【エルキアド】ではない。

　そしてヤツらは【冥めい府ふ】からやってきた。

「うそ、でしょ」

　ベアトリーチェの頭に浮かぶ最悪の可能性は一つであった。




「ぶーぶーの集落を襲った、過去全盛期の【エルキアド】!?　【冥めい府ふ】のヤツ、【賢者】と共に戦い、どこかへ消えていった猛も者さどもの魂まで吞のみ込こんでいたっていうの!!」




　死者の魂に経年劣化の概念は通用しない。

　そして世に放たれた戦争狂どもが今度の今度こそ、小さな島へと再び解き放たれた。

　そう。次なる戦場は、死んでも終わらない。

「ぷき……」

　さしものぶーぶーの口からも、弱々しい声が洩もれていた。

　彼からしてみれば、自分の集落を直接滅ぼした相手が大挙して押し寄せてきた訳だ。長い時間の隔絶が、二度とは会わないという担保だけがその心を慰い撫ぶしていたのだ、なのに。彼の胸にのしかかる重圧はベアトリーチェ達の比ではないだろう。

　そして続けて彼はこう言い放ったのだ。

「ぷっ、ぷきィィィいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!?　おっ、おっ、オバケぇぇぇええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!!???」

　根本的な間違いをしていた事に少女達が気づいた時には、もう決定的に事態は動いていた。

　誓って言うが、ぶーぶーは悪くない。

　だが彼は元々オバケが苦手な怖がりで、しかも腕力はスーパー極まっていた。でもって一番近くにメガネのどん臭い牛こと【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンが佇たたずんでいたのが決定的であった。

　スリーセブンが見事に揃そろった。

　じゃんじゃんじゃらじゃらー、確変でーす。

「こっ、こわっ、怖いっ、ぷき、こわこわ怖いオバケ怖いオバケこわここ怖い助けてェェェえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」

「あっ」

　抱き着いたのだ。

　小さな子供が思わず母親のスカートを摑つかんでしまうように。

「ちょっ待っぶーぶーさ……あびゃらぼぐげぶごぶげぶえねちょねちょっっっ!!!???」

　サバ折りってか比喩表現でなくほんとに折れちゃってんじゃねえかってくらいフィリニオンのくびれた腰がお腹なかとは逆サイドへくの字に畳まれる。だがそこは回復専門カンスト組、薄れゆく意識の中でほとんど自動的に艶なまめかしいフトモモの試験管へ手を伸ばしたのは幸いだった。これがベアトリーチェやアルメリナだったら為なす術すべもなく即死だったかもしれない。

　全身を貫く熱いシグナルに肉体の芯を揺さぶられ、だが【白しろ魔ま女じよ】は親指で試験管のキャップを弾はじき飛とばす。

（あっ、あっふ……。まっ、ままっまだ、こんな所で冗談みたいに死ぬ訳には……）

　が。

　そこでメガネは視界の端に異様なモノが映るのを目撃した。ぶっちゃけ視界の両端ギリギリはレンズの恩恵を得られないので像もぼんやりしがちだが、それでもはっきりと分かるモノが。

　レイピア状の【兵へい輝き】を抜き、右半身を己の業ごう火かで染める真紅の【剣つるぎ聖せい女じよ】その人だった。

　めらっとしている人は言う。

「……この非常事態のどさくさに紛れて私のぶーぶーにナニ誘惑してくれてんの牛……？」

「ぎゃあああああー!!　ゼウス様にのしかかられてヘラ様の雷が頭に落ちてくるようなこの理不尽は何事ですかあーっっっ!!!???」




【冥めい府ふ】が顔を出した今、ここで死んだらどうなるの？

　危うく実験台一号にされかかった【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンの運命やいかに。













　　　第一章　絶命の入口＊戦争エインヘルヤル







　　　　　１




　浜辺に乗り上げてきた【冥めい府ふ】から、いよいよ死の軍勢が攻め込んできた。

　対するグランズニールの住人達が取った行動はシンプル。

　大きく分けて二通りだった。




『逃げろっ。宿屋街は放棄だ、ヤツらに捕まったら終わりだぞ。【ゲート】まで逃げろお!!』

『ちょっと待ってくれよ俺の【ゲート】は街の中にあるんだよう！』

『【サインアウト】の承認は何分だ？　くそっ時間を稼がねえと追い着かれる!!』




　曲がりなりにも各おの々おの自分達の目的のために未知なる異世界を探索してきた猛も者さ達たちだ。もちろん人間達だって最初の最初から総崩れに陥った訳ではない。

　あるいは勇敢に、あるいはお試しで。

　軽くつついてかち合うつもりだった者達は、皆その場で命を散らした。

　半分崩れて奇怪なオブジェと化した建物の合間を、不規則に揺れる人影が闊かつ歩ぽしている。

「何なんだあいつらは……」

　夜明けは遠い。

　大きな銀の盾を担かつぐ【浄騎士】の男は、グリフォンレースに使う鐘楼が折れ、根元辺りの崩れかけたレンガの壁に体を預けながら、必死になって自分自身の荒い息を押し殺していた。

　理由の一つは、単純に強い。

　雷撃に、重力に、溶岩。【魔法】の冴さえだけ見てもカンスト組であるのは間違いない。しかも【兵へい輝き】の他に白い骨から削り出したストックをつけた突撃銃や機関銃のようなものを併用し、ハイとローを組み合わせて攻撃の隙を埋めてくる。殺す力、命を刈り取る技術が洗練されていた。戦争の空気を当たり前のように吸い込み、戦争の大地を当たり前のように踏み締めている者達の動きであった。

　しかも、その上。

　崩れかけた壁の向こうから、泣きと怒りが混ざり合う不安定な女性の叫びが聞こえてきた。

『ねえちょっと、どうしたのよベファーナ!?　ずっと一緒に【パーティ】組んできたでしょ、お願い私の話聞いてよ、ねえってば！　ぎっ、ぎゃあ！　ぎゃあぎゃあぎゃあああ!?』

（……馬鹿野郎っ、くそ！）

　助けに入る暇もなかった。

　これこそが二つ目、真なる恐怖。ここで死ぬ事は許されない、単純に命を落とす落とさないの次元ではない。今この時に限り、死者は顔を出すのだ。そして『ヤツら』の軍勢に加わり、残る生存者へ大挙して押し寄せてくる。

　さながら雪だるま式だ。

　浜辺に乗り上げた巨大な『何か』まで踏み込み、押し返すどころの話ではない。

　今のままでは後ろへ下がる事すら命懸けだ。

（命が軽い、まるで将棋の駒の取り合いだぜ。元の戦力差も問題だが、カンスト組を次々やられちまったら歯止めが利きかなくなっちまうぞ!!）

　正直に言って、【浄騎士】の男一人では自前の【ゲート】を潜れるかも分からない。まず宿屋街から抜け出すまででいくつの死線を潜る羽目になるかも読めないし、地球への【サインアウト】には数分程度の待ち時間が存在する。平素とは一秒の価値が違う。何もないだだっ広い野原でのんびり突っ立っている間に鉛弾をぶち込まれて薙なぎ倒たおされたらおしまいだ。

　しかし現に彼はまだ生存していた。

　何か巨大な影が禍まが々まがしいほど冴さえきった月を覆っていた。




　ゴォッッッ!!!!!!　と。

【浄騎士】の頭上を突き抜けるように、全長一〇〇〇メートルの巨竜が月夜に舞う。




　魂を持つ逆説、【ブレイクニュース】。

　軽く一飛びするだけで気圧差を作り分厚い雨雲を生み出す【サウザンドドラゴン】が巨大な顎あぎとを開けた途端、超高水圧のビーム砲のようなものが大通りを断裂していった。

　いいや、ヤツだけではない。

　赤く輝くコウモリ達と共にまだ無事な建物の屋根を飛び移る【吸血鬼】の影が、地上を満たす【マンドラゴラ】の頂点が、そして猛毒の血で作る蝶ちようの羽を広げる妖よう精せい達たちの女王がいた。

　あの凶暴極まりない【ブレイクニュース】達に人間を守るなどという殊勝な概念が存在するのかは不明だ。ひょっとしたら単純に縄張りを荒らされて気が立っているだけかもしれない。

　だがチャンスではあった。

　焦あせりを抑え、粘りに粘った末にようやっと手元へ転がり込んできた、生存の目。

（今しかねえっ!!）

　身振りで別の瓦が礫れきの山に隠れていた仲間達に手を振って、皆一様に走るように伝える。応じた全員が助かる保証はない。すぐにでもアサルトライフルで背中を撃たれ、血みどろの路上で嬲なぶり殺ごろしにされるかもしれない。だが亡もう者じやどもが一人の犠牲者にかまけていれば、その間に逃げ切れる者も出てくる可能性がある。もはやそういうレベルの逃走であった。安全を得るためにプライドを捨ててなお、自分の命を使ったギャンブルを強いられるほどの状況だ。

　これでチャンスなのだ。

　逃げ出しても命懸け、留まれば確実に全滅する。そんな戦争。

　浜辺から押し寄せる亡もう者じや達たちとの距離を稼がなければ、【ゲート】での【サインアウト】を待つ時間もなくジリ貧。なので【ブレイクニュース】どもが勝手に戦う隙に逃げ切るしかない。

　そう思って全力で街の外へ向けて駆け出す【浄騎士】の男は、分厚い烈風とすれ違った。

　平素であれば、宿屋街に踏み込む事すら許されない醜き【亜あ人じん】。

　その一人。




　ぶーぶーであった。

　全長四メートル弱もの巨体は逆に、躊ちゆう躇ちよなく亡もう者じやどもへ切り込んでいったのだ。




　　　　　２




　オバケは怖い。

　死を超えるほどの、理を曲げるほどの憤ふん怒ぬや憎ぞう悪おに包まれた存在が恐ろしい。

　だけど『それ』がまだ生きている人達へ明確に危害を加えようとしていると分かった時、ぶーぶーの中での恐怖の枷かせが引き千切られていた。

　形のないものに脅おびえるよりも、形のあるものを守る方が先だったのだ。

「ッ!?」

『っ!!』

　ゴッッッキィィン!!　と分厚い鋼同士がかち合う轟ごう音おんが、崩れかけた街の広場に炸さく裂れつする。

　屈強極まる【イベリコオーク】の巨体から放たれた丸太や鉄骨のように太い【兵へい輝き】を真っ向から受け止めたのは、淡く輝く老兵の持つ両刃のロングソードであった。しかも左手で槍やりのように長い重機関銃を摑つかんでいるため、実質的に片手持ちである。

　いかに【魔法】の補助を受けたカンスト組であってもまともではない。

　挙げ句、白髪にひげ面づらの老人の口元には獰どう猛もうな笑みが張り付いていた。

『……アルファゼロより総員、アルファゼロより総員』

　ぶーぶー達の暮らしの中ではまず耳にしない符丁がそこにあった。

　生粋なる戦争屋、この上のない戦闘狂。

　心優しい彼の人生に暗い影を落とす事になった、軍隊崩れの【エルキアド】。

　まさしくその最大全盛期。

『ははっはあ!!　こいつは僥ぎよう倖こう、退屈な世界でもしがみついて執着してみるもんだ。よもや再び、かの【イベリコオーク】と戦える日がやってくるとはなあッッッ!!!!!!』

　バヂッ、と不快な破裂音を耳にした途端、鼻をひくつかせたぶーぶーは己の勘に従い全力で下がる。彼が嗅ぎ取ったのはおそらくオゾン臭。直後に轟ごう音おん。老兵の周囲で凄すさまじい紫電が渦巻く。あまりの高温に老兵の周囲の地面が変質し、円形にガラスのミルククラウンを形成した。

　だが回避すれば終わりではない。

　そもそもヤツは二刀流だった。距離を離せば、今度は腰だめに構えた重機関銃の出番となる。

　まさかの片手撃ち。

　ドンドンドンドガドガドガッッッ!!　というやたらと太い連射音と共に、人間の親指より太い鉛の塊が次々と吐き出される。毎分二〇〇〇発を超える勢いの対物弾はただ重さと速さで叩くだけではない。【魔法】が生み出す莫ばく大だいな高圧電流の影響で、紫電を纏まといながらリアルタイムで弾頭は変質する。その凄すさまじい熱が鉛の塊を溶かして空中で形を練り直し、時に針のように尖とがって空気抵抗をなくして速度を上げ、時に傘のように開いて空気を叩たたき衝撃波をぶち込んでくる。

　重火器にあるまじき変幻自在。

　銃口の向きから事前に射線を読んで物陰に逃げ込む程度では避け切れない。ぶーぶーでなければ三歩と進む間もなく水風船のように血肉が弾はじけ飛んでいた事だろう。

　ピンボールのように跳ね飛び、壁や屋根へと矢継ぎ早に足場を移して、獲物を狙う大蛇に似た弾痕の帯から逃れていくぶーぶーを、その狂戦士は眩まぶしいものを見上げるように目を細めて眺めていた。初撃で死なない相手を、同じ舞台に立てるであろう猛も者さを。

『良いいねえ……』

　アルファゼロ。

　老兵はすっかりひび割れた唇を己の舌で舐なめ取るようにしながら、

『アルファ隊、ブラヴォー隊、チャーリー隊、デルタ隊。アルファゼロが目視で「敵」を確認、今度こそ本物だ。戦闘訓練と称して【冥めい府ふ】の中で続けた共食いにももう飽きてきた頃だろう。喜べ総員、我らの戦争が帰ってきたぞお!!』

　次の瞬間、洗練された軍人らしからぬ返答があった。

　合理や効率とは無縁の行動でもって皆が応じていた。




　ドォッッッ!!!!!!　と。




　すでに半壊した宿屋街全体をさらに大きく揺さぶるように、ひしめく亡霊どもがその場で一斉に強く足を踏み鳴らしたのだ。まるでサッカーの国際試合で決勝点を決めた瞬間を目の当たりにしたかのように、その胸から溢あふれる興奮を世界に示したのである。

　壊れかけた屋根の上で互いの背中を預ける【ストリオーナ】と【カリカンザロス】は、すっかりうんざり顔になっていた。

「まさしく順調に狂っておるのう……!!」

「向こうは星条旗か。冷戦当時の怪物とやらは旧ソの墓守、【イレアナ】辺りも詳しそうだが」

「この分だと【グルヴェイグ】だの【フレイムバブル】だの、あの辺の変態どもをぶっ飛ばしてしまったのは失敗だったかもしれんの。今からでも叩たたき起おこしてくるのも手か……」

「どっちみちあやつらは変態だから使い物にならんよ」

　小柄な割に赤いネグリジェの内側から大きな胸を主張する【吸血鬼】が呆あきれたように囁ささやく。

　グランズニールでは歴史的な失敗がいくつもあった。例えば北米最強が建造した外洋調査船ネクストボイジャー、ユーラシア最強が建設した巨きよ大だい迷めい宮きゆう固こ定てい杭くいエンターコスモス……。かち合った連中を見る限り、今のところ【冥めい府ふ】が回収、使役できるのは異世界で命を落とした死者の魂に限定されるようだが、つまり、地球生まれでもここで死ねばまとめて支配される。

　平和な『今』とは比べ物にならない、まさしく一触即発で惑星一つが丸ごと滅亡するかもしれない極限の時代があって、異世界まで利用した死者が全て【冥めい府ふ】の軍勢と化しているとしたら。老兵達の質もまた尋常ならざるものに変異しきっている事だろう。

「……し、っ……」

　相手にすべきではない。

　だが向こうから島へ踏み込んできた以上、接触せざるを得ない。

「離して！　私もぶーぶーと一緒に戦う!!　ヤツらが本当に最盛期の【エルキアド】なら、【イベリコオーク】との戦い方も心得ているはずなんだ！　彼一人には任せられない!!」

　が、そんな声を耳にした【ストリオーナ】は夜明け前の宿屋街へもう一度視線を投げた。

　いつものヤツらが揉もめていた。

「うるせえなベアトリーチェ、とにかく【ゲート】まで走るんだよ！　井いの上うえの話を聞いたろ、もう撤退する方向で人間側の話はまとまっている。今はとにかく生き残るんだ!!」

「ヴィ、ヴィルデフラウさんも手伝ってください！」

「仕方がありませんけど、まず【兵へい輝き】を取り上げないとこっちが丸焼きにされますわよ!?」

　青い巻き髪の少女から半ば羽交い絞めにされその場から引き離されるベアトリーチェを眺め、それから亡霊達へ先陣切って突っ込んでいくぶーぶーへ視線を移し、ようやっと妖よう精せい達たちの女王は合点がいった。

　当然老兵達も少女達の声に気づいているが、そちらへ歩ほを進める事を【イベリコオーク】は許さない。あれだけの軍勢を相手取り、たったの一人さえ、だ。

「……あの怖がりめ、オバケが苦手なのに格かつ好こうつけおって」

「ま、グランズニールの事情は我らの事情だ。人間どもに付き合わせる義理もないだろう」

　屋根からひらりと舞い降り、【妖よう精せい】と【吸血鬼】、二つの逆説がぶーぶーの両脇に立つ。

　置いていかれるとは考えない。ここは彼女達の世界だ。

　よって、【ブレイクニュース】達はあくまでも不遜に言い放った。

「気合を入れろぶーぶー。ここで時間を稼いで押し返すぞ！」

「弱音を吐くなら力を貸し与えてやろう、この牙で嚙かみ付ついてな。それが嫌なら男を見せよ」




　　　　　３




　揉もみくちゃだった。

　ベアトリーチェの視界は激しく揺さぶられていた。

　ぶーぶーの背中が小さくなっていく中、彼が一度だけこちらを振り返った。

　逃げ去っていく少女達を見ても、彼は恨み言の一つも発しなかった。

　任せろと。

　力強い目線だけでそう告げて、彼は再び猛も者さどもへ飛びかかっていった。




　こうして赤い鎧よろいにミニスカートの【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェは帰還した。

　他の多くの、まだ無事だった人間達と共に。何かの一線でも引くように。




　　　　　４




　東とう京きよう赤あか坂さか、牛うし頭かしら神じん宮ぐう。

「……ふう」

　ゆるふわの長い金髪にぐるぐる瓶底メガネの女子大生は巫女みこ装しよう束ぞくの胸元を上下させ、重たい息を吐く。テレビはもちろん、遠慮もコンプライアンスもないネット関係に触れる気力もない。

　あれから一昼夜が経過した。

　二四時間もあれば世界を巡る情報の流れなどいくらでも変化する。かつてはしつこくＳＮＳをチェックして周りから置いていかれる事を恐れていた彼女だが、今ではむしろ逆だった。加速度的に悪くなっていく情勢から置いていってほしいと願う自分を否定できない。

『やー!!』

『今度は私が【魔法剣士】やるっ、剣にバチバチつけちゃうよ！』

『ところがそこで召喚しちゃう訳。出ろ【サンダーワイバーン】、がおー!!』

　丁寧に玉砂利を敷いた境内ではソプラノの幼い声が重なっていた。女子大生が社殿の回廊から表に視線を投げてみれば、同じような金髪に巫女みこ装しよう束ぞくを纏まとう小さな少女達が竹ホウキを振り回してガツガツぶつけ合っている。彼らは普段国会中継や国際会議なんぞ気にしないのと同じように、もはや時代遅れとなりつつあるテレビを潰している臨時放送にも興味がない。むしろ学校がお休みになった事で無邪気に喜んでいる節さえある。

　無知とは麻酔だ。しかし同時にこの上のない危険な安らぎを約束してくれる。

　戻りたい、と無自覚に色香を振ふり撒まくメガネの巫女みこは素直に思ってしまった。

　おそらく飛び道具と化した【魔法】に見立てているのだろう、子供達の間で投げ合っていたサッカーボールが彼女の足元まで転がってくる。

「おねえちゃーん」

「はいはい、おチビ達ー。にぎやかなのは結構ですけど、ここが神様のお家うちだって事だけは忘れないでくださいねー」

「大姉ちゃん、大姉ちゃんもこっちきて！」

「お姉ちゃんは色々と忙しいんですう」

「えー？　おっぱい大姉ちゃんもー」

「ちょっとそこのガキは裏来い」

　身を屈かがめてボールを拾い、適当に言ってぐるぐるメガネの巫女みこは子供達へ軽く放り投げた。

　が、途中で見事にすっぽ抜け、どうやったらそんな急角度で飛んでいくんだと言わんばかりの勢いで社殿の障子を突き破っていく。

「……、」

「……、」

「……、あー。おねえちゃん……」

　ピュア過ぎる残念視線が痛過ぎる。

　小刻みに震えるぐるぐるメガネにさらなる追い討ちがあった。

　長い通路、頭の上から呆あきれ返かえったような老婆の声が。

『どうするのかね、巫女みこ姫ひめ様さま？』

「どうするも何もお父様お母様に全力で平謝りしかない訳でしてね!!」

『そういう意味ではなく』

　回廊の天井から響くババアボイスに、ぐるぐるメガネは何度でも重たい息を吐いた。見たくもない情報に限ってどこにでも転がっているものだ。胸元に忍ばせたスマホが短く震えたのでいつもの癖で手に取ると、キャリア会社から直接送られてくるどうでも良いい芸能ニュースがメール配信サービスでぶち込まれていた。

　芸能とスポーツメインのサービスにさえおかしな記事が乱舞している。




『特集!!　【冥めい府ふ】とは何か？　複数の情報筋が語る驚きよう愕がくの予想に迫る』

『初の警戒レベルレッドが発令。【サインイン】を利用した異世界渡航自粛のお知らせ』

『どうなる新薬開発、グランズニールの【ピース】なき東とう京きよう市し場じようの今後とは？』




　二日酔いの朝にいきなり肉と脂肪にまみれた分厚い料理を並べられた気分だ。『続きを読む』など一つも押したくない。喉元まで迫る胃酸を意識し、その巫女みこはゆっくりと呼吸を整えた。

「……外がい務む省しようからグランズニールへの【サインイン】を自粛するよう求められたばかりでしょう？　【冥めい府ふ】への対抗手段はない。散発的に挑めば挑んだ分だけ死者の軍勢を増やし、より攻略難易度を高めるだけ。だから抜本的解決策が見つかるまで不用意に接触するなって」

　メモ魔と化した赤と銀の髪の【剣つるぎ聖せい女じよ】ほどではないが、彼女もスマホのｔｏｄｏにはこれまでの交錯する情報ややるべき事をまとめている。




　・ぶーぶーとベアトリーチェがグランズニールで出会った事。

　・ぶーぶーの集落は過去に軍隊崩れの【ギルド】、【エルキアド】の手で壊滅させられた事。

　・実は過去最全盛の【エルキアド】は【賢者】と手を結んで集落の壊滅を実行していた事。

　・【賢者】の見た目はベアトリーチェそっくりだった事。

　・シビュラやディザスターといった手駒を揃そろえた【賢者】の目的は、グランズニールを崩壊に導く最下層の怪物アビスを倒すためだった事。

　・そのアビス自身、全ての生命の天敵となる【冥めい府ふの王】を倒すために開発されていた事。

　・そしてアビスを撃破してしまった今。遮るもののない【冥めい府ふ】は意気揚々とグランズニール海岸線へ乗り上げ、攻め込んできている事。

　・【冥めい府ふ】側がわの戦力は質、量共に破格であり、複数の【ブレイクニュース】でも対応不能な状況に陥るのが予測される事。




　はあ、と思わず金髪にメガネの巫女みこは重たい息を吐いてしまう。

　いくら情報をまとめても、具体的にできる事は何もない。

『地球生まれの人間はそれで良いいかもしれんがな……とでも言ってほしかったのかえ？』

「？」

『分かっておるじゃろう。異世界を見捨てれば人間社会は問題なし、で終わる訳があるまい』

　……そうなのだ。

　今の世界は【経験値】による【魔法】の習得と、そこから生まれる【ピース】の技術革新によって成り立っている。新薬開発やＡＩ研究などの先端分野では、いつか生まれる【ピース】の発生確率を大型シミュレータで見越して先取りで特許を申請するものまであるらしい。その歯車が全て目詰まりすれば、世界経済にどれだけの悪影響が生じる事か。巻き込まれる失業者の数を考えれば、最悪、破れかぶれの暴動や戦争などに発展する可能性さえゼロではない。

『そんな話ではないぞ』

　が、天井裏の声の主は女子大生の憂鬱さえ鼻で笑った。

　彼女はもっとストレートにこう言い放ったのだ。

『いつまでテレビの向こう側の気分で対岸の火事を眺めておるつもりなのじゃ。どうして直接ヤツの死の指先が自分にまでは届かないと楽観できる？』

「え……？」

『【冥めい府ふ】はすでに目にしておる、異世界・地球からやってきた新鮮な魂の群れを。なら【ゲート】の奥に引っ込んだ程度で諦めるものか。巣穴に手を突っ込んで搔かき回まわしてみたいと考えるのが自然じゃろう。ヤツが全てを手に入れたいとは考えないと、一体誰に断言できるのじゃ』







　東とう京きよう新しん宿じゆく、某零細探偵事務所。

「じっ、冗談じゃない!!」

　まるで迷信のような『安全な回線』でも話せない事なのだろう。直接ここまで足を運んできた若者に、主任と呼ばれた妙齢の美女は思わず安物のオフィスチェアから腰を浮かせていた。

「全ての【ゲート】を政府行政の判断で凍結処理する？　民間の企業経営を一方的に制限するつもりか、ここは誰もが自由経済を約束された資本主義国家だぞ!?」

　言葉の字じ面づらだけ思い浮かべると分かりにくいのはお上の常じよう套とう手しゆ段だんだが、そんな小手先では誤魔化し切れない。【ピース】が世界に与える影響力を考えれば、個人の銀行口座を指先一つで凍結するよりもひどいのだ。お上にそっぽを向かれた企業や投資家は即破滅し、一瞬で数万人の社員が路頭に迷うと通達されるようなものである。これで暴動が起きない方がおかしい。

「俺に嚙かみ付つかないでくださいよ上の決定を伝えているだけなんですから」

　まさしくお手上げといった調子で部下の井いの上うえは軽く両手を挙げながら、

「マクスウェルだか議事堂前駅の地下シェルターだか、とにかくほんとにあるんだかどうだかも分からないお高くとまったシミュレータが導き出したみたいですよ。今のまま状況が進んでいくと、グランズニール内陸へ到達した【冥めい府ふ】の指先が【ゲート】にまで届くって」

「おい、それってまさか……」

「【ゲート】への情報攻撃によってシステムへの侵入が成功した場合、俺達がグランズニールで遊んでいたように、【冥めい府ふ】の亡もう者じや達たちが地球へ遊びに来る可能性が出てきたって訳です。巨きよ大だい兵へい器き工こう廠しようやアビスの存在から考えると、向こうは【魔法】だけでなく科学技術でも地球以上で、複雑な情報処理体系が存在するらしい事も浮き彫りにされましたからね。だからそうなる前に全ての窓口を封鎖しないと。……できれば地球側にある【ゲート】を全て爆破処理してしまいたいくらいですが、経済効果を考えるとそこまで踏み切れないんですって」

　万全に【魔法】を使えるグランズニール側でも押し返されたのに、それが剝むき出だしの生身のまま歴戦の亡もう者じや達たちと戦わされる羽目になったら。もはや地面に隙間なく並べて踏み潰されるのを待つ生卵の群れでしかなくなってしまうのではないか。

　かつての魔王ツェリカの騒乱を思い出す。

　単騎ではなく軍勢、純粋な殺さつ戮りくが目的。そう考えれば今度の危機はあれ以上だ。

「……おい井いの上うえ」

　が、主任と呼ばれるメガネの美女が気になったのはそれ『だけ』ではない。

「言うのは容易たやすいが、この世界に一体いくつ【ゲート】があると思っている？」

「えーと総そう務む省しようと外がい務む省しようの資料によりますと、公式記録で六万八〇七九件。分布には偏りがあって、どちらかと言えば先進国に集中気味ですけどね」

「そう、あくまで公式だ。そんなもん自己申告に過ぎない。まして何かとナメられっ放しのこの国からの開示要求に応じた資料だけだぞ」

　彼女は頭を抱えて、

「魔ま法ほう離り殿でんのように各国政府に保護された【ゲート】もあれば、私達のようにお上にも隠し通している【ゲート】もある。その経済効果を考えれば一斉凍結に応じず隠匿し続ける者だって現れるだろう。いや、いっそ数が少なくなればなるほど稀き少しよう性せいは跳ね上がるんだ。隠した方が旨うま味みが出るなら絶対協調なんかできない、必ずどこかに穴が残るぞ!!」

　そして当然ながら、一ヶ所でも開いて亡霊達が押し寄せれば、この世の終わりだ。

　こんな時であっても、人類は自分達が抱えた問題を捨てられないようだ。

「でっ、でも全ての【ゲート】の把握なんて不可能ですよ。資本主義も社会主義も、宗教国家も情報企業も、果ては犯罪組織や秘密結社まで、あらゆる国や勢力が関わっているんですし」

「……、」

「それこそ、全ての始まりから関わって何もかも掌握する【賢者】でもない限り……」







　そして東とう京きよう六ろつ本ぽん木ぎ、魔ま法ほう離り殿でん。

『全国各地の【ゲート】からは続々とグランズニール滞在者が帰還しておりますが、専門筋によりますと外がい務む省しようの渡航自粛制限は長期化するとの見方も……』

『首しゆ都と東とう京きようも物々しい雰囲気に包まれております。つい先日も魔王ツェリカが主動した異界事変が起きたばかりですが、こちら警けい察さつ庁ちようの緊張はすでにあの時に勝るとも……』

「……、」

　個人宅に置くには大き過ぎ、それでいて部屋のインテリアから悪目立ちしない程度に配慮された薄型テレビから雑音が溢あふれる中、長い黒髪をツインテールにした赤いドレスの少女はもう陽も高く上がったのにベッドの上で寝転がっていた。普段ならこんな怠惰な態度を表に出せば、メイド三姉妹の長女・色いろ花か辺りがメガネを光らせ容赦なく主人の尻を叩たたいていた事だろう。

　だが今は話が違う。

『ちょ、ちょっと待ってください！　魔ま法ほう離り殿でんと【賢者】との間に因果関係はありません。それはきちんと報告してきたはずでしょう!?』

『閉鎖も辞さないって……本気で言ってんのかテメェ!?　今までお嬢がどんだけ身を粉にしてこの国に貢献してきたかもう忘れたってのか!!』

『やれやれ。事態を打開したいというより、都合の良いい生いけ贄にえの山羊やぎを探している口振りね』

　それなり以上に防音がしっかりしているはずの屋や敷しきだが、階下からそんなメイド達の声がひっきりなしに聞こえていた。が、まな板に載せられているはずの少女自身、自分の体を動かすためのゼンマイを失ったかのようにベッドの上へ体を投げ出したままだった。

（……そうか。魔ま法ほう離り殿でんというのは、そういう意味での『檻おり』だったのね）

　今さらのように感心してしまう。一体日本政府の何人が遠い昔から【賢者】の素顔を知っていたかは分からないが、確かにあの顔を見ていればこういう処置を取りたくなるのも頷うなずける。

　しかしどうでも良かった。

　赤いドレスの少女の胸中にあるのは一つだけだった。

（ぶーぶー……）

　去り際を思い出す。

　あの時何もできなかったのか、本当に？　不意打ちで仲間達に【兵へい輝き】を取り上げられ、ろくに【魔法】も使えないまま複数人に抱え上げられ【ゲート】まで連れて行かれた。だけど重ねて言うが、本当に何もできなかったのか。自分は最後まで残りたかったけど仕方がなかった……という言い訳をよそに押し付け、【サインアウト】のため再び【兵へい輝き】を摑つかんだのでは。

　そんな弱い少女に、ぶーぶーからは一言もなかった。

　たった一度だけこちらを振り返ると、帰還のための時間を稼ぐと言わんばかりに再び先陣切って亡もう者じやの群れへと飛び込んでいったのだ。

　今、自分には何ができる？

　いいや、本当は何をしたい？

「ふう……」

　少女が一度重たい息を吐いた時だった。

　こつこつこつ、という小さな硬い音が彼女の耳についた。

　窓の方からだ。




　　　　　５




　陽は高く昇っていた。

　ただでさえあれから一昼夜以上休みなし、立て続けの連続戦闘は極端にぶーぶー達を疲弊させる。対する亡霊達は元から死んでいるのだから体力や体調など気にも留とめない。すでにぶーぶーや【ストリオーナ】の猛攻は幾人かの古参の兵隊達へ致命傷を与えていたのだが、

『くっくっ、どうやら自分はここまでのようです軍曹殿』

『一回休みだなブラヴォーツー。【冥めい府ふ】の中で再起を待つが良いい！』

『羨ましい話だ。俺達も行くぞお!!』

　すでに死の先にいる彼らは恐れない。

　何しろ死んだ魂は【冥めい府ふ】へ回収され、逆戻りしていくのだから、殺した程度では相手の戦力を削れない。しばしの休憩を挟めば再び襲いかかってくる事だろう。

　ひらりと宙を何かが舞った。

　それは掌てのひらサイズの小さな【妖よう精せい】、メリディアーナやアリスだ。彼女達は空中で複雑に交差していた。その薄羽は器用に使えば陽光や月明かりをキラキラと反射させられる。アクロバット飛行と組み合わせれば遠方に正確な合図を送れる規則的な点滅信号の出来上がりだ。

「三番、五番、八番は手はず通りにお願いします。四番、九番はワンテンポ遅延」

「わざと時間差開けて撃ち漏らしも木こっ端ぱ微み塵じんですもん。撃てえですもーん!!」

　天空から何かが落ちた。

　遠く離れた森の中には【クラフト】系特化の【妖よう精せい】達たちが作った、攻城戦用のカタパルトがずらりと並べられていたのだ。大きなシーソーのようなもので岩を投げ飛ばすアレである。元から自前の羽を持ち砲手側が地平線に囚とらわれない『高い視線』を維持できる事、最前線で敵の動きを摑つかむ側は薄羽を陽光に照らしてキラキラと光を瞬またたかせれば相当遠くまで規則的な信号を放てる事などから、かなり正確な超長距離砲撃が期待できる。

　人間の背丈を超える大岩や火薬を詰めた木の樽たるなどが次々降り注ぎ、今や原形を留とどめない建物の壁や屋根ごとぶち抜いて、次々に亡もう者じや達たちへと激突していく。

　言ってみればメリディアーナやアリスは最前線に溶け込んで航空爆弾をレーザーで誘導する危険な観測手の立ち位置だ。体が小さく食物連鎖でも下位に位置する【妖よう精せい】だが、その小ささ故に攻撃が当たりにくいので意外としつこく喰くらいつける。【グラウンドスパイダー】のように特殊な感覚器官を持ち、蜘蛛くもの巣すなど隙間のない面攻撃でもやってこない限り、だ。

　しかしそれでも足りない。

　圧倒的に敵の数が多過ぎる。

「うげげっ！　お姉ちゃん、退避、上にいったん退避ですもーん!!」

「アリス!!　私達が撃ち込む場所を教えないとせっかくのカタパルトが宝の持ち腐……」

「例の蜘蛛くもの巣すが近づいてきてるんですもーん!!」

　ほとんど妹に手を引っ張られるようにメリディアーナが上空へ飛び上がってみれば、半壊して粉ふん塵じんにまみれた宿屋街が黒い何かに埋め尽くされていくところだった。まるで月の満ち欠けを早回しにしているようなその正体は、やはり【冥めい府ふ】側がわの手によるもの。人の背丈よりも大きな蜘蛛くもとカニを融合したようなカラクリ細工が禍まが々まがしい糸を噴き出し、次々とトンネル網を築き上げ、あっという間に【黒い迷めい宮きゆう】が広がっていく。

「あのカラクリ細工……アラクネ？　でもどうしてあっち側に!?」

　島全体が得体のしれない死病に蝕むしばまれていくかのような猛威。今のままでは宿屋街全域が吞のみ込こまれるのも時間の問題だ。

　死角や行き止まりが多く、狭い通路では大物を振り回すのにも支障が出る。地上で奮闘する仲間達が巻き込まれたらおしまいだ。自滅覚悟で刺しに来る亡霊達の軍勢を止められなくなる。

「どっ、どうしましょう。早く押し返さないとみんなが……!!」

「待て」

　同じ高さを舞っていた長老のモルガンがこちらに合流してきた。

「耳目の役割をする我々が功を焦あせって撃墜されてはそれこそ手の打ちようがなくなる。カタパルトが有効なのは確かなのだ。ピンポイントで的を絞ってぶーぶー殿や【ストリオーナ】様達を支援するぞ。陣取りゲームに巻き込ませるな。【黒い迷めい宮きゆう】を叩たたき潰つぶして行動の自由度を確保し、皆の逃げ場が封じられる事だけは避けるのだ。絶対に孤立させてはならんぞ!!」

　一方の地上。

　刻一刻と見慣れた風景が書き換えられていく地獄の中では。

「ぷっ、ぷきー……」

　丸太や鉄骨と見み紛まごう巨大な【兵へい輝き】を片手一本で構えるぶーぶーさえ、その肩が大きく上下してしまうのを止められなかった。意識して呼吸を整えるほどの余裕もない。

　全ては時間帯なのだ。

　昼。

　そうなると、グランズニールの宿屋街近郊で戦うぶーぶー達と【冥めい府ふ】の亡もう者じや達たちとの間の戦況には自然と大きな傾きが発生してしまう。

　つまりは、

「チィ!!　【カリカンザロス】の寝ぼすけはまだ復帰できんのかえ!?」

　ぶーぶーと背中を預け合い、黒いリボンワンピースに大きな花飾りをあちこちに足した妖よう精せい達たちの女王【ストリオーナ】が舌打ちする。

　そう、【吸血鬼】は日光に弱い。

　必然的に一日の半分しか戦闘に参加できず、それが規格外の力を誇る【ブレイクニュース】勢の一角ともなれば、一人いるかいないかだけでパワーバランスがぐらりと傾いてしまう。

（……逆に、昼に強いのは土壌の栄養を吸って光合成万歳で延々増殖するエロ人にん参じんだが）

　チラリと目をやって、しかし【ストリオーナ】は顔を歪ゆがめた。

　植物系【ブレイクニュース】の頂点、【イレアナ】は確かに参戦していた。

　だがその腹を勢い良く突撃銃の銃剣でぶち抜かれていた。

　無論ヤツとて逆説の一席に座る女、そう簡単に真正面からやられるとは思えない。たとえ無限増殖を逆手に取ってトライアンドエラーで無数のトンネルが連結する危険な【黒い迷めい宮きゆう】に自ら飛び込み、伏兵の有無を確かめている最中だとしてもだ。

　ましてこれだけ開けた広場で、ヤツが隙を作ってしまった理由はと言えば……、

「あ、ああ……。どうして、どうして……」

『クラスナヤよりシニャーノフ、標的１の撃滅を確認』

「貴様達がそっち側にいるのかぞな!?　かつての大義はどうした、がっふ。いいや、わざわざ異世界くんだりまで来てヒマワリとやらを探し、代わりとなる食感の種を見つけて素朴に喜んでいた貴様達の笑顔を気に入ったというのに。【冥めい府ふ】なんぞの、手先になり、おって……!!」

『標的１の分化を確認。同志へ、各個撃破に効果なし。ロケットシステムによる焼しよう夷い弾だんや枯葉剤の斉射を申請する。付随して水源の汚染、破壊も効果的と予測』

（ヤツもヤツで、『古い知り合い』にでも逢あって調子を乱しておるか!?）

　群生する植物系であるが故に、個体個体を撃破されても大元の魂は死なない辺りが唯一の救いか。駒としては奪われない。しかしこれではじり貧だ。次の日没まで持もち堪こたえられるか。

「……今、解放してやるぞな。あああ、ァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　銃剣で刺されたまま両腕を広げ、かつて共に歩いた誰かを抱き寄せ、最後の力を振り絞ってその全身を圧あつ搾さくし撃破する【イレアナ】。植物も亡もう者じやもインターバルを開ければ復活する。互いの駒の数は変わらないが、妖よう精せい達たちの女王はそうした行為を不毛と切り捨てられなかった。

【ストリオーナ】は隙を見て宿屋街の崩れた商店から引っこ抜いた、自分の頭ほどもある大きな果物と【はちみつ板】をまとめてぶーぶーの方へ放り投げて、

「ほれメシだ、勝手に倒れるでないぞ」

「ぶー」

　この程度なら種も芯も全部まとめて一口であった。板状に固めた糖分も一緒に食べると美味おいしくて栄養になる。ぶーぶーは優れた身体能力の持ち主だが、決して燃費が良いい方ではない。

　一方の【エルキアド】の老兵達も太陽の価値を熟知しているようであった。

　具体的な勝算を見つけて喜ぶような、それでいて終わってしまう事への寂しさすらも織り交ぜて、少し離れた場所に立つアルファゼロがくつくつと笑う。

『さあて、次の日没までにケリをつけられるか』

「……バーサーカーを気取る割に、夜まで待って全力で戦うとは考えんようだのう」

『確かに些いささか以上の物足りなさは感じるが、我々が浸りたいのは本気の死闘だ。そこに演出はいらん。勝てる時には勝たせてもらうさ』

（……仮初めの幽体を繫つなぐ命綱を盾に脅されて従わされている、という訳でもなさそうだ。王とやらから指図がなくとも勝手に暴れ回る性分か）

　すでに巨大な蜘蛛くもとカニを融合したような怪物達はこの宿屋街にまで歩を進めていた。次々吐き出される黒い糸が複雑に編み上がり、縦に横にとトンネル状の迷路を構築していく。これは戦争の常識を覆くつがえす、侵略型の塹ざん壕ごう戦せんだ。守りではなく、攻めの陣地。ただでさえ厄介な相手が、地形情報を書き換える事で地の利まで奪っていこうとしている。

　当然ながら、加速度的に破滅へ向かう状況に、ぶーぶー達も黙って見ているだけではない。

　そもそも【ストリオーナ】が口を開いていた事、時間を稼いでいた事にも意味はある。

【妖よう精せい】達たちのカタパルトは威力不足の感もあるが、真上からの攻撃に効果があったのも事実。

　ゴッ!!　と。

　空中で大きく旋回した一〇〇〇メートル級の【サウザンドドラゴン】が、今再びの空爆を敢行する。目的はもちろん軍隊崩れの老兵達だが、仮に彼らを仕留められなくても複雑に織り込まれた【黒い迷めい宮きゆう】を引き千切り、幻影の塹ざん壕ごうをかき消すだけでも大きな効果がある。

　そのはずだった。

　しかし。




　寄り添うようにもう一体。

　分厚い雲の中から飛竜の巨体が現れ、凶暴な顎あぎとが【サウザンドドラゴン】に狙いをつける。




　人間達の換算で全長一〇〇〇メートルを超える怪物の心臓すら締め付ける光景だった。近くを舞う【妖よう精せい】の長老モルガンからの呼びかけに答える事もできず、頭の中が真っ白になる。

『なっ……』

　それはあたかも、銀の甲かつ冑ちゆうに覆われた巨竜。

　目の前の理不尽に【サウザンドドラゴン】が抗議の声を上げている暇さえなかったようだ。

　ドッッッバッッッ!!!!!!　とオレンジ色に輝く極太の熱線───いや、正確には煮えて液状化した金属か何かか───が黒い竜のどてっ腹に直撃する。

「きゃあっ!?」

「あいつ……自分だけなら避けられたのに、あたし達を庇かばったですもん？」

　まさに至近、ゼロ距離からの一発。凶悪極まるドラゴンブレスに【サウザンドドラゴン】は堪たまらず苦痛に身をよじる。安定した飛行は乱れ、爆撃コースから外れてしまう。

　だがあれは何だ？

【冥めい府ふ】とやらは【ドラゴン】の魂さえ捕獲して己が物へと作り替えているとでも言うのか。小さな【妖よう精せい】達たちを巻き込まないよう新たな敵を別の空域へ誘導しながらもカチカチと痛みに歯を鳴らす黒い竜は、そこでおかしな声を耳にした。

『……見つけた』

『見つけた、見つけた、見つけた』

『……見ィーつぅけた……』

　竜のものではない。

　もっと可か憐れんで、甲高く、そして呪じゆ詛そに満ちた少女達の声。

　一瞬、【サウザンドドラゴン】は形のない幻覚がぶり返したのかと思った。だけど違う。炎の竜の額の真ん中で折り重なる銀の装甲が両開きの扉のようにめくれると、布ふ団とんや木の葉の裏にでも隠れていたかのように、次々と小さな影が顔を出してくる。

　そう、それは。

　掌てのひらサイズの小さな少女達の正体は……、

『【妖、精】……!?』

　グランズニールで死した命が【冥めい府ふ】に囚とらわれるなら、必然こういう話になる。邪悪な竜が貪り食った哀れな命の群れが、報復の刃を研いで【サウザンドドラゴン】の前へ再び躍り出た。

【クラフト】系に特化した【妖よう精せい】達たちの手による、カラクリ細工の巨竜を引き連れて……!!

『何であなたが正義の味方の側に立っている訳？』

『みんな生いけ贄にえで全滅なら納得できた。助からないものなんだって納得できた』

『なのにどうして止まっているの？　それなら私達は何のために犠牲になったの？』

　口々に言う。

　かつての面影などない。

　だがそれを奪ったのは、他ならぬ【サウザンドドラゴン】本人なのだ。

『死ねよ』

『くたばれ』

『お前も、落ちろォ!!』







　地上でも大きく状況が動いていた。

　上空支援のタイミングを失い、反撃のきっかけをなくしてたたらを踏むぶーぶーや【ストリオーナ】達へ、一斉に【エルキアド】の老兵達が攻撃を仕掛けてきたのだ。あるいは【魔法】で、あるいは鉛弾で、それらを組み合わせて。横殴りの豪雨のような猛攻を前に、ぶーぶーと【ストリオーナ】は一度別れて各おの々おの崩れかけた建物の屋根まで避難する。当然、まだ無数の糸で作られた【黒い迷めい宮きゆう】の及ばぬ範囲へだ。

　景色は上書きされ、すでに宿屋街の全域はほぼ吞のみ込こまれた。

　いっそ屋根の上にでも上がらなければ、無数の死角と行き止まりに遮られた死の迷路に放り込まれてしまうところまで追い込まれたのだ。

「アラクネ。どこかで見たと思ったが、そういう事か……」

【ストリオーナ】もようやっと事態が吞のみ込こめてきた。

　瞬またたく間まに【黒い迷めい宮きゆう】を形作る者達。【クラフト】系に特化した死者の群れ。

　ガパリと、蜘蛛くもとカニを融合したような怪物のお腹なかが開く。

　あたかもカニが卵を抱えるように複数ひしめき合っていたのは、人間の掌てのひらほどの大きさを持つ、背中から薄い虫の羽根のようなものを生やした少女達。

「魂に細工を施して憎ぞう悪おでも増幅したか。わしの断りもなく眷けん属ぞくどもへ手を伸ばすとは良いい度胸だのう、【冥めい府ふ】とやら……!!」

　だが真っ当に憤いきどおる女王の言葉は【妖よう精せい】達たちには届かない。

　文字通り、その魂は縛られているのだ。

『……どうしてそんなに偉そうなんですか。女王女王って、私達を守れなかったくせに。私達はあなたの庇ひ護ごを信じていたのに……』

『死んだんです。ねえ、あたし達は死んでしまったんですもう戻れないんですよ何もかも!!』

『同罪同罰は基本でしょ、なら死んでよ。吞のん気きにのこのこ生きていないで私達に償いなさいよォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!』

　直接的な打撃よりも、その声こそが最大の呪じゆ詛そだったのかもしれない。

　そもそも攻撃力に乏しい【妖よう精せい】が自分から顔を出す必要はなかったのだ。【ストリオーナ】の心を揺さぶってわずかでもその動きを止める方が有益だったのだ。

　その証拠に、

『いけないねえ』

　だんっ!!　と鈍い音が響いた時には、すでに老兵アルファゼロが壁を蹴って妖よう精せい達たちの女王が逃げ込んだ屋根の上へと身を乗り上げていた。そこはもう両刃のロングソードの殺傷圏内。仮に慌てて飛び下がったとしても、バランスを取り戻す前に二刀流の重機関銃で叩たたき落おとせる。

『血沸き肉躍る戦いの最中に純粋さを見失うたあ！　よそ見運転は命取りだぞ、っとお!!』

「っ!?」

　びくりと細い肩が震えたが、猛毒の羽根では銀の閃ひらめきを物理的に受け止める事はできない。

　直後だった。

　ッッッゴン!!　と鈍い音が炸さく裂れつしたかと思ったら、不意にアルファゼロの体が大きくブレた。ロングソードの軌跡が派手に翻ひるがえり、横合いから飛んできた何かを叩たたき落おとしたのだ。

　それは人間の頭ほどもある大きな瓦が礫れきだった。

　大通りを挟んで向かい側。やはり崩れかけた屋根に立つぶーぶーが、軽く真上に放った瓦が礫れきへ丸太や鉄骨のような【兵へい輝き】をフルスイングし、砲弾のように撃ち込んできたのだ。

　しかも当然、そこで終わりではない。

　躊ちゆう躇ちよなく、四メートル弱の巨体が飛ぶ。

　瓦が礫れきの砲弾はわざと相手に受け止めさせ、そのノックバックで動きを止める。アルファゼロが怯ひるんだその一瞬だけは【魔法】も重機関銃も使えない。そこで一気に距離を詰め、今度の今度こそ本命の一撃を流星のように老兵の脳天へと叩たたき込こむ。

　またも銀の閃ひらめきが翻ひるがえった。

　ロングソードと重機関銃を交差し、アルファゼロは正面からぶーぶーの全力を受け止める。

　恐るべき事に、老骨だけなら拮きつ抗こうしていた。

　しかし崩れかけた足場の方が深く沈み、屋根の上に華きや奢しやな少女を残したまま、ぶーぶーとアルファゼロの二人は屋内へと落ちていく。立て続けに床をぶち抜き、一気に地面まで。

　すでに頭上は無数の黒い糸で編み込まれた【黒い迷めい宮きゆう】の天井に覆われている。だがそんな不利など今はどうでも良いい。ギリギリと互いの【兵へい輝き】で鍔つば迫ぜり合あいを行い、のしかかるようにしながらぶーぶーは至近で低い声を放つ。

「お前許さない」

『ははーはぁ!!　それで良いい。俺達がやりたかったのは指ゆび差さし確認で祝砲を撃ち合う合同軍事演習じゃない、レーダーも照射できんアクロバットの航空ショーでもない。……本物とはこういうもんだ。鉛の弾より鋼の刃より、まず本物の感情で殺し合うところから始めんとなあ!!』

「お前一体何がやりたい!?　こんなにみんなを傷つけて!!」

『心の底からお前まえさん達が羨ましかった』

　砕けた床と巨体に挟まれるようにして。

　しかしその老兵は、いっそうっとりと眺めるような目つきであった。

『尻すぼみで規模を縮小していく冷戦は見るに堪えなかった。誰も彼もが持てる力を存分に発揮する事もできずに腐っていくだけだった！　……だがここは異世界だ。どれだけ暴れて壊滅的な事態になったとしても、地球の人類が滅亡する訳じゃあない。なあ、おい。こんな素晴らしい地獄があるものかよ!!　こんな極彩色の天国、他のどこを探したって見つからん!!』

「意味が分からない……」

『最後の最後まで戦ってみたい。終末なんぞ気に留とめず、全てを出し切りたい』

　その瞳に宿る光はバーサーカーのものか。

　あるいは己の命さえテーブルへ叩たたきつけるギャンブラーか。

『米ソの核戦争なんてどうでも良いい。大局を刺激しないようあらかじめ上が計算した戦場へ出かけるなんて真っ平だ。ベトナムだって結局そう、中南米の白い粉だって断ち切れなかった。全ては誰かが決めた落としどころってヤツさ。負け知らずの最強の軍隊はな、負けたら困る連中が多過ぎて雁がん字じ搦がらめだった。そんなの現場の兵士の知った事じゃなかったのにな。俺達は、五分と五分の、全部出し切ってどっちが勝ってどっちが負けるか分からない終末の戦いをやってみたい。それだけなんだ、それだけなんだよ【イベリコオーク】!!』

　恐るべきうねりをぶーぶーは感じ取っていた。

　ほとんど組み伏された状態から、なお。老兵の足の裏がぶーぶーの腹に押し当てられ、そのまま凄すさまじい脚力で宙へと放り投げられた。自由を取り戻したアルファゼロの両腕がブレる。右の【兵へい輝き】の雷撃系【魔法】に、左の重機関銃の鉛弾。空中にいて足場のないぶーぶーへ、容赦なく飛び道具の照準が合わせられていく。

『羨ましい、ああ羨ましい!!』

「ッ!!」

　射撃の瞬間、ぶーぶーは身をひねって丸太か鉄骨のような【兵へい輝き】を床へ叩たたきつけた。その反動で巨体がわずかに浮かぶ。紫電を纏まとう変幻自在の銃弾の嵐をかろうじて回避していく。

　壊れた床から起き上がりながら、狂気の老兵は笑っていた。

『……それでな、全力全開の結果滅んでしまったあの集落を見て、やはりこう思ったんだよ。ああ、本物の滅びの味を楽しめるなんて、どれだけ羨ましいんだとな』

「お前……」

『そうだ、その憎ぞう悪おすらも羨ましい！　【魔法】さえ【兵へい輝き】で管理して計画的に勝つ事しかできんデジタルな俺達にはついぞ味わえなかった生の感覚だ。ああ、ああ。今なら負けて滅びる事ができるかもしれない。本当にひりつく戦いができるかもしれない!!』

　だから、とアルファゼロは剣と銃の二刀流をゆっくりと構え直しつつ、そう囁ささやいた。

　ここで終わりではなかった。

『ついでにもう一つ、心置きなく戦えるよう余計な枷かせを外してやろう』

「まだ何かあるのか」

『おうとも。そもそも俺達が【冥めい府ふ】の命令で島へ上陸したのは、人間達の使う【ゲート】へ手を伸ばすためだ。そいつをちょちょいといじくって、向こう側へ手を伸ばすためにな』

「……、」

『グランズニール生まれの魂までは分からんが、そもそも俺達の魂は地球産だ。こんなナリでも条件を揃そろえれば人間用の【ゲート】を潜れるかもしれん。そうなれば、分かるな。もう地球の人類なんぞどうでも良い。お前の大好きなみんなも血の海へと沈んでいくぞお？』

　にたにたと、にやにやと。

　そのどうしようもない笑みを前に、ぶーぶーは今ここにない景色を重ねていた。

　かつて、彼がどうしようもなく一人ぼっちになってしまった瞬間を。昨日まで当たり前のようにあった集落の全てを打ち崩された、血と煤ばい煙えんに覆われた瓦が礫れきの風景を。

　あれと同じ事が、また起きる。

　しかも今度はベアトリーチェ達の暮らす安全な『集落』で。聞いた話だとこことは違う問題もあるようだけど、それでも狩りをしなくてもご飯を食べられる、弱肉強食のない満たされた世界だという話だった。そんな、彼の胸の中にたくさんの温かいものを詰め込んでくれた少女達の住む場所を巻き込むとヤツは言う。

　思わず、【イベリコオーク】の末すえは吼ほえていた。

　大局的な不利など気にも留とめずに。

「お前ッッッ!!」

『来いよ本物!!　多くの【ゲート】を獲とるほど解析は進む。さあ、魂と魂を削り合う真なる戦、一切の妥協なくどちらか一方が完全に滅ぶ終末の味を俺達にも振る舞ってくれえ!!!!!!』
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　こつこつこつ、と。

　ガラスを小さく叩たたく音に赤いドレスの少女が窓辺に寄ってみれば、意外な顔がそこにあった。

「アルメリナ、フィリニオンも……？」

「よっぽど『上』もてんやわんやになってるみたいだな。普段だったら魔ま法ほう離り殿でんなんて絶対侵入なんかできないってのに」

「と、と、とにかく入れてくださいー」

　壁にしがみつき、今まさに窓から入ってきたのは例のメガネのコンビだった。女子大生の巫女さんにお巡りさん。グランズニールでは互いの背中を預け合ったカンスト組達である。

「一体何しに来たの……？」

「あんたを助けに来たんだよ」

　呆あきれたようにタイトスーツは言いながら、

「自分を取り巻く情勢は分かってんだろ。上に【冥めい府ふ】を止める方法はない、みんながみんなグランズニールから引き返して現地の【ゲート】は放ほうったらかしなんだからな。今に死の指先が届いちまう。情報攻撃が失敗すれば問題はないが、そもそも成否の主導権を向こうに握られている時点で私達は負けてる。このままだとツェリカの比じゃなくなるぞ」

「……、」

「だっていうのにお上は毎度の思考放棄だ、【冥めい府ふ】の攻撃を避けられない災害か何かに置き換え始めてやがる。いや、憎む相手がいなければそれで済むかもしれんが、血の海を乗り越えた後に民衆が騒ぎ出した場合に備えて事前にスケープゴートを確保しようとしてる。世の中に【魔法】をもたらした張本人の【賢者】様。平たく言えば、天災で納得しないなら人災という事にしちまえって訳。それなら、恨むべき矛先を自分達からよそへ上手に逸らせるからな」

「でも、【賢者】本人は私達の手で倒してしまった後、どうなったか誰にも分かりません」

「そうなると、【賢者】と最も近しい人物は誰かって話になる。加害者の家族まで狙い撃ちする馬鹿げたマスゴミみたいにな。ベアトリーチェ、あんたが一番危ない。下手すると同一人物だった『事にして』全ての恨みを被かぶせるつもりかもしれん」

　荒唐無稽な話だが、民衆のストレスのはけ口とは往々にして因果のないものだ。かつての魔女狩りに一つも矛盾はなかったか。ある程度の筋さえ見通せれば、多少の不自然なところには目を瞑つぶれる。恐きよう慌こう状じよう態たいに陥った民衆が安心を求める行為ほど恐ろしいものはない。

　赤いドレスの少女は自前のベッドに腰掛けながら、

「ひとまず、最後まで聞きましょうか」

「どうしてそんなに落ち着いていられるんですかっ。いわれもない罪で間もなく捕まるって状況なのに……！」

「制服警官の手を逃れ、抜本的に状況を打開するための方法は一つだ」

　タイトスーツの美女は腕を組んだまま人差し指を立て、

「もう一度、グランズニールへ行く。そして自分達で【冥めい府ふ】を何とかする。これしかない」

　そもそも上がスケープゴートを求めるのは、【冥めい府ふ】の侵略を止められず地球側の民衆に多くの犠牲を出した場合に備えてだ。逆に、侵略さえなければ対症療法の生いけ贄にえも必要なくなる。

「具体的な勝算は全く分からん。だけど今もぶーぶーや【ブレイクニュース】達は戦っているはずだ。彼らには島以外に暮らす場所はないし。なら早い方が良いい。一人一人が絶大な力を持つ【ブレイクニュース】達が殺されて【冥めい府ふ】側がわに組み込まれたら悪化していくばかりだ」

「……、」

「ベアトリーチェだってぶーぶーさんを放っておけないでしょう。前は無理矢理【ゲート】まで引きずってしまいましたが、もう状況が違います。最後のチャンスはグランズニールにあったと見るしかありません」

「……、」

　一も二もなく飛びつくべきなのだろう。

　本来なら。

　だけど赤いドレスの少女は静かに唇を嚙かんでいた。

「……本当に、私にそんな資格なんてあるのかしら」

「資格がどうとかじゃねえよお上に利用されて処刑されるってのが何で分から……!?」

「だって!!　私はみんなに迷惑をかけてばかりじゃない!!」

　タイトスーツの美女の叫びに被かぶせるように、さらにドレスの少女はヒステリックに叫ぶ。

「【エルキアド】、魔王ツェリカ、【賢者】にアビス……。自分の正義に従ってその場その場で頑張ってきても、結局最後は【冥めい府ふの王】を勢いづかせる結果にしかなっていなかった!!　今こうなっている事の原因は全部私にあるはずでしょう!?」

「な、何言っているんですか。アビス個人の善悪はどうあれ、彼女を止めなかったらその時点でグランズニールはおしまいだったはずでしょう？」

「ぶーぶーだって!!　私達人間の都合なんて考えなければ、もっと有利な場所に陣を張って戦いを始められたかもしれないわ。ううん、そもそも【ゲート】を差し出して【冥めい府ふ】の矛先を地球に集中させれば、自分達は見逃してもらえたかもしれないもの!!」

　なのに彼は不利な奇襲を受けたまま、体勢を立て直す暇もなく真っ向勝負を挑んだ。

　異世界を勝手に見限った人間達を安全に逃がすためだけに、だ。

「貴女あなた達たちだってそう！　いえ、悠はる花か、密花みそか、色いろ花か……。私が【ゲート】を超えるのは容易たやすい、でもその結果責め立てられるのは誰!?　結局、結局。誰かが泥を被かぶらないと自由なんて得られないじゃない！　私が場当たり的に動くたびに、別の誰かが苦しめられるだけじゃない!!」

　この少女が願えば、彼女を見守る誰かは喜んで頷うなずいてくれるかもしれない。

　ぶーぶーを助けたいと、いわれなき罪から逃れたいと。

「……、全部、私のせいでこうなった」

　そう言ってしまえば、それは正論なんだから、本当はどれだけ辛くたって笑顔で応じるしかなくなってしまうかもしれない。

「これからもそうしろっていうの!?　大切な人をエンジンに放り込んで燃料代わりにしないと前へ進めないようなろくでなしに!!」

　スケープゴートが何だ。

　それが本当に悪だというのなら、一番の悪党はまさしく赤いドレスの少女自身なのではないか。魔ま法ほう離り殿でんなんて所に閉じこもって、他の多くの人生を踏み台にして、勝手気ままにここまで生き延びてしまった彼女自身が多くの山羊やぎを捧ささげてきたのではないか。

　これからも続くのか。

　変える事はできないのか。

「こ、の……っ」

　思い悩む少女に、ついに大人達が爆発した。




「「どうして気づかないんだこの馬鹿ッッッ!!　今の今まで散々他人の事情で一番迷惑を被こうむってきたのはベアトリーチェ、アンタ自身のはずでしょうが!!」」




　赤いドレスの少女は突然の大声に目を白黒させていた。

　ピンとこないといった顔の少女に、ますます女子大生とお巡りさんは臨界を超えていく。

「【賢者】に顔つきが似ている、あいつは【賢者】かもしれない。そんな『予測』だけで魔ま法ほう離り殿でんなんてものを造って隔離されて、女の子らしい学校生活なんかから全部切り離されて!!　それで自分は周りに迷惑をかけているだなんて本気で言っているんですかベアトリーチェ!?」

「あんたは【賢者】に利用され、そんな【賢者】にお上が対策も作れずに脅おびえるだけ脅おびえて、板挟みになって一人ぼっちでこんな隙間に落っこちてる！　突き落とされてる!!　ならわがままくらい主張しろよ!!　社会の安定だの【賢者】への切り札だの、そんな効果があるんだかどうだかも分からんあやふやな『ジンクス』のために一生に一度しかない大事な一〇代の自由を奪われてんだ。本来はあんたを助け出さなきゃならないお巡りさんの私が指を咥くわえてへらへら笑ってんだぞ！　何で糾弾してこないんだ、自分の権利が分からないんだよお!?」

「え、だって……」

　戸惑いの声を発するドレスの少女は、おそらく気づいていない。

　たとえ目の前に美味おいしそうなケーキを置かれても、それが自分の分だなんて欠片かけらも思わない。ケーキが腐っていくのを眺めて、何で誰も手を出さないんだろうと首をひねる状態なのだ。

　だから、巫女みこさんやお巡りさんは怒っているのだ。

　いいや、彼女達だけではない。本来ならば政府行政の手で造られた魔ま法ほう離り殿でんを管理する側、言ってしまえば公僕に属するメイドの三姉妹だって書類上の所属を超えて、今も防波堤として色々な圧力を跳ね返しているのだ。

　人として当たり前の権利を摑つかんでほしい。

　それがダメなら、せめて奪われた当たり前の数だけわがままくらい言ってほしい。

　そう願って。

「ふざけるなよベアトリーチェ。ほんとは何をしたいんだ、こんなトコでうじうじぐだぐだ腐って運命を受け入れちまえばみんなにこにこハッピーエンドか？　誰も困らないか？　本気でそう思ってんのかクソガキ!!　あんたにとっては格好悪い諦念の象徴かもしんないけどな、あんまり大人を舐なめるんじゃあねえぞ!!」

「あなたの一貫した言動を見ていればそんなの分かります。ぶーぶーさんが自分の手の届かない所で意地悪されて、傷つけられて、それで黙っているのが正解なんですか!?　誰に遠慮する必要もない、あなたが本当にやりたい事は一体何なんですか!!」

　そんなの決まっていた。

　大切な人を見殺しにする選択なんてありえない。ドラマチックな自己犠牲で倒れていくのだって嫌だ。大人の事情に翻弄されて縛につくなどもってのほか。一人の少女が願うのは。馬鹿みたいな話でも、都合の良いい話と呼ばれても構わない。それでも彼女が本当に望んでいるのは、

「……私の居場所だった」

　そうして、ついに赤いドレスの少女の唇が動いた。

　両手で顔を覆う彼女は、震える声でこう洩もらしたのだ。

「あそこは、グランズニールは私の居場所だった。四方を壁に囲まれてもいない、宿屋街に【迷めい宮きゆう】、自由に歩いて自分で選んでものを買ったり体を鍛えられる所だったの。フィリニオンやアルメリナだって、異世界がなければ出会えなかった。それに、それに」

　その声は錆さびついたようにボロボロで。

　それだけ長い間、ずっとずっと動かす事の許されなかった歯車の群れが、今動く。

「ぶーぶーと出会えたのは奇跡のようなものだった！　地球と異世界が繫つながるなんて特大の反則がなければそれこそ絶対に巡めぐり逢あえなかった!!　今さら捨てるなんてありえない、あそこには私の全部が詰まってる。ぶーぶーは私に面倒見てもらっていると思っているようだけど、実際は正反対だった。私は！　ぶーぶーと出会わなければ今の自分を形作る事もできなかった!!　恩を返したい、何もできずに終わらせたくない。ううん、そんなのだって建前に過ぎない。私は、もう理由なんてどうでも良いい、ただ私は……!!」

　効率なんて話じゃない。

　合理性の問題じゃない。

「私だって」

　金髪にメガネの女子大生やタイトスーツの美女は、その声をじっと聞き入っていた。悪い気分ではない。世界の情勢なんて誰もテーブルに並べちゃいない。もっと根本的に、もっともっと根源的に、人の魂を揺さぶる原動力となるモチベーションが欲しかった。それだけなのだ。




「……私だって、ずっとぶーぶーと一緒にいたい……ッッッ!!!!!!」




【冥めい府ふ】の侵略に地球の運命、そんなものは全て二の次。どこまでいっても徹底的に主観へ頼った優先順位。こんな考えで勝手に人類の行く末をベットされてはたまったものではないだろうが、むしろ聞き届けた二人はほっとした顔を浮かべていた。間に合った、と。

　大人達は軽く拳を合わせ、ボロボロと泣く少女へ告げる。

「なら急ぎましょう、ベアトリーチェ」

「ああ。あのメイド達が優れていても、いつまでも抑え込めるとは限らないからな」

　バタバタドタドタ、と荒々しい足音が廊下の方から響いてきたのはその時だった。断じて悠はる花か達たちの整った挙措とは思えない。おそらくは生いけ贄にえの山羊やぎを捕まえに来た黒服達だ。

「言ってる傍そばから……とにかく急げ、窓から出ろ！　あんたの【ゲート】は中庭の方だろ!?」

　玄関先で靴を脱がない洋館なのは幸いだった。外行きの靴を履いたまま赤いドレスの少女は窓の外へ。ジャグジーのついた東あずま屋やの方に黒服は配置されていなかった。魔ま法ほう離り殿でんは政府系の建物だ。【ゲート】の位置もあらかじめ把握されているはずだが、わざわざ危険な【冥めい府ふ】の待つグランズニールに向かうような愚は冒さないと判断されていたのだろうか。

　窓から見たのか、あるいはカメラやセンサーの反応か。こちらの動きが察知されたらしく、屋や敷しきの中から派手な破壊音が何度も響いていた。

「悠はる花か、それに他のみんなも……」

「今は気にしても仕方がねえ、賭けても良いがメイド達は笑ってくれてるよ！」

「勇み足でやらかしたお上に一発くれてやるには、まず自由を取り戻しましょう。そのためのグランズニールです!!」

　中庭にある【ゲート】までやってきた。

　だが【サインイン】完了までには数分の時間が必要だ。そして命令遂行に命を懸ける黒服達もただ黙ってこちらの作業を待ってくれるとは思えない。

　何より、この【ゲート】は誰でも転送できる訳ではない。女子大生には女子大生の、タイトスーツにはタイトスーツの出入口が別に存在する。

　ここから異世界へ逃げられるのは、赤いドレスの少女だけなのだ。

　よって、残る二人は少女に背を向け、追っ手達へ正面から立ち塞がろうとする。

　タイトスーツにメガネの美女は背中で語った。

「必ず追い着く。だからベアトリーチェ、あんたは先に行け!!」

「アルメリナ、フィリニオンも！」

「なんて顔しているんですか。向こうに着いたら【冥めい府ふ】の猛攻へ真っ先にさらされるんですよ。一番危険なのは自分だっていうのを忘れないでくださいね」

　逡しゆん巡じゆんしている暇はない。

　この一秒一秒が大切な人達の命を削って稼いでいる時間なのだ。まさに心血。だからどれだけ心を引き裂かれても、安易な善ぜん悪あく好こう悪おで拘こう泥でいしている余裕なんかないのだ。

　ツインテールの少女は自前のスマホに首へ下げたＵＳＢメモリに似たハードキーを突き刺す。【ゲート】の中心に立つ。機械任せで【サインイン】に必要なプロセスを高速処理していく。

　乱闘の音があった。目を覆う事態を止められなかった。メイドの三姉妹や共に異世界で戦う親友達は、赤いドレスの少女が逃げ切るまで盾に徹するつもりだ。

　数分が長い。

　とにかく長過ぎる!!
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　今代のground' s_nir=ABYSSは少女の形の【経験値】蓄積型多用途【魔法】運用火器だ。戦闘で片腕を失い頸けい部ぶも致命的に損傷したが、休眠状態スリープモードに入れば肉体の痛苦は問題にならない。

　そして現実の枷かせから解き放たれた彼女は、グランズニール島内のあらゆる情報にアクセスできる。実質的に、【迷めい宮きゆう】最さい深しん部ぶで永きにわたって調整を繰り返し続けてきたアビスにとって、こちらの方が───そう、飽きて倦うんでしまうほどに───見慣れた世界と言っても構わない。

　ぶーぶーのレンガの家で屋根裏に雑に包帯を巻かれて寝かされ、アビスは夢を見るように世界とアクセスする。

　視界いっぱい……と言うと、肉体を持たない彼女の知覚からすれば語弊が生じる。前後左右や距離の概念を越え、意識可能領域全体へ星空をそのまま万まん華げ鏡きようへ投じたように膨大な情報が広がっていく。おそらく並の生物であれば、便利よりも先に恐怖が先立つほどの『大海』が。

　アビスのお気に入りは島内のあちこちに残っている壁画だった。

　元はと言えば旧時代のニンゲン達が〇と一の信号を基軸にした数学的な暗号には強度に限りがあるため、敢あえてアナログ処理に軸を移した高度秘匿情報媒体なのだが、そちらはどうでも良いい。彼女が注目しているのは、暗号仕様の正体に気づかないまま、のちの【イベリコオーク】達が真似まねて日々の暮らしを素朴に記録していった方である。

　嬉うれしい事があった時にはどうやってみんなと分かち合うのか。森の木々にお菓子や食べ物をくくりつけて飾り立て、その周りで輪になって踊るお祭りなんかが描いてある。

【イベリコオーク】の歴史は決して明るいばかりでなく、いっそ理不尽な扱いを受けて自分達が築いていったものを壊された事の方が多かったはずだ。にも拘かかわらず壁画にはそうした恨み節は全くない。陸、海、空。【エルフ】や【人魚】など、島の理を支配し、サークレット、指輪、ピアスという特徴的な秘宝を手中に収めた三種王家についても言及されていたが、彼らは【イベリコオーク】を守ってくれなかった、といったような事は特に描写されていないのだ。

　彼らの壁画には、嬉うれしい事や楽しい事、自分の誇る事や他人の褒められる事しかない。

　これだけで、【イベリコオーク】の気性が読み取れるというものであった。彼らはアビスの存在を見誤り、その完成を阻止するため何度も【迷めい宮きゆう】最さい深しん部ぶまで侵攻してきた種族ではあるが、もはやそんな事も気にならない。悪者でないのは分かっていたからだ。

　が、アビスの優しい時間はいつまでも続かなかった。

　ぐじゅり、と。【イベリコオーク】達が洞窟の壁に残していた拙いなりに温かみのある壁画が、黒い何かによって無造作に塗り潰され、埋め尽くされていく。

　蜘蛛くもとカニを融合したような、それでいて生命を持たないカラクリ細工が黒い糸を吐き、複数のうねるトンネルに似た【黒い迷めい宮きゆう】が展開されているのだ。

　壁画単体から周囲の洞窟全体へ知覚を移し、洞窟の外の島内全域を再検索してみれば、すでに島の半分近くが真っ黒に埋め尽くされつつあった。

　アビスの憧れていた外の世界が穢けがされていく。

　驚きと、続けて不快の情を抱く少女の知覚の端に、針の先で薄く刺すような異物感があった。

　五感に依存するしかない人間の言い方で良ければ、それは警報に近かったのかもしれない。

『コードＥ４Ｃ３３２０に基づく提案です』

　グランズニール島は実質的に旧時代のニンゲン達がアビスという兵器を作るために用意した、巨きよ大だい兵へい器き工こう廠しようであった。その地下構造体、工場の部分がコンタクトを取ってきたのだ。

『当施設表層部四八％が敵てき性せい塹ざん壕ごうによる侵食を受けています。なおも増大中。島内の六〇％を超えた段階で潰走状態に陥り、表層部で自然発生した生物群では対処不能に陥るものと推測されます。一度破綻すれば雪崩なだれ込こむように侵食が押し切られるでしょう。そうなれば地下構造体、すなわち兵へい器き工こう廠しよう本ほん体たいへの直接侵攻も予測されます』

『……、』

　確かにそれは問題だ。アビスの良く知る人達も巻き込まれる。いや、島内各所に用意された【ゲート】への情報攻撃の可能性を含めると、もはやこの島に限った話ではなくなってしまう。

『全ぜん島とう敷ふ設せつグリッドセンサー群より、想そう定てい目もく標ひよう【冥めい府ふ】の襲撃と確定。ground' s_nir=ABYSSには製造目的に基づく出撃の義務があります。当とう工こう廠しようとアクセスし施設を即時解体、装甲や予備動力として再構築装備したのち、速やかに【冥めい府ふ】殲せん滅めつのための行動に移ってください』

『……、』

　しかし兵へい器き工こう廠しようからのリクエストに応じるという事は、今この場で島を丸ごと沈め、そこで暮らす全生命を大海に投じ、彼らが生活の基盤としてきた大地をバラバラに分解して装甲や兵器として一人の少女へ組み込む事を意味する。それも首をやられて戦えないのにだ。

　これではアビスが守りたかったものは守れない。

　故に回答は一つであった。

『否定。アビスは製造目的の物理的充足を放棄』

『アビスに実質的な拒否権限はありません。地表部は八時間以内に壊滅します。タイムテーブルはこうしている今も下方修正中、破綻する前にコマンドを実行してください』

『なおも否定。演算コアを最適化、領域確保。対情報攻撃戦カウンターサイバーアタツクスタンバイ』

『アビスの自己判断能力には重大な破損があると断定。一時的に作業タスクを引き継ぐため、権限の奪取に移ります。外装オプション全セクションは並列処理、情報攻撃戦サイバーアタツクスタンバイ』

　もう一つの戦争が始まった。

　現在の侵攻率は四八％、六〇％の一線を越えた瞬間、一気に雪崩なだれ込こむ。

　残る八時間の運命をあくまでも生きとし生きる者へと預けるため、アビスは誰にも気づかれる事のない孤独な戦争へ全力で挑んでいく。

　そう、かつて【イベリコオーク】達が自らへ石を投げてくる島の皆を守るため、誰に認められる事もなくずっとずっと最終兵器へ挑み続けてきたのと同じように。
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　具体的に何がきっかけだったのかは、ぶーぶーにも分からなかった。

　ひょっとしたら日没間近の夕暮れまで持もち堪こたえてしまった事で、わずかに、ほんのわずかに緊張の糸が緩んでしまったのかもしれなかった。夜のとばりと共に、もうすぐ【吸血鬼カリカンザロス】がやってくる。それまで耐え抜けば再び戦況を盛り返せる、と。

　しかし忘れてはならなかったのだ。

　ほんの一瞬で命は散る。一分先でも一秒先でもなく、常に一瞬一瞬を全力で生き残り、それを繫つないで未来へ歩ほを進めなければ『途切れて』しまうのだという簡潔な事実を。

「あっ」

　ぶーぶーに落ち度はなかった。

　だが【エルキアド】の老兵、アルファゼロの重機関銃が伝令や砲撃指示役で飛び回る【妖よう精せい】のアリスやメリディアーナに向けられた時、ぶーぶーは迷わず射線へ割り込んでいた。

「ぶーぶーさんッ!!」

「お姉ちゃんドロボー!?」

　それ自体が巨大な掌てのひらで世界を叩たたくような太い発砲音が立て続けに炸さく裂れつし、今度の今度こそ真正面から鉛の嵐が突っ込んでくる。

「ッッッ!!!???」

　丸太か鉄骨のような【兵へい輝き】をしゃにむに振り回し、ついには人間の親指より太い銃弾を叩たたき落おとしにかかるぶーぶー。まったく完全にデタラメな動きだが、むしろ老兵は喜び勇んでそんな【イベリコオーク】へと突撃していく。

『楽しいなあ……』

　二刀流の片割れ、ロングソード型の【兵へい輝き】に特大の紫電をまとわりつかせて。

『やはり楽しいなあ【イベリコオーク】!!　世界の未来、終末の行方なんぞ気にする必要のないひりつくような戦いというのはッ!!』

　ガカァッッッ!!!!!!　という特大の閃せん光こうや轟ごう音おんと共にぶーぶーは後ろへ下がらされる。

　そこから先は防戦一方で、下がり続けるしかなかった。

　一度均衡を崩されてしまえば良くない流れが生まれてしまう。立て直そうにもインターバルを作れない。みるみる内にぶーぶー達は宿屋街から押し出され、戦線は石畳の街並みから黒土と木々に囲まれた山の方へと移っていく。

　今度の今度こそ、蜘蛛くもとカニを融合したようなカラクリ細工から放たれた無数の糸が形作る【黒い迷めい宮きゆう】が、あっという間に宿屋街を吞のみ込こんでいく。それはもう月の満ち欠けというよりも突発的な月げつ蝕しよくのような不吉ささえ見て取れた。

　総崩れの気配が漂う。

　このままでは【妖よう精せい】達たちの集落までも巻き込んでしまう。

　いいや、ぶーぶーがその背に守るものは……、

『そろそろチェックかな、【イベリコオーク】』

　疲れを知らない、いいや限界を恐れないアルファゼロが剣と重機関銃をゆらりと構え直す。

　視線が捉えているのはぶーぶーではなく、その背後にある【ゲート】だ。【冥めい府ふ】の指先が触れてしまえば、情報攻撃によって地球侵攻にまで手が届きかねない重要拠点の、その一つ。

『アルファゼロよりアルファワンからアルファサーティまでに告ぐ。褒ほう美びは我らの隊で貰もらうぞ、囲い込め。……悪いな、ブラヴォーからデルタまでは隊ごと指を咥くわえて見ていろ』

　かさりがさりと、木の葉の擦こすれる音が応じた。

　今さら森の歩き方が分からないとは言わせない。明らかに戦う事を楽しみ、自ら居場所を知らせる事で獲物の恐怖を煽あおろうとしている。

　死の唸うなりに取り囲まれ、ぶーぶーは【兵へい輝き】を手にしたまま全周を警戒する。

　じりじりと神経を炙あぶるような高密度の緊張が空間を満たす。全てはタイミングだ。一瞬でも見誤れば迎撃のチャンスを失い、そのまま貪り尽くされる。

「ぶーぶーは……」

　極度の緊張と疲弊の中、彼は口の中で呟つぶやいていた。

　頭の中に浮かぶのは、やはり全てが失われてしまったあの集落だ。そして何もできずに立ち尽くす、かつての幼い自分自身だ。

　無力、脆ぜい弱じやく、そして喪失。

　だがそんな負のイメージを、自らの意志の力でかなぐり捨てて前を見る。

「……ぶーぶーは、もう悲劇を見過ごさないぞ。昔ベアトリーチェと約束したんだ、お互いにガッカリしない存在になるって。お前達にもう奪わせない!!」

『総員、食前の祈りを。ディナータイムだ』

　ゴォッッッ!!!!!!　と。

　木々の陰から、茂みの奥から、暗い影を突き抜けて。凶暴な歯がずらりと並ぶ巨大な顎でも閉じるように、あらゆる方向から一斉に死の刃を構えた精鋭が飛びかかってくる。

　粘つく水みず飴あめの中を泳ぐような、全てがスローモーションとなった世界の中。

　しかし刃を交えるより先に、ぶーぶーは明確な変化を感じ取っていた。

　直後に美しい声が彼の鼓膜を打っていた。

　そこにはこうあった。




「【鋼こう流りゆうメタルジェット】!!」




　ぶーぶーの肩越しに、真後ろから追い抜くように解き放たれたのは都合八本の熱線。オレンジ色に輝くそれは一メートルもあれば戦車の側面装甲をぶち抜いて内部を焼損させる灼しやく熱ねつの奔流を、よりにもよってキロ単位で引き延ばした極悪極まる死の【魔法】であった。

　いくつかの影が回避し、いくつかの影が防御を試みてそのままぶち抜かれ、そして周囲の木々が薙なぎ倒たおされて炎を撒まき散ちらす。

　そう、炎。

【イベリコオーク】の末が連想するのは一人しかいなかった。

「べあと、りーちぇ……？」

「昔約束したでしょう、ぶーぶー」

　ある男が必死になって守っていた【ゲート】から、誰かがグランズニールへ踏み込んできた。そう、最も近くにいた赤い鎧よろいにミニスカートの少女が、今一度彼の隣に立つ。

　そして。

　レイピア型の【兵へい輝き】を彼と同じ向きへ突き付け、少女はこう笑ったのだ。

「互いにガッカリする事のない存在になろうって」

　戦況なんていくらでも覆くつがえる。

　こうなれば、彼らに不可能な事など何もない。
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　まさに劇的だった。

　ベアトリーチェの参戦が与えたのは、単純なカンスト組の実力だけに留まらない。【冥めい府ふ】側がわだけでなく、ぶーぶー達もまた作戦の中に人間達の【魔法】を組み込めるという、概念の追加とでも呼ぶべき恩恵をもたらしてくれた。

　言ってしまえば、刀と槍やりしかなかった武士達が鉄砲に触れたようなものだ。

『うおっ……』

「【崩ほう炎えんフォレストファイア】!!」

『うおおおァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?』

　それはもはや人工的な山火事。

　時速六〇キロオーバーで迫りくる左右キロ単位の炎の壁が全てを押し返すどころか、押し流す。しかも相手は力押しだけで満足しない。こうしている今も赤い鎧よろいの【剣つるぎ聖せい女じよ】は炎の幻覚の【魔法】を使って、複数の四角い枠を赤いラインで結んで情報整理を続けていた。

「（……突発的な攻撃に対しては回避より防御を優先）」

『ッ!?』

「（……攻撃前に指サイン、味方同士で誤射防止のためタイミングを合わせる傾向あり。半テンポの間を確認、全弾回避可能。全体では数の暴力で押されるように見えるが派手な【魔法】で集団を細かく区切れば逆に標的を孤立化可能。炎の壁で敵を囲い、こちらから多対一の構造を作り有利に叩たたく事。逆に数が並ぶと五分五分、私達が刺されるリスクが浮上するので注意）」

（こちらの間合いや攻撃のタイミングの分析にかかっている!?　まずいな、マニュアル化された軍隊規格だと個を解析される事で全に当てはめられる恐れもある!!）

　無論、精鋭の【エルキアド】古参とて【魔法】のエキスパートだ、各種の【属ぞく性せい防ぼう御ぎよ】や飛行などを使って炎の壁を凌しのぐ事は可能ではあるが、

『ブラヴォーゼロより総員、緊急通達！』

『チャーリーゼロ、同隊の被ひ害がい甚じん大だい。真後ろからいきなり来たぞ!?』

『デルタゼロより総員、【ゲート】だ。くそっ、各おの々おのの地点から再び人間達が戻っているぞ!!』

　各隊リーダーからの報告に老兵のアルファゼロが舌打ちする。

　突如として人を転送する【ゲート】の存在は、既存の平面地図に頼って戦線を広げていくだけでは思わぬ痛手を被こうむりかねない危険なものでもあった。チャーリー隊を襲った悲劇のように、いきなり真後ろに出現したカンスト組から特大の【魔法】を叩たたき込こまれかねない。

　地の利は三次元を超越した移動手段に奪われる。

　数の差も個体性能の極めて高いカンスト組が覆くつがえしてしまう。

　……つまり、既存の軍隊方式が通用しなくなってきた、という訳だ。

『ははっ』

　しかし、老兵はなお笑っていた。

　予想外の事が起きて傷を広げていく事実そのものに祝福でも贈るように。

『はははははは!!　流石さすがは異世界だ、何でもありだ!!　やはり戦争とは終末とはこうでないとな。どちらが勝ってどちらが負けるか、一秒先が分からないくらいでないとなあッ!!』

「喜んでいる場合か死に損ない。【溶よう断だんメルトカッティング】!!」

　そのレイピアを真っ赤に輝かせ、ぶーぶーと共に容赦なく切り込んでいくベアトリーチェだったが、アルファゼロは二歩三歩と後ろへ下がって距離を取る。

　燃える森の中で老兵は残念そうに呟つぶやいていた。

『楽しい、楽しい、ああ楽しい……。だがまあ、俺が遊べるのもここまでか』

　ざりっ、と。

　炎と煙に包まれた森の奥から、何かがこちらへ近づいてくる。

　その到来は戦闘狂のアルファゼロさえ抑え込むものらしい。よほどの実力者か。ベアトリーチェとぶーぶーは互いを庇かばい合うように、それぞれの【兵へい輝き】を構え直していく。

　果たして、ヤツは無造作に踏み込んできた。

　筋骨隆々とした肉体。

　分厚い鎧よろい。

　そして肩に担かつぐあまりにも巨大な斧おの。

「……なっ……」

　ベアトリーチェは、その『伝説』だけなら耳にしていた。だけど彼女が生きている時代とそいつが生きていた時代はあまりに隔絶されていた。テンガロンハットを頭に乗せた【スケルトン】とは言葉を交わしたが、生前の素顔そのものを見るのは今回が初めてだった。

　それでも何故なぜか、一目で分かった。

　彼女達の前に立ち塞がったのは……。
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　姉のメリディアーナと共に伝令や砲撃指示を司つかさどる掌てのひらサイズの【妖よう精せい】アリスが呟つぶやいた。

「……おじい……？」
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　ゴォッッッ!!!!!!　と。

　地下鉄の列車が突っ込んでくるかのような暴風を纏まとい、その巨体が真正面から襲い来る。いくら【パーセンテージ】系の装束で【ＳＴＲ】などの筋力補強をしていても、ベアトリーチェの細腕では手に余る。いいやそれどころか、

（こいつ、せっかく組み上げた対米系軍隊規格の対応表が通じない……!?）

　おかげでタイミングがズレた、回避が遅れるのは致命的だ。とっさに前へ出たのはぶーぶーだった。丸太か鉄骨に似た【兵へい輝き】で、下手すればそれ以上に巨大な斧おのの一撃を受け止める。

　おかしな事が起きた。

　轟ごう音おんと共に、受け止めたぶーぶーごと、地面がクレーター状に沈んだのだ。

「ぐうう……!?」

「ぶーぶー!!」

　苦く悶もんの声を耳にしたベアトリーチェのレイピアが唸うなる。鋼板さえバターのように引き裂く赤熱した刃を振り回し、真横から大男の胴体を狙うが、

『アルファゼロ、増幅』

『サー』

　悲鳴すらも吹っ飛んだ。

　短い声と共に、傍かたわらに控えていた老兵が起爆したのだ。いいや、彼の扱う雷撃系【魔法】が宣言通りに規格外の力を発揮したのである。

　ドガッッッ!!!!!!　と。

　それこそ頭のてっぺんから体の中心を落雷がぶち抜くような衝撃が走り、ベアトリーチェの体が浮く。どうにかレイピア状の【兵へい輝き】を手放す事だけは免れたが、まともに喰くらったせいで全身に力が入らない。半分燃えかけた太い幹に背中を預けなければ今にも尻餅をつきそうだ。

　斧おのの大男は容赦をしなかった。

　ギリギリとぶーぶーを押し込みながら、さらに低い声でこう囁ささやいたのだ。

『アルファエイト、砲身。アルファナイン、弾体。アルファトゥエルブ、照準』

「こいつ……指揮管制系!?　【兵へい輝き】の共有設定でもいじって集団の【魔法】を一括管理、いや【合成】しているっていうの!?」

『データリンク、一斉行動開始』

　雷光を纏まとい、巨大な鋼の柱が真正面からぶーぶーのどてっ腹に突き進む。

　複ふく数すう属ぞく性せいの【魔法】を組み合わせての、規格外の要塞攻略用レールガン。

　あれだけの巨体がぐるんと回り、錐きり揉もみ状じように宙を舞って、ろくに受け身も取れないまま地面へ落ちていく。それでも直撃ではなく、丸太や鉄骨のような【兵へい輝き】で逸そらしたはずだ。逸そらしてなおこうなのだ。弾はじかれた弾体は離れた山の斜面をごっそり抉えぐり取とり、吹き飛ばしていく。

『……ふむ。計算上では今ので島の全域が砕け散ってもおかしくなかったはずだが、やはり睨にらんだ通りの人工物か。多少は耐久力を修正せねばなるまい』

『やはりあなた様には敵かないますまい、オメガ』

　あれだけ傲岸不遜だったアルファゼロが、まるで今では従順な執事か何かだ。

『あなたの生きていた時代こそが世界の全盛であった。早々にくたばってしまわれたおかげで、その後は随分退屈な目に遭わされましたぞ』

「噓うそ、でしょう……？」

　血まみれで地面に突っ伏すぶーぶーに駆け寄りながら、震える声で少女は呟つぶやいていた。

【剣つるぎ聖せい女じよ】の予測が正しければ、ヤツはあの魔王ツェリカと契ちぎりを交わした夫のはず。宿屋街を造り、人間も【亜あ人じん】も分け隔てなく接し、あの魔王すら惚ほれさせた好青年のはずだった。

　確かにあの【スケルトン】は言っていた。

　彼は冷戦当時の人間で、どちらかと言えば西側の人間だった、とは。

　しかし、それでも、信じられない。

「そなたは、そなたも……【エルキアド】の人間だったって事になるの!?」

『馬鹿を申せ小娘』

　が、叱責したのは老兵の方であった。

　アルファゼロは語る。

『かの英雄が我らと同列などとは不遜にもほどがある。この方こそ本物の戦争を駆け抜けた真なる精鋭にして平和ボケした同盟国の価値を一人きりで支えた猛将、まさに全ての軍属の雛ひな型がたとなるべき人物。憧れからの同化はあろうが、それは一方的な追つい随ずいに過ぎん。故にこそ、オメガにナンバリングは存在せんのだ。英雄は一人で良いい、他と並べるなどとんでもないとな』

『軍とは属する人員、情報、資源、技術、兵器などの全てを合わせた総合戦力を指す。我らは皆同じ規格によって統一された存在だ、個体の性能を論ずる事に意味はない』

『恐れ多き言葉でございます、サー。しかしなおも見苦しく食い下がる事が許されるなら、一言だけ。最適化されたマニュアル教育如きではあなた様の動きは到底普及できますまい』

　頭がくらくらする。

【エルキアド】所属なんて次元ではない。こいつを参考にして【エルキアド】が形作られている。仕事とプライベートで顔が違うのかもしれないが、それにしたって魔王ツェリカや【スケルトン】から伝え聞いた印象とはあまりに違い過ぎる。

「ぐっ……」

「ぶーぶー!?」

「お前が何であろうが関係ない……。ぷきー。ぶーぶーの大切な人に刃を向けるなら、守りたい場所を壊すなら、今のお前はぶーぶーの敵だ」

『その通り』

　己の身長を超えるほどの巨大な斧おのをバトンのように軽々と回し、その英雄は静かに頷うなずいた。

『俺達はただ目の前の戦い、この一瞬一瞬に集中すればよい。互いの抱える立場や事情をいくら並べ立てたところで、命の取り合いの前ではあまりに無価値だ』

　ボロボロのまま立ち上がるので必死なぶーぶーに対し、オメガと呼ばれる男は一切容赦しない。まるで全力で潰す事が礼儀であるかのように、大きく踏み込んで巨大な斧おのを振りかぶる。

　どうにもならなかったはずだ。

　ぶーぶーはもちろんベアトリーチェにもヤツの猛攻は抑えきれなかったはずだ。

　だが【イベリコオーク】の頭がざっくり割られる事はなかった。

　その前に何かが割り込んできたからだ。




『ようご両人。ちょいと色男の事を忘れているんじゃあねえのか？』




　ゴッッッキィィィン!!!!!!　という分厚い刃同士がかち合う轟ごう音おんが炸さく裂れつした。片方はオメガの大おお斧おの、だがもう片方も負けず劣らず、人の身の丈を超える斧おのであった。ただし素材が違う。それは複数の人骨を複雑に組み合わせて作り上げた、あまりにも禍まが々まがしい斧おのだったのだ。

　筋骨隆々とした大男と、テンガロンハットを被かぶった人骨。

　あまりにも不釣り合いなのに、まるで鏡合わせのような二人が鍔つば迫ぜり合あいしていた。

『ザコだろうがルーキーだろうが敵味方の数が一人増えたり減ったりするだけで総崩れになるのが即死系ファンタジーってもんだ。ならこっちも情け容赦なく戦力強化させてもらうよん』

　いや。いいや!?

「どっちも、同じ……？　でも待って、じゃあどっちが本人の魂なの!?」

『冷静に考えてみなお嬢ちゃん。【冥めい府ふ】がグランズニールで発生したあらゆる死者の魂を吸い取って使役するとしたら、説明のつかねえ事が出てくる。例えば【吸血鬼カリカンザロス】は？　死んだ魂が例外なく【冥めい府ふ】に向かうなら、あいつが血を吸うメリットもなくなるだろ』

「そういえば、ただそれが本当なら……」

『【冥めい府ふ】は死者の魂を吸収するが、特別な契約や呪いなんかで加工されたものにまでは及ばないって訳さ。そしてこの説を裏付ける証拠がもう一つ。ある大物の存在だ』

　応じたのはテンガロンハットの白骨だった。

『……つまり、【イベリコオーク】。ぶーぶー級の腕を持つ、滅ぼされた集落のみんなが一斉に襲いかかってきたら、とっくの昔にチェックメイトが決まっているはずだろうが』

「あ」

『だが現実にはそうなっちゃいない。何故なぜか？　答えは簡単さ、ぶーぶーの持ってる【兵へい輝き】だ。そこに魂がデータ化して封じられているから、【冥めい府ふ】のヤツでも吸い取る事ができなかったんだよ。……まあ、ひょっとしたら、だからこそ、自分の持ち物を回収したくて【冥めい府ふ】が直接乗り上げてきたのかもしれんがね』

　だとすると、やはり【スケルトン】の方が正しい魔王ツェリカの伴侶なのか。

　テンガロンハットには大きな赤い宝石がある。【賢者の石】。確かあの力で【スケルトン】は自我を保っているはず。ぶーぶーの【兵へい輝き】と同じく、魂を留とどめておく機能があるのなら……。

　そんなベアトリーチェの思考を断ち切るように、不快そうな大男の声が割り込んだ。

『ペテン師が、舌もないのに良くしゃべる』

『ははっ、だろうよ。立場が逆なら俺だって黙っちゃいねえだろうしな。お前さんがプライド捨てて【冥めい府ふ】に従ってでも島に上陸したのはやっぱり俺が狙いか』

　……？　と、ベアトリーチェはオメガと白骨の言葉に眉をひそめた。

　直後にこう答えが出た。




『お前は【賢者の石】の演算能力によって俺の人格をエミュレーションしただけの模造品だ。そんな死体のツギハギがツェリカの夫を騙かたるなどと、考えるだけで虫むし唾ずが走る』

『そうだとも。俺は愛する者の死に耐えられず生者が故人へ寄り添うため、すでに失われた理想を寄せ集めた【語りかける共同墓地スカルウエーブ】。だが本物の魂がここまで腐り切ったクソ野郎なら、いっそ実像は嫁にゃあ見せない方が良いいんじゃねえかと思うんだがな、オメガさんよお？』
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　異世界グランズニールへ飛び込んできたのはベアトリーチェ一人だけではなかった。

「お姉様、こっち！」

「え、ええ！」

　黒系のレオタードに各種の装甲を足した【ノーブルダンサー】ルサールカに、青黒い西洋喪服にヴェールで素顔を隠す【召しよう喚かん狩人かりゆうど】グルアガッハ。それぞれバラバラの【ゲート】から出てきた金髪少女達は巨大な蜘蛛くもとカニの融合みたいな怪物を叩たたいて蹴散らし、可能な限り【黒い迷めい宮きゆう】には触れずに大きく迂う回かいしながらも、現地での合流に成功していたのだった。

　魔ま法ほう離り殿でんに乗り込んだフィリニオンやアルメリナと違い彼女達は比較的フリーだったのだ。お巡りさんの緊急信号が出た段階で、東とう京きようや神こう戸べからグランズニールへ飛び込む羽目になった。

　地球は昼時だったが、異世界は自転や重力がわずかに違うという話だ。ズレが少しずつ蓄積したのか間もなく日没。じきに【吸血鬼カリカンザロス】が棺から顔を出す時間帯である。

　ここは宿屋街を見渡せる小高い丘だったが、街の方はひどい事になっていそうだ。あちこち黒煙や砂すな埃ぼこりが舞い上がっている他、正体不明の黒いトンネルのようなもので順路が埋め尽くされている。あれでは平素の道順を思い浮かべても迷う一方で、多数の死角や行き止まりに追い詰められるだけだ。もはやニュースに出てくる紛争地域よりも禍まが々まがしい有り様だった。

「他の皆さんは東とう京きよう都と内ないで捕まらず、無事【サインイン】できたんでしょうか、ヴィルデフラウさんに、フルドラさんも……」

「むっ、あんなナヨナヨ泣きぼくろ男が何ですか。お姉様はこの私がお守りしますッ！」

「ダメですよルサールカ。こちらに来た時は【錬れん金きんチアリーダー】のフルドラさんです」

　おそらく【ゲート】の位置は政府側に摑つかまれている。こちらで連続行動できるのは数日程度。それまでに【冥めい府ふ】の問題を片づけないと【サインアウト】のタイミングで捕まってしまう。

　条件的にはいつもの【迷めい宮きゆう】探たん索さくよりシビアだ。

　時間は無駄にできない。その上で自分達がするべき事は何か。

「島に侵攻してきた亡もう者じやの勢力を押し返さない事には、こちらから【冥めい府ふ】へ乗り込む事もできません。そして【冥めい府ふ】本ほん体たいをどうにかしない事には、根本的な問題も解決しません」

「はいっ」

「そのために重要なカギと言えば、やはり規格外の力を持つ【ブレイクニュース】の皆さんでしょう。死者の魂は【冥めい府ふ】のものになる、という条件がある以上、一人だって死なせる訳には参りません。敢あえてドライな言い方に徹しますが、向こうに『駒』を取られたらそれだけ解決が長引いてしまいます。滞在時間にリミットのある今の私達にとっては致命的です」

「つまり島内各地の【ブレイクニュース】の配備状況を確認し、必要なところから加勢して体勢を立て直していく訳ですね、お姉様！」

　この辺りはかつて宗教系の『教団』を率いていた生徒会長サマサマだ。見た目はおっとりしていても、状況を分析し分かりやすい目的を与える能力は高い。

　正しいだけではダメなのだ。

　簡潔に説明し理解を高める事が、優れたモチベーションへと繫つながっていく。

　そしてここからでもいくつかの【ブレイクニュース】が暴れる光景は見て取れた。例えば宿屋街の方では巨大な蝶ちようの羽根が形を崩して赤い毒霧のようなものを撒まき散ちらしているし、頭上ではあまりにも大きな竜が二匹絡からみ合あいながら水と炎のドラゴンブレスを撃ち合っている。基本的に制御不能で人に懐なつく事もない魂を持つ逆説達だが、自らのテリトリーを外から荒らされた場合は防衛行動に出るのだろう。

「どっ、どこから対応しましょう？」

　目を点にして小振りな胸の前で両手の人差し指を合わせるルサールカは、おそらく一度に多くの商品を並べられると選べなくなる、といった心理状態に陥っているのだろう。

　やはりグルアガッハはシンプルに方針をまとめた。

「まずは【サウザンドドラゴン】さんから。【ストリオーナ】さんの方はあの猛毒の中では近づきようがありませんし、【サウザンドドラゴン】さんさえ復帰すれば、上空からの爆撃を使って近づかずに支援砲撃を撃ち込んでもらえるはずです」

「らじゃーです！　やっぱりお姉様サイコーです!!」

　もちろん生身の人間が天を舞う巨竜に飛び乗るなど尋常な事ではないが、一つ忘れてはならない。【サウザンドドラゴン】は自分の意思を持ち、コミュニケーションも取れる。こちらから天に飛べないなら、向こうから地上へ近づいてもらえれば良いのだ。

　ルサールカは数字の９に似た、円刃を備えた大鎌。グルアガッハは近接刃やスタビライザーのついた大弓。日没寸前なので危ういが、それでも鏡のように太陽光をキラキラ反射させると、こちらに気づいてくれた黒い飛竜が一気に急降下をぶちかましてきた。

　翼や爪を使って摑つかみ上げるというより、空気の力で舞い上げるといった方が正しい。

　まるでエアクッション船か何かだ。吹き飛ばされる綿わた埃ぼこりの気分になった二人の少女が、【サウザンドドラゴン】の細かい位置調整によって大き過ぎる背中へ乗っかっていく。

　ぺたりと座り込んだルサールカは早速お冠であった。

「この駄竜!!　お姉様のロングスカートを巻き上げるとは何事ですか!?　ああ可哀かわい想そう、なんか台風の日の傘みたいになってしまってましたし!!　あとお姉様、なんか今、革のような……？」

「る、ルサールカ、お願いですから傷を広げないでください……」

　ヴェールの奥で顔を真っ赤にして俯うつむくグルアガッハだったが、今はとんだ失敗談を引きずっている場合ではないのだ。

「うわあ、見てくださいお姉様」

「……これは。まるで腐った果実のようですね」

　こうして天空から見下ろすと、蜘蛛くもとカニの融合軍団が張り巡らせる【黒い迷めい宮きゆう】の猛威が改めて浮き彫りになる。すでにグランズニール島内の三分の一、いや二分の一に届く勢いだ。しかも【冥めい府ふの王】は地球侵攻を狙っているらしき話もある。その観点から眺めれば、【ゲート】の密集地帯である【大皿の平原】にまで黒い糸がじわりと伸びているのは危う過ぎる。

　そして直接的には【サウザンドドラゴン】もまた戦闘中。全長一〇〇〇メートルに負けず劣らずの銀の巨体に追われている。無茶な急降下から一転、今度は翼をはためかせて一気に雲の上まで突き抜ける。ルサールカは【風力】系のエキスパートだ、彼女の【魔法】の恩恵がなければ瞬またたく間まに気圧障害に見舞われ、高山病のように血中酸素が崩壊していた事だろう。

　どちらも大変だが、直接的な危機を振り払わないと大局的な自由は取り戻せない。グルアガッハは西洋喪服の帽子とスカートをお上品に押さえながら、まず追っ手について思いを馳はせる。

「あれは【ドラゴン】系……？　いえ、そういう風に組み上げたカラクリ細工なんですか!?」

「むっ、何だか表面に小ちっこい【妖よう精せい】達たちがたくさん張り付いていますね」

「見えるんですか？」

「日々くるくる回るダンサー系の動体視力を舐なめないでくださいっ！」

　ルサールカが小さな鼻から息を吐いて力説するのだから信用して良いだろう。

　だとすると、

「なるほど、【クラフト】系に特化した【妖よう精せい】達たちの亡霊が一から無機物だけで組み上げた人造巨竜アーキテクチヤドラゴンといったところですか」

「手っ取り早くぶっ飛ばして【サウザンドドラゴン】をよそに回しましょうよ。こいつの空爆能力は色々便利そうですし、っと!?」

　いきなり足場が大きく揺さぶられた。人間の可聴域しか捉える事のできないルサールカ達には言葉が分からないが、なんか一〇〇〇メートル超の【ドラゴン】が駄々をこねているように見える。そう、いやいやと首を横に振る赤ちゃんのように。

「わっ、とっ!?　こいついきなり何してくれてんの!?」

「うーん、ひょっとしたらあの【妖よう精せい】達たちと知り合いかもしれませんねえ」

　だとすると、確かに安易な攻撃を加えるのも残酷か。言われてみれば【サウザンドドラゴン】側は牽けん制せいや逃走ばかりで、本気で互いを喰くらい合う死闘には発展していないように見える。

　ただし、だ。

「ねえ、【サウザンドドラゴン】さん？」

　こちらの言葉が届くかどうかは定さだかではないが、とにかくグルアガッハは相手を落ち着かせるため、とびきりの笑顔を浮かべてこう言った。

「……ヤツらが【冥府】の手先って事は、ぶっ殺しても魂は【冥府】に引き返すだけです。つまりコテンパンにやっつけても結論はひとまず保留にできるので何の心配もいりませんよ？」

「ひいいいい!?　お姉様の時々ドＳな辺りが出ちゃってるううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう!?」

　誰が何を言おうが決定権はこちらにあるのだ。

　怒ど涛とうの生徒会長サマはこう命令を下した。

「ルサールカ」

「あっ、あーい。……ヴィルデフラウにアルメリナ、色々出会ってきたけどやっぱ一番おっかないのはノリノリモードのお姉様だな……」

　唇を尖とがらせて呟つぶやきながらも、長い金髪ポニーを縦ロールにした【ノーブルダンサー】も従順に動いた。数字の９に似た円刃大鎌を構え直し、【兵へい輝き】を起動して【魔法】を選択する。

　ホーミング式の誘導弾も大木を切り裂く真空刃も、今は必要ない。

　いかに相手がどれほど巨大であろうが、自ら空気を引き裂いて揚力を得ているのは明らかだ。そもそも【風力】、空気系を直接操るルサールカとはあまりに相性が悪過ぎる。

「どうせなら宿屋街に。【ストリオーナ】さんを支援」

「えーと、気圧操作系か。じゃあ【落らく流りゆうダウンバースト】!!」

　まるで戦闘機の失速であった。

　猛烈な風と共に一瞬で『浮かぶ力』を失った銀色の人造巨竜アーキテクチヤドラゴンがぐらりと傾いたかと思うと、後は一直線だった。首を下へ向けたまま錐きり揉もみ状に落ちていく。どれだけ翼を羽ばたかせようが、揚力に結び付かなければ意味はない。

　まさに流星。

　ろくに人もいない宿屋街のど真ん中へ全長キロ単位の構造体が直撃し、巨人がミルククラウンでも作るようにあらゆる方向へ建物の群れや【黒い迷めい宮きゆう】のトンネル網を吹き飛ばしていく。

「あっ、あー……。あれ当の【ストリオーナ】さんは大丈夫なんですかね？」

「彼女は【ブレイクニュース】だから心配いらないでしょう」

　あんまり科学的な根拠のなさそうな断言だ。彼女達の見ている前で、複数のトンネルが集中する大きなコブ（？）が押し潰され、天を貫くような大爆発を巻き起こした。亡霊達は【魔法】の他に銃器も扱うらしいし、ひょっとしたら塹ざん壕ごう内ないの中継用火薬備蓄庫にでも引火したのかもしれない。……重ねて言うが、ほんとに妖よう精せい達たちの女王は大丈夫なのか。何だか実行犯の自分が恨まれそうでルサールカはおっかない。

　そうこうしている間にも天空の色が変わっていく。オレンジから紫、紫から漆黒へ。ついに夜のとばりが下りたのだ。再び幽霊船から【吸血鬼カリカンザロス】が出撃するはずである。

「【サウザンドドラゴン】さん、【イレアナ】さんを取り囲んでいる……ええとあっちののっぺりした軍服は旧ソかな？　とにかく兵隊さん達を吹っ飛ばしてください」

「あっ、あわっ」

「続けて【ケットシー】さんや【クーシー】さん達の義勇軍を支援、南の森に近づく【エルキアド】を蹴散らして、おっとヴィルデフラウさんとフルドラさんを見つけたので周りの蜘蛛くもさん達へ空爆。ああ、海岸線の【黒い迷めい宮きゆう】も一通り薙ないじゃって。うふふ、薙ないで捨てろですって!!　こんな言葉が自然と口から出てくるだなんてちょっとロマンチック……」

「あわわわわわっ、あわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわァァァー!?」

[image: ]

　何だか両手で自分の頰を挟んでうっとりしているグルアガッハを見て、ルサールカは顔を真っ青にしたまま叫んでいた。あと何気に軍服を見て一発で旧ソと見抜いた審美眼についても要チェックだ。一体ナニ系女子だというのだこの生徒会長サマは。

「トンネル網の集まるコブみたいなのを見つけたら優先的にお願いします！　どうやらあれが火薬庫というので正解のようです、近くに味方がいない限りは大連鎖のチャンス!!」

「あああじゃあやっぱり宿屋街まずかったんじゃないですか絶対【ストリオーナ】さん巻き込んでますってえー!?」

　超高圧力の水の砲撃は帯状に地面を縫い進む機銃掃射のようだった。ライン上にいる地上のゴマ粒のような標的を次々と吞のみ込こんで吹き飛ばしていく。大きなコブに差し掛かれば細かい狙いなんて関係なく凄すさまじい大爆発が周辺全てを薙なぎ倒たおす。まるで映画やゲームなどに出てくるガンシップの空爆シーンだ。攻撃ヘリじゃなくて大型輸送機を砲撃用に改造した例のアレである。もう派手派手過ぎて一つ一つの破壊行為に現実味がない。

　月げつ蝕しよくのように島を吞のみ込こむ【黒い迷めい宮きゆう】が、大爆発と共にごっそり抉えぐれていく。それは停滞する陣取りゲームへ変化を呼び込んだ証明だ。まさに今、シーソーは大きく傾きつつある。

「っ？　あれは……」

　と、そんな巨竜を従える天空の女王様が地上の何かを捉えた。

　すっかり夜のとばりも下りたが、あちこちで山火事のような被害が出ていて、しかもそれとは別にオレンジ色の火花が断続的に瞬またたいていた。武器と武器がぶつかっているのだ。鋼と骨でできた巨大な斧おの同どう士しがぶつかり合い、時に鬼火のような炎を生み出している。

　照らし出された影を見て、何故なぜだかグルアガッハの中で何かが疼うずいた。

　いいや、それはひょっとしたら彼女の感覚ではないのかもしれない。長い間彼女の肉体へ浸透していた、今はグランズニールにいない魔王の魂の残ざん滓しのようなものかもしれなかった。

「あっ、ぶーぶーさんやベアトリーチェさんもいます！　お姉様、あそこも『支援』ですか!?」

　ルサールカがストレートに砲撃や空爆と呼べなかったのは、思春期の複雑な乙女心によるものだとご理解いただきたい。

「……、」

　しかし食い入るように地上へ目をやっていた西洋喪服の少女は、

「いえ、あの接近戦だと【サウザンドドラゴン】さんの砲撃はちょっと狙いづらいでしょう」

「？　もう片方は元から【スケルトン】ですし、一緒に吹っ飛ばしても問題ないのでは？」

　ついに【ノーブルダンサー】にまでナチュラルに狂気が伝染し始めている有り様だったが、今度は逆にグルアガッハの方がクールダウンを始めていた。

　彼女は静かに長弓を手に取ったのだ。

「お姉様……？」

「これは残酷な選択かもしれません。でも、私には、どうしてもこの決着に『彼女』がいないのは不完全に思えて仕方がないのです」

「ちょっとお姉様!?　えとあの、【召しよう喚かん狩人かりゆうど】としての力はもうないはずでは……？」

　控え目にルサールカが告げた通り、グルアガッハの力のほとんどは憑ひよう依いしていた魔王ツェリカから授けられた【誘惑】に依存していた。そのツェリカが離れてしまった以上、今の彼女には召喚契約を結べる相手がいない。言ってしまえば、銃はあるが弾がない状態なのだ。

　だが構わなかった。

　グルアガッハには一人だけ、絶対に契約に応じる者が現れる事を知っていた。

「最愛の人と行き違いになった哀れで愚かな魔王よ。今こそこの私が呼び戻す。最初で最後のチャンスを摑つかみたければ呼応せよ」

　地球生まれの男性はグランズニールで死亡し、グランズニール生まれの魔王は地球へ向かった。これでは永遠に二人が一緒になる事はない。だけど厳密には違うのだ。魔王は世界の境をまたいだ訳ではない。薄い壁の向こうから磁石を押し付けて鉄てつ釘くぎを操るように、その『影響力』を地球へ送り込む事であたかも当人自身がそこにいる幻を生み出すだけ。ヤツは世界と世界の境にいるが、未いまだにこちら側、グランズニール側の壁に寄り添っている。

　だから、できる。

　かの魔王を地球側へ引き寄せるものより強い引力を与えれば、無理矢理に壁の傍そばから引き剝がしてグランズニール中央へ導く事は不可能ではない!!




「ツェリカ＝ヴィーン＝アルファ＝チェリディア＝ルミディリエ!!　次は誰に振り回されるでもなくこの私から提案します、己の意志と責任で！　今一度契約し、その魔性と魅力の全てでもって私に協力しろッッッ!!!!!!」




　それは白い落雷だった。

　頭のてっぺんからグルアガッハに強大なエネルギーが突き抜け、その体内全てを蹂じゆう躙りんし、隅々まで行き渡って、そして人間は魔王の力を手に入れた。

　その恐るべき衝撃に、全身の肌を楚そ々そと隠す形の【魔法】だった西洋喪服が内側から吹き飛ばされていく。中から露あらわになったのはサソリの意匠を取り入れた、革のベルトと鋼の装甲に彩いろどられたあまりにも禍まが々まがしい鎧よろいだ。その栗くり色いろの長い長い髪もまた、大きく広がっていく。

『……何故なぜ……』

　半透明の何かが寄り添っていた。

　それは大きな角と翼、そして尻尾を備えた妖よう艶えんなる魔王である。

『どうして、あなたが私の願いを？』

　ちゃり……と、小さな金属の擦こすれる音があった。

　弓を持つグルアガッハの手の中からだ。得物と同時に握り込んでいるのは、手作りのキーホルダーのようなものだった。細い鎖と、ピンポン球くらいの飾りを取り付けたアクセサリー。

　一時期流行はやった【まんまる】であった。

　誰もが魔王ツェリカの恐るべき正体を知って手放した後、彼女は改めて拾い集めていたのだ。

「私はまだ本物の、心を焼き尽くされるような恋を知りません。あなたの手によって、それより先におぞましき苦痛や屈辱を覚えてしまいましたけど」

　躊ちゆう躇ちよはなかった。

「……ですが、それが決して踏ふみ躙にじられてはならないものだというのは理解しているつもりです。魔王ツェリカ、たとえあなたのような悪女の恋であっても」

　その鎧よろいの形をした追加の【兵へい輝き】は、かつては哀れな傀かい儡らいの少女を激痛や快楽の信号でもって縛り付けるコントローラでもあったのだが、今はもう違う。

　対等に立つ。

　むしろ自らの意思でサソリの尾を背中に突き刺して活を入れ、近接刃やアーチェリーにも似たスタビライザー付きの長弓をビタリと構える。

　矢を番つがえて思い切り引けば、そこに契約対象の力が封入されていく。

　すなわち、魔王本人が。

　燃え盛る森の中で戦い続けるのは、片や筋骨隆々の亡霊、片や多数の人骨の寄せ集め。

　どちらが本物で、どちらが偽にせ者ものか。

　生き残るべきは、勝利の女神が微笑ほほえむべきはどちらなのか。




「さあツェリカ、あなたの決着を!!」
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　ドッッッ!!!!!!　と。

　その突き刺さる音はあまりにも簡潔に事態を終結へと導いた。




『がっ……』

　天から落ちた白い閃せん光こうの矢は、迷わず誰かの心臓をぶち抜いていた。無論、天空からの空爆で直立する人間の心臓を背中側から貫く事はできない。その矢には明らかに自らの意思が宿っていた。空中で軌道を鋭角に折り曲げ、二人の内のどちらかを選んで攻撃したのだ。

『……は？』

　ぱたたっ、と地面へ赤い血の珠たまが落ちていく。

　そう。心臓に、血液。

　この時点でツェリカがどちらを選択して致命傷を与えたのかは明白だった。何故なぜなら【スケルトン】には心臓も血液も存在しないからだ。

　つまり。

　つまりは。

『……どちらが本物であるかなど、問いません』

　まるで愛する人の胸板に顔をうずめて囁ささやくような、そんな女の声があった。

『私の素敵な旦那様は、皆に惜しまれ、しかし一片の泣き言もなく笑って亡なくなりました。だからこそ、私や訃報を知った部下達の心へ深く焼きつけられる事になったのでしょう』

　グルアガッハがもたらしたのは、最悪の復ふく讐しゆうか、あるいはほんのわずかな救いか。

　とにかく月明かりを浴びてぼんやりと浮かぶツェリカは選択したのだ。

『醜く現世に執着するなんて、あなたらしくもない』

　たとえ、相手が本物であっても。

　その胸を貫くのが正しいのだという結論を。

『もしもあなたが長い時間を経て変わってしまったのなら、変わらぬあなたの像を胸に抱く私がトドメを刺してあげましょう。……もう幕引きです、あなた様。死の先に待つ永き時の壁は、人の身であるあなたには摩耗が激し過ぎた』

　男はしばらく無言だった。

　急所を貫かれてなお屈する事のなかった英雄は、やがて小さく笑った。

『……、そうか』

　何かを受け入れるように。

　己の死を認めるかのように。

『塹ざん壕ごう戦せんも毒ガス兵器も、戦車も攻撃機も、米ソの核ミサイルだって。怖いものなんか何もなかった。いいや、異世界で策謀にはまって殺された時だって、体の芯が震える事はなかった』

　そして言ったのだ。

　あまりにも唐突な結果であっても、満足しきった声で。




『しかしやっぱり、どうしても。嫁にだけは敵かなわんなあ……』







[image: ]
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　ベアトリーチェもまた、その結末を目にしていた。

　ぶーぶーと【剣つるぎ聖せい女じよ】の間には絶対にない、あってほしくない、だけどツェリカ達にしかできなかった一つの選択と、その結末を。

　男と女で世界は完結していた。

『お、お……』

　だけど、それで納得できなかった者もいるらしい。

　今再び取り残された老兵、アルファゼロだ。

『おおおおおおおおおおおおおおおおお!?　おおおおおァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?』

　叫びと共に亡もう者じやの兵士達や蜘蛛くもとカニの融合じみたカラクリ細工から噴き出す黒い糸が、再び巨大に膨らんで大波のように迫りくる。

「ぶーぶー、構えて」

「……分かった」

「ツェリカとオメガは決着をつけた。痛みも苦しみも吞のみ込こんで導き出した答えを、外野なんかに踏ふみ躙にじらせない。ここで奇麗に終わらせる。カリスマは倒れたんだ、ヤツが復活するより早く総崩れの【エルキアド】を一気に押し切って【冥めい府ふ】にまで乗り込む!!」













　　　行間一







『アビスは新しい【魔法】を習得しました。【鋼こう流りゆうメタルジェット】、スタンバイ』




　アビスという少女がいた。

　島と見み紛まごう巨きよ大だい兵へい器き工こう廠しようground' s_nirの最深部で自動開発が進められていた最終兵器。あらゆる動植物の構造を摸も倣ほうし、【迷めい宮きゆう】と化した実験領域に解き放ち、中に入ってきた侵入者達と意図して衝突させる事によって、最強の肉体とは、最高の頭脳とは、最大の戦力とは何かを延々と研究していった結果設計された究極の存在であった。

　だが今はもう違う。

　ガトリングの如ごとき猛烈な勢いで演算を繰り返すアビスは、自身を生み出し、今少女の一部として島の形を放棄しようとしている兵へい器き工こう廠しようとの間で激しい対情報攻撃戦カウンターサイバーアタツクを展開していた。

　権限を明け渡し、リクエストに応じる訳にはいかない。

　切断された腕の断面に巻かれた包帯を意識する。実際には何のリペア効力もなく、それどころか発火事故の原因にすらなりかねないが、込められた気持ちは別だ。アビスという少女型兵器は合理と効率を極めながらも、決して気持ちを無下にはしない。

　単一だが柔軟性に富んだ演算コアの少女と、並列で様々な処理を分担する外装アクセサリ。一進一退の攻防だったが、そこでふと兵へい器き工こう廠しよう側からの手が緩んだ。

『情勢変化を確認、【黒い迷めい宮きゆう】の実効支配領域が四八％から一九％にまで減衰。悲観的なシミュレーションを上方修正します』

『小康状態に陥ったのなら、それこそアビスは製造目的に基づく出撃提案を否定』

『あくまで小康状態であり、抜本的な解決には結びつきません。引き続きリクエスト』

『提案を否定。彼らの実力は再評価されるべき』

『それもまた、現行のシミュレーション条件のままでの話に限ります』

　何かが表示された。

　予想されうる仮想敵、【冥めい府ふ】のスペックシートだ。その一点に点滅がある。

『兵は倒れました。いよいよ【冥めい府ふの王】が出ます』

『……、』

『かの王が盤上に顔を出せば、瞬またたく間まに情勢は再び逆転するでしょう。そもそも最初の熱線高射砲を乗り越えられるかどうかすら、悲観的に予測するべきです』
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　精神的な支柱というのはやっぱり大きいようだ。

　オメガという英雄を失った【エルキアド】の老兵達に、かつての精彩はない。そもそもマニュアル確定前のオメガと違い、軍隊規格に沿って最大効率で肉体を鍛え上げた老兵達は、逆に言えばたった一つの対応表で行動を全て先読みできる。回避や攻撃のタイミングが思いのままならもう怖くない。最低限、複数に取り囲まれ死角側から狙われるリスクを排除すれば良い。

「すまん遅れた!!」

「回復源がない状態での連戦は堪こたえたでしょう？　もう大丈夫ですからね！」

　乱戦の取っ組み合いの中、【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナと【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンも合流してきた。東とう京きよう六ろつ本ぽん木ぎの魔ま法ほう離り殿でんから無事逃げてきたようだが、はて。扱う【ゲート】がバラバラな以上、最初から一緒だった訳ではあるまい。職業お巡りさんの鉄球お姉さんはともかく、ろくな攻撃手段のないどん臭い牛は歴戦の亡もう者じや溢あふれるグランズニール島内をどう歩き回ったのだろう？

　答えはドヤ顔で大き過ぎる胸を張るメガネの方から放たれた。

「ここに来るまでにちょっと試してみたんですけど、やっぱり【アンデッド】系って回復薬が効くようなんですよ」

「えっ？」

「元から生命力のない存在に振りかけると、死し霊りようの魂を『死んだまま』現世に留とどめる【冥めい府ふ】の仕組みと競合・誤作動が起きるようで。彼らには猛毒になるみたいなんです。そーれっ!!」

　カラフルな試験管を次々放り投げると、効果はまさに劇的であった。

　塩をかけられたナメクジよりも明確に、恐るべき精鋭達が一発で形を失っていく。

『ぢィィィいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!?』

「あ、相性とは恐ろしい……。あれだけ猛威を振るったアルファゼロが、まさかどん臭い牛の手でやられるだなんて……」

「清く正しい巫女みこ姫ひめ様さまを舐なめないでください、ぶいっ。アルファ米だか何だか知りませんが、頑丈な【アンデッド】を真面目に正面から延えん々えん叩たたき続ける方が工夫がなくて狂ってんです」

　何だかオメガが事前にツェリカの手で奇麗に葬ほうむられておいて良かったと思ってしまうような有り様だった。牛の手で雑にやられたのでは浮かばれまい。

『……所詮これは仮初の死、永えい劫ごうの別れとは程遠い。オメガ、ああオメガよ……。今あなたの元へと舞い戻りますぞ、サー……!!』

　舌打ちしてベアトリーチェはレイピアで胸のど真ん中を一突きした。

　すでにまともな人間の手応えはない。濃密な霧とヨーグルトの中間くらいの感覚だ。

　今度こそ完全にその輪郭が夜の空気へと溶けていく。【ゾンビ】よりは【ゴースト】か、単純なクローン人間などではなくもっとオカルトなところで存在を支えているらしい。

「ぷきー……」

「一回一回の勝負で勝ったか負けたかなんて関係ない。ぶーぶー、早く動こう。大元の【冥めい府ふ】を何とかしないと、またあいつらが復活してくるよ」

「こっちにゃ時間がないからな。井いの上うえの話だと、上は【サウザンドドラゴン】とグルアガッハ達が押さえているらしい。牛の回復薬と上空支援を受けながら浜辺を目指そうぜ」

　そんな風に言い合っていると近くの物陰から小さな影が複数ひょこひょこ顔を出してきた。

『あるめりー……』

『……私達も戦う事にしましたよ。みんなでぎゆう軍を作ったのです！』

『何したら良いい、あるめり。言って、早く言って……!!』

　二足歩行の犬と猫、【クーシー】と【ケットシー】である。それぞれ執事服とメイド服のようなものを着て、【金こん剛ごう塩じお】と呼ばれる特殊材料を使った小さな斧おのや槍やりを摑つかんでいる。

　ベアトリーチェは目を白黒させて、

「南の森の連中？　アルメリナ、可愛かわいいもの好きは分かるけど、いつの間に仲良く……？」

「げっ、げふんげふん！　これには色々と大人の事情があってだな……!!」

『あるめり、またタコ焼き食べたい……！』

『……丸いので包まれてしまうので未いまだにタコが何なのか分かってない部分もありますが』

『鉄板でくるくる回るの見たい、あの真ん丸の食べたいぞ……!!』

　フィリニオンが無の表情になって不審者を指差した。

「お巡りさん純真な心を即物的なおやつで釣っているのはあいつです」

「お巡りさんは私だよッ!!　いやチビどもがねだってくるからグランズニールの連中って地球の料理ですぐ喜ぶしつい甘やかしてしまうというかな分かるだろうこういう感覚!!」

「不審者の基準で私はノーマルですとかそんな事言われましても。ねえベアトリーチェ？」

「（……うっ、ぶーぶーがまだ小さかった頃に焼き魚とか肉団子とか似たような事で散々喜ばせてきたから今回ばかりは大きく出られない）」

「地球産にはこんなのしかいねーんですかまったくもう」

　ともあれ、だ。これはカンスト組や【ブレイクニュース】でも割と本気の命の取り合いになる【冥めい府ふ】戦せん。心意気はありがたいが、直接戦闘に不向きな二足歩行の犬や猫に同行できるような旅ではない。というか、黙っていても勝手に転んで自分の刃で手足を傷つけかねない。

　アルメリナは身を屈かがめて彼らと目線を合わせつつ、

「な、なあ。【冥めい府ふ】に立ち向かう以外にも大事な仕事があると思うんだ」

『……えー？　あるめりと一緒に行きたいです』

「例えばみんな出かけちゃったら南の森とかどうすんだ。私達がちょっくら【冥めい府ふ】の件は片づけてくるから、その間お前達には南の森を守ってもらいたいんだよ。良いいか、これは大事な仕事だぞ。お前達にしか任せられない」

『まあ、あるめりがそう言うなら頑張るぞ……！』

　これはもしや交通安全教室で鍛えたトークの技であろうか。何やかやでしっかり操縦できちゃっている辺り、フィリニオンの目がますます鋭く光っていく。

　そんな訳でいよいよ反撃が始まる。

　後続の人間達へ、亡もう者じやの軍勢には【回復魔法】が効く旨むねを辺りの土や木に文字で刻みつつ。

「さぁーてそれじゃ行きましょう！　ごーごー!!」

「馬鹿この牛っ、何でそなたは考えなしで【黒い迷めい宮きゆう】に向かってんのよ!?」

　早速の自殺行為に目を剝むく【剣つるぎ聖せい女じよ】が慌ててフィリニオンの首根っこを摑つかみ食い止める。

　ここで重要なのは、巨大な蜘蛛くもとカニの融合みたいな怪物達が作る【黒い迷めい宮きゆう】には絶対に入らない、という点。新たなフィールドに胸が躍るとかいう話は今どうでも良いいのだ。

　アルメリナも今さらのように呆あきれた声で、

「……逆にここまでどん臭い牛が私と合流するまでこれで生き残れたって事は、よっぽど【回復魔法】攻撃が有効ってのを証明してんのかもしんないけど」

　古い戦争では複雑に入り組んだ塹ざん壕ごうを超えるのに何ヶ月もかかった。これを乗り越えるために戦車や毒ガスといった新兵器が開発された。今はもうそんな時代じゃないだろうと思うかもしれないが、異世界にはその積み重ねが存在しないのだ。

【殴おう僧そう侶りよ】はごくりと喉を鳴らし、近くで擱かく座ざしていたカラクリ細工に目をやって、

「このひっくり返った蜘蛛くももなかなかの曲くせ者ものだよな。殴り合って戦う力はなさそうだけど、地形に直接手を加えるってのはデカいぞ。地の利を全部持っていかれる……」

「あ、ら……クネ？　刻印されているのが名前なのかな。アラクネ、誰がつけたんだろ」

　頼みの綱は森にある【妖よう精せい】の攻城戦用カタパルトと、トドメの【サウザンドドラゴン】。

　真上からの大岩、火薬入りの樽たる、超高水圧のブレスで【黒い迷めい宮きゆう】を立て続けに引き千切り、叩たたき潰し、台無しにする。息を潜めて待ち伏せしていた兵隊達の亡霊が三々五々に飛び出してきたところで、再結集されるより早くフィリニオンの回復薬で即死攻撃を見舞っていく。

　離れた場所で複数のトンネルが交わる大きなコブみたいなのが空爆で潰れた途端、一帯にクレーターを作るほどの爆発が巻き起こった。

「うおわああっ!?」

「何あれっ、【エルキアド】の火薬庫か何か!?」

　心臓に悪い。遠くにいても薙なぎ倒たおされそうな衝撃波が大地を舐なめる。しかし【冥めい府ふ】の軍勢へ効率的にダメージを与えたのも事実。まともに刃を交わし【魔法】を撃ち合うより前にだ。

　相手の土俵に立つな。馬鹿正直に付き合うな。

「ふんふーん、ふんふんふんふーん」

「ええっ、フィリニオンがいるとこんなに珍道中な感じになっちゃうの？　さっきまで生きるか死ぬかでギリギリ渡り合っていたじゃない」

「やっぱり【パーティ】生存の要は回復役、クレバーでみんなの頼れる【白しろ魔ま女じよ】お姉さんって事ですよ、ぶいぶいっ」

「……絶対それだけじゃ説明つかない域まで来てると思うんだけどなあ？」

　ともあれ、ベアトリーチェやアルメリナもわざわざ好き好んで死闘を演じたい訳ではない。楽ができるならそれに越した事はないのだ。

　暗い浜辺までやってきた。

　ぶーぶーは片手を口元に当て、感慨深げに呟つぶやいていた。

「あれだけ分厚い軍勢を全部押し返した、ほんとにぶーぶー達は本丸まで来たんだ……」

「【冥めい府ふ】が後どれだけの戦力を抱えているかは見えないから油断しないで。一時的に破滅の時計の針が戻っただけで、歯車自体は動き続けているの」

　一方のアルメリナは別の事を気にしているようだ。大局の戦略より小さな戦術のレベルで、

「カタパルトの支援が止やんだな……」

「ぷきー。でっかいスプーンは森の中に置いてあるから、そう簡単には動かせないみたい」

「まだ島の中にも残存勢力はうろついているでしょうし、彼女達にはそっちを任せましょう」

　メリディアーナ、アリス、モルガンなど小さな【妖よう精せい】達たちが頭上の夜空でひらりと舞い、月光で薄羽を照らしてこちらに合図を送ってから内陸部へと引き返すのが見て取れた。特に慌てている様子はないから、やはりカタパルトがやられてしまったとか深刻な事態ではなさそうだ。

　ベアトリーチェやぶーぶー達も、自分の持ち場へ集中する。普段であれば人工の明かりの入り込む余地のない海は満天の星を吸い込んで宝石の絨じゆう毯たんのように輝くはずだが、今は違う。

　あまりにも禍まが々まがしい、山のようなシルエットが全てを塗り潰していた。

　歩いて三日で一周のグランズニールよりなお巨大な、腐りかけの海洋生物。サメかシャチに似た何かが浜辺に身を乗り上げていたのだ。鼻につく匂いの正体は、自ら腐敗する血肉のものか。あるいはあちこちの傷口から溢あふれる、オレンジ色に輝く溶岩や硫黄分によるものだろうか。

　ベアトリーチェはこう呟つぶやいていた。

「これが……【冥めい府ふ】？」

「ぷきー、ぶーぶーはこんな生き物見た事も食べた事もない」

　こちらに顔を見せる海洋生物は、特に身じろぎもしない。生きているのか、死んでいるのか、そこから疑問がある。左右に大きく開いた口にはそこらの家より大きな、いっそ水晶じみた冷たい牙や歯が乱雑に並んでいた。禍まが々まがしい赤い満月にも似た瞳は二つに留まらず、蜘蛛くものように大きな単眼がいくつも並んでいる。

　これほど巨大な構造物が、浜辺まで乗り上げる事などできるのだろうか。あるいは空気の力でも借りて海面を浮かぶように突っ込んできたんだろうか。

「他に誰が来ているんでしたっけ？　フルドラさんやヴィルデフラウさんはまだ浜辺に顔を出していないようですけど」

「これだけデカいと侵入ルートの時点で分かれちまいそうだ。ただ敵地のど真ん中で下手に目印を書いて【冥めい府ふ】の連中に足跡辿たどられても困るしなあ。兵隊系はそういうの得意そうだし」

　そこまで言ったアルメリナは首を傾かしげて、

「さて。これが新しいエリアらしいんだが、どこから潜り込むよ？」

「うーん……とりあえず目の前に大きな口が開いているんだけど」

「えっ、ちょっと待ってくださいベアトリーチェ、いきなりそこから飛び込むんですか!?」

　彼女達が自由に行動できるリミットは数日。そして【冥めい府ふ】は歩いて三日で一周のグランズニールより大きい。とにかく時間が足りないが、功を焦あせってガブリとやられたら元も子もない。

　そんな少女達の頭上を【サウザンドドラゴン】の巨体が通り過ぎていった。

「……上空監視も重要だけど、あれだと体内まではマッピングできないだろうしな」

　と、アルメリナが言いかけた時だった。




　ゴッッッ!!!!!!　と。

【冥めい府ふ】の背中から静せい謐ひつな夜空に向けて、紅ぐ蓮れんの熱線が勢い良く解き放たれた。




　まるで対空レーザーのような一撃。黒い飛竜は完全に虚を突かれたらしい。慌てて回避行動を取るも間に合わず、大きな翼を傷つけられて沖合いへと落ちていく。

「おい何だ、冗談だろ!?」

「あれ、グルアガッハさんとかルサールカさんとかが乗っているって話でしたよね……？」

「【サウザンドドラゴン】自体が白鳥みたいに泳げるし、あれだけの巨体なら小島みたいなものだからそう簡単にあの子達が溺れてしまうとも思えないけど……大丈夫かな？」

　言いながら、【剣つるぎ聖せい女じよ】は崖のように高い【冥めい府ふ】の上方へ目をやった。

「何で真正面の私達より真上の【サウザンドドラゴン】が優先的に狙われたんだろう……？」

「考えるだけでぞっとする話ですけど、射角の問題じゃないですか？　元から大空しか狙えない、ええと、高射砲とかいうヤツ？　とかです」

「いや、あるいは……」

　あまりにも簡単な結論がある。ベアトリーチェは空間中に火力系幻覚の【魔法】で四角い枠と赤いラインを結び付けながら、【冥めい府ふ】のてっぺんに要注目のマーカーを置いた。

「……上に何か、見られちゃまずいものがあるのかも」

　何にしても、相手は【サウザンドドラゴン】、魂を持つ逆説を一撃で行動不能に追いやるほどの力を備えている事が判明した。それも超長射程の飛び道具だ。あれを強引にグランズニール島内へぶち込まれたら、せっかく取り戻しかけた勢いを再びくじかれる。【ブレイクニュース】をやられたら、一気に立て直しの効かないところまで追いやられる可能性も出てくる。

「ぶーぶー、秘密を突き止めよう。熱線高射砲の二発目が来る前に」




　　　　　２




　そして、浜辺に残った面々もいた。

　銀の髪の妖よう精せい達たちの女王【ストリオーナ】に金の髪の【吸血鬼カリカンザロス】。グランズニール島内では破格の力を誇る【ブレイクニュース】勢だ。明確に寄り添っている訳ではないが、どこかに植物系の【イレアナ】（の分身の一つとでも呼ぶべきか？）もいるはずだ。

　こんな風に見守っていられる事からも分かる通り、絶体絶命の状況は脱した。

　たった一手のミスで盤面全体をひっくり返されるため予断は許さないが、ひとまず小康状態。やはりカタパルトや【サウザンドドラゴン】が敵方の火薬庫を集中的に狙ったのが大きい。天空からは各所で【黒い迷めい宮きゆう】を引き千切り、陣取りゲームを押し返しているのが分かるはず。

　赤く輝くコウモリを侍はべらせ、真紅のネグリジェの内側から大きな胸をぐぐっと盛り上げる【吸血鬼】は小さな豚のぬいぐるみの頭をそっと撫なでて、

「てっきりこのタイミングでそなたはヤツらについていくものだと思うていたのだがな」

「阿あ呆ほう。わしとて【妖よう精せい】達たちの集落を守らねばならん身だ。しかも【ブレイクニュース】は地下の【迷めい宮きゆう】の補助動力として連結されているとの話も聞く。【冥めい府ふ】の素材や内部構造は不明。うっかり潜った結果リンクが断たれて島の地下に妙な負荷をかけるリスクも否定できん」

　細い腰に両手を当てる黒いリボンワンピースの少女に、隣に立つ【カリカンザロス】は片目を瞑つぶって背丈に見合わぬ大きな胸を持ち上げるように腕を組み、

「……そういうのを全部放り出して遊びに出かけない辺り、多少は成長したと見るべきか？」

「貴様ケンカでも売っておるのか？」

【ストリオーナ】の声が一段不穏に低くなるが、今が非常時だという事は自覚している。

「大体、人間どもから頼まれてしまったからのう」

「まあな」

　先にも述べた通り、ベアトリーチェ達の自由時間は限られ、しかも【冥めい府ふ】は広大だ。リミットの数日以内に【冥めい府ふ】を取り巻く問題を解決できずに終わる可能性もゼロとは言えない。

　だから、【剣つるぎ聖せい女じよ】達たちは今日ここへ来るまでの間にこう頼み込んだのだ。

「……自分達が中から解決できなければ、その時は外からの一斉攻撃で【冥めい府ふ】を吹き飛ばせないか試してくれ、か」

「まーそれでめでたしめでたしになるなら最初から誰も中には潜らんだろうが、ヤツらも『保険がある』という事にしておいた方が心は楽になるんだろうしの」

　と、そんな規格外の二人へひらりと小さな光が舞い降りた。

　掌てのひらサイズの【妖よう精せい】の長老格、モルガンだ。

「恐れ多くも逆説の皆々様へ支援要請にございます。島内、南の森にて亡もう者じやの残党を確認。未だ接触前ですが、現地に残る【ケットシー】や【クーシー】では対処不能です。非礼を承知で乞い願いますが……」

「よい。そこの【吸血鬼】は露骨な願掛けは受け付けんが、人知れず世話を焼くのは嫌いでない体質なのでな。元の古巣のある場所でもあるし、さっさと飛んで戻る事だろうよ」

「……、」

「ほら見ろこのツンデレぶりを。外面の殺したいオーラなどに惑わされてはならんぞモルガンよ。顔くっしゃくしゃだがこやつは内心照れておる」

「いえあの、失礼を承知で進言させていただきますと今のはマジ顔なのでは……？」

　言い合いながら、【ブレイクニュース】や伝令役の【妖よう精せい】はいったん開けた砂浜から元の島内の森へ戻る。主戦場が【冥めい府ふ】内ない部ぶに移っても、全ての戦力が集中する訳でもない。島内をうろつく亡霊もいるし、今から【冥めい府ふ】で湧いて島へ足を向ける馬鹿者達も現れるだろう。

　殺した数で勝ち負けが決まるのではない。

　守った数で確定すると考えた場合、まだまだ峠を越えたとは言い難がたい。

　……それに、彼女達にもそれなり以上のプライドがあるが故ストレートに口に出す事はないが、【冥めい府ふ】上じよう面めんから放たれた熱線高射砲の存在もあった。あれで即死するかどうかはさておいて、確実に削られるのは事実。開けた場所で座して狙い撃ちにされるくらいなら、島内の遮蔽に隠れておいた方が良いいのは間違いない。

　究極の戦力であるが故、【ブレイクニュース】は簡単に倒されてはならない。

　この辺りの理屈が分からないから、【サウザンドドラゴン】は末席呼ばわりなのだ。

「わしはひとまず【妖よう精せい】達たちを集落から避難させる。お前は要請通り南の森を」

「了解した。……例の猫だの犬だのが義勇軍を募り始めているようだからな。余計な藪やぶをつついて寿命を縮めんよう、少し脅おどかしてやった方が良いいかもしれん」

　各おの々おのの管轄へ足を向けながらも、【ストリオーナ】は静かに囁ささやいていた。

「ケツは持つ。だから思い切りやってこい」
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　口から中に入るのは流石さすがにおっかないので、ぶーぶー達は内部コースを避けて巨大海洋生物じみた【冥めい府ふ】の表面を登っていく。背中の上まで辿たどり着つくと、景色は一変していた。

「ぷきー……」

　一面はデコボコと起伏を作る黒い大地。腐って液状化した部分は猛毒の沼地のようで、あちこち不自然に抉えぐれた箇所からは真っ赤なマグマが噴き出していた。それとは別に剝むき出だしの骨は青ざめた水晶のように冷たい輝きを放っており、全体を眺めると意外なほどにカラフルだ。クリスマスシーズンの公園みたいになっている。

「ひい、はあ。ま、また上に上がると、熱気がすごいですねえ」

「良いいから早く体を乗り上げろよっ、何で異世界のそのまたあの世まで来て女のデカい尻なんぞ押し上げなくちゃならないんだ！」

　あれだけ散々ドヤ顔を決めていた【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンは早速息も絶え絶え。クライミング素人しろうとが落ちないよう下からアシストするインストラクターのうっすーい（笑）も大変そうだ。

　ベアトリーチェも流石さすがに手の甲で額の汗を拭っていた。

「……やっぱり【冥めい府ふ】。生き物にとって居心地の良いい場所のはずもないか」

「ぶー。でもベアトリーチェ、何だか暑い風と寒い風があるみたい」

「どこかから冷気が出ている？」

「や、やっぱり水晶化している骨の方からじゃないですかね、ひい」

　全員が無事に乗り上げると、いよいよ探索が始まる。

「っと、ちょっと待った!!」

　アルメリナがメガネの大きな尻を突き飛ばし、清浄な【白しろ魔ま女じよ】さんが真っ黒な腐肉の上をぐっちょり転がっていく。もちろん意味のない行為ではない。

「（……ぶーぶー、そなたも身を屈かがめて！　こっちの窪くぼみに隠れるの!!）」

　生き物の上とはいえ感覚的にはちょっとした島くらいあり、末端は地平線の向こうに消えていた。あちこち腐り落ちているせいか全体の起伏も激しく、いくつもの丘を越えるような感じに近い。赤い溶岩や青い水晶の輝きは逆に深い影を落とし、一望した程度では全景は窺うかがえない。

　そんな中だった。とっさに抉えぐれた窪くぼみのような場所に隠れたぶーぶー達をよそに、比較的開けた黒い平原のような場所を大きな震動に似た足音が横断していくのが分かった。

　相手が巨体なのではない。問題なのはその数だ。

「なっ、何だありゃあ？　行進でもしてんのか……？」

　目を白黒させながら、思わずアルメリナが呟つぶやいていた。

　彼女の言う通り、広いスペースには軍隊のパレードのように多くの人達が歩幅や腕の振りまで合わせ、規則正しく集まっていた。言うまでもなく【冥めい府ふ】に囚とらわれた人間達の魂だ。

「うっぷ、ぺっぺ。ひいい、何ですか次から次へと。一塊で四〇〇人くらいいそうですけど」

　すぐに大雑把な数が把握できたのは、やはり整然としたその隊列のおかげだろう。二〇列×二〇列で奇麗な正方形を作ったまま、縦横斜めへ自在に動いているのだ。

「四〇〇人って……ついさっきグランズニール島内に侵攻してきた亡霊達が全体でそんな数じゃなかったっけ？　あれを何ターンでも繰り返し叩たたき込こめるって事!?」

　やはり【冥めい府ふ】、一筋縄ではいかない。

　正面からのぶつかり合いではこちらが疲弊し、押し流されてしまう。

「一体全部でいくつあるんだか。あんなのまともに相手していたらキリがないぞ。フィリニオンの回復薬だって追い着かないだろ」

「【サウザンドドラゴン】を落とした熱線の照射元は……向こうの、さらに奥の方だったよね。早く、二発目が来る前に秘密を突き止めないといけないのに。次々と山積みじゃない」

　目算で良ければ五キロから一〇キロ。

　極太の熱線自体は地平線の向こうから天空へ放たれていたような気がする。

　当然、いくら窪くぼみの中に隠れているとはいえ、あれだけの目を誤魔化しながらこそこそ歩いて進めるほど幸運に恵まれてはいないようだ。今のままだと絶対に見つかる。

　ただし、

「整列している連中とは別に動いているのもいるみたいですね。ほら、蜘蛛くもとカニの融合、アラクネでしたっけ？　とにかくカラクリ細工です」

「？　わざわざ拠点の中で何やってんだあいつら？？？」

「ぷきー。何だか傷を押さえているみたい」

　ぶーぶーがそんな風に言ったのは、腐り切った巨大魚のように見える【冥めい府ふ】のあちこちから真っ赤な煮えた溶岩が噴き出していたからだろう。言われてみれば確かに、あのアラクネ達は大きく開いた傷口を糸で縫っているように見えなくもない。

「でもフィリニオン、それが一体どうしたって？」

「壊れたのか、すぐそこに乗り捨てられたアラクネがお腹なかを見せてひっくり返っているので」

　全員で顔を見合わせ、ゆっくりと近づいていく。

　人間の背丈を優に超える、大きなカラクリ細工だった。全体としては蜘蛛くもに近いが、卵を抱えたカニみたいにお腹なかの部分が開閉する仕組みになっている。半開きの扉へレイピアを差し込んでこじ開けてみると、中にはそれなり以上に広い空間があった。ハンドルやボタンというよりは、アヤトリみたいに複数の糸を不規則に張り巡らせた操縦装置らしきものが見て取れる。

「……操り人形のイメージ、なのかな？」

　ともあれ、これに乗り込んでしまえば表で行進、整列している連中に気づかれずに済む。

　問題なのは、

「どうしよう、流石さすがにぶーぶーは乗せられないけど……」

「ぶー。ぶーぶーなら一人でもへっちゃらだ。お前達は先に行くと良いい」

「行くと良いいじゃねえんだよここで待ってろ、こっそり道を開いてやるから」

　ともあれ、何とか乗り込めそうな三人娘がおっかなびっくり中に潜っていく。

　が、

「もがっ、何も三人みんなで詰め込まれる必要はなかったんじゃないかな？　てか誰だこのデカい尻!?　安定のメガネ牛か！」

「お尻の話ならもう牛とか関係なくないですかね!?　あっ、ちょ、そこに息を吹きかけるのは反則、はっはふう……!!」

「すっかり自転車のサドル扱いされたベアトリーチェは放っておくとしてとりあえず動かすぞ。うーん、やっぱりこのアヤトリで操るのかなあ。……八本脚をどうやって？？？」

　ガチャガチャと大分不器用ではあるが、カラクリ細工が前に向けて歩き出す。初搭乗のベアトリーチェ達でも転ばずに進めるという事は、よっぽどアシスト機能が優れているのだろう。

　アルメリナが弾んだ声で、

「おっ、なんかコツが分かってきたぞ。いっちに、いっちに」

　あれだけ目玉があるのに視界は意外と狭かった。いくつか並ぶ玄関のドアレンズを覗のぞき込こんでいるような感じで、長時間揺られていると乗り物酔いになりそうだ。

　同型のカラクリ細工とすれ違い、行進する四〇〇人単位の兵士達を眺めつつ、揉もみくちゃ状態の三人娘は腐り始めた【冥めい府ふ】の傷口と関係ない場所で黒い糸を吐き出した。最初は勝手が分からなかったが慣れればスムーズなもので、糸を編んであちこちに大きな塊を置いていく。

「ぶーぶーの巨体を隠さないといけないからな。あちこちに遮蔽を作っておかないと」

　ニュアンスとしては３Ｄプリンタで不規則に岩場のようなものを設けて、ぶーぶーにはタイミングを見計らって遮蔽から遮蔽に走ってもらうといった感じだ。これでも命懸けなのは変わらないが、ひとまず勝率のある賭けにできただけでも僥ぎよう倖こうと見るしかない。

　ガチャガチャと八本脚を動かしてぶーぶーを先導する内に、【剣つるぎ聖せい女じよ】達たちは気づいた。

「もがふが。あ、あいつら、アルファゼロなんかとは歩き方が違うみたいね。旧ソ側だとしたら規格が違うから、一から対応表を作らないと回避のタイミングを読めなくなる……」

「ふわっ、ひ、ひとまず頭を引っこ抜いてからしゃべってくださいよベアトリーチェ！」

「それより何だあれ……変なのが混じっているぞ」

　アルメリナの言う通りだった。

　四〇〇人一組の集団の中に一つずつくらいの割合で、明らかに人間をベースとしたものではない何かが顔を出している。あるいは複数の頭を持つ巨大な四足獣であり、あるいは蛇の頭を持つ怪鳥であり、あるいは動物のように地上を歩く食虫植物であった。

　それらは毛皮を逆立てるように強烈なスパークを纏まとい、口元から油田のてっぺんのような炎を洩もらし、または分厚い装甲や巨砲を担かついでいるものも珍しくなかった。

「あのチグハグな感じ……やっぱり旧ソで間違いないのかなあ、今のロシアでもなく。あの四角い鉄のカバンも髪飾りみたいな名前の多連装ロケットのつもりかもしれないし」

「どういう事です？」

「いや、デカくて硬い巨大戦力があるなら、普通はそれを盾にして人を守るだろ。あんな風に硬い外皮だの装甲だのの外に生身の兵士を詰めて肉の緩衝材なんて普通じゃない。……ただ旧ソにはタンクデサントって考え方があるんだよなあ。鋼の戦車のガワにありったけの歩兵を乗せて銃火渦巻く最前線に突っ込んでいくの。もちろん一回の爆発で木こっ端ぱ微み塵じんになっちまう」

　飛び出すタイミングを計り、黒い遮蔽に身を隠すぶーぶーはカラクリ細工に寄り添いながらこんな風に囁ささやいたものだった。

「ぶー。何だかあいつらからはおんなじ匂いがする」

「ぶーぶー？」

「ご先祖様とは違うんだろうけど、でも、何だか懐なつかしい感じ」

　……【賢者】の話では、【イベリコオーク】とは豚面の生物を指すのではなく、あらゆる動植物の長所を取り込んでいった末に最も強きよう靭じんな筋肉と消化器官を得た存在なのだという。そしてここに辿たどり着つくまでに、様々な姿や形態を取っていたともいう。

　だとすると、

（……別の進化を辿たどって行き止まりにぶつかった【アナザーオーク】達も、【冥めい府ふ】の手駒になった？）

　もう米系だ旧ソ系だという話でもない。まともにかち合えばどうなるか、全くの未知数だ。

　しかし事態は息を吞のむベアトリーチェのはるか先を行っていた。




　ぐしゃり、と。

　虎の子の巨体が勢い良く叩たたき潰される、水っぽい音が一面に響き渡ったのだ。




　ぶーぶーやベアトリーチェ達が無謀な攻撃を仕掛けたのではない。不完全な魂がひとりでに自壊した訳でもない。

「な……」

　いつの間にか、整然と並ぶ軍団の中に一つの影が屹きつ立りつしていた。

　人……ではないだろう。

　海老えびにも似た巨大な頭部に、タコやイカのような触腕が互いに絡からみ合あって一対の腕を作り上げていた。全身は気味の悪い鱗うろこに覆われ、ぬめるような粘液で乾燥から身を防いでいる。

　それが。

　その怪物が。

　居並ぶ大戦力を一通り眺め回すと、興味を失ったかのような素振りで触腕をほどき、一いつ気き呵か成せいに圧あつ搾さくして握り潰してしまったのだ。やられている当人には抵抗の素振りもない。いいや、【アナザーオーク】の巨体の周りにいる兵士達も。直立不動の無抵抗。隣の誰かの体液を頭から被かぶっても身じろぎ一つしない。連帯責任か何かのように四〇〇人一組の集団がごっそりと抉えぐり取とられていく光景は見ているだけで吐き気が込み上げてくる。

　一言だけあった。

『次』

　眺め、そして破壊。

　ある四〇〇人は殺し、ある四〇〇人は残し、次々に面の整理をしていく様は、まるでカビにやられた麦畑を早々に畳み、他への被害を抑えようとしているかのようだ。

『次』

　自前の戦力をこれだけ毟むしり取とっても気にしない。

　人材を含めて資源などいくらでもある。そんな傲岸不遜が見て取れる。

『次』

「……間引きでもしてやがるのか？」

「じ、上手に育ったものだけ残してグランズニールに送り込む、って感じなんですかね？」

　オメガやアルファゼロの話では、【冥めい府ふ】に囚とらわれた魂は殺されても【冥めい府ふ】に戻るだけらしい。だとすると、切った張ったが全てではない。そもそもヤツが望む水準に達しなければ、出撃前に殺害されてやり直し。下手すれば延々とループする事態さえありえそうだ。

「ぷきー。何だか可哀かわい想そう。やられちゃったヤツ、持ち物まで他のヤツに持ってかれてる……」

「……出来の善よし悪あしに合わせて、装甲や火砲なんかの装備を集約させているですって？」

「ま、まるで偶然頼みで数だけ揃そろえてから、いらない個体を捨ててお気に入りだけ限界まで合成強化していくようじゃないですか」

「デカブツが背負ってる鉄のカバンがほんとに多連装ロケットなら、次のターンは今まで以上の地獄になるぞ。爆発物の土砂降りが島内全域を埋め尽くす前に何とかしないと」

　わざわざ数を抑えているという事は、向こうにも管理できる数に限りがあるのだろうか。例えば【冥めい府ふの王】は一度に四〇〇人一組しか正確に操れないとか。アルメリナは喉を鳴らし、

「それにしても、どんだけ王様なんだよ。あの海老えび頭あたま……」

「王様……」

　何気なく吐き捨てられたそのフレーズを、ベアトリーチェも繰り返していた。




「……それじゃあ、あれが【冥めい府ふの王】？？？」




　ヤツを倒せば【冥めい府ふ】のグランズニール侵攻、さらに地球侵攻も食い止められるかもしれない。一方であそこは敵陣の中心。カラクリ細工に乗り込んだとはいえ、四〇〇人一組の集団が何セットもある中へ切り込み、大ボスを倒し、安全に帰還できるチャンスは皆無と見て良い。

「ダメだ」

「でも、」

「ベアトリーチェ、計画通り奥を目指そう。あの胸むな糞くそ悪わるい海老えび頭あたまにとって、見られちゃ困るものがあるのは事実なんだ。それが何であれ、そっちを壊して【冥めい府ふ】に致命的なダメージを与えた方が確実だろ。【サウザンドドラゴン】を落とした熱線高射砲を強引にグランズニール島内へ向けられても困る。二発目が他の【ブレイクニュース】を叩たたく前に食い止めないと」

　勝っておしまい、ではないのだ。

　島内防衛は【ブレイクニュース】がかなり大きな比重を占めている。あの高射砲で一体二体と逆説がやられてしまえば、それだけでバランスを失って総崩れになりかねないのだ。だから、何としても二発目が放たれる前に高射砲を潰さなくてはならない。

　そもそも片道切符で相手を刺せば良いのではない。みんなで笑い合って元の生活に戻るためには、誰も欠けてはならない。大体、ここでカラクリ細工の先導を失えば、剝むき出だしのぶーぶーは身を隠す遮蔽を失って孤立してしまう。

　後ろ髪を引かれる想おもいだったが、先へ進む事にする。

　ガチャガチャと八本脚を動かして黒い平原部分から離れていくと、ようやっと大軍団の目線から逃れる事に成功した。全体に緩やかな斜面を下りつつ、ベアトリーチェはそっと息を吐く。

「んっ、ぅ……。で、ですからベアトリーチェ、変な所に息を……っ」

「むしろどこに顔突っ込んでいるのか不安になってきたんだけど！　視界いっぱいに広がるこれ何!?　もう暑苦しいっ、耐えられない。ぶはっ!!」

　卵を抱えたカニのお腹なかみたいに扉が開き、ベアトリーチェは外の世界へと転がり出た。腐肉の大地はちょっとした泥のような粘り気があった。先の平原に多くの人が集められていたのは、それだけ地面が安定していたからだろう。こちらはこちらで、濁った底なし沼みたいにぐじゅぐじゅになった場所もあれば、オレンジ色の溶岩が噴き出して大きな川を作っている場所もあった。人の目がなくなった代わりに、大自然（？）が猛威を振るっている。

　ぎゅうぎゅう詰めから解放されて目一杯新鮮な空気を吸い込みたかったが、不快な事に変わりはなかった。熱気や湿気が容赦なく艶つややかな髪や柔らかい肌に絡からみついてくる。

　そして噴き出す額の汗を手の甲で拭ったベアトリーチェは、ふと気づいた。

　目の前いっぱいに複数の川が合流する溶岩湖が迫っているからでもあるのだろうが……オーブンでじりじりと炙あぶられるような、肌にひりつく熱の痛みを感じるのだ。

　オレンジに煮える湖を眺め、不思議そうな顔でベアトリーチェは呟つぶやく。

「……？　【火力耐性】が効いていない？？？」

　何だか内股で表に出てきたフィリニオンがキョトンとした顔で尋ね返してきた。

「そうなんですか……？　ひょっとしたら別の【属ぞく性せい】が混ざっているのかもしれませんね。ほら死とか闇とか意味不明な辺りが」

　そもそも【冥めい府ふ】自じ体たいがグランズニールの島の外からやってきたものなので、今までのルールが通用するかどうかは分からないのだ。隕いん石せきが未知の情報を携えてやってくるように、【冥めい府ふ】にはこれまで発見されてこなかった【属ぞく性せい】などがあるのかもしれない。

　でも、だからこそ、

（……今まで見つからなかった、ぶーぶーの【兵へい輝き】に封じられた【イベリコオーク】達の魂を復活させる【魔法】そのものやカギとなる何かが眠っている可能性も）

「ぶー。ベアトリーチェどうした？」

「ううん、何でもないよぶーぶー」

　首を横に振り、笑顔を作って赤い【剣つるぎ聖せい女じよ】はそう答えた。

　一方のアルメリナは、

「うわっ、こっちはずぶずぶだな。カラクリ細工も歩けないぞ」

「ぶー。じゃあひとまずこいつはぶーぶーが持っていってやる」

　まるで変わった形の浮き輪かゴムボートを持ち上げるようだった。流石さすがにこれを使っても溶岩湖は直接越えられないだろう。ひとまず煮える湖畔に沿って、三人娘と人身豚面はあちこち不気味に沈む黒い大地を徒歩で進む事にする。摩ま訶か不ふ思し議ぎな【冥めい府ふ】だが、探索のイメージは真昼の砂漠を歩くのに近い。とにかく溶岩の熱がひどい。対抗手段は一つしかなかった。所々で不規則に黒い腐肉の大地から飛び出している、鋭い骨だ。青っぽい輝きを放つこれだけが、氷のような冷気を放ってくれている。あたかも砂漠に点在するオアシスのようだった。

「ひい、はあ」

「くそ……こんな事なら【氷ひよう瀑ばく姫き】のヴィルデフラウときちんと合流を待つべきだったかも」

「ひいー……」

　メイドの悠はる花かが用意してくれる普通の魚料理とは骨の配置が違う気がする。三日月のように湾曲して頭上へ覆おおい被かぶさってくるこれは肋ろつ骨こつか何かなのだろうか？　地味に体力を削られた牛が鋭い塔のような青く冷えた水晶に抱き着き、そのままずるずると腰を下ろしてしまった。

　すぐそこは煮えたぎる溶岩の湖だ。気持ちは分からんでもないベアトリーチェだが、

「でも大丈夫なのかな」

「な、な、何がですかあ？」

「いや【冥めい府ふ】って基本的にどこもかしこも腐りかけな訳じゃない？　例のマグマのおかげで煮しや沸ふつ消しよう毒どくされているから見た目ほど毒性はないんだろうけど……このオアシスだけ例外なんじゃあ。つまりカビとか細菌とかウジャウジャ繁殖しているかもしれないって話なんだけど」

「ぎゃっ!?　フィリニオンお前、背中から得体のしれない粘ついたエノキみたいなのが……!!　何だこれっ、生き物の養分を吸い取る冬虫夏草的なアレか!?」

「ぎゃあああああああああー!?　取って、ちょっとこれ取ってくださいいいいいいい!!」

「自分の命がかかってんだぞ、せめて松まつ茸たけっぽいのは出てこんのかあんた!!」

　どこまでいっても生体には不都合な環境フイールドだ。牛がバタバタとマントを振り回してポコポコ湧いてきたモノを取っ払っているが、そんなものでは安全の確保もままならない。

「ハッ!?　そ、そうだここの【アンデッド】系は回復薬に弱かったはず。そうですそうそう生命力を高めて免疫パワーでやっつけちゃえばこんなものお!!」

「具体的にどうすんのフィリニオン？」

「……こ、こちらにあります体温を〇・五度ほど上げる回復薬を吞のめばきっと」

　ぶっ!?　と噴き出したのはベアトリーチェとアルメリナだった。

　ぶーぶーは半テンポ遅れて、

「ぷきー？　つまり何がどういう事？？？」

「この場合はぶーぶーの疑問が正しい！　牛、そなたそれほんとに回復薬なんだろうなあ!?　そういえばぶーぶーのお誕生日会の準備の時に媚び薬やくがどうこうの話をしていなかったっけ！」

「うるさいです私はまだ死にたくないんです全身カビだらけになってもこもこ膨らみながら死んでいくなんて絶対に嫌ァァァそのためなら多少恥ずかしい想おもいをして体温が〇・五度ほど上がってちょいと微熱状態になっても構いませんへへえへへ誰だってそうでしょう死ぬのは嫌でしょう試せるものがあるなら私は何でもしますそうたとえ～揺れる女子大生微熱を持て余すヒミツの深夜二四時～と呼ばれようが何だろうが絶対に生き残るんだァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ……ッッッ!!」

「うっ、うわあ、おっお巡りさーん!!」

「バカやめとけッッッ!!!!!!」

　公務員さんの正義の鉄拳がメガネにめり込み、えらいカラフルな液体の入った試験管が宙を舞った。おかげで桃色な蒸気が吹っ飛んでフィリニオンはもんどりうち、真っ黒な腐肉から生えた透明で巨大なクラゲボディなんだかキノコの傘なんだかに頭から突っ込んでいく。

　頰に手を当て、ベアトリーチェは総括した。

「……フィリニオンは色々疲れているのかしら」

「ああいうお色気担当は最後まで生き残れないのがホラーの相場だって何故なぜ分からないんだ」

　ちなみに四よつん這ばいに失敗してこっちへ尻を突き出したような格好のフィリニオンは何だか小刻みに体を震わせていた。たとえ気絶してもサービス心を忘れないのかと思いきや、

『いやあお巡りさんに一発もらって心が晴れやかになりましたー。見てくださいこの軽やかな気持ち、やっぱり人間は真まっ直すぐにならないと生きていけない生き物なんですねー』

「うわああフィリニオンの中から半透明のフィリニオンが出てるうううーッッッ!!!???」

　とても満たされた顔の牛を見て総毛立ったベアトリーチェとアルメリナが慌てて幽体を押し戻そうとした時、なんかガリッとした嫌な感触が指に伝わった。

　ベアトリーチェの籠手は指先まで金属質で覆われていた。それがプリンのように柔らかい半透明フィリニオンの肩口を引ひっ搔かき、引き裂いたのだ。

「……ッッッ（ぱくぱくぱく）!!!???」

　もう言葉も出ないベアトリーチェだったが、当の本人は気づいていないらしい。というか半透明の破壊と同時に形を失った何かが高速で肉体の方へ取り込まれ、そして尻を突き出していたフィリニオンが巨大なクラゲボディからずぼっと顔を引っこ抜いた。

「あっ、あれ？　私は今何を……？？？　何か悟ったというか、開眼したというか、とにかく一つ上のステージへ飛び立った感じがしたんですけど」

「へ、へへえへへ何でもないない大丈夫、全然大丈夫よフィリニオン。そなたが無事で良かった良かった……」

「いやちょっと待てよ。これってひょっとして」

　今度はうずくまったアルメリナが黒い地面から生えたクラゲボディに顔を突っ込む。

　と、

『ああやっぱり。何に使えるか分かんないけど、これで自由自在に幽体離脱できるみたいだぞ。半透明ボディが壊されると元の肉体に戻るらしい』

「ひぃぃ!?　私あんな風になっていたんですかあ!?」

「へへへ良かったねえフィリニオン元に戻って私に感謝だねっ！　で、アルメリナ。そんなのほんとに何に使うの……？」

『考え方次第じゃないか？　まあ、そもそも見つかるだけで警戒レベルが上がるからまずいんだけど。でもいくらやられても問題ないならドローン飛ばすのと同じだ、先に幽体を先行させて調べれば敵や罠わなの配置も分かるんだから、いきなり即死の可能性をぐっと下げられるかも』

　そんな風に言い合っていた時だった。

　変化があった。すぐ横の壁、いや大岩か。あちこちの黒い壁面を形作る腐肉が不自然に蠢うごめき、二つに割れたのだ。まるで得体のしれないケースから中身を取り出すかのように。

　腕。

　顔。

　ぶーぶーは慌てて持ち上げていた蜘蛛くもとカニの融合、カラクリ細工のアラクネを放り投げ、両手の自由を取り戻す。

「ぷきっ!?　オバケ!!」

「うわわわ、例によって【冥めい府ふ】の手先になった亡霊達ですか!?」

「早く戻れアルメリナ！　放ほうったらかしの肉体を引き裂かれたら帰る場所失うんじゃない!?」

　その数、一五、いや二〇以上。

　元は年若い女性達……だったんだろうか。バサバサの髪に潤いの足りない肌。印象としては保存の良いい【ゾンビ】といった具合か。服装については、元は手術衣か何かだったのか。ボロ布と包帯を組み合わせた程度で、さらにアクセントとして太い鎖を胴に巻き、錆さびついた金属でできた分厚い手て枷かせや首輪などで彩いろどりを与えている。足回りは腐肉からの汚染を避けるためか、ここだけ硬質で傷だらけなスキーブーツのようなのが妙にアンバランスだ。

　そして唯一、ぬめるような光沢があるとすれば。

　そのかさつく肌に張り付いたタコや一枚貝といった海洋生物だけだ。




『『『ガァっっっ!!!???』』』




　一斉に飛びかかってきたそれらがグランズニールで猛威を振るった【エルキアド】と同系だとすれば、これだけで十分以上に命の危機だったはずだ。ベアトリーチェが用意した回避用のタイミングを計る対応表も、米系の軍隊規格に沿った連中にしか通用しない。まともにやり合っていたらここでぶーぶー達は仲間との哀かなしい別れを経験していたかもしれない。

　それでも今は対【アンデッド】系では最強の、回復専門のフィリニオンがいる。

　そのはずだった。

　きゅっ、と硬いブーツの底が腐肉を潰すような音が響いた時、状況が一変した。

　メガネの中央、ブリッジ部分。

　そこからわずか数ミリの位置へ鋭い光が迫る。手て枷かせで両手を縛いましめられたまま、手術衣のなれの果てと包帯を纏まとうポニーテールの女性が腰を大きく回して細い脚を目一杯振り上げたのだ。いいや、ただのハイキックではない。まるで折り畳みナイフか何かのように、爪先から外に向けて炎を纏まとう剣が伸びている!?

「ひっ!?」

「馬鹿!!」

　反射的に肩を縮めて硬直したフィリニオンのマントをベアトリーチェが勢い良く踏みつけ、後ろ側へ身を反らさせる。中ちゆう途と半はん端ぱなブリッジだったが、ギリギリのところでブレードが虚こ空くうをすり抜け、【白しろ魔ま女じよ】の金髪が数本宙を舞う。

（何だあれ、【魔法】とは違う……ッ!?）

　バチバチバチン!!　と金属質な音がいくつも響いた。振り抜いたはずの亡もう者じやのブーツが複雑に蠢うごめいている。収納されていた刃は一本だけではなかったのだ。炎の赤、氷の青、風の黄、毒の紫……。十徳ナイフのように次々得物を出し入れすると、最終的にカカト側から短いブレードを伸ばして脚を引き、さらにフィリニオンの豊かな胸元を付け狙う。

　その先はほとんど偶然だったと思う。

　背を反そらしてろくに動けないフィリニオンの手から試験管が勝手にすっぽ抜け、空中を回転するガラス容器をベアトリーチェのレイピアが叩たたき割わったのだ。

　同士討ちでも構わない。生者にとって害のある薬液ではない。

　中華料理のように派手な音と共にボロ布の女性の輪郭が崩れ、断末魔の叫びを上げて摑つかみかかってこようとしたところで、ぶーぶーの巨大な【兵へい輝き】が水平にスイングされ、今度の今度こそ彼方かなたへと吹き飛ばされた。形を失い、大気圏突入でもしていくかのように消えていく。

【アンデッド】に対する即死攻撃はあっても、運動神経が鈍い場合は周りが支えるしかない。

「ちえっ、空母みたいにいったん懐ふところに入っちまえば安心って訳でもないか！」

　地響きのような震動があったのは直後だった。

　ベアトリーチェの背筋に嫌な感覚が走り抜ける。

「まずいっ、黒い平原の方で整列していた旧ソ系の連中まで嗅ぎつけてきたんじゃない!?」

　だとすれば取り囲まれたらどうにもならなくなる。蜂の巣をつついた騒ぎとはまさにこの事だ。かと言ってこの騒ぎの中、今から身を潜めてやり過ごす場所を探すのも馬鹿げている。

　生存の可能性があるとすれば、

「【鋼こう流りゆうメタルジェット】!!」

　ベアトリーチェは鞘さやからレイピアを引き抜き、都合八本の熱線を解き放つ。狙いはこちらへ襲いかかるボロ布に包帯の亡もう者じや達たちではなく、少し離れた場所にある青白い結晶のような骨の塔だ。その根元に攻撃を殺到させ、へし折り、道を塞ぐように横倒しにしていく。

　そこへ旧ソ連の亡霊達が殺到した。

　が、

「うわわわわわ!!　なんっ、何なんだあれ!?　黄色とかピンクとか、えらいカラフルなモコモコに包まれて崩れ落ちていっているけど!!」

「カビよカビ！　フィリニオンがさっきあれで死にかけていたでしょ、冷気を振ふり撒まく骨の部分はマグマの熱気の煮しや沸ふつ消しよう毒どく効こう果かが薄まるから、その分カビや細菌の温床になるって！」

　これで外からの兵士を食い止め、大岩の壁面を突き破ってきた数十人の包帯グループをフィリニオンの回復薬で仕留めればおしまい。

　そう思った。

　しかし、

「ぷきっ!?　なんか折れた塔の方からも人が来ているけど!?」

「噓うそでしょ、どうやって……」

「ヤバい、先に潰れた亡霊を踏んで後から来た亡霊がこっちに向かってる。それを繰り返してる!?　あいつら地雷原を踏み倒して直接雪崩なだれ込こむとかリアルの方のデスマーチか!!」

　相当無理をしているので勢いは決して素早くないが、じわりじわりと確実に迫る集団が一定のラインを超えればこっちは数の暴力に押し潰されてしまう。

『突撃隊、前へ』

『督戦隊は重機構え。任務拒否は危険思想とみなす』

「味方の背中に銃口向けてご命令とはこいつらほんとにもーっ!!」

　この場に留まって勝利を得る、などと考える段階は越えた。

　とにかく生き残るため、迅速にこの場を離れなければ。

　ベアトリーチェは今ある全てを動員し、そして結論を導き出した。

「溶岩湖だ……。わざわざカラクリ細工で傷を塞いでいたんだから、亡者達も溶岩の中をざぶざぶ進める訳ではないはず。ここを進む事ができたら追撃を振り切れるかも！」

「でも私達はどうするんですか蜘蛛くもに乗り込んだって溶岩の中に沈んでいくだけでしょ！」

「どうかな。傷を糸で縫って塞ぐなら黒い糸で船を作れば溶かされずに進めるんじゃない!?」

　そうと決まれば即行動だ。

　アラクネは何だかんだでアルメリナが一番器用に操っていた気がするので彼女に任せ、ぶーぶーやベアトリーチェ達は小舟ができるまで徹底的に蜘蛛くもとカニの融合を守る事に。

　今まさに雪崩なだれ込こもうとする旧ソの亡霊達と比べれば大分数は劣るものの、今こちらを取り囲んでいる手術衣のなれの果てと包帯のグループも数十人はいる。取り囲まれて一斉攻撃を受けるのは避けたいので、ベアトリーチェの炎とフィリニオンの薬を使って集団を細かく切り分け、ぶーぶー含めて局所的に三対一の構造を作って確実に始末していくのが好ましい。逆に、こちらが取り囲まれるような事態になったら絶体絶命だ。

「フィリニオン、まだまだ珍道中って事で構わないんだよね？　シリアスモードにならなくても大丈夫なんだよねこれ!?」

「巫女みこ姫ひめ様さまを舐なめないでくださいっ！　おっと珍しい、こんな所に【陽気のアラウネ】が」

「拾い物なんかしてる場合かよっ!?」

「いえでもっ、ほんとに豊作なんですよ。あらあらこんな所に【せぼね魚うお】が、【くすだま椰や子し】も。波や風で卵や種子が運ばれるっていう壮大なストーリーはほんとにあるんですねえ」

「だから欲をかいていると今に注意散漫で天罰が……いやちょっと待った」

　何かに気づいた【剣つるぎ聖せい女じよ】はレイピア状の【兵へい輝き】を構えつつ念のため確認を取ってみた。

「……牛、さっきからやたらと自給自足の道を突っ走っているけど、まさか物資不足で回復薬の材料が底を尽きかけているとかって話じゃないよね？」

「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………ナンノコトダカワカリマセン」

「ぶーぶー！　そこのメガネの足を摑つかんで逆さに振って、今すぐに!!　こいつの持ち物全部さらけ出して確認しろみんなのためなの大至急うーっ!!」

「ぷきー？　新しい健康法かしら」

「わあ!?　分かった認めます、珍しくベタ褒めされて調子に乗っていましたすみません!!」

　逆さになっても決してメガネの外れないみんなのお姉さんフィリニオンは両足を摑つかまれて上下に揺さぶられていた。大きな胸をゆさゆさやられて若干苦しそうな涙目になりつつも、

「バンバン使いまくっていたらあっという間にエンプティでえへへ困った事になってきたなあこのゾンビ地獄にはマグナム弾が足りないなあアハハハハー!!」

「意図して報告を遅らせやがったのか、戦場のど真ん中でこのどん臭牛……!?」

「皆さんまさか私の名前は忘れていませんよね!?　とっ、とにかくそれっぽい材料があったら片っ端から拾い集めてください回復薬の供給が切れたらみんなお陀だ仏ぶつですのでーっ!!」

　回復薬の供給が止まったら誰にも亡もう者じやを抑えきれなくなる。船を作る作らないの話でもないので、アルメリナもまたカラクリ細工の蜘蛛くもから降りて材料探しに向かった。

　きゅっ、と歪ゆがんだ大地を踏む足音があったのはその時だ。

　アルメリナが慌てて鉄の杖つえを構え直すと、まさに瑞みず々みずしい【ゾンビ】風のショートヘアの女性が両手を手て枷かせで縛いましめられたまま硬いブーツの底を突き込んできたところだった。しかもただのソールではない、カカトから杭くい打うち機きのように太い重金属のスパイクが勢い良く飛び出す。ッッッドン!!　という鈍い音の炸さく裂れつと共に【殴おう僧そう侶りよ】の両足が地面から浮かび、そのまま受け止めた鉄の杖つえごと真横へ吹っ飛ばされていった。

　真紅の【剣つるぎ聖せい女じよ】が驚きよう愕がくの声を上げる。

「まさか!?　あのアルメリナがボコられるだなんて!!」

「おいベアトリーチェ！　煙草たばこのパッケージ何個分みたいな基準用にしてないだろうなー!?」

　割と元気に起き上がったのでまあ大丈夫だろう。

　この分煙禁煙のご時世に随分と時代がかった物言いをするアルメリナはやっぱり結構脂が乗っているのかもしれない、とベアトリーチェはそっと心にメモしていく。

　ともあれ、フィリニオンの必殺技がわずかに途切れただけでこれだ。

【調合】の時間を稼ぐため、ぶーぶーとベアトリーチェもまた前へ出る中、

「そういやアルメリナって物理特化でしょ。何で耐性防御を鍛えてないの？」

「あんたらと違って物理は色々枝分かれしてんの、打撃、斬撃、刺突、弓矢、その他た諸もろ々もろ。全部一〇〇％になんかできる訳ねーだろ。というかこれでも打撃を結構鍛えているんだぜ、そうでなけりゃさっきので骨をやられてるよ！」

　そして気になる事があった。

　太い鎖や枷かせで彩いろどられた亡もう者じや達たちは確かに凶暴かつ強きよう靭じんだが、前の【エルキアド】と違って銃器も【魔法】も使ってこない。機械的なブレードをいくつも内蔵した特殊なブーツの使い手達だ。前者はともかく後者はどういう事だろうか。グランズニールにやってきた人間をベースにしているなら、絶対に【魔法】に頼るとは思うのだが。

　その方向性のようなものに、ベアトリーチェはある連想をしてしまう。

（アビスと似たような……？）

　油断なくレイピアを構えて間近の亡もう者じやと距離を測りつつ、ベアトリーチェは呟つぶやいていた。

「……まさか、私達とは違うニンゲン……？　グランズニールの兵へい器き工こう廠しようやアビスを作ったとかいう、太古の……」

　直後にショートヘアの亡もう者じやが襲いかかってきた。

　まるでカポエラやブレイクダンスだ。その胴体を大きく振り回し、十徳ナイフじみたブレードブーツごと細い両足を草刈り機の回転刃のように展開させながら、ベアトリーチェの側頭部を狙っていやに青ざめた光を帯びた極低温の刃を叩たたき込こんでくる。

「っ!?」

　が、息を吞のむ【剣つるぎ聖せい女じよ】の後ろから、肩越しにカラフルな液体の入った試験管が投げ込まれた。直撃した亡もう者じやの女性が形を失い、足元の腐肉へと吸い込まれていく。

（吸い込まれ……？　まさかこの腐葉土みたいなのの中で栄養吸って回復フェイズに入っているの？？？）

　疑問を抱いている暇もなかった。

「ヤバいっ、今ので本格的に弾切れっぽいですー！」

「ぽいって何だぽいって、正確に報告しろ牛!!」

「……えっ、えとえと、材料自体は結構バリエーションあるんですけどマスターピースが足りないから結局どうにもならないというか、あと一つ揃そろえば割と対【アンデッド】特化、かえって普通の人には使いにくい必殺の対戦車ミサイル作り放題と言いますかね!!」

「具体的に何!?」

　火急の事態を前に【剣つるぎ聖せい女じよ】はカリカリモードで嚙かみ付つくように叫ぶ。そしてメガネのお姉さんフィリニオンは大きな胸の前で両手の人差し指をつんつん合わせて白状した。




「お、【乙女のフェロモン】、です」




　そして無の表情になったベアトリーチェとアルメリナは即決した。

「ぶーぶー、悪いんだけどしばらく一人で亡もう者じや達たちを抑え込んでおいて」

「ぷきっ!?　ぶーぶーだけでオバケ退治は怖過ぎるっ、一人きりだと取り囲まれるし!!」

「……私もう頭痛い。例のカラクリ細工に引きこもって船作ってるから後は勝手にして」

「おっけーアルメリナ。このむんむん牛を救急箱の中に詰め込めば万事解決なんだよね」

「ちょっと冗談じゃなくてマジのヤツなんです痛いベアトリーチェ痛いです蓋を閉めないで挟まないで!?　わっ、私の柔らかいデリケートな所におかしな痕がついちゃいますうー!!」

「……人が真面目に命を削って時間を稼いでいる間に何してたのかちゃんと報告してバカ牛」

「ですから真面目な【調合】論に即した話なんです。ええと刃物と鈍器振り回して悦に入る脳筋どもにはちょっと難し過ぎる内容かもしれませんが要はこいつに使う薬草や鉱石なんかは男性原理の色が強過ぎてこのままじゃ奇麗に混ざらないんで対抗材料として女性原理の触媒を投入する必要が哲学者の卵が渦を巻いて宇宙の真理が最終合一であって」

「つまり相変わらず牛はスケベの塊だった、と」

「深みのある顔で何言ってんですかもはやフェイクニュースになってますよ!!」

　奪った救急箱をメガネの前でパカパカ開け閉めして腹話術の人形っぽい威嚇をやめないベアトリーチェは、

「……てかさっさと真面目に戦ってくれてるぶーぶーを加勢しないといけないからバカには手早く結論をまとめてほしいんだけど、つまり何をどうすりゃ回復薬は手に入るの？　人体の性誘引物質なんて化学的に発見された訳でもないんでしょ」

「そこまで厳密に分離抽出を行う必要はないんです」

　フィリニオンは相変わらずの人差し指つんつんで眼前の少女から目を逸そらしつつ、

「……えと、よ、ようは、イロイロなものが混ざり合った乙女の汗が一定量あれば何とかなってしまうはずなんですけど、へへえへへ……」

「……、」

「待って顔に火はやめて!!　ちっ、血を流したって材料にはなりませんってば!!」

　ベアトリーチェはガシャガシャ脚を動かして場所取りをしているアルメリナに寄り添った。

　そして結論を出した。

「それなら、最も効率良く汗を流すのは誰かという話をしなければならないね」

「えっ？」

「そうだな。普段から運動慣れしている私やベアトリーチェではかえって効率は悪いだろう。運動不足で簡単にひいひい言っちゃうどん臭い牛が一番適任だと思うんだ」

「えっえっ」

「「ほら言い出しっぺ早くしろよスクワットでも腹筋でも腕立て伏せでもほら早く」」

「ええええええええええええええええええええ!?　やっぱりなんか私自分が損する事ばっかり白状させられただけじゃないですかあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　こうしている今もぶーぶーは必死に亡もう者じや達たちを押し留とどめてくれているし、アルメリナはカラクリ細工の黒い糸を使って脱出用の船を作るので忙しい。こうなると落ちこぼれ軍団を全国大会へ導く鬼の名将ベアトリーチェ監督がついに重い腰を上げるしかなさそうであった。

　一方の頼れる主砲フィリニオンはと言えば、

「ひい、はあ」

「自分でスクワット選んだのならちゃんとする。膝をゆっくり曲げて腰を垂直に落としてー」

「ひいいいい。べっ、別に好きで選んだ訳じゃないっていうか腹筋とか腕立て伏せだとグチャグチャの腐肉の上で寝そべらなくちゃならないから立ったままできるスクワットが消極的に残っちゃっただけって言いますか……」

「あーもーうるさいな早く早く早くっ!!」

「ちょっと後ろに回って羽交い絞めにしないでくださいよベアトリーチェ!?　えっ、あっ、強制!?　強制上下運動になっちゃうんですかひょっとしてえっ!!」

　ずんずんずむずむ!!　と、きちんとしたスポーツジムのインストラクターさんが見たら顔を真っ青にさせそうな強引ぶりでフィリニオンの体が動かされる。彼女を形作る大きなものも大変豊かに揺れている訳だが、それが余計に（自信の？）『ない人』には腹立たしいようだ。

「よし、大体こんなもんかな？　メガネも曇ってきたし大分温まったでしょ」

「はふうー……」

　ようやっと解放されたフィリニオンはもう四よつん這ばいになるのも無理らしい。中ちゆう途と半はん端ぱに両腕を折り曲げ、汚い腐肉に思う存分べったりと顔を押し付ける格好で、脚の壊れたテーブルみたいに尻を上に突き出していた。かろうじて膝をつく太ふと股もももガクガク不規則に震えている。

　そんなハードな等価交換によって、救急箱の中からカラフルな液体の入った試験管が出てきた。ようやっとのメガネお姉さんの無敵タイムだ。

「はっはひい、くらへえー」

「おい馬鹿野郎ちゃんと投げてよガス欠牛ッッッ!!」

　一番の功労者のはずなのに最後の最後まで全く最低な扱いであった。異世界には基本的人権が足りないらしい。それでもろくに腰に力が入らないかくかくお姉さん（？）のなんか色っぽい内股投球フォームで、あれだけ猛威を振るう【アンデッド】どもが奇麗に消滅していく。

「ぷきー。オバケ何とかなった？　もういないか？」

「……考えてみりゃ亡もう者じやどもも悲惨よね。【冥めい府ふ】に命令されて牛に追っ払われて」

　遠い目をしたベアトリーチェはそんな風に言ったものであった。

　しかしこれで終わりではない。

　倒れた塔のような青い骨の辺りから、カビまみれの軍団がこちらにぞろぞろと迫ってくるところだった。仲間の死体を踏んで毒の沼を超えていくような悲惨な状況だが、どんな方法であっても勝ち負けは決まる。ベアトリーチェ達としても付き合っていられない。

　ズン……!!　という決定的な地響きがあった。

　中から一ひと際きわ圧倒的な───おそらく遠い過去、ぶーぶーとは別の進化を遂げて行き詰まった【アナザーオーク】系統の───多くの頭を持つ巨大な狼おおかみが毛皮を激しくスパークさせながら、先行していた他の兵士達すら踏み潰してカビ大繁殖エリアを乗り越えてきたのだ。

「うわわ何か貴族のマントを水みず溜たまりに被かぶせてご婦人をエスコートみたいになってますよ!?」

「だから普通は上下が逆だろ!?　何で巨大兵器役が兵士の上にのしかかってんだ!?」

　作業中でも思わず目を剝むく【殴おう僧そう侶りよ】だが、それでも乗り越えれば戦況は動く。あんな巨体が突っ込んできたら回避の暇もなく全員一撃で吹き飛ばされ溶岩湖にドボンだ。足場の不利な中、ろくに攻撃のタイミングの解析もできていない難敵などまともにかち合うべきではない。

「できたぞっ、黒い糸の船だ！　さっさとみんな乗り込め!!」

　卵を抱えたカニのお腹なかみたいに扉を開けて飛び出したアルメリナが、真っ先に溶岩へ浮かべた黒い船へ飛び乗った。ベアトリーチェとフィリニオンがやや遅れ気味だったのは、あっさり燃え落ちて沈んでしまわないか様子を見ていたというのは絶対内緒である。

　最後にぶーぶーが乗り込んでも船は安定していた。

　こうしている今も極限まで進化を突き詰めた四足獣はこちらに走り込んできている。

「というか舵かじは？　溶岩の中に【兵へい輝き】を突っ込む訳にもいかないでしょ!?」

「ベアトリーチェ、適当に炎の【魔法】だ！　ロケットエンジンのイメージでえ!!」

　ちょうど、全身の毛並みを激しくスパークさせる多頭の狼おおかみが勢い良くほとりから飛びかかってきたところだった。

　ベアトリーチェのレイピアから噴き出した火力の塊が直撃し、バランスを崩した巨獣がオレンジに煮える湖面へと突っ込んでいく。危うく灼しやく熱ねつの大波を頭から被かぶるところだったが、反動の力で船が前へ進んでいたのは幸いだった。ギリギリの所へ波が喰くらいつき、かろうじて危難を避けられた黒い船が今度こそ無事出航を果たす。

　さしもの歴戦の亡霊達も、やはり溶岩の湖は渡れないようだ。

　ようやくほっと息をつく一同。

　そして横一列で見送る旧ソの亡霊達は白い骨のストックをつけた突撃銃を一斉に構えた。

　多分祝砲ではない。

『総員構えェ!!』

『直撃させれば戦闘口糧を開封する、ドライフルーツやチョコレートを口にしたければ前へ』

「ぎゃあっ!!　アルメリナ、その鉄の杖つえをなんか盾になるものに変えて早くうううう!!」

「ちょお待てあれ全部私一人で受け持つのか!?」

「あっ」

「まだ吞のみ込こめてないって！　一個一個処理させろよベアトリ……」

「あーるぴーじー!!」

　もちろんロールプレイングゲームの事ではない。

「ぶばっ、抑え切れるかそんなもん!!」

　キリをねじるように回転しながら飛んでくる世界一有名な対戦車ロケットを見て目を剝むくアルメリナが指示を出すまでもなく、みんな仲良く船底に伏せて頭上の爆発物をやり過ごした。
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　ちなみにライフル弾やロケットの射程は無限ではないので、船を進めて距離を開けてしまえば危機も去る。逆に言えば溶岩湖やそれを支える【冥めい府ふ】本ほん体たいのスケールの大きさをまざまざと見せつけられている訳でもあるのだが。表面だけでこの面積だ。

「髪飾りみたいな名前の多連装ロケットもないようだし、ここまで来れば大丈夫だろ……」

　そしてあれだけ絶体絶命の状況を乗り切ったのに、刺激の少ない平へい坦たんな時間はあっという間に飽きの空気をもたらすものらしい。

　熱気と蒸気の激しい溶岩湖を横断中の、黒い糸の船の上であった。

「いやですから普通の回復薬には私の汗なんて入ってませんよあれは対【アンデッド】に特化した薬品を作るために必要なそれでいて一番手軽に入手できる女性原理触媒であってですね」

「なんかああいうの見ちゃうとフィリニオンの回復薬も怖くなってくるよね」

「ミミズ肉のバーガーに通じるものがあるよな。飲み薬はちょっと勘弁願いたいっていうか」

「そもそもですね汚いもののように扱わないでくださいよ命を助けられておいてっ！　大体それ言ったら普通の回復薬だって材料だけ並べたらもっとエグいんですけどね。虫の幼虫とか魚の肝とかバンバンぶち込んでますしね!!」

「……せめて涙とかだったらなあ」

「もしそうだったら煙で顔を燻いぶされたりされそうですんごく怖いんですがね蛮族ども」

　主にベアトリーチェの炎の【魔法】の反動で船を前へ進ませる間も、大体そんな話が延々ループ。まあ魔女の鍋の中身など覗のぞいて楽しいはずもないが、それでも衝撃は大きかったらしい。

「ぶー、結局何がどうなったの？　フィリニオンの汗はオバケをお清めする力があるの？」

「そうそう、これくらいのキレイなイメージでお願いしたいんですが。神様仏様の肌を拭った布とかが神聖視されるっていう、高尚な、聖遺物的なね！」

「本当にそうならお守りにする。フィリニオンがいれば一人きりの夜もへっちゃらだもの！」

「牛！　ぶーぶーに変なヘキをつけたら許さないからね!!」

　と、そんなフィリニオンは先ほどから一人、柔らかく上下に揺れている。

「ちょっと待ったフィリニオン、あんた何を尻に敷いているんだ？」

「ああこれですか？　さっきの幽体離脱クラゲを持ってきちゃいましたー」

「ほんとにクラゲかどうかも分からんものを良く尻に敷けるな……」

「いやたとえ普通のクラゲだってお尻に敷いたら刺されると思うけど」

　溶岩湖を渡り切るまでは何もできないので、『いくら破壊されても肉体に戻るだけ』の幽体離脱を使って先に敵情視察をできるのは確かに良いい事なのかもしれない。

「三六〇度溶岩だらけなら無防備な体の方を攻撃される心配もなさそうですしね。そんな訳で行ってきます、えいや！」

　四よつん這ばいのフィリニオンが透明な真ん丸に顔を突っ込んで天に召された。

（……それは良いいんだけど、微妙に突き出た腰がひくひく痙けい攣れんしてんの恥ずかしくないのかな。すっかりお尻が山の頂上になってるけど）

『どうしましたベアトリーチェ』

「うっ、ううん何も！　吉報を待っているから!!」

『？？？』

　いまいち良く分かっていない顔で首を傾かしげた半透明フィリニオンは重力を無視して溶岩湖を渡っていってしまった。

　が、ものの三〇秒もしない内に四よつん這ばいのメガネがずぼっとクラゲから顔を引っこ抜く。

「あっ、あれ!?　何だ、もう見つかってやられちゃいましたか……」

「おいフィリニオン……」

「いやいや順番は渡しませんよ！　だって船の上は暇ですから!!　こっちは何回だってトライアンドエラーできるんです、挑戦挑戦また挑戦ですよとりゃー!!」

「……元の運動神経がズタボロだと、幽体だろうが何だろうが即死即死また即死でそもそもトライアンドエラーにもならないんじゃあって言いたいんだけど」

　アルメリナの警告なんぞ聞きやしない。

　ずぼずぼりと何度も何度もクラゲに顔を突っ込んだり引っこ抜いたりしているフィリニオンだったが、やっぱり結果は芳かんばしくないらしい。そう、トライアンドエラーとは毎回個々の難所をこう乗り越えようと指針を立てて試していかないと時間の無駄遣いにしかならないのだ。

　さらに口元に片手を当てて首を傾かしげたぶーぶーがトドメを刺した。

「ぷきー。というか、半透明でもこうして目に見えているんだから、そんな風に藪やぶをつついたら行き先の岸辺の方は蜂の巣をつついたような大騒ぎになっているんじゃないかしら？」

「……、」

「……。」

「やめて待って何なんですかこの帰ってきてからの突然のおしくらまんじゅうは!?　ベアトリーチェ、アルメリナもっ、そんなにしたら船から落っこちちゃいますよう!!」

「ぐはあ！　お仕置きのはずなのにヤツの尻がデカすぎたばっかりにこっちが吹き飛ばされる、だと!?　この【冥めい府ふ】では勧善懲悪が通じないとでも言うの!?」

「私は私で勝っているのに涙が止まりませんけどねッ!!」

　とはいえ今さら誰を責めても警戒レベルは変わらないのだ。

　せめてもの抵抗として、やや小舟の行き先をよそへ逸そらし、最短距離での横断から少し外れた岸辺へと接岸していくベアトリーチェ。

　再び黒い大地へ足を着けながら、アルメリナが低い声で警告を発した。

「……あんたもうほんとにイエローカードだかんな」

「おかしいなあ？　【アンデッド】には【回復魔法】が一番説で最も撃破数を伸ばしているＭＶＰのはずなんですけどこの扱いは一体どうした事でしょう？？？」

　回復薬のストックが溜たまると、再び雰囲気は死闘から珍道中へ変わっていく。雑なコース変更など焼石に水だったのかやはり道中には太い鎖や錆さびた枷かせに彩いろどられたニンゲン達がうろついているようだが、フィリニオンの薬品があれば怖くない。

　ヤツの無計画トライアンドエラーのおかげでこの辺りもバタバタ騒がしいが、幸い、隆起する腐肉の陰に身を潜めるベアトリーチェ達は明確に捕捉までされていなかった。

「（……取り囲まれたら面倒ね。見張り役だけ倒して先へ進みましょう）」

【剣つるぎ聖せい女じよ】が伸ばしたレイピアの細長い刃に【白しろ魔ま女じよ】が試験管を傾けると、元は手術衣らしきボロ布と手て枷かせをつけた亡霊の背後へ迅速に近づき、口元を塞ぐと切るというより溶かす感覚でその喉をばっさり。例の十徳ナイフブーツの出番も許さない。

　出血すらなく崩れつつある亡もう者じやを足元へ寝かせ、少女は身振りでぶーぶー達を呼びつけた。

「どう考えても【剣つるぎ聖せい女じよ】って字じ面づらのやる事じゃねえっ」

「ところで旧時代のニンゲン達って【魔法】は使ってこなかったよね？」

「まあ、世界と世界をまたいでいる訳ではなく、元々異世界にいた人達ですし。【経験値】を付け替える土壌がないから、別の技術で発達していったんじゃないですか」

「あの変なブーツとかな。一本一本にどんな効果があるかなんて確かめたくもない。つっても巨きよ大だい兵へい器き工こう廠しようだのアビスだのを自由自在にデザインするような連中だろ？　レーザー砲だのレールガンだのが顔を出さないだけ私達は幸運かもしれないぞ」

　この辺になってくると周囲を観察するだけの余裕も出てきて、ベアトリーチェは足元の地面にも色々な種類があるのに気づかされていた。足元のしっかりした場所、マグマの噴き出す傷口、完全に腐り切った沼地、そして熱気と冷気の中間地点にあるカサブタのような場所。

　肉が大きく抉えぐれた箇所からは、洞窟のように口が開いているのもあった。

「……傷口があるからって、必ずしも溶岩の血が流れている訳でもないのね」

「溶岩は『赤い血』でしょう？　ピアスの穴みたいに安定しているんですかね」

「なんか治りかけのカサブタとかだと赤い血じゃなくて透明な汁しるみたいなのが出るトコがあるじゃん。ああいう区別じゃないのか？」

【冥めい府ふ】の体内も気になるが、まず【サウザンドドラゴン】を叩たたき落おとした熱線の照射元だ。

　なおもフィリニオン頼みで旧時代のニンゲン達を蹴散らしつつ、奥の奥まで歩いていくと、やがて目的地が見えてきた。

「あの辺り、だよな？　熱線高射砲があったトコ。二発目が来る前に辿たどり着つけて何よりだ」

「ぷきー……」

　ぶーぶーは大きな手を口元に当てて、

「でも何にもないみたい」

　その通りであった。

　てっきりクジラの潮吹きみたいに特別な器官でもあるのかと思いきや、特に何もない。せいぜい黒々としたちょっとした丘のようなものがあるだけだ。性質としては生肉でも腐肉でもなく、すっかり固まった黒いカサブタに近いものらしい。

　ベアトリーチェは腰に手を当てて息を吐いた。

「となると『何か』じゃなくて『誰か』なのかな。【魔法】みたいなので【サウザンドドラゴン】を撃ち落とした後に自分の足でどこかに立ち去った、とか」

「ぶー、足跡とか食べかすとか散らばっていないか、辺りを見てみた方が良いいのかな」

「いえ、まだ分かりませんよ。あのカサブタの丘、ちょっと掘ってみます？　ひょっとしたら中に何か隠れているかもしれませんし」

　ぶーぶーが言った通り、『狩りのテクニック』での追跡も選択としてあるはずだ。大事なヒントを自分で荒らすと迷走に繫つながるため、ベアトリーチェ達はひとまず【スクリーンショット】で丘の表面を撮影保存してから、【兵へい輝き】をがつがつカサブタの丘へと突き立てる。感触は乾いた泥より硬いが、石や岩というほどでもない。塊は塊だが、結構簡単にボロボロ崩れる。

「冷えて固まった溶岩ってこういうのなのかね？」

「異世界謎生物だから何とも」

　主に働いているのはベアトリーチェとアルメリナだ。フィリニオンの【兵へい輝き】は救急箱の形なので掘る作業には向かないし、対【アンデッド】では相性最強とはいえどん臭い牛だけだと基本的な周辺監視能力が信用ならないので、ぶーぶーにも周りを警戒してもらっている。

　暇を持て余しているのは例の牛であった。

「おっと色々出てきましたね。キラキラ光る石が結構混ざっているじゃないですか」

「フィリニオン、周りを観察しててよ。いつ亡もう者じや達たちが出てくるか分かんないんだから」

「これは何ですかな、【赤振動水晶】に似てるけど、でも【冥めい府ふ】産さんですし。でもでも組成さえ極めて似通っているならエミュレータ的に誤魔化せるかも、試薬はどこだったかなっと……」

「牛っ」

「ベアトリーチェ、ここまだ掘れるんじゃないですか。ほらここっ。ちょっとレイピアの鞘さやを腰に下げているなら私に貸してくださいよこれでも掘れるでしょう？　ほらこうですっ、ここここ！　うわあいっぱい出てきた、なんかこれ豊作って感じじゃないですか!?　こんなにザクザクしちゃって私ほんと持ってるう……」

　言い終える前にカサブタの向こうがオレンジ色に灼しやく熱ねつした。

　やり過ぎちまって『赤い血』が滲にじんできたのだ。

「やべっ!?　伏せろぶーぶー!!」

「ぷきー!!」

　アルメリナお姉さんの的確な助言にみんなのマスコットぶーぶーが目を剝むいた直後に怒ど涛とうの大噴火が。間欠泉のように大地の亀裂から垂直にオレンジ色の粘つく液体が飛び出してくる。

　そして毎度のように【剣つるぎ聖せい女じよ】が【白しろ魔ま女じよ】に摑つかみかかっていた。

「そなたの脳みそは右の乳袋と左の乳袋のどっちに詰まってんだ言ってみろ!!」

「確かに失敗しましたが一言言いたい!?」

「これで旧ソの亡霊軍団がまた押し寄せてくるぞ！　とにかくここを離れないと!!」

　黒い地面を揺さぶる大震動はマグマによるものか、あるいは異変に気づいて遠方からこちらへ向かってくる大軍勢の足音か。

　溶岩は噴き出しておしまいではないので、新たに生まれたマグマの川に巻き込まれないように避難しないといけない。これでも硬い噴石が打ち上げられて銃弾以上の速度で雨あられと降ってくるのと比べればマシな方ではあるのだが、

「ぷきー、これがあのオレンジの光の正体だったのかな？」

「誰かが意図して【冥めい府ふ】に剣でも突き立てて、勢い良く血を噴き出させたっていうの？」

　ここにあったのが巨大なカサブタの丘だったとすると、あながち的外れでもなさそうだ。もちろん超高圧力で収束、照準、発射するためのプロセスは別にあるのかもしれないが。

　黒い地平線から亡もう者じやの群れが大波の如く押し寄せる中、【剣つるぎ聖せい女じよ】は呆ぼう然ぜんと口に出していた。

「でも、具体的に誰が【サウザンドドラゴン】を!?」

「悠長に考えている場合か！　とにかく大軍勢が押し寄せる前に身を隠すんだよ!!」

　言葉の直後であった。

　ガカァッッッ!!!!!!　という凄すさまじい閃せん光こうと爆音が炸さく裂れつし、それまであった溶岩の大噴出をも吹き飛ばす勢いで何かが暗い夜空を薙なぎ払はらった。それらはベアトリーチェ達ではなく頭上を越えて、はるか遠くにある別のエリアを容赦なく焼き尽くしていく。

　見る影もなかった。

　右から左への大雑把な薙なぎ払はらい。回復薬という絶大な相性を持つフィリニオンさえ避けて通る亡霊の大軍勢相手に、正面切っての大火力での瞬殺。

　カツン、という足音があった。

「やれやれ、相変わらず騒々しいな。とても敵地へ潜入しているとは思えない。その珍道中が敵を攪かく乱らんしミスを誘発させるための計画だとすれば感服するばかりだが」

　そして、声。

　ベアトリーチェと良く似ているが、どこか暗い響きの織り交ぜられた、美しい声色。

　この距離まで近づかれていた事がすでに問題だった。

　まして視界の外、死角に立たれた事は致命的とも評価できた。




「【賢、者】……!?」

「やあぶーぶー、これはまたおかしな所で再会したね」
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　人類に【魔法】と【ゲート】をもたらした存在。

【経験値】の自由自在な付け替えによって、おおよそあらゆる【魔法】を網羅する存在。

　そして、赤と銀の髪、真紅の鎧よろいと純白のミニスカートで瘦そう身しんを彩いろどる、あまりにも【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェと近しい誰か。

[image: ]

「……そなたは、何でここにいる？」

「誰の許可を取る必要もないとは思うけど」

「というか根本的に、今のそなたはどっちについている!?　生者か、亡者か!?」

　そう、そこが問題なのだ。

　元々、直近のアビス戦の終局で【賢者】は生死不明のまま失踪扱いになっていた。そしてここは死者の魂を再利用する【冥めい府ふ】。もしも【賢者】がまだ生きていれば自分の意思で活動している事になるが、すでに死亡している場合は【冥めい府ふ】の手駒と化したと考えるしかなくなる。

　旧ソの亡霊達を薙なぎ払はらった事も所属の証明にならない。【冥めい府ふ】は死んだ魂を何度も捕らえて使い回せる。ベアトリーチェ達の信用を獲得するため、一回分使い捨てたのかもしれない。

「最悪だ、とでも考えているのかな？　ベアトリーチェ」

「っ」

「そしてどちらだろうが構わないだろうに。私が自分の意思で動いていようが他人の意思に操られていようが、どっちみちこの【賢者】がそなたの味方になるとでも？」

　ごくりと喉を鳴らしてしまう。

【冥めい府ふ】は全盛期の【エルキアド】、その老兵達も手中に収めている。このまま【賢者】まで敵に回ったら、まさしく【イベリコオーク】集落襲撃のオールスターが揃そろってしまう。

「何をしているんですか、まったくもう……」

　と、そこで新たな声があった。

　長い金髪に白い肌、特徴的な細長く尖とがった耳。胸元というか、へそ下まで大きく開いた緑色のワンピースに、ねじくれた杖つえのようにも弓のようにも見える【兵へい輝き】を携える小柄な少女。

「冷静で計算高いように見えて、意外とアドリブやイタズラ心を優先するから頭が痛いです。【賢者】、彼女達を混乱させても得られる利はないのでは？」

「【ロイヤルエルフ】シビュラ……」

　今度はお巡りさんのアルメリナが口を開いていた。

「【冥めい府ふ】のどさくさに紛れて、宿から逃げていたのか」

「誇り高き森の王の血を引くこの私に、そのように卑劣な疑惑をかけないでいただきたい。そもそも逮捕拘禁しているあなた方には捕虜の安全を守る責務があり、それを怠った愚かなる人間にこそ咎とががあるのではないですか？」

　シビュラは鼻で笑っていた。

　……彼女は【賢者】と違って生存が確認されていたはずだが、今はどうだろう？　【冥めい府ふ】のゴタゴタで宿屋街が襲われた際に命を落としていたり、素知らぬ顔で再会した【賢者】の手で真正面から胸を貫かれている可能性は本当にないと言えるのだろうか？

　区別がつかない。

　この【冥めい府ふ】において生者と亡もう者じやの振り分けはあまりにあやふやだ。

　一方のシビュラはと言えば、くびれた腰に両手を当てて呆あきれ返かえったような顔を浮かべていた。

「熱線の照射元に射手の痕跡があるのではと思って足を運んだのですが……この調子だとご破算ですね。愚劣な人間には最低限現場を保存するだけのデリカシーも期待できなかった、と」

「いやシビュラ、彼女達の【兵へい輝き】の中に写真画像がいくつかあるよ。加工の痕跡もない。ひとまずこれを参考に周辺をトラッキングしてみよう。闇雲に歩き回らなくても今ならまだ射手を、【冥めい府ふの王】を追えるかもしれない」

「なっ!?」

　今さらのようにベアトリーチェは己のレイピアの柄を摑つかみ直したが、事態は何も変わらない。【賢者】は【魔法】を管理する不可侵のターミナル機材【兵へい輝き】へ勝手にアクセスして情報を取得した。自ら望んでコントロールを上官に預けた【エルキアド】の老兵達ともまた違う。

（……こいつの技術は、どこまで……!?）

「ぷきー……。アビスも言ってた、【冥めい府ふの王】がどうとかって。でもそれって結局何なの？」

「全ての元凶だよ、ぶーぶー」

　ここだけは優しい声色で【賢者】は即答していた。

「とはいえ私も偉そうな事を言えた義理じゃない。もう正直に白状するが、私や長老達の思考はground' s_nir=ABYSSで止まっていて、【冥めい府ふ】の存在までは予測できていなかったからね。その【兵へい輝き】の中に長老達の魂をデータ化して保存していたのも偶然だった。……とはいえ、【冥めい府ふ】なんぞに弄ばれずに済んだのは僥ぎよう倖こうとしか言いようがないけどさ」

「そなたは……何のためにここにいる？」

「さあて」

　途端にその真摯さが嘲弄で濁っていく。

「逆に尋ねるが、そなたは何のために【冥府】へ足を踏み入れた？」

「……、」

　考える事は同じ、なのか。

　あるいはこれすらも【冥めい府ふの王】とやらが騙だましに来ている、のか。

「……長老達の魂に触れても良いのは同じ時を共有しているこの私か、あるいは正統なる末まつ裔えいのぶーぶーだけだ。他は一切認めん。【冥めい府ふの王】だか何だか知らないけど、勝手に所有権を主張して横よこ槍やりを入れるのなら無条件で絶滅させるしかないでしょう」

　ここでの用を終えたのか、【賢者】はベアトリーチェ達から背を向けた。

「死ぬなよぶーぶー」

「……、ぷきー」

「【冥めい府ふ】の件が片付けば長老達を救えるかもしれないけど、そのためにも直接魂を封じたその【兵へい輝き】が失われるのは怖いからね。そこだけ気をつけておいてくれ」
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　東とう京きよう六ろつ本ぽん木ぎ、魔ま法ほう離り殿でん。

　夕暮れ時の風景は壊滅していた。

　例えば広いリビングでは分厚い防弾ガラスの窓はあちこち砕け、壁に掛けた絵画の額縁は斜めに傾き、カーペットは毟むしり取とられたように抉えぐれて吹き飛び、ソファもテーブルもひっくり返っていた。壁や床には赤い液体がぶちまけられ、何がどうなったのか天井辺りに弾痕のようなものがいくつも空いている。

　自らの意志で動くものは何もない。

　派手に破られた窓から場違いなほど涼しげな風が入り、窓辺で散った花瓶の花を虚うつろに揺らす。あちこちに物言わぬ塊があった。その一つは理知的なメガネにメイド服を纏まとったまま全身の力を抜いて横から体を戸棚に預けて尻を床へ押し付け、手の中で小さな貴金属を包んでいた。

　力ない掌てのひらから、懐中時計の細長い鎖が床へとこぼれ落ちていく。

　踏み荒らされた床の上に落ちた衝撃で蓋が開く。デジタルフォトフレームやスマホが全盛の時代では古風とも言えるロケットのように、二重底の奥に写真が収まっていた。いいや、考えなしに技術だけが進歩を続けた結果デジタルデータの安全性が損なわれたため、敢あえて本当に大事な一枚はアナログで保存して胸に秘めておきたかったのかもしれない。

　赤いドレスの少女の顔が映っていた。

　敬愛する主人の肖像を拾い上げる手はもうない。

「なあ、姉貴……」

　そんな中で、こんな弱々しい声があった。

　ぴくりとも動かない、血を分けた姉妹に向けて。




「……これさあ、ほんとに勝っちゃまずかったヤツなんじゃないのかなあ？」




　メイド三姉妹の次女・密花みそかであった。

　彼女はひっくり返ったソファの上へ無理矢理腰掛け、モップの柄を肩に担かついでいる。いや厳密にはダクトテープを使って先端に金かな槌づちを縛り付けたお手製武器であった。遠心力を強化したその一品があれば分厚いプレートを埋め込んだ防弾ジャケットの上から肋ろつ骨こつをぶち抜ける。まさに悪魔の家庭用品の出来上がりである。

　対して、全身の筋肉を休めていた長女の色いろ花かが再起動した。お気に入りの懐中時計を床から拾うと、一段劣る複数の腕時計を詰め込んだ自前のストッキングをくるくる回しながら、

「仕方がないでしょう。敵の種類は選べないわ」

「でもさあ、ここは涙ながらにお嬢を異世界に送って儚はかなく散るのが華じゃなかったのか？」

　ちなみに三女の悠はる花かは四よつん這ばいのまま普通にテレビ台と壁の隙間にハマッて、こちらに小さなお尻を突き出しながら目を回していた。まあ何事にも適材適所というものは存在する。

「で、うっかり勝っちまったけどここからどうすんの？」

「そうね。お役所連中は暴力装置並にメンツを気にする職種だから、次はもっとえげつない連中が派遣されてくるでしょうね」

　メイド達が奇麗に負けていれば霞かすみヶが関せきも溜りゆう飲いんを下げられたかもしれなかったのだ。この場合、下手に勝ってしまった事でより大きな災いを呼び込もうとしている。

「次は何かね。いきなり自衛軍かな」

「ただでさえ国内では動きにくい体質の組織で、しかもツェリカ戦で負った社会的な傷も癒えていないのよ。今このタイミングで市いちヶが谷やの精鋭が地下鉄トンネルに戦車を通して六ろつ本ぽん木ぎのど真ん中でドンパチしたがるとは思えないわね」

「なら何だ、まさか国家のトップシークレットに在日米軍は踏み込ませないでしょ」

「機動隊。ＳＡＴ辺りが怪しいんじゃない？」

「桜さくら田だ門もんの対テロ専門かあ……」

　流石さすがに次女は苦笑いしてしまう。

　率直に言って工夫次第でどうにかできる段階を超えていた。

「どっちみち、ここで抵抗を続けていても意味はないのだけれどね。そもそも魔ま法ほう離り殿でん自じ体たいが政府行政の管轄下にあるんだから」

「けどお嬢の居場所をなくしちまう訳にはいかんだろ」

「そうね」

「なあ、その日本政府って前提を捨てるのも手なんじゃね？　別にお嬢を守ってくれるなら所属はどこでも良いいし。【魔法】だの【ピース】だの、あれだけの稼ぎ頭なら引っ張りだこだろ」

「亡命でも申請すると？」

「定番ならアメリカやロシア、ご飯が美味おいしいトコならイタリアとかフランスとか。まともにやっても次の峠は越えられないんだ、だったら書類上の登録をいじってこの魔ま法ほう離り殿でんごと飛び地みたいに作り替えちまう事はできねえかな。今は難癖レベルでも良いいんだ、霞かすみヶが関せきの歯車に楔くさびを打ち込むなら外交圧力が一番って昔から決まってんだろ」

「面白いアイデアだけど、金の卵を産む鶏をお上が手放すかしら」

「自分達の手でトドメ刺すつもりなのに？」

「よそに譲り渡そうとするかはまた別よ」

　はあ、と二人のメイドが重たい息を吐いた時だった。

　もぞもぞとテレビ台の方で小さな尻が蠢うごめいた。ずぼっと壁の隙間から三女が顔を引っこ抜く。

「あ、あのう、お姉ちゃん方」

「あらおはよう悠はる花か。あなたのこだわりのキッチンは死守したから、お姉ちゃん達に敬意を表して軽く摘まめるものを用意してもらえないかしら」

「構いませんけど、えと、一個だけ馬鹿みたいな事を言っても良いですか？」

「何だよ」

　どうせ死なばもろともだ。気軽に促した次女に、三女はおずおずとこう言ったものだった。




「えと、もうどこかに亡命なんて言わずに、魔ま法ほう離り殿でんそのものを世界で一番小さな国にしちゃうとかっていうのはできないんですかね？」




　ちょっと時間が止まった。

　あまりにも突拍子もない意見だったからだ。

「それってつまり、バチカン市国のレコードを塗り替えるって事かしら？」

「どっちかってーとモナコとかケイマン諸島みたいな匂いもするけどなあ」

「そんな簡単に話が進んだら誰も苦労はしないのだけれど」

「ぶっちゃけＳＡＴと摑つかみ合あいになる方がまだしも成功率は高そうだぜ」

　あっはっはわっはっは、と色いろ花かと密花みそかの二人はひとしきり笑い合った後、




「……けどちょっと面白そうだな。お嬢は一人でこの国の国民納税総額の一五％を支えてんだ。経済効果を考えりゃ世界最小の独立国家ってのもあながち夢物語じゃなくなるぞ」

「そもそも嬢は少しくらい自分のために財産を消費すべきなのよね。ええと、国際規格の電子フォーマットはどこにしまってあったかしら」
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　予想外のアクシデントが続くが、ぶーぶーやベアトリーチェ達も立ち止まっていられない。フィリニオンの馬鹿のせいで大噴火が起きたので、ここは目立つ。【賢者】が旧ソの亡霊軍団を薙なぎ払はらったが、あれで全部とも思えない。四〇〇人一組で構成される第二陣、第三陣が投入される前に離れた方が安全だ。特に地球からやってきたベアトリーチェ、フィリニオン、アルメリナの三人には異世界での行動時間にリミットがある。数日と聞けば長いかもしれないが、【冥めい府ふ】全ぜん体たいの大きさを考えればむしろ全然足りないくらいであった。生きて帰るには進むだけでなく『戻る分』も考慮する必要がある事を忘れてはならない。

　何にしても、時間は無駄にできない。

「……言葉のニュアンスだけ考えると、【冥めい府ふの王】がコアなりコントローラなり、って感じだよな。まあもちろん、親玉を倒しても施設の稼か働どうは止まらない、って線もありえるんだが」

「結局、同じ獲物を追い駆けている以上は【賢者】の後を追っていく形になるんですかね？」

【殴おう僧そう侶りよ】と【白しろ魔ま女じよ】はそんな風に言い合っていた。

【サウザンドドラゴン】は何故最優先で攻撃されたか、という大筋からも外れていない。

「あっ、さっきと同じクラゲですよ？　細かく幽体離脱して先を調べながら進みましょうか」

「「もう何もすんな牛」」

　とはいえ、たとえ同じ順路を通るにせよ、あの【賢者】やシビュラと共に行動する選択肢はないだろうとベアトリーチェは考えていた。【冥めい府ふの王】を追い詰めるより前に、何がきっかけで暴発して本物の殺し合いに発展するか分かったものではない。

　しばらく歩くと、だんだん目的地が分かってきた。

　山のように大きくそびえる、サメの背びれが遠くからでも見て取れるのだ。

「ぷきー？」

　大きな鼻をひくつかせ、少しでも情報を集めようと努めるぶーぶーは、ふと首を傾かしげた。

「……何だかさっきまでと違って、オバケが出てこなくなったような気がする」

「け、【賢者】達が薙なぎ倒たおした……って事ですかね？　絶滅とか物騒な事を言っていましたし」

「……、」

　何しろ【経験値】の付け替えによってあらゆる【魔法】を網羅する【賢者】と、残留思念を自由に選んで実体化させるシビュラの組み合わせだ。本当に【冥めい府ふの王】の敵として暴れているなら、これほど頼れる戦力も他にないだろう。

　……本当の本当に【冥めい府ふの王】の敵で確定ならば、だが。

（あの【賢者】達、私達に旧ソの大軍団の【ヘイト値】を押し付けたり、先行して【冥めい府ふの王】に繫つながる痕跡を書き換えたりしていなければ良いんだけど……）

　ベアトリーチェがそんな懸け念ねんを抱き始めた理由は単純だった。写真画像や足元の地面に残った小さな痕跡を参考に先へ進んでも、一向に【賢者】やシビュラに追い着かなかったからだ。

「……おかしいな？」

「何がですかベアトリーチェ」

「いや、いくら何でも……【賢者】達が先行しているとはいえ、同じ道を通ってあそこまで目立つ背びれに向かっておいて、こんなに引き離される事ってある？」

　足場もおかしくなってきた。人が好んで通りたがるものではない。

「うっ……この辺りは腐敗がひどい」

「ぷきー、もうちょっと沈むようだったら、いったん引き返した方が良いいかもしれない。ぶーぶーは知ってる、底なし沼だと足が抜けなくなってから慌てても何にもできなくなっちゃう」

　しかしそうする必要はなかった。黒い泥をうずたかく積んだような小高い丘のその先が、垂直に飛び出した巨大な背びれであった。

　遠目には山のようであったが、近くで見ればあまりに垂直。登るなどとんでもない聖域だ。

　そして近づいた事で、おかしなものも目に映った。

「……何だろう、あれ？　上の方にフジツボみたいなのがびっしりついている？」

「いや待てよベアトリーチェ、このサイズ、この縮尺だぜ。ここから見れば小さく見えるけど、実際にゃドーム球場よりデカいんじゃないか？」

「でも、なら……あの真っ白なお皿の群れは一体何なんでしょうね」

【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンと一緒にぶーぶーも首を傾かしげていた。

　しばし細い顎に手をやっていたベアトリーチェは、やがてぽつりと呟つぶやいた。

「……パラボラアンテナ？」

「？」

「この背びれ全体が、大きな電波塔だったんだ」

　近づかなければ分からない。

　上空監視を行おうとした【サウザンドドラゴン】はこれを目撃して撃ち落とされたのか。

「それも電波望遠鏡みたいに巨大な出力の。【兵へい輝き】でモニタリングしてみれば分かる、この規則的なノイズって電波の放射なんじゃないかな」

「でっ、でも一体何とアクセスするための!?　やっぱり【冥めい府ふ】本ほん体たいと【冥めい府ふの王】を繫つなげるためのものですか!?」

　かもしれないし、そうではないのかもしれない。

　ベアトリーチェにとっての一番の懸け念ねんは別にあった。

「……今まで【冥めい府ふ】側がわはグランズニールにある【ゲート】に直接接触しないと情報攻撃できないって仮定で話を進めてきたけど、もしもそうじゃなかったら？」

「ッ!?」

「リミットの計算を間違えているかもしれない。こうしている今も電波を使って攻撃が続いているとしたら、思ったよりも早く地球侵攻の足掛かりができてしまうのかも……」

　眼前に広がる『真実』。

　仮に【サウザンドドラゴン】が万全で超高水圧のブレスで空爆を敢行していたら、それがどんなものか黒い竜が理解しなくても、ひとまず目立つランドマークの破壊に取りかかっていたはず。結果、電波塔せびれは破壊され【ゲート】への情報攻撃も寸断されていたかもしれない。

「……何の物的証拠もないけど、叩たたける分だけ叩たたいておいた方が良さそうね。これと同型のひれやパラボラがあっちこっちに乱立しているなんて話でないと助かるんだけど」

「つくづく上空監視の目を落とされたのが痛いな……。あれだけの大軍勢がひしめいている中、【冥めい府ふ】の全域を歩いて調べていくなんて現実的じゃないぞ。大体、こっちは電波塔のパラボラの面倒だけ見ていれば全部解決するって訳でもないんだ」

　とりあえずはこの一つ、だ。たとえどれだけ逼ひつ迫ぱくした状況でも、目の前の危機に対処しなければ待っているのは確実な破滅しかないのだから。

　ただ、【剣つるぎ聖せい女じよ】も【剣つるぎ聖せい女じよ】で気づくべきだったのかもしれない。

　戦略の要となるものを台無しにされようとすれば、【冥めい府ふ】側がわだって全力全開の抵抗をしてくるに違いない、という事を。




　べぢっ……と。




　その時少女の耳に届いたのは、これまでのかさついた肌の亡もう者じや達たちとはあまりに異なる、ぬめるように粘質な液体音だった。




　びぢっ、ぐちゃり……と。




　磯いそのような、腐った体液のような、奇怪な匂いが鼻につく。

　生者も亡もう者じやも曖昧で現実味のない今までとは何かが違う。人間ではありえない、だけどあまりにも生々しい『肉』の存在感が見えない壁のように迫ってくる。




　どちゅ、ねちゃり、べちり……と。




　そして耐えきれないように全員で一斉に真上を仰ぎ見た。

　直後に『何か』が空を切る。

「ッ!?」

　ぶーぶーがとっさに丸太か鉄骨のように太い【兵へい輝き】を振り回すと、絡からめ取とられるようにその動きが途中で止まる。巻きついているのは縄や鎖と似ているが、違う。無数の吸盤が蠢うごめくタコやイカの触腕のような『何か』に、フィリニオンは怖おぞ気けと共に叫ぶ。

「上からっ!?　あの背びれから垂直に湧き出したって言うんですか!!」

　あの【イベリコオーク】の巨体をもってしても、自由を取り戻せない。

　横からベアトリーチェが刃を振るった。

「【溶よう断だんメルトカッティング】!!」

　赤熱する剣によって、ようやっとの切断。だがさしたる痛みも感じず、伸ばしたゴムを千切ったように複数の触腕がどこかへ引っ込んでいく。

　その先にあったのは……何だ？

　複数の触腕が絡からみ合あって腕のようなものを作っていた。頭部は海老えびに近かったかもしれない。鱗うろこに覆われた肌が蠢うごめき、甲殻に似た何かが軋きしんだ音を立て、何もかもが透明な磯いそ臭くさい液体でずぶずぶに濡ぬれていた。あたかも複数の海洋生物の死肉を無理矢理にツギハギして一つの骨格を形作っているかのようだった。

　なまじ、五体満足でもって二足歩行をしているのが逆に禍まが々まがしい。これまでの、元となる生前の姿を頼りにした亡もう者じや達たちとは決定的に違う。ぶーぶーは自然と口を開いていた。

　そう、すでに一度見ている。

　四〇〇人一組の大軍勢さえ、その中心に立つ各おの々おの陸海空へ進化を突き詰めた巨大な【アナザーオーク】さえ、出来不出来を観察し間引きするように叩たたき潰していった、傲岸不遜を極めた怪物。

「【冥めい府ふの王】……ッ!?」

　返答はなかった。

　びゅるん!!　とぬめる音を立てて蠢うごめく触腕を寄せ集めた腕を水平に振ると、中からサメの歯を並べたと思おぼしき恐るべきノコギリが顔を出す。

　それだけですでに決定的だった。

　死の全権を司つかさどるかの王が得物を取り出しただけで、ガグン!!　と大地が激しく揺さぶられる。あれだけ山のようだった背びれが不気味に傾かしいでいるのだ。

　何故なぜ、【冥めい府ふの王】が単身で乗り込んできたのかを理解した。

　背びれの電波塔が傾かしいだという事は、それだけ死に依存する者にダメージを与えているのだろう。王が全力を出せば傅かしずく亡もう者じや達たちは吹き飛ばされかねない、という話なのかもしれない。だから【冥めい府ふの王】が乗り出す時は一人なのだ。

　それだけの力を、かの存在は内包しているのである。

　ぶーぶーと共に【兵へい輝き】を構え直しながら、しかしベアトリーチェの脳裏には不思議と全く別の問題が顔を出していた。

（……ことここまでやってきても、結局【賢者】やシビュラには追い着かなかった。やっぱりトラッキングに使う痕跡は書き換えられていたんだ）

　つまりは、

（どこでレールを切り替えられて、何をねじ曲げられた。私達と【冥めい府ふの王】がここに集まっているなら、先行した【賢者】のヤツは一体どこに消えたんだ!?）




　　　　　８




　そして【賢者】は唇の端を歪ゆがめていた。

　彼女は全ての監視の目から外れた場所で、

「ふうん、なるほどなあ。これがそうか」




　　　　　９




　始まってしまった以上、生き残るためには全力を尽くすしかない。

【イベリコオーク】の魂を解放する方法はまた別として、亡もう者じや達たちによる地球侵攻の件は【冥めい府ふの王】を直接撃破する事で食い止められる公算も高い。

　ひゅんひゅん、と鈍器というより鞭むちでも振るうような空気を裂く音がいくつも重なっていた。

【冥めい府ふの王】が手にするのは武器というより拷問具や処刑器具に近い、サメの歯をずらりと並べた巨大なノコギリだ。それ自体も凶悪極まりないが、ここで一番重要なのはもちろん、

「距離感がっ、摑つかみにくい!!」

　間合いの外から、いきなりの激突音。

　レイピアのハンドガードで乱暴な歯の列を抑え込むベアトリーチェは、ビリビリと痺しびれたような痛みを発する己の手首に歯は嚙がみする。

　無数の吸盤付き触腕を束ねて腕の形を作っているだけなので、見た目の腕の長さや関節などは全く当てにならない。変幻自在に様々な角度や速度でもって意外なほどに『伸びる』攻撃は、もはや鎖付き鉄球モーニングスターのお仲間と見た方が良いいのかもしれない。

　しかも、

「ベアトリーチェを支援。ぶーぶー、タイミング合わせろ!!」

「ぷきー、分かったアルメリナ!!」

　得物同士の激突で後ろへ仰のけ反ぞるベアトリーチェが追撃を受けないよう、ぶーぶーとアルメリナが左右から切り込んでいく。片や丸太や鉄骨のように太い【兵へい輝き】、片やその重さで鉄の兜かぶとをぶち抜くためカラスの嘴くちばしのように先端を尖とがらせたウォーハンマー。胸板と腰回りに合わせて左右から鋏はさみの刃を閉じるように襲いかかるその攻撃は回避も防御も至難だったはずなのだが、

「「ッ!?」」

　空を切った。

　様々な海産物を無理矢理ツギハギして人体のシルエットを作っている【冥めい府ふの王】が、いきなり真下へ消えたのだ。それは指先で摘まんでいたハンカチを床へ落としたかのようだった。ヤツは自ら形を崩して平たく潰れる事で、必殺の攻撃をかわしていたのである。

　すっかり振り抜き無防備な体をさらすぶーぶーとアルメリナへ、真正面から再び【冥めい府ふの王】が関節の見えない動きで『起き上がる』。サメの歯を並べた極悪なノコギリが唸うなりを上げる。

「このっ!!」

　そこへフィリニオンがカラフルな液体の入った試験管を投げつけた。対【アンデッド】系では最強相性の一手。だがそれをかわす【冥めい府ふの王】は、もはや実体のある人ひと魂だまのようであった。巨大な海老えびに似たヘッド部分だけを残し、胴体も手足も形を崩して吹き流しの如ごとくたなびく。ヤツは宙で回転して試験管を回避すると、そのままの勢いで【白しろ魔ま女じよ】へと突撃していく。

　刃は届かなかった。

　それより先に自由を取り戻したぶーぶーの足の裏が、腐り切った人ひと魂だまを蹴飛ばしたからだ。

　がんっ、ごんっ!!　とそれこそサッカーボールか何かのように【冥めい府ふの王】の頭部が何度も地面を跳ね飛ぶ。しかしダメージらしいダメージが通っているのかは謎だ。そもそもあれは内臓や血管がきちんと機能しているのか。あそこまで変幻自在に形を崩せるとなると、もはや体をバラバラに引き千切っても関係なく動き回れるかもしれない。

　そして、ぶーぶーの足の裏。

　むしろ逆に、そちらにダメージが入っていた。

　小さなカニのハサミに似た鋭い突起がいくつも突き刺さっていたのだ。

「ぷきっ!?」

「ぶーぶーさん!!」

　それだけでぐじゅりとピンクや黄色の何かがぶーぶーの傷口に這はい寄よった。得体のしれないカビや細菌が群れを為なして【イベリコオーク】を内側から腐らせようとしているのだ。かすり傷一つで致命傷。もはや傍かたわらにいるベアトリーチェも迷っている時間はなかった。

「【炎えん放ぽうファイアスロア】!!」

　レイピアを振るうと、世界の傷口から噴き出すように大量の炎が殺到する。【冥めい府ふの王】ではなくぶーぶーの足元へ、だ。中華料理のような音と共に、強引に病原体を抉えぐり取とるしかない。歯を食いしばるのはぶーぶーもベアトリーチェも同じだった。そして【剣つるぎ聖せい女じよ】は叫ぶ。

「終わった！　フィリニオン!!」

「わっ、分かりました!!」

　入れ違いに回復薬を投げ込み、ほとんど炭化しかけたぶーぶーの太い足へ無理矢理に治癒を施す。合理や効率は分かっていても、そうしなければぶーぶーはここで死んでいたと分かっていても、それでもベアトリーチェは腹の奥に重たいものが溜たまっていくのを止められない。

　そしてこうしている間にも時間は進む。

　再び『起き上がって』四肢と胴体で体を直立させた【冥めい府ふの王】が、躊ちゆう躇ちよなくサメの歯のノコギリを振りかぶった。間合いの外から投げるつもりか。だがベアトリーチェも待たない。

「【鋼こう流りゆうメタルジェット】!!」

　八本の熱線が躍り狂い、無数の触腕を絡からませる【冥めい府ふの王】の腕を根元から切断した。濁った粘液を振り乱し、中ちゆう途と半はん端ぱに腕ごとすっぽ抜けたノコギリをぶーぶーの左手が摑つかみ取とる。

　丸太や鉄骨と見み紛まごう鈍器と穢けがれたノコギリの二刀流。

　どれだけ凶悪な得物でも、奪ってしまえばこちらの糧かてになる。

　轟!!　と周囲の空気を巻き込み勢い良く正面から迫るぶーぶーに対し、【冥めい府ふの王】もさしたる痛みはないらしい。腕を振るうような動きを取ると、何事もなく触腕が元の長さへ伸びる。

　そして何かを摑つかんでいた。無数の死んだ珊さん瑚ごやフジツボなどに彩いろどられた槍やりが飛び出したのだ。切断されてもびちびちと暴れる触腕に穂先を突き刺し、不吉な粘液を存分に吸い上げていく。

　枯れたように乾いていく触腕を見て、前までのノコギリよりもなお汚染に特化しているのは一目で分かった。おそらくぶーぶーに与えた傷から有効だと、そう学んだのだ。生体を串刺しにするばかりか、内側からぐずぐずに腐らせていく不浄の槍やり。アルメリナの目には赤あか錆さびでボロボロになった包丁よりも禍まが々まがしく映っていた。

「やべっ、部位破壊すると攻撃パターンが変わんのか!?　そういや最初のノコギリもぶーぶーの【兵へい輝き】に絡からみ付ついた触腕をベアトリーチェが断ち切ってから出てきたっけ!!」

　右と左にそれぞれ武器を持つぶーぶーに対し、【冥めい府ふの王】は槍やりの中ほどを両手で摑つかみ、穂先と石突の両端を振り回して手数を確保する。見た目はぶーぶーの方が押しているように見えるが、致命傷にはならない。むしろ王の方から後ろへ飛んで適切な距離を測り直す。

『……、』

　当然のように会話などなかった。

　ゴンッ!!　ガンギン!!　と、ノコギリを奪ったぶーぶーと【冥めい府ふの王】の槍やりとが高速でぶつかり合う。だがこんなのは本命ではない。部位破壊によって攻撃パターンが変わった以上、ノコギリの時と同じような変則的な肉弾戦に終始するとも思えない。

「来るぞ……」

　アビスの話では、【冥めい府ふの王】は破壊を躊ちゆう躇ちよしない。魂とは肉体から取り出して使役するのが当然であって、生前の人体など卵の殻や野菜の皮に過ぎないと考えている。理由があるから殺すのではなく、理由がないから見逃さない。過去それで異世界に暮らす全てのニンゲンを滅ぼし、今もそういう方針でぶーぶーやベアトリーチェ達へ襲ってきているのだ。

　いっそ清すが々すがしいほどの邪悪。

　呼吸の変化を敏感に捉えたのか、アルメリナが叫んだ。

「警戒しろぶーぶー、ヤツが動く!!」

【冥めい府ふの王】が真上へ不浄の槍やりを放り投げると、針のように細い凶器がハリネズミのように飛び出した。元は粘つく糸だったのだろう、だがあまりの速度が千枚通しのような硬さを与える。標的はもちろん自分自身が頭から浴びる事もお構いなし。完全に生者の理論を超えた戦い方だ。

「チィッ!!」

　ベアトリーチェがとっさにレイピアを振るって爆炎を生み出すが、問題の核はみんなの頭の上から直接襲いかかってくる土砂降りの凶器ではない。

　長い長い針金にも似た脅威が辺り一面にばら撒まかれたのだ。そして忘れてはならない、足元の巨大海洋生物【冥めい府ふ】は傷つけられると赤い血の代わりに何を噴き出すのだったか。

「まずいっ!!」

　アルメリナが叫んだ直後だった。

　真っ赤に煮える溶岩があちこちで噴き出した。滝を逆さにしたような凄すさまじい噴出、圧倒的な熱気と硫黄臭。巻き込まれれば一たまりもないし、【冥めい府ふの王】はまだ追撃の手を止めない。

　そう、ここまでやっても下した拵ごしらえ。

　そもそもヤツは天高くを舞う【サウザンドドラゴン】をどうやって撃ち落としていた？

「う、そ……？　あれは!!」

　ギュギュギュゴリゴリゴリ!!　と不快な音を立て、【冥めい府ふの王】の周囲で膨大な量の溶岩が球形に凝縮。複数の脈打つ球体が巨大な目玉をぐりりと動かすように【剣つるぎ聖せい女じよ】達たちへ向く。




　真なる攻撃が、ついに放たれた。

　一いつ気き呵か成せいに解き放たれた溶岩の群れが、いくつものレーザービームにも似た輝きと共に夜の空気を引き裂いていく。




　ベアトリーチェはとっさに炎の翼を作って複雑な軌道を描き、アルメリナはわざと脆もろい金属の盾を作って自ら破壊されながら溶岩を逸そらしていく。ぶーぶーはぶーぶーで棒立ちのフィリニオンの腰を摑つかんで腐肉の上へダイブしていた。

　何もかもがメチャクチャだ。

　自分達が生きているのか死んでいるのかも分からない。無事に避けたと安心する自分が実はとっくに蒸発し、【冥めい府ふ】の力で幽体だけさまよっていると言われても信じてしまいそうだ。

　あの熱線高射砲は超長距離から【サウザンドドラゴン】を正確に落とす。

　それも一撃で。

「どっ、どうすんだあんなもん!?」

　アルメリナが珍しく狼ろう狽ばいしたような声を立てた。

　……そもそもこうなる前に倒すべき、だったのかもしれない。

　部位破壊による攻撃パターン変化のギリギリ手前で踏ふみ止とどまってから、改めて全員の大技で一気に叩たたく。【冥めい府ふの王】へ虎の子を使わせる暇もなく削り殺す。それが最良だったのでは。

　だが知らずに踏み込んでしまった以上、すでに状況は【冥めい府ふの王】の一人勝ちだ。このまま激流に押し流されればドツボにハマって大損害を被る。

　単純な攻撃だけでも極悪だし、あれが続ければ続くほど辺り一面は溶岩で埋め尽くされていく。つまり足場も逃げ道もなくなってしまう。どうやったって【冥めい府ふの王】の方が有利なのだ。

　あるいはベアトリーチェ達の生まれた地球よりも優れた技術を持っていたかもしれない旧時代のニンゲン達でもどうにもならず、アビスという最終兵器に全てを託すほどになった、全ての元凶。やはり考えなしに挑んだところで差は埋まらないのか。

　そんな風に考えていた真紅の【剣つるぎ聖せい女じよ】の耳に、最も身近な人の声が届いてきた。

　そう、ぶーぶーはこう言い放ったのだ。

「ぷきー……でもアビスはどうやって【冥めい府ふの王】に勝つつもりだったんだろう？」

「っ？」

　ぴくん、とベアトリーチェの細い肩が跳ねる。

　何気ない、そして重大な意味を持つ一言であった。

　そうなのだ、アビスは最初から【冥めい府ふの王】と戦う事が想定されていたはずではないか。実際に敵かなうかどうかはさておいて、ある程度の勝算がなければ出撃段階には入らない。

【迷めい宮きゆう】内ないで自由に【ギミック】を倒して【経験値】を取得し、様々な【魔法】を手に入れる事で誰よりも強大な力を手に入れていったアビス。

　だけど彼女が拠より所どころにしていたのは、【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェ、【白しろ魔ま女じよ】フィリニオン、【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナ達と同じ……【魔法】なのである。

（……様々な【魔法】を一人で獲得する事で、アビスは何を成し遂げようとしていた？　【冥めい府ふ】側がわに支配されないよう魂を持たない無機物ベースの人形である他にも、絶対に決定打となる一撃があったはず。それは一体何だ!?）

　びゅるん!!　という粘質な音と共に、複数の触腕をねじり合わせた【冥めい府ふの王】の右腕から、再び珊さん瑚ごやフジツボに覆われた不浄の槍やりが顔を出した。

「くそっ、やられる前に武器を奪えないのか!?　さっきみたいに!!」

「そんな隙があるように思う!?　てかこれ以上攻撃パターン変わったらどうなるの!?」

　放っておけば、またあの溶岩攻撃がやってくる。

　敵の作ったパターンから抜け出せず、熱線高射砲で立て続けにラッシュされたら、今度の今度こそ行き場を失う。直撃で即死はもちろん、溢あふれる溶岩が広がれば足の踏み場もなくなる。冷却専門の【氷ひよう瀑ばく姫き】がいればまた話は違ったかもしれないが、今彼女はここにいない。

（複数の【属ぞく性せい】は、複数の人間でも代用できるはず）

　時間はない。

　ベアトリーチェはレイピアを構え直しながらも、

（にも拘かかわらずアビスにはあって、私達にはないもの。それはどんなものになる!?）

　真っ赤な鎧よろいに白いミニスカートの【剣つるぎ聖せい女じよ】の脳裏で、何かが瞬またたいたような気がした。

　だがそれより前に、【冥めい府ふの王】の不浄の槍やりが投げ放たれ、ハリネズミのように白い糸が飛び出した。
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　光明。

　ヒントとなるべき情報は、一体どこにあったのだろうか。




『アビスは新しい【魔法】を習得しました。【鋼こう流りゆうメタルジェット】、スタンバイ』




　……あるいは、それはかつて島内地下の【迷めい宮きゆう】で耳にした、アビスの状況を逐一モニタリングしていたあの声かもしれないし。




『アルファエイト、砲身。アルファナイン、弾体。アルファトゥエルブ、照準』

『データリンク、一斉行動開始』




　……あるいは、それは複数人の【兵へい輝き】のコントロールを統合して一つの群れのように行動していたオメガの戦術かもしれないし。




『いやシビュラ、彼女達の【兵へい輝き】の中に写真画像がいくつかあるよ。加工の痕跡もない。ひとまずこれを参考に周辺をトラッキングしてみよう』




　……あるいは、それはあまりにもあっさりとベアトリーチェ達の【兵へい輝き】へ不正アクセスしてきた【賢者】の手腕にあったかもしれない。




　ともあれ、赤い【剣つるぎ聖せい女じよ】が出した結論はこうだった。

「サイバー攻撃だ!!　アビスは【冥めい府ふ】と【冥めい府ふの王】を切り離す事でその力を奪ってしまおうとしていたんだ!!」

「えっえっ？」

「とにかく走れっ、おそらく勝算は腐敗のひどいあのエリアにある!!」

　言い出しっぺのベアトリーチェがさっさと身を翻ひるがえした事で、引きずられるように状況が動く。ぶーぶー達も柔らかく変質した腐肉の丘を転げ落ちるように巨大な背びれから遠ざかり、何より追いすがる【冥めい府ふの王】が立て続けに超高圧縮の溶岩のビームを解き放つ。

「見方を変えれば良い」

　ベアトリーチェは逃げ回りながらも、その顔に張り付いているのは緊張や恐怖だけではない。勝算を摑つかんだ者の希望が宿っている。

「【冥めい府ふの王】は何でここに現れた？　あれだけの大軍勢を確保しておきながら、わざわざ自分で出てきて熱線高射砲を撃ち込んだのは、都合の悪いものがあったから。そこは正しかったとしても、本当に背びれの電波塔やフジツボみたいに貼り付くパラボラの話とは限らない!!」

「じゃあ何だってんだベアトリーチェ!?　さっきサイバー攻撃とか言ってたけど!!」

「アビスにあって私達にない最大の機能と言えば、おそらく【迷めい宮きゆう】とご本人様の間にあるデータリンク。アビスは最初から高度な無線通信システムを搭載していた。それはろくにデバイスを持たない【冥めい府ふの王】も同じ。アビスは【冥めい府ふ】へ出撃した後電子戦機のようにＥＣＭやサイバー攻撃を放って、王と【冥めい府ふ】の繫つながりを断ちながら戦う事を想定していたんだよ！」

「だからそれが今の状況とどう関わっているってんだ!?」

「電波塔せびれは【ゲート】の情報攻撃のため、【兵へい輝き】にも干渉するような電磁波を発していた。つまり大前提として【冥めい府ふ】には電気信号を使った内部ネットワークがないと筋が通らないでしょ！　神経だかリンパ腺だか知らないけど、そいつをほじくり返せばアビスのような専門のシステムがなくても、私達の【兵へい輝き】をケーブルで繫つなげて侵入できるかもしれない!!」

「っ!?」

「それを恐れて【冥めい府ふの王】は顔を出した。真意を知られぬよう一言も発さずに！　【ブレイクニュース】すら畳みかける溶岩攻撃なんて派手で大仰な攻撃だってそう。自分の身を危険にさらしてまで部位破壊を促して攻撃パターンの変化を誘ったのも。王は部位破壊を繰り返さないと熱線高射砲を撃てない、つまり自分で体を壊してでも【サウザンドドラゴン】を落としたかった。私達だって見てきたでしょ、【冥めい府ふ】の溶岩は冷えて固まればカサブタになる！　あいつは今にも掘り返されそうな腐肉の地面に厚みを持たせるため、情報配線の上からマグマを被かぶせ、新しい血肉で塞ぎたかったんだ!!」

【冥めい府ふの王】最大の攻撃は、修復作業のカムフラージュにも使っていた超高圧力の溶岩攻撃だ。だけどそれは土台となる【冥めい府ふ】に強く依存している。もしも少女達から足元の巨大海洋生物とコンタクトを取り、血の巡りを自在に操ってしまえるとしたら？　【冥めい府ふの王】がどこをつつこうが、『赤い血』が噴き出す事を止められるかもしれない。上流の浄水場そのものから元栓を閉めて断水させてしまえば、下流にある地中の水道管が破裂しても水は出てこないのだ。

「探せ!!　必ずどこかにある、【冥めい府ふの王】のアキレス腱けんになる『窓口』が!!」

　背後から複数の溶岩のビームが襲いかかってくる。そんな中、一ひと際きわ柔らかく崩れた腐肉が作る緩やかな下り坂を転がり落ちるように、ベアトリーチェやぶーぶー達は駆け出していた。

「変な匂いが混ざってる……」

　ぶーぶーは大きな鼻をひくつかせながらそんな風に言っていた。

「腐った肉とか溶岩とかじゃない。なんていうか、そう、アビスのいた地の底と同じ……」

「っ、どこぶーぶー!?」

【剣つるぎ聖せい女じよ】は彼の視線の先を目で追い駆けて、そして見つけた。

　特に腐敗の進む【冥めい府ふ】の地面はあちこちボコボコ歪ゆがみ、黙っていても出血したり崩れ落ちたりしていたのだ。そんな傷の中から、何かつるりとした光沢が見て取れた。黒く変色した腐肉の中には不釣り合いな、白い被覆で覆われた高速回線ケーブル。おそらくパラボラに使われた白い骨か陶器のような素材を粉末になるまで砕いて成形し直したものだ。生ゴミ用のゴミ箱に誤って放り込んだ鉄串のように禍まが々まがしい異物こそが、【冥めい府ふの王】の恐れた秘密の正体だ。

　ベアトリーチェは懐ふところから【兵へい輝き】を取り扱うケーブルを引きずり出すと、自分のレイピアへと接続。【賢者】は複数人の壊れた【兵へい輝き】をツギハギして処理能力を高めていたし、ベアトリーチェも自分の【兵へい輝き】と壊れてしまったアビスとを繫つないでコンタクトを取った事がある。

　同じ事だ。

　それが現実に可能だから、【冥めい府ふの王】はあれだけ恐れた。

　ならば。

「入れ……」

　元からあったケーブルを一刀で切断し、自前のものと繫つなぎ合あわせていく。

　立ち止まって作業をする事で、真後ろから明確に照準されながらも、

「入れェェェえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」

　そして。

　そして。

　そして。
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　何も起こらなかった。

　あれだけ【冥めい府ふ】を傷つけてあちこちから紅ぐ蓮れんの溶岩を噴出させていた、恐るべき死の王。だけどそいつの周りには、もう何もない。まるで元栓でも締められてしまったかのように、あれだけ猛威を振るっていた溶岩を封じられてしまった。

　もちろん【冥めい府ふの王】はまだ倒れていない。

　倒れていない以上、戦いは続行される。

　だけど最大最強の攻撃は封じられた。サメの歯を並べたノコギリや、死んだ珊さん瑚ごやフジツボを張り付かせた不浄の槍やりを振り回すくらいなら、ベアトリーチェ達でも十分に対処できる。これで終わりだ、チェックメイトだ。後は確実に手を積み重ねて【冥めい府ふの王】を倒してしまえば、地球侵攻の件は潰ついえる。直接的な脅威が去ったら、広い【冥めい府ふ】の中をくまなく探索して【イベリコオーク】の魂を解放する方法を見つけていけば良い。

　サイバー攻撃による連携遮断も部位破壊とみなされるのか、【冥めい府ふの王】の触腕を絡からめた右腕が蠢うごめいた。中から出てきたのは複数のボウガンだが、これくらいならレイピア型の【兵へい輝き】でコントロールされる各種の【魔法】があれば撃ち落とせる。もうヤツは怖くない。

　そう思っていた。

　直後の出来事だった。
















「え？」

　放たれたのは疑問の声。

　とんっ、と。

　あまりにも軽い音と共に、ベアトリーチェの胸の真ん中から凶きよう刃じんが飛び出していた。







[image: ]
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　あまりにも呆あつ気けなかった。

　そしてベアトリーチェもまた、想定してしかるべきだったのだ。

　彼らが行ったのは、あくまでも【冥めい府ふの王】の攻撃手段を一つ奪っただけだ。まだ決着はついておらず、最後の一瞬まで勝負はどう転がるか分からない。にも拘かかわらず途中のどこかで気を緩めてしまえば、次の瞬間に何が起きるかなど当たり前の話ではないか。

　真後ろからの一撃だった。

　背中から胸のど真ん中へと貫いたその正体は、指先大の太さを持つ何か。絶縁体で被覆され、先端に金属の光沢を持つ凶器は、直前までベアトリーチェ達が光明と信じて疑わなかった【冥めい府ふ】の情報配線だった。

【冥めい府ふの王】に気を取られている間に【剣つるぎ聖せい女じよ】の真後ろで鎌首を持ち上げる蛇のように蠢うごめき、そして背後から彼女の体を貫通したのだ。

【冥めい府ふ】そのものからの致命傷。

　つまりは、

（……擬、態？　【冥めい府ふ】の制御は、奪えていなかっ……）

「べあ……ッ!?」

　あまりの光景に、思わずフィリニオンとアルメリナの視線が少女の胸へ吸い寄せられたのもまた、致命的な失敗だった。

　ヤツは飛び道具を持ち、しかも三六〇度どこから攻撃が来るか分からないのだ。

　天敵から注意が逸それた事で全てが雪崩なだれ込こんだ。

　総崩れだ。

　一つが壊れてしまえばそこで終わり。これまでの積み重ねも、やり直しも効かない。情け容赦なく全てを失ってしまう。




【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンの首の骨がぶち抜かれた。




【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナの腹の真ん中が貫通された。




　ッッッギィィン!!!!!!　という甲高い音と火花。ようやっとぶーぶーが巨大な【兵へい輝き】で飛来する情報配線を撃ち落とした時、もう状況は引き返せない場所まで進んだ後だった。

　辺り一面には真っ赤な色彩。鉄てつ錆さびの匂い。そしてあちらこちらに倒れ込む無残な少女達の残骸。語りかける余地もないほど圧倒的な静寂。

　死はあまりにも唐突で。

　そこに感動やドラマなどの段を積んでいる余裕もない。

　ここに来るまでどれだけ積み立てようが、ほんのわずかな気の緩みで全ては破綻する。

　ぶーぶー自身も経験してきた事ではなかったか。【イベリコオーク】集落襲撃を事前に予見できる情報は何もなかった。いつものように遊びに出かけ、いつものように帰ってきたら全て終わっていた。死とはそういうもの。そこに本来余計な意味など付加される事はありえない。

「お前……」

　キチキチキチキチ、とぶーぶーの眼前で無数の滑車が回り、触腕の中に埋もれていた複数のボウガンの弦げんが機械的に引かれる。彼の耳にはそれがまるで下卑た笑みのように聞こえていた。

　ぶーぶーは、生きるため、食べるため以外に命を奪う行為を許さない。

　余計な正義感や復ふく讐しゆう心しんによって己を正当化しながら暴力を振るうようになれば、自分が取り返しのつかない破壊の化身になってしまう事を理解している。

　そう。

　そうだ。

　だったら何だ。




「お前ェェェえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええッッッ!!!!!!」




　ついに、爆発した。

　今日、ここに至るまで。

　あらゆる者が託した優しい願いや希望を引き千切り、怒れる化身が解き放たれる。
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「おっと」

　そして。

　やるべき事を終えて現場へ顔を出した【賢者】は、些いささか以上に驚いた声を上げていた。

「……流石さすがにこれはまずいかな。まったく、いつだって手を焼かせてくれる」













　　　　行間二







　ぶーぶーとベアトリーチェの出会いはさほどドラマチックでもなかった気がする。




　まだ彼がぬいぐるみのように小さくて丸っこかった頃、森の中で楽しそうな声を耳にして、ついついそちらへ近づいてしまったのが運の尽きだった。

（ぷきっ!?　人間!!）

　そう、その先には複数人の人間がいたのである。

　人間は基本的に地下深くに広がる【迷めい宮きゆう】にしか興味はないはずだが、【イベリコオーク】にとってはあまり歓迎できる相手ではない。集落の家にはニンゲンの像なんていうのが飾られていて天の使いとか呼ばれているが、実際にはうっかり出くわすと訳もなく石を投げられたりする。あれは嫌がっているんじゃなくて怖がっているんだよ、とは教えられていたが、それでも良いい気分がするものではない。

　特にぶーぶーのように、まだ小さくて力のない個体だと捕まったらどうなるか分かったものではない。安全に逃げ切るためにもある程度の力は必要で、今のぶーぶーには明らかにそれが足りていなかった。

　人間は怖い。

　自然界には存在しない『力』を持っている。

（どうしよう、早く逃げなきゃ、でも集落の場所が、ついてこられたら困る、遠回りして撒まかなくちゃならない、迷子にならないか心配……!?）

　すっかりパニックに陥ったぶーぶーはその場で右往左往していたが、

「ぷっ、ぷきー!!」

　ごちーん、という大きな音が直後に鳴り響いた。

　誰に叩たたかれた訳でもなく、自分から大きな木の幹に頭をぶつけたのだ。反動で尻餅をつき、そのまま後ろへころんと転がってしまうぶーぶー。痛みと混乱でいよいよ大きな瞳の端に音もなく涙が溜たまっていく。

　その時だった。

　ふっ、と、おでこの辺りで膨らんでいた痛みが引いていったのだ。

　ぶーぶーが不思議そうな顔で見上げると、そこに掌てのひらがあった。誰かがぶーぶーのおでこへ手をかざしているのだ。それが人間のものだと分かっても、何故なぜだかぶーぶーは飛び上がらなかった。この掌てのひらの持ち主からは、真っ黒な悪意の塊のようなものは感じられなかったからだ。

「大丈夫」

　赤い鎧よろいにミニスカート。

　ぶーぶー達とは全く異なる【魔法】を扱う生命体はそんな風に言って、小さく笑ったものだった。それは自分の感情で誘発されたものではなく、明らかにぶーぶーを安心させるため、彼のために作ってくれたものであった。

「大した怪け我がじゃない。この程度ならすぐに痛みを除いてあげるからね」

「ぷっ、ぷきー？」

　ぶーぶーは両目をぱちぱちと瞬まばたきさせて、それからおずおずと尋ねてみた。

「……お前、大きな声で怒鳴ったりしないか？　ぶーぶーの事叩たたいたりしないか？」

　否定されたら怖い。

　この人間が敵意剝むき出だしで襲いかかってくる事が、ではない。この人間と袂たもとを分かって反撃しなくてはならなくなる事が、だ。

　だがその人間は首を横に振ってくれた。

　やっぱり優しい笑顔と共に、即答でこう言ってくれたのだ。

「そんな事しないよ」

「……なら安心だ」

　ぶーぶーはむくりと起き上がった。

　小さな両手をぴこぴこ振って、彼も笑ってこう告げた。

「ぶーぶーもお前の友達になる。お前となら友達になれる!!」







『ぶふ、ぶふぉ……』

　記憶とは一様ではない。

　脳内に蓄えた情報は同じであっても、その時の感情によって印象は大きく塗り替えられる。

　今のぶーぶーにとって。

　その記憶が呼び起こす、マグマの如ごとき奔流とは。

『ぶもォォォああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッッ!!!!!!』
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　散発的に押し寄せてくる亡霊達の軍団をその都度押し返しながら、妖よう精せい達たちの女王【ストリオーナ】と【吸血鬼カリカンザロス】は島内の森に潜みつつ、遠くに見える巨大な【冥めい府ふ】へ目をやっていた。……つまり距離を取っても射線は確保されている、とも受け取れるのだが。

「おい、小康状態とはいえこのまま次の夜明けを待つつもりか？　このわらわが朝日と共に再び棺に引っ込んだ後も優勢を維持できるんだろうな」

「……、やはりそこがリミットになる、か」

　顔を合わせての話し合いの時間も惜しい。序盤で島内へ侵入された亡者達はまだいくらか闊かつ歩ぽし続けている状態だし、何より今はたった一度のミスで盤面全てをひっくり返される危険な状態だ。見た目は小康状態とはいえ、気を緩めればすぐにでも破滅が顔を出す。

　もう一度、【カリカンザロス】が引っ込むのを待つ訳にはいかない。

【冥めい府ふ】の方からは音沙汰もないが、最悪、ぶーぶー達が全滅してしまった場合は戦力の構造がガラリと変わってしまったと見るべきだ。先ほどまでのような『人間達の【回復魔法】を駆使して一気に押し込む』といったラッキーパンチも使えなくなる。

　考えたくもないが、常に最悪を想定しなくては戦局の組み立てもままならない。

　この辺り、妙に冷めている自分が【ストリオーナ】は嫌いになる。

　思えば【サウザンドドラゴン】が【妖よう精せい】達たちを貪り食った時もそうだ。感情に任せて報復攻撃を加えれば黒い竜の横暴を止められたかもしれないが、妖よう精せい達たちの女王の猛毒を浴びた【サウザンドドラゴン】がもがき苦しみ、見境なく暴れればどれだけ被害が拡大するか分からない。だから、見送った。そういう選択ができてしまうのが、皆の上に立つ『女王』でもあった。

（これも請け負った者の役割か……）

　傍かたわらに立つ【吸血鬼】は逆に、一見冷酷に見えてこうした部分では感情的になりやすい。故に集団を束ねる事ができず幽霊船で孤独に暮らす羽目になったとも言えるのだが。

「次の夜明けをリミットとする。ぶーぶー達が出てこなければ、決断するしかあるまい。まだ動ける【ブレイクニュース】勢をかき集め、外からの一斉攻撃で【冥めい府ふ】の始末をつけるぞ」
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　死んだ。

　死んだ死んだ。あー死んだ。

『う……？』

　何だか寒さにも似た全身の肌感覚を覚えつつ、ベアトリーチェは呻うめき声を発した。前後の記憶がはっきりしない。ここはどこで、何でやってきた？　奇妙な不安感に思わず自分の体を細腕で抱き締め、そして彼女は指先に触れる感触の違和感にようやっと自覚が追い着いた。

　いつもの真っ赤な鎧よろいやミニスカートがない。

　視界の半分が妙に暗いと思ったら、顔を指でなぞると眼帯が取り付けられているのが分かる。痛みらしい痛みはないのだが、いくら引っ張っても取れない。仕方がないのでそのまま視線を落としてみれば、眩まばゆい素肌と乱暴に巻いた包帯が見て取れた。他には精々胸元や腰回りにボロ布程度。当然、衣服より肌の印象の方がずっと強い。

　まるで新鮮な【ゾンビ】の仮装だ。

　包帯はもちろんボロ布も元は手術衣のようだ。結び目も千切れてひらひら揺れているので何の役にも立たないが。包帯の他にきつく体に食い込んでいるのは透明な点滴チューブか。

『っ』

　慌てて胸元を押さえて身じろぎすると、じゃらりという重たい金属音が。見れば、右の足首に鉄の輪がはめてあって、そこから太い鎖と鉄球が伸びている。

　石と鉄で構築された四角い空間は、言われてみれば監獄のように見えなくもない。

『ちょ、なん……何これっ、何だ!?　ひょっとして誰かに捕まった!?』

　とにかく出口は……と辺りへ首を回したところで、ずんっ、と鉄球の重さが自己主張してきた。いいや、明確に重さが変わったようにも思えたが……？？？

　近くで自分と同じように誰かが寝かされていた。顔を見ると、やっぱりと思う自分に気づく。フィリニオンとアルメリナ。少女と同様装備品を奪われ仮装じみた格好を強いられていた。

（ハロウィン……？　いいえ、死や【アンデッド】に対するイメージかしら）

　以前、魔ま法ほう離り殿でんでメイドの三姉妹が催してくれたお祭りを思い出してしまうが、おそらくそこに答えはない。今は目の前の現実に集中しよう。

　少しでも情報が欲しい。

　より詳細を観察すると、フィリニオンは和風の白装束にデフォルメ顔の牛やメガネの青白い人ひと魂だまを漂わせた和風の幽霊。大きな胸を持ち上げるように、腰回りにはファッションというより胴を段階的に締め付けて苦痛を与えるための分厚いコルセットが取り付けられていた。

　帽子を被かぶるアルメリナは額に大きなお札を貼り付け、衣服については道服というかチャイナドレスというか。俗に言う僵尸キヨンシー少女か。肌の色も若干不健康だが、ベアトリーチェも人の事を言えた義理ではないかもしれない。しかし仮装そのものより、まるでギロチン台に固定でもするように、二枚一組の細長い木の板に首と両手首を通してがっちり固定されている。

　胸元のボロ布や包帯を掌てのひらで押さえ、重たい鉄球を引きずるようにして近づく。

　囚人の作法には明るくないが、ひょっとして両手で抱えて移動した方が楽なんだろうか？

『フィリニオン、アルメリナも、ちょっと！　誰にも説明できないの、この状況!?』

　混乱でぐるぐる回る頭を押さえつけ、必死になって状況把握に努めるベアトリーチェ。そう、そうだ。彼女達の衣服はそういう形の【魔法】である。それを奪われているという事は……【魔法】そのものも使えなくなっているのか？

『ハッ!?　そ、そうだ、そもそも【兵へい輝き】は……』

　ない。

　改めて腰に手をやってみても、頼りになるあの硬さ重さと巡り合えない。代わりに、雑に体へ巻いた点滴チューブと繫つながった透明なパックが意味もなくぶら下がっているだけだった。

（……どうしよう……？）

　いよいよ曖昧な不安が現実的な恐怖へ置き換わる。【兵へい輝き】は【魔法】の管理ターミナルである他、【ゲート】で世界間を行き来するのに使われる。つまりあれがないと地球へ帰れない。

　異世界での滞在限界が数日である事を考えると、これはもう緩やかな処刑に近い。恐怖からさらに絶望へと針が振り切れそうになるベアトリーチェの耳に、聞き慣れた少女達の声が届く。

『うぅ……頭が、重い……？』

『何だここ、一体何が起きた？　うぐっ!?　何だこりゃ、いっ板ぁ!?』

　ようやっとフィリニオンとアルメリナが目を覚ましたようだが、まだまだ瞳がぼんやりしていた。おそらく最初のベアトリーチェ同様、自分の服装の変化にすら気づいていないだろう。

　が。

　言葉の重さを理解できていないからこそ、圧あつ搾さく用ようコルセットで下から胸を持ち上げているフィリニオンがとろんとした寝起き顔であっさりと致命的な一言を洩もらしていた。




『……あれえ？　あの太いケーブルってどうなりましたっけえ……？？？』




　時間が。

　今度こそ時間が、ピタリと止まった。

【剣つるぎ聖せい女じよ】は自分の胸の中心へ掌てのひらをやる。最低限の全身包帯とボロ布の新鮮な【ゾンビ】。胸元もほとんど剝むき出だしだが……何もない。痛みもなければ禍まが々まがしく潰れた傷口も存在しない。

　そして。

　鏡を見れば自分も似たようなものだろうが、ぺたりと座り込む和風幽霊のフィリニオンや僵尸キヨンシー少女のアルメリナの格好を改めて眺めれば、そういえば既視感のようなものがある。

　どこかで見た。ああ、そうだ。

『……ブレード内蔵のブーツこそないけど、私の手術衣ボロ布と包帯の組み合わせに、鉄の拘束具。【冥めい府ふの王】に滅ぼされ、魂まで屈服させられた、大昔のニンゲン達と、一緒？』

　唯一違いがあるとすれば、一枚貝やタコなど海産物がくっついていない事くらいか。

　ひょっとしたら、誰かに否定してほしくてそんな最悪な答えを口に出していたのかもしれない。だけどそこには沈黙しかなかった。否定したいが、できない。肯定するしかないが、したくない。そんな重苦しい静寂だけが場を支配していく。

　だとすると。

　やはりベアトリーチェ達は【冥めい府ふの王】との戦いに負けて、殺され、魂を取り出されてしまったのだろうか。もはや逆転のチャンスもなく、あんないくつもの海洋生物の死骸をツギハギしたような怪物から永遠に顎でこき使われるような運命を背負わされたのだろうか。

【兵へい輝き】どころか、魂だけになって肉体の有無さえ不明。謎のクラゲ型ターミナルを使った幽体離脱のトライアンドエラーも、元となる肉体があるかどうか見えない今は試すべきではない。下手すると撃破されたきり、帰れなくなる。

　必死に考える少女達の耳に何かが聞こえた。四角く冷たい空間の外、分厚い扉の向こうから。

　硬く、そして規則的な響き。

　足音だ。
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　呼ばれていた。

　誰かに優しく名前を呼ばれていた。




「ぶーぶー、起きて」




　その温かい声色に、【イベリコオーク】の末は慣れ親しんだあの少女を連想していた。

　そして瞳を開けると、目と鼻の先で微笑ほほえんでいたのはあの【賢者】だった。

「ッ!?」

「やあぶーぶー、少し見ない間に結構男らしくなってきたじゃないか」

　慌てて飛び起きると、そこは広大な空間だった。一応腐りかけた天井のようなものがある屋内だが、空間全体は滅んでしまった【イベリコオーク】達の集落よりも広いかもしれない。

　完全な暗闇でもなかった。口元に手を当ててくすくすと笑う【賢者】の頭のてっぺん辺り、飛び出た髪の先で小さな炎が揺れていたからだ。

「ぷきー……」

　口元に手を当て、何やらべたべたするのに気づく。甘あま酸ずっぱい味が舌の上に残っていた。

「ぶーぶーは膂りよ力りよくはあるけど燃費が良いい方ではないからね。本来はこういう食事もきちんと用意してから【冥めい府ふ】に挑むべきだったんだぞ？　こんな腐肉と汚水だらけの場所でまともに食べられるものを見つけられるとも限らないんだから」

　言いながら、【賢者】は人間が扱うにしては大き過ぎる串を軽く振った。

「【ヌシウサギ】と【切り身ウオ】の串焼きヨーグルト漬け。【イベリコオーク】全般の好物なんだけど、ぶーぶーの口にはどうだった？」

「……なんか、アルメリナがみんなに料理をあげて怒られていたような気がする。ジュンシンな心を食べ物で釣ったとか何とか」

「げふん!!」

　わざとらしい咳せき払ばらいで疑惑は闇に葬ほうむられた。

　敵対者から渡された料理に毒が入っている可能性などは疑わず、普通に受け取った串焼きをもりもり食べているぶーぶーへ【賢者】は改めて笑みを向けていく。

「それにしても、この私が五発ももらうとはなあ。よっぽど怒っていたようだね、ぶーぶー。クールダウンさせるのにすんごく手間取らせてくれちゃってまあ」

「？」

　あれは全部悪い夢だったんだろうか。

　ぶーぶーは軽く頭を振りながら、

「お前、きちんと生きているのか。それとも死んでいるのか？」

「ふふっ、どっちだと思う？」

「……、」

「冗談、この通り生きているよ。ほら確かめてみて、ぶーぶー」

　言いながら、ベアトリーチェと良く似た誰かは【イベリコオーク】の大き過ぎる手を無造作に取った。その大きな指先を自分の胸の真ん中へと導くように。

　少女らしいぬくもりの奥に、確かに規則的な鼓動を感じられた。

　冷たく死んでいる人間のものとは思えない。

　柔らかい【賢者】の顔を見るとそんな気分になるが、不吉な匂いが彼の考えを断ち切った。

　首を巡らせると、何かが転がっていた。

　素手で八つに裂かれ巨大な海老えびのような頭部も踏み潰された【冥めい府ふの王】のなれの果てだ。

「これは……!!」

「うん、ぶーぶーがやったんだよ。この広い世界の中で、自分の主義主張を曲げてでもそこまで尽くせる相手を見つけられた事は素直に祝福すべきだよね☆」

　とんでもない事をした。

　何かとんでもない事をしでかしてしまった。

　ガタガタと小刻みに震え始めたぶーぶーに対して、【賢者】はやはり笑っているだけだった。まるで怖い夢を見たと言って母親のスカートにしがみつく小さな子供を見るように。

　と、そんな彼らの下にもう一人。

「おや、そちらは目を覚ましたのですか？」

「ぶーぶーはあれくらいじゃ死なないの」

「【賢者】の全力で一五発もぶち込んでおいて良く言います。こういう時もきっちり三倍返しを徹底する辺りは大変あなたらしいと言いますか……」

「そっちは？」

「例の三人なら安定していますよ」

　その言葉に、ぶーぶーは弾はじかれたように顔を上げた。

　三人。そう、その数には重要な意味が含まれている。

「ぷきー!!　べっ、ベアトリーチェは!?　フィリニオンに、アルメリナも！」

「大丈夫ですよ」

【ロイヤルエルフ】シビュラは即答した。

　となると、助かったと見て良いのか。あの鋼の蛇に似た一撃にそんな奇跡が入り込む余地はなさそうだが、ぶーぶーには理解もできない複雑な【魔法】とやらで傷を癒いやせたのだろうか。

　そんな風に思っていたが、答えは違った。

　シビュラは続けてこう付け足したのだ。

「【賢者】が氷の棺の中に閉じ込めましたから、心停止からの時間経過で脳細胞が破壊される心配はありません。まあ、言ってみればコールドスリープのようなものですね。こういうのを見ていると、時系から切り離された海底宮殿で暮らしていたヴィヴィアンを思い出しますが」

「？　？？？」

「今のまま解凍すれば失血による死亡状態に戻るだけですが、氷漬けにしている間なら生きているとも死んでいるとも言えるという話ですよ」

　じわじわと、言われている事の意味が浸透してきた。

　……そんなのは生きているなんて呼べない。ただ単に死んでいないだけだ。生と死の狭はざ間まの部分に引っかかっているだけではないか。

「そう、問題は解決した訳じゃない」

【賢者】は人差し指を立て、あっさりと言い切った。

「そしてぶーぶー、大切な人を助けたいならやるべき事は一つだけだよ。この【冥めい府ふ】のどこかにある、魂を直接操作する方法を見つけ出す事。体も魂も全部治して助けるしかない」

「……、」

「そいつは私の目的とも合致している。まあ、厳密に言えば私が助けたいのはヤツらじゃなくて、ぶーぶーに預けた【兵へい輝き】の中に封じ込められている長老達なんだけどね。今は邪魔者もいないんだし、利害が一致している間なら共に動いても構わないと思っているよ」

　ぶーぶーはすぐには答えられなかった。

　そもそもベアトリーチェ達を襲った惨状を受け入れる事さえ難しいのに、さらに一歩でも二歩でも進んだ位置に立つ【賢者】から決断を迫られているのだ。頭が混乱しない方がおかしい。

　そして【賢者】は【賢者】で、思い悩む者の背中を押す定番の一言を放った。

「決めるなら急いだ方が良いい」

「べ、ベアトリーチェ達は、いつまでも余裕はないのか？」

「それもあるけど、そもそも私達の敵がいなくなった訳じゃないからね」

　赤い鎧よろいにミニスカート。何もかもベアトリーチェそっくりなのに決定的に異なる誰かはそんな風に言って、ぶーぶーの罪の象徴を指差した。

　つまり、ズタズタに引き裂かれて完全に機能を停止させた、【冥めい府ふの王】を。

「まさか旧時代のニンゲン達があれだけ脅おびえてアビスに丸投げしてしまった【冥めい府ふの王】が、あんなもんで終わるとは思っていないよね」

「……あいつ。あれだけやっても、まだ動くのか？」

「事態はもっとややこしいんだけど」

　くすくすと笑って、【賢者】はこう念押ししてきた。

「本当にベアトリーチェ達を助けたいなら、急いだ方が良いいかもね」
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　腐った臓物を寄せ集めて一つの部屋を作ったような場所で。

【冥めい府ふの王】はうっすらと瞼まぶたを開けていった。

　景色がどこか歪ゆがんで見えるのは、体機能に由来するものではないだろう。直径三メートルほどの、透明な保存液で満たされた球形容器の中に身を浸しているからだ。

「……、」

　とはいえ、先ほどの海老えびの頭やイカの触腕など複数の海洋生物を針と糸でツギハギした異形の姿ではない。ほっそりした手で内側から魚卵の膜のようなものを破り、大量の粘つく薬液と共に外の世界へ這はい出でたのは、ウェーブがかった青い髪に眩まばゆい肌を誇る一人の華きや奢しやな人魚である。鱗に覆われた両足は用途に合わせて巨大な尾びれにもなるはずだ。

　これもまた、【冥めい府ふの王】と呼べるのである。

　まず前提となる学説として、幽体をある種のエネルギーと規定する。大元の魂は虚数のように目に見える世界には存在しないが、それがなくては説明のできないもの。そして生体に寄り添ってある種のエネルギーを供給する動力源。質量のない葉緑体やミトコンドリアのような、そして帯電した雲のように肉体を包みその周囲へ広がる存在に近かったのかもしれない。

【冥めい府ふの王】はその魂とやらを模して生まれた存在である。

　物質的な質量は持たず。

　それでいて計算上での話なら確かに大量のエネルギーを生み出す存在。帯電する雲のように肉体を包み、エネルギーを肉の器へ連続的に流し込む事で、すでに冷たい骸へ動力を与えあたかも生きて活動するかのように振る舞わせるモノ。これぞ命なき【冥めい府ふの王】の正体である。

　もし薬品で収縮する千切れた筋肉を生きていると定義づける者がいれば、その人物なら【冥めい府ふの王】もまた生きていると言えるのか。他の多くの者はそうとは認めないだろうが。

　ある種、【冥めい府ふの王】は永久機関とも言えるのだが、決して万能ではない。彼もまた自身を定義づける条件によって縛られた存在である。

　一つ、【冥めい府ふの王】は質量を持たない本体だけでは生存できない。

　二つ、【冥めい府ふの王】は模造品であるが故に、すでに魂を持つ生体とは共存できない。

　言ってしまえば、魂を持たない死んだ肉に定着しなくてはならない訳だ。しかも死んでいれば何でも良いいという話でもない。神経、筋肉、血管、骨格、臓器……。生体機能は一通り維持しつつ、なおかつ魂を持たない新鮮な肉の器でなければ『着せ替え』はできない。もちろん、心停止からほんの十数分で脳細胞は致命的に壊れてしまうのだから、この条件で『使える肉』の偶発発生に立ち会うのは現実的ではない。

　むしろ最初から、魂を持たない肉の器を自前で生産してしまった方が手っ取り早い。例えば複数の長所を持つ海洋生物の部品をツギハギしたり、あるいは細胞単位でゼロから培養を進めたり、いっそ無機材料から元素配列を組み替えて生体部品を製造したり。

（……『ゴシックモンスター』は効果なし）

　方法論は一三種。

　肉の部屋に並べられた透明な保存液で満たされた球形容器は、すでに二つ破られている。残りの数は一一。つまりそれが【冥めい府ふの王】の見かけの命のストックでもあった。

（メソッドを解剖学的組み立てからフラスコ化学へ。次は『ホムンクルス』で効果を試す）

　無事に定着した己の肉体をテストするため、裸身のまま右手を握ったり開いたりしながら、【冥めい府ふの王】は今後の方針を物質的な借り物の脳髄で構築していく。

　戦いには敗れた。だが【冥めい府ふの王】イコール『ゴシックモンスター』方式のみだと向こうに刷り込ませる事に成功すれば、次の奇襲で確実に仕留められる。いいや、【冥めい府ふの王】がすでに死亡し、脅威は取り除かれたと感じているならなおさら成功確率は高まる。

　一三方式は全生命体にとっての必殺の檻おりだ。

　その全てが最強。陸海空、ある一つの方式に対しては全力を注げば倒せるかもしれない。だがそうやって数値を偏らせてしまった標的は、次の方式には勝てない。魚を陸に上げれば、鳥を海に沈めれば、長所を活いかすどころか生存すら危うくなるように。全く異なる属ぞく性せい、全く異なる特徴、全く異なる数値。ある勝者はある敗者となり、それを一三方式重ね合わせる事によってあらゆる生命あらゆる存在は【冥めい府ふの王】へ傅かしずく羽目に陥る。

『ゴシックモンスター』の勝者にとって最も不都合なのが『ホムンクルス』であった。

　言ってしまえば【火力】系偏重の相手に【水力】系を叩たたき込こむようなもの。

　確かな勝算を思い浮かべていた【冥めい府ふの王】だったが、そこでピタリと動きを止めた。

　今の今まで動く事のなかった唇が、わななく。

『まさか……』

　予定調和が崩れていく。

　美しい少女は裸身をさらしたまま、濡ぬれた青い髪を振り乱すような勢いで傍かたわらのテーブルにあった不気味な実験器具の一つを手に取った。水晶でできた直線的な棍こん棒ぼうを摑つかんだ途端、青か紫に近い光が部屋の全てを照らす。棒状の光源を持ち、必要なものへと近づけていく。

『まさか、まさか、まさか!?』

　異変があった。

　まだ破れる事のなかった残る一一のストック。思い思いの最強の形をデザインしていたはずのそれら肉の器の表面に、無遠慮なサインがありありと浮かんでいた。流石さすがに指紋こそないものの、紫の光によって滲にじみ出でてきたのは明確な人の手形である。

『……ッ!?』

　ここまできて温存も何もない。

　自分自身の、ウェーブがかった青い髪の少女の形を模した、今動かしている肉体にも掌てのひらの跡はいくつも浮かび上がっている。いてもたってもいられなかった。適当な球形容器を両手で引き裂き、粘つく保存液の中から貴重なストックを引っ張り出すと、躊ちゆう躇ちよなくその腹を素手で破っていく。中の臓ぞう腑ふを引きずり出し、紫の光の中にさらすと、やはり。

　人の手の跡があった。

　誰だかは知らない。だが人知れずここへ忍び込んできた『第三者』は全てのストックを内外構わず取り出し、調べ尽くし、解析を終えて、全てを元通りにして立ち去ったのである。そうでなければ自らの肉体の中に他人の手形が残っているなどという不条理を説明できない。

『くそっ!!』

　腹を開けられても身じろぎ一つしないストックを適当に放り捨て、【冥めい府ふの王】は叫ぶ。血まみれの手も洗わずにかの存在は思考を巡らせる。

　……思えば【剣つるぎ聖せい女じよ】、【白しろ魔ま女じよ】、【殴おう僧そう侶りよ】、あの辺りと激突した時、妙な違和感はあったのだ。偶発的な接触というよりも、他の『第三者』によって導かれているような。【冥めい府ふの王】がそちらにかまけている間に、真なる脅威はここへ辿たどり着つき、そして必要な作業を全て終えて安全に立ち去った。そういう話になるのだろう。

【冥めい府ふの王】の最大のメリットは肉の器の『着せ替え』だ。同一の存在でありながら次々と表面上の器を交換していく事で全く異なる性能、属ぞく性せい、数値でもって多角的に標的を攻撃するのが理想的なパターンとなる。

　その手持ち全てを解析された。奥の奥、隅から隅まで暴かれた。

　情報こそが最大の武器。となればおそらくこの『第三者』にはもう勝てない。どのストックで戦いを挑んでも、その都度その都度最適な弱点を衝つかれて返り討ちに遭うだけだ。『第三者』に勝つためには、事前に用意した一三の戦術全てから外れた新たなフローを構築するしかない。

『……、』

　ウェーブがかった青い髪と眩まばゆい裸身をさらす少女は、しばし思案した。

　そして行動に直結した。全ての球形容器をその血まみれの手で引き裂き、まだ無事だったストックを濡ぬれた床の上へと引きずり出す。頭の中に浮かべた図面を参考に部品を一つ一つ並べ、吟味して、繫つなぎ合あわせ、全く異なる別のデザインを描いていく。あたかもロボット模型の腕や武器を組み替えてオリジナルの最強機体を作っていくかのように。

　それは自分自身さえ例外ではなかった。

　まるで縦一列に並ぶボタンを外してシャツでも脱ぎ捨てるかのように、己の正中線に両手の指を添えて躊ちゆう躇ちよなく体をがばりと『開いて』いく。針と糸、ボルトとプレート、様々な器具を使って本来なら結び付かない異形の血肉を無理矢理に繫つなぎ合あわせていく。

（……まだだ）

　この執着こそが【冥めい府ふの王】だ。

　旧時代のニンゲン達とて、何もできずただ亡もう者じや達たちの軍勢に葬ほうむり去さられた訳ではない。いくつもの大陸や島々が沈んでいくまでに、おびただしい、あるいは【冥めい府ふ】が可愛かわいく思えるほどの対抗手段がいくつも投じられてきた。

　それでも【冥めい府ふの王】が完全に滅ぼされる事はなかった。

　しつこくしつこくしつこく嚙かみ付つき、何があろうが一定のペースで責め立て、結局はかの存在の方が自ら生み出した歴史の激しい起伏に疲弊しきったニンゲン達を貪り食う側に君臨した。

　命を冒ぼう瀆とくし、魂を弄ぶ存在。

　故にこそ、一度や二度の死滅程度で動きを止めない。時計に似た正確さで針と糸は操られる。

（こんなものでは済まさない。私は王だ。王はそう易やす々やすとは倒れない……）
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　石と鉄の四角い監獄の中で、分厚い扉の鍵が外されていくのを、足首の鉄球や両手と首を同時に縛いましめる木の板などで身動きを封じられているベアトリーチェ達三人は為なす術すべもなく見つめるしかなかった。自分達がすでに死亡し、【兵へい輝き】も手元にないのではどうしようもない。

　そしてこちらに入ってきたのは、

『……よし。ひとまず土の中から顔を出すのには成功したか』

『オメガ……？』

　筋骨隆々とした肉体を分厚い鎧よろいで覆う、巨大な斧おのの使い手。【冥めい府ふ】側がわからの侵攻勢力の要とも言える人物だ。元が軍隊崩れの【エルキアド】をまとめる人物だし、彼が新人の教育係という事になるのだろうか。そんな風に考えながらハロウィンや【アンデッド】の仮装じみた格好で身を寄せ合っていたベアトリーチェ達に、当の大男は無遠慮に自分の頭を搔かきながら、

『【冥めい府ふ】に預けるだけならいちいちこんな場所まで連れ込まん。何のために周囲を石と鉄で固めた小部屋を用意したと思っている。通常サイクルで腐肉の中で熟成させたら、魂を改変されて【冥めい府ふ】の手駒となるだけだ』

『御大層な事を言って、私達を助けたつもりかよ？　だったら何のために』

　頭に帽子、ギロチン台から引っこ抜いたような木の板で両手と首を固定され、大きく開いた太ふと股もものスリットを手で押さえる事もできない僵尸キヨンシー少女アルメリナからの不審げな言葉に、オメガは自分の胸板の真ん中を軽く拳で叩たたいて片目を瞑つぶった。

　叩たたいた胸元からは、何か白い光のようなものが淡く瞬またたいていた。

『ま、嫁に一発デカいのを喰くらって多少は目が覚めたってトコか。【冥めい府ふ】側がわの思惑が何であれツェリカの居場所を奪っちまうなら対処せねばならん。とはいえ俺の魂はすでにこの通りだ。完全に【冥めい府ふ】の野郎によって作り替えられちまってる。救いようがない。だから代わりに自由に動かせる駒ってのを、【冥めい府ふ】側がわに知られない形で確保しておく必要に迫られたって訳さ』

『……信用に足る証拠は何かあるんですか？　あなたが【冥めい府ふ】側がわの亡霊じゃないって』

　圧あつ搾さく用ようコルセットで持ち上げた胸の前で小さく拳を握り、あちこちに牛やメガネのデフォルメ顔の人ひと魂だまを漂わせる和風幽霊フィリニオンに対しては、オメガは肩をすくめただけだった。

　そして即答した。

『すでに前例があると言ったら？』

　眼帯の感触を気にしつつ眉をひそめる少女の前で、大男は道を譲るように体を横へずらす。

　ひょっこり顔を出したのは見知った人達であった。

『し、主任ー？　生きてますかあー？？？』

『ここのお世話になっているって事は死んで魂になっているって事ですわよお馬鹿』

【錬れん金きんチアリーダー】フルドラと【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウだ。

　ピンクのツインテールや青い縦ロールもベアトリーチェと同じく、全身はハロウィンや【アンデッド】のような仮装で包み、各種の枷かせでもって縛いましめられている。

　フルドラは【人じん狼ろう】なのか、艶なまめかしい曲線を作る地肌へＶ字に最低限の毛皮で覆っているだけ。……のはずだが、あの耳や尻尾、勝手にぴこぴこ動いているような？　他には右腕にギプスをはめて肩から吊つり下さげていた。とはいってもその表情を見る限り本気で痛がっている素振りはないので、単に石せつ膏こうでガワを固められているだけかもしれない。

　ヴィルデフラウは小悪魔か【吸血鬼】……なのだろうか、あれは。裸にマント、後はコウモリにも似た黒いビキニのボトムだけ。何だか海辺の【カリカンザロス】が見たら激怒しそうな格好だ。拘束具については……親指潰し器か。鋼鉄の小さな板を二枚重ねてネジで締め上げられる仕組みで、今は両手の親指を挟み込んで手錠のように固定しているようだ。

（……ひょっとして、心の中にある『うろつく死者』のイメージで私達の魂を縛っている？）

　冷静になれば、ベアトリーチェの【ゾンビ】はハイチの呪術にも、それを参考にグランズニールを徘はい徊かいするモノへ名づけた存在とも違う。医療や感染のイメージは娯楽産業が生み出した根拠のないビジュアルに依存している証拠。それでも構わず機能する何かがあると見るべきだ。

（他は何か意味があるのかな。例えばフルドラの【人じん狼ろう】はネカマの裏表を表している、とか……。元から動けるアルメリナの拘束が厳重なのも気になるし……）

　足首の鉄の輪を軽く掌てのひらで撫なで、ついそんな風に考えるベアトリーチェだが、意見はまとまらない。いつものように四角い枠や炎のラインを引いて情報整理できないのが気になってきた。

　さらに言えば、別々の移動ルートから【冥めい府ふ】を攻めていたはずだが、ベアトリーチェ達が（おそらくは【賢者】達に誘導される格好で）【冥めい府ふの王】とかち合っている間、小さな角付フードのマントの【氷ひよう瀑ばく姫き】や人狼水着の【錬れん金きんチアリーダー】は何をしていたんだろう？

『お前達、一体どうして……？』

　両手を動かす事もできないアルメリナの疑問に、何故なぜだか二人はばつが悪そうに目を逸そらす。

『わっ、わたくしはやめようって言ったんですのよ？』

『噓うそ言わないでくださいよ暑い暑いってぶーたれて真っ先に氷の【魔法】に頼ったのはあなたじゃないですかあ！』

『ばっ、ここにきて身内の恥をさらす気ですか黙っていれば良いんですのよ全身イタリアンなエリンギっぽいのにまみれてぶっ倒れただなんて……!!』

『何がイタリアンですか格好つけてせっかく腐肉の大地は溶岩の血液で熱消毒されてたのに巨乳がズルして冷却系使いまくるからナリを潜めてたカビや胞子が一斉にー痛たたたたたっ!?』

『大体そういうあなただってダメージゼロで確率勝負の【即死系】攻撃しか持たないから元から死んでる【アンデッド】系に手も足も出なくてフルボッコだったじゃありませんの!!』

『う、うう……。大勢に囲まれて為なす術すべもなく蹂じゆう躙りんされていくフルドラちゃんという言葉の響きだけ聞いてみんな前まえ屈かがみにでもなっていれば良いんですう……』

『結局逃げ回ってほうほうの体で薄暗いタコツボに身を隠した途端カビまみれになりましたわよね？　皆の前で白状なさいこのなめこ野郎』

　はあ、と全身包帯にボロ布の新鮮【ゾンビ】なベアトリーチェは息を吐いていた。

　これはあれだ、油断したらすぐ死ぬ領域フイールドだ。

　どうやら芳かんばしい結果を得られず、【冥めい府ふ】のどこかで行き倒れたようだ。情けない話に聞こえるかもしれないが、事前調査もなく死地へ踏み込めばこういうケースの発生も許してしまう。

　オメガはオメガで開いたドアに寄りかかったまま、

『先に俺が拾ってなけりゃ通常運転で【冥めい府ふ】側がわに回収されておしまいだった。少しは信用する気になってくれたか？』

『……私達に、何をさせようっていうの？』

『理解が早くて結構』

　あっさりとオメガは提案した。




『すでに支配済みの俺達にゃあできない事をやって、終止符を打ってほしい。つまり、【冥めい府ふの王】の計画を叩たたき潰してくれって訳さ』
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【賢者】とシビュラが動いた事で、引きずられるようにぶーぶーも移動を始める事になった。

　赤い鎧よろいとミニスカートの怪物はぶーぶーの隣で弾むように歩きながら、

「内臓出血も大分進んでいるなあ。表で見るより腐敗が進行しているっていうか……」

【冥めい府ふ】の出血とはつまり溶岩の噴出である。

　あまりにも大きな肉の洞窟のような景色を、オレンジ色の禍まが々まがしい光が照らし出していた。高温だが湿気が消える様子はなく、ひたすらに不快な圧をぶーぶーに押し付けてくる。

「具体的にどこへ向かっているの？」

「非常に良いい質問だぶーぶー。今いるのは定期メンテ中で未使用の右みぎ鰓えら孔あな並へい列れつ第だい三さん水すい門もん付ふ近きん。ま、すっごく簡単に言うとでっかい口を作っている顎のそのまた根元の方だね。大脳に直接入るには関門が多いだろうし、ひとまず脊椎辺りまで侵入できれば良いんだけど……」

「？」

「私達はground' s_nir=ABYSS止まりで、【冥めい府ふ】の存在までは予測していなかったという話をしたでしょう。フィールドワークの実地調査でも大まかな情報は手に入りますが、予測を証明する手立てとしてデータベースにアクセスし詳細な情報を取得するのが一番なのですよ」

　不思議そうな顔のぶーぶーに、シビュラが丁寧に説明してくれる。

　感覚的には溶岩の川沿いに大きく広がる河原を歩いていくような気分だったぶーぶーは、前方の湯気の向こうに何かオレンジの照り返しを受ける人影が揺らめいているのを目撃した。

「ぷきっ？」

「おっと、巡回要員に引っかかったか」

【賢者】が気軽に呟つぶやいた直後だった。

　ボコボコボコッ!!　と、天井で黒い腐肉が盛り上がり、獲物を取り囲むような格好で人の手が、顔が、次々と湧いて落ちてきた。剣や槍やりといった【兵へい輝き】と火薬を使ったライフルを併用する亡もう者じや達たち。おそらくグランズニール島内で戦った【エルキアド】と同系統だろうが、今は個人戦力に留まらなかった。巨大な鷲わしの頭に獅し子しの胴、そして巨大な翼を持つ四つ足の怪物。そう、宿屋街の賭けレースにも使われていた強きよう靭じんな【グリフォン】にまたがっている。

　究極まで鍛え上げた精鋭。

　さらに人知を超えた異界生物による底上げ。

『ゼロより総員。チャーリー隊が敵性に接触、ワンからサーティまでは




　ボンッッッ!!!!!!　と水っぽい音が全てを上書きした。

【賢者】はいちいち最後まで待たなかった。




　その左手は、すでにツギハギだらけのレイピアを鞘さやから抜いていた。

　刃の先が時計の針のようにくるりと一周回った時には、烈風と衝撃波を中心にありとあらゆる【風力】系の連打が叩たたき込こまれていた。さてチャーリーゼロは亡霊たる自分の身にいくつの死を埋め込まれたか、数える事さえできたのか。空中でひしゃげ、形を失い、地面へ落ちる前に全身をくまなくすり潰されて消えていく。

　幽体離脱を使ったトライアンドエラーの情報収集など不要。フィリニオンのような相性特化の【回復魔法】も同様。一度のミスで即死の【冥めい府ふ】を、ぶっつけ本番の正面火力で薙なぎ倒たおす。

　破格以外に言葉がなかった。

「ああ、ああ。こんなものは八つ当たりだというのは分かっている。【イベリコオーク】集落を撃滅した私がどの口で言うのかというのもようく分かっている……」

　くすくすと嗤わらう【賢者】には、ベアトリーチェには絶対にない笑みがあった。

　昏くらい昏くらい、どこまでも退廃的な喜びに満ちたその顔。

「……だけどこれは僥ぎよう倖こうかな。裏に何も持たず、ただ差別と偏見で長老達を殺して回ったそなた達をもう一度処刑できる機会に恵まれるとは。【冥めい府ふ】も粋な計らいをしてくれる……」

　元々【賢者】の得物は無数の【兵へい輝き】のツギハギ。ではそれらは誰の持ち物だったのか。

　ほとんど機械的に反撃へ出たチャーリー隊がさらに三人ほど紅ぐ蓮れんの炎ほのおで消し炭になると、ようやく亡霊も間合いを測り直そうとする。すでに死んだ身で、今さら自分の命を惜しむように。

　腰に手を当てて呆あきれたような息を吐いたのは、【ロイヤルエルフ】のシビュラだった。

「悪趣味です。あらゆる【魔法】を行使できるというのなら、【回復系】だってお手の物でしょうに。彼らを即死させる手段を持ちながら、敢あえてそこを避けるつもりですか？」

「だって、それじゃつまらない」

　昏くらい笑みが止まらなかった。

「殺しても飽き足らない相手が二度も三度も顔を出してくれるんだよ？　だったら今度の今度こそ、飽きて捨ててしまうくらい味わわないと」

「まったく……」

　鼻から息を吐いたシビュラに向けて、複数の暴風が同時に襲いかかった。やはり巨馬など軽々と吹き飛ばす【グリフォン】を駆るチャーリー隊だ。【賢者】そのものに歯が立たないなら、人質でも取って状況を有利にしようと考えたのかもしれない。

　善悪や倫理を放り投げれば、方法論自体は間違っていない。

　摑つかむ、捕らえるというよりいったん撥はね飛とばして骨を何本か折ってから回収する、といった怒ど涛とうの勢いで華きや奢しやな少女への突撃が敢行されていく。インパクトのタイミングを各おの々おの少しずつズラし、たとえ最初の一撃がかわされても後続のどれかが確実に吹き飛ばせるようにして。

　だが彼らはやはり間違えていた。

　根本的に【ロイヤルエルフ】の力を計り損ねていたのだ。

「愚かな」

　もはや一言。

　直後にシビュラの長弓が起動し、恐るべき閃せん光こうが解き放たれた。全ての重さと速さを乗せてクレーンの鉄球じみた勢いで突撃するチャーリー隊を、倍以上の速度で真後ろへ吹き飛ばす。

「陸、海、空の一角を統すべる森の支配者の身に宿す【スキル】は残留思念の実体化。故に、私に利用できるものは全て、過去の焼き直しに過ぎません」

　彼女は頰に当たる細い髪を軽く指先で払いのけながら、

「つまり言い換えれば、ここにわだかまる暴力の全てはあなた達が構築していったものです。自らが産み落とした業に吞のまれて光の中へ消えるが良いい、異界の賊よ」

　ぶーぶーの出番などなかった。

　そこから先は一方的な蹂じゆう躙りんの時間だ。個々の標的を追って仕留める狩りにもならない。【賢者】とシビュラが奥へ踏み込むごとに領域単位でごっそりと敵対者が抉えぐれて消滅していく。

「当然の事ですよ」

　今度はヘッドに大きな水晶球を嵌はめ込こんだ清浄な錫しやく杖じようのように【兵へい輝き】を真上に掲げ、シビュラは涼しい顔でぶーぶーへ語りかけた。

「元々私と【賢者】の二人で歩を進めるはずだったのです。途中で暴走しかけたあなたを拾ったのはただのアクシデントに過ぎなかった。故に、我々はあなたを必須戦力として数えていません。森で生まれた命の一つよ、どうぞごゆるりと観光気分でお待ちくださいませ」

　正面から立ち向かう者はもちろん、遮蔽に隠れてやり過ごそうとする者は壁ごと吹き飛ばし、逃げて増援を求めようとする者は背中を撃って溶岩の川へと突き落とす。そこには一片の容赦もなかった。見ているだけで罪悪感が胸に広がるような、一方的な殺さつ戮りくが延々と続く。

「くふふ……」

「【賢者】？」

「ふははは、あははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは、はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!!!!!」

「おい【賢者】」

　ついに胡う乱ろんな目をしたシビュラが至近から長弓の一撃を【賢者】の無防備な背中に向けてぶち込んだ。体がわずかに傾いた程度でダメージは全くない。ぎぎぎぎちぎちぎち、とどこか軋きしんだ動きで美しい相棒の方へ振り返った【賢者】は、ぱちぱちと何度か瞬まばたきし、キョトンとした顔を浮かべ、何とも不思議そうな表情で、

「あれシビュラ？　私今何してた？？？」

「まったくこれだけでも恐ろしい話ですが、目的を優先しましょう。正直、退廃的な復ふく讐しゆう劇げきの愉悦になど付き合っていられません。まったく、殿方の前ではしたない」

　呆あきれた顔でシビュラが機械的に杖つえの先端、水晶ヘッドから閃せん光こうを放って撃ち漏らしを撃破すると、チャーリー隊は完全に沈黙した。まあ所詮は『回復待ち』フェイズに入るだけだろうが。

【賢者】やシビュラにはこっそり潜入する、という考え方はないようだ。

　その後も数の暴力で押し流そうとする旧ソや長いブレードをいくつも仕込んだ特殊なブーツを扱う旧時代のニンゲン達の亡霊達とかち合うたびに、逃走と報告さえ許さずその場で目撃者全員を殲せん滅めつして先への道を開いていく。フィリニオンのような、特殊な相性も使わない純粋な力押し。グランズニール島内で【ブレイクニュース】勢総がかりでも抑え込む事のできなかった【冥めい府ふ】の軍勢とはとても思えない。【賢者】と【ロイヤルエルフ】、この二人の前では亡もう者じやの群れなど、まるで巣から落ちて地上を逃げ惑う雛ひな鳥どりのようだ。

「ぷきー……」

「あら、森の子よ。どうかなさいましたか」

「ぶーぶーな、こんなに力があるなら無理して戦わなくても先に進めると思う」

「全くその通りなのですが、【賢者】が見ての通りあのザマですので。【エルキアド】に与くみする者を見つけるたびに自ら進んで【エンカウント】するので避けて通る事ができないのですよ」

　障害らしい障害はなかったというか、絶大なハードルがいくつもあったはずなのに彼女達が薙なぎ倒たおしていったというか、とにかく道中に困難はなかった。

　やがて、彼らの目の前に現れたのは、

「ぶー。……扉？」

「うーん、後から付け足したものっぽいなあこれは」

　縦に大きな両開きの扉だった。ぶーぶーの背丈からしても見上げるように高く、そして見るからに分厚い。鍵のあるなしなど関係なく、ただノブを摑つかんで開けるだけで大掛かりな装置が必要になりそうだった。色は白く、材質は石や金属というより骨に近い。

　二つの扉を繫つなぎ合あわせるように、滅法巨大なカバン型の錠前がぶら下がっていた。これだけで小さな金庫くらいある。

「どうするのですか？」

「逆に尋ねるけど、何に遠慮する必要があるの？」

　錠前など関係なかった。

　ゴンッッッ!!!!!!　という爆発音と共に、扉全体が奥に向かって倒れていく。

　そこから先は雰囲気が違った。

　トンネルはトンネルだが、断面はほぼ真円に近い。壁、床、天井の区別はなく、ぐるりと一周、円周上に歯車の歯のようなものが植えられている。全てぶーぶーの背丈よりも大きな本棚だった。トンネル全体は奥の奥まで見渡せず、どれほどの知識が収めてあるかは想像できない。

　何かしらの法則性があるのか、輪切りのトンネルはブロックごとに右回り、左回りと気ままにゆっくり回転している。

　というか、

「へえ」

「ぷきっ!?　【賢者】が壁に張り付いてる！」

「重力設定を変えてあるのか。床、壁、天井の区別がつかない真円ではあるけれど、そうか。こいつはぐるりと一周歩いて回れるようになっているんだな」

「これが【冥めい府ふ】の蓄えた全体知識量なのですか？」

「いいや、データベース本体はやっぱり大脳のメインフレームだろうね。脊椎はただのゲートウェイ。全身各部位にある末まつ梢しよう神しん経けいからの情報出し入れの要求に対し、リストと照らし合わせてリクエストに応じるか否いなかをジャッジするための出入口に過ぎないよ」

　大きな胸もミニスカートも気にせず【賢者】はその場で子供のようにぴょんぴょん飛び跳ね、空中での人工重力の調子を実地調査で確かめながら、

「とはいえ、ここから直通で大脳にアクセスできるんだから、必要な情報は全て手に入る。さて、と。リストのどこを壊せば情報の水門を決壊させられるのかなー？」

「どこまでいっても『壊す』なのですね。スマートに『侵入』するのではなく」

「優しく労いたわる理由は特にないからなあ？」

　言うが早いか、【賢者】はそこらの本棚から無造作に分厚い図鑑を抜き取った。歯抜けにするだけでは飽き足らず、本棚そのものを次々と引っこ抜いて放り捨てる。真円のトンネル自体が激しく右へ左へ回転し、全体が苦痛に身をよじるように不気味に蠕ぜん動どうしたがお構いなしだ。

　と、そこで不意に空中へ何かが浮かび上がった。

　大きさは人間の顔と同じ程度。ほとんど透明なボディに二枚の羽のような部位を備えたそれは、地球生まれの人間だったらこう表現したかもしれない。クリオネのオバケみたいだ、と。

　そいつはニンゲンの言葉でこう言い放った。

『警告、警告！　第一級無菌要求エリアにおいて異物侵入による炎症を確認。異物側へ退避勧告に応じる姿勢がない又はそれだけの知性を持たない場合は抗体反応要求を実行、ＳＳＳクラスの白血球を至急注入動員するものと……』

「うるさいこんなものこうしてやる」

『ぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃーあッッッ!!!???』

　何かが起きた。ぶーぶーの目には透明ボディに何本もの長い針が刺さったように映ったのだが、とにかくそれで内部の構造が組み替えられてしまったらしい。右手を腰に当て、宙に浮かぶクリオネへ軽くデコピンをかました鬼の美人教官【賢者】サマは片目を瞑つぶってこう尋ねた。

「そなたは何だ？」

『サー!!　元々はそこの改称された【イベリコオーク】とは別に、海上活動と情報処理に特化した方向へ進化したパターンの一つであります!!』

「なるほど……。異世界の全ての死者を味方にするとなると、そんな話もありえるか。海に進出した時代もあったと長老も言ってたっけ。にしても、失敗して行き詰まったパターンねえ」

『今では【冥めい府ふ】が蓄えたあまりに膨大な埋蔵知識を有効活用するための半生体検索エンジンとして機能しております!!　独どく立りつ稼か働どうする海馬とでも。お会いできて光栄でありますサー!!』

　世の中には、オバケよりも怖い存在があるらしい。すっかりうずくまり、小さく丸まって涙目でガタガタ震えるぶーぶーの頭を、背伸びしたシビュラがそっと撫なでたものであった。
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『さまよう死者』のイメージで魂を縛られ、結果フレッシュ【ゾンビ】な包帯とボロ布の組み合わせ。おまけに足首には太い鎖と鉄球まで取り付けられている。

　監獄の扉へ向かった途端、

『う……っ!?』

『ベアトリーチェ？』

　赤と銀の髪の少女の呻うめきに牛やメガネの人魂を漂わせるフィリニオンが首を傾かしげていた。

　やはり鉄球は不規則にその重さを変えていた。

（な、何かに反応している？　私が『逃げる』『抜け出す』って意識すると、とか？）

『気をつけた方がよろしいですわよ。わたくしの場合は手癖の悪さに反応して万力みたいなこれで両手の親指を締め上げられていきますし』

『う、うう。フルドラちゃんはかわゆく振る舞おうとするとギプスの数が増えてくんですう』

『ネカマ自重しろって事か。一人一人のツボを突いているとして、私の木板は何なんだ？』

　異世界らしく人権なんてガン無視した格好のベアトリーチェが両手で自分の体を抱きながら鉄球を引きずり、おっかなびっくり牢ろうの外に出てみると、景色は一変していた。

　てっきりじめじめした巨大監獄の一室かと思っていたのだが、そういう訳でもないらしい。

　眼帯で半分近く封じられた視界に広がったのは、

『何これ……村、いいや、街？』

　赤い鎧よろいもミニスカートもない【剣つるぎ聖せい女じよ】がそう呟つぶやいたのも無理もない。

　材質不明の黒い立方体がいくつも並んでいた。一つ一つはベアトリーチェが入っていた牢ろうと同じくらいの『部屋』だろう。単体だけに留まらず、上に積み上げたり、横に並べたり、『四角い泡』のようにあちこち増殖している。

　足元は相変わらずの黒い腐肉だが、建物の並びに規則性があるため大きな通りにも見えた。不規則に揺れるカボチャのような何かの中に明かりが差し込んである。

　そして、人。

　老ろう若にやく男なん女によ様さま々ざまだ。ベアトリーチェのように派手な仮装じみた包帯やボロ布に拘束具だけの人もいれば、オメガのように【パーセンテージ】系の装甲や【兵へい輝き】でしっかり全身を固めている戦闘要員もいる。グランズニール島内で見かけた巨大な蜘蛛くもとカニを隔合したカラクリ細工、アラクネが馬車のように荷車を引いている場面にも出くわした。

『んっ？』

『どうしたのアルメリナ』

『いや、なんか、表に出たせいか風で額のお札が……んうっ、これ意外と気になるな』

　ベアトリーチェ達との違いは、一枚貝やクラゲなど、何かしらの海産物が張り付いているか否いなか、といったところだろうか。何故なぜだか少女達にはこれがない。

『そんなもんなくて正解だよ。俺みたいに背骨にびっしりフジツボ貼り付けたいと思うか？』

　うええ、とフィリニオンが人魂と一緒に青い顔になったのはご愛あい嬌きよう（？）。

『しかし、まあ』

　想像以上に活気がある。

　わいわいがやがややっている連中には、グランズニール島内で見かけたような恨み節や暗い喜びはあまり感じられない。自身を直接害した相手や、生前の欲望と直結した場面に出くわさない限り『豹ひよう変へん』は起こらないのだろうか。

　それなり以上に発展しているようで、十字路の真ん中には案内板もあった。どんな意味があるのか、白いシーツを被かぶせたコミカルなオバケの人形が各おの々おのの通りや出口を指差しているのだ。

　無駄にぱっつんぱっつんの和風幽霊フィリニオンは半ば自分の感覚に呆あきれたように、

『死んだと聞かされた時はびっくりしましたけど、これだけ数が揃そろって「当たり前」の空気を作るとパニック気分も吹き飛ぶんですね。人間の適応能力は恐ろしいと言いますか……』

　怪談などでは死者は生者に嫉妬していて同じ場所に引きずり込もうとする、などという話が横行しているが、さてどうなんだろう？　こんな場所に置いておかれたら、『流れ』みたいなものに引きずり込まれてこの『平和』を享受してしまいそうにはならないのか。

　ベアトリーチェ、フィリニオン、アルメリナの三人は呆ぼう然ぜんと、亡霊らしからぬその活気に圧倒される。先にオメガの手で救出されたヴィルデフラウとフルドラは慣れ始めているようだ。

『元々【冥めい府ふ】にあったものじゃねえらしい。ここに来た【クラフト】系特化の【妖よう精せい】達たちが勝手に組み上げちまうようだ。ま、タダで利用させてもらえるからサマサマなんだけど』

　……【妖よう精せい】の亡霊というと、やっぱり【サウザンドドラゴン】の生いけ贄にえにされていった人達だろうか？　まあ、弱肉強食の自然界ではそれ以外にも死因は色々ありそうではあるが。

　生産的な事に興味があるのはやはり件くだんの【妖よう精せい】らしく、道路に沿っていくつか並んでいる屋台では得体のしれない焼き菓子やキャンディーなんかが広げられている。人間にとっては手頃なサイズの調理器具でも、【妖よう精せい】にとっては槍やりでも振り回しているように見えた。

『何だかお菓子ばっかりね』

『戦闘口糧のつもりだろ。くだらんと思うかもしれんが、小さなご褒ほう美びはプロアマ関係なく効果を発揮する。そもそも小さくて高カロリーな飴あめやチョコは非常食としても優れているしな』

　大きな鉄板の上で丸く広げたコナモノの焼ける匂いだけなら食欲をそそるのだが、

『あっ、でも飲み水や食べ物はあまりあてにしない方が良いいですよう、主任』

『基本的に死んでも「回復待ち」に移るとしか考えない輩やからが用意しているものでございますからね。【冥めい府ふ】に支配される訳にはいかないわたくし達にとっては、やはり致命的ですし。料理酒の代わりとして普通に腐肉から滲にじみ出でるメチルアルコールをぶち込んでいるようですわ』

　フードの小さな角をいじりながらヴィルデフラウが言った。とはいえ両手の親指を金具で縛いましめられているため縦ロールの頭に手をやるとホールドアップに近い状態になるので、コウモリビキニのボトムしかない少女のマントが孤軍奮闘の猛烈ガードに専念するしかないのだが。
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『ええー、こんなに美味おいしそうな匂いがするのに……はぶうふう!?』

『まだクッキー喰くってもいないのにフィリニオンが気持ちだけで太った!?』

『違いまっ、これ、コルセットが急にぎゅうぎゅう締まって、どういう……くふうう……』

　みっちみちに胴を締められて豊かすぎる胸をますます強調させている涙目のフィリニオンに、ベアトリーチェはつい自分の足首にある鎖と鉄球へ目をやっていた。

（私の鉄球と同じく、何かしらのトリガーがある……？）

『ああ、無駄遣いを考えると背中のクランクが回るペナルティなのかな。腰を締め付けるコルセットって怠惰に太る事を警告するような器具だろうし』

『何だ良いい薬じゃねえか、牛のカップが二つ三つ下がるまでガンガン働いてもらおうぜ』

　ひい、ひい、ひいいいー、ともはや息が喘あえぎ気味なメガネは文句を言う余裕もないらしい。

　周りもみんな似たような格好なので仮装大会かヌーディストビーチの気分にでもなったらしい、派手な帽子や装束、拘束具にも慣れてきたアルメリナは訝いぶかしげな声で、

『装備を持っているヤツといないヤツに分かれているのは？』

『俺達で選べる訳じゃねえ。おそらく【冥めい府ふ】側がわが与えた社会性によるものだ。働きアリとか兵隊アリとか、あの感じ。【冥めい府ふ】が巣全体で【冥めい府ふの王】が女王アリなのかもしれんが』

『それだと……私達は働きアリって訳ですか』

『【冥めい府ふ】も【冥めい府ふの王】も一人で何でもできるって話じゃあないって事だ。ま、俺達が自分の腹の中はどうなっているかを目で見て調べる事はできないのと同じだろうな。俺達だって【冥めい府ふの王】から直接見られて命令されない限りはこの通り、自由に動ける』

　注意深く観察してみれば、確かに街を拡張したり、黒い蜘蛛くもの糸で溶岩の滲にじむ傷口を塞いでいる掌てのひらサイズの【妖よう精せい】達たちはハロウィンじみた仮装に近い。いわゆる働きアリなのだろう。

　つまり、

『私達の【兵へい輝き】はそなたが没収していた訳じゃなくて、そもそも亡霊になった最初の時点から「ない」って事？』

『亡霊モードになった今は【魔法】が使えないって話だな。だから普段のつもりで異世界を満喫できるなんて思うなよ。お前さん達は【冥めい府ふ】に縛られない自由の身だが、同時に生卵みたいに脆ぜい弱じやくだ。レベル１、そこらのザコに軽く触れられただけで砕けちまうって考えた方が良いい。当然、半はん端ぱな幽体離脱でトライアンドエラーを繰り返せる、なんてのもナシだ』

『……、』

『ただの人間ってのは本来そんなもんだ。こうして紛れている間は問題ないが、過去に直接やり合った相手には気をつけろ。【冥めい府ふの王】とか、後は俺に言えた義理じゃあねえが……』

『おや、どうかなされましたかオメガ』

　突然横合いからそう声を掛けられて、その屈強な男は傍かたわらにいた眼帯ベアトリーチェを横合いの人混みへと突き飛ばした。

【エルキアド】のアルファゼロ。白髪の老兵と大男は向かい合う。

『どうしたアルファゼロ。休息も任務の内と言い含めておいたはずだぞ』

『申し訳ございません。あなた様と共に再び真なる戦場を駆ける事のできる名誉を前にしてこの老骨、未熟にも血気に逸はやる心を諌いさめられませぬ故……』

　ヤバいヤバい、とベアトリーチェ達は揉もみくちゃになりながら音源からこそこそ遠ざかる。逃げるという意識に反応したのか、足首の鉄球が重たくて重たくて仕方がなかった。ただでさえ厄介な相手で、しかもこちらには【兵へい輝き】がない。今はオメガが奇麗にかわしてくれたが、人混みの中から浮いてしまって老兵達に見み咎とがめられたら最後、嬲なぶり殺ごろしの憂うき目めは避けられない。ハロウィンじみた派手な仮装に拘束具。まったくムチャクチャな格好だが、これが一番周囲に溶け込めるというのだから大問題だ。【冥めい府ふ】は完全に狂っている。

『（こっち、こっち……！）』

『（ですう……!?）』

　ひとまず人の壁を挟んでオメガやアルファゼロから距離は取ったが、大通りも裏通りも完全に人の目から身を隠せない。残る道は一つ、木を隠すなら森。自然とベアトリーチェ達は互いの身を寄せ合い、同じように仮装集団と化した『働きアリ』の群衆へ溶け込もうとしていく。

『牛っ、こんな時までその無駄に育った大きなものをぐいぐい押しつけてくるんじゃないっ。何だあてつけなのかっ!?』

『ところがそいつはヴィルデフラウさんのおっぱいです』

『おい井いの上うえ、そういやお前は男だろっ！　涙目でおしくらまんじゅうに紛れ込んでくんな!!』

『はううっ、バレたら死ぬモードなんだから群れの中から蹴り出さないでくださいよう！　こっちにいる間はあくまでも【錬れん金きんチアリーダー】のフルドラちゃんですう!?』

『……あなた達は真面目に生き残るつもりがないんですの？』

　オメガは【冥めい府ふの王】の計画を潰すための起死回生の一手としてベアトリーチェ達を助けたようだが、結局彼から詳しい話は聞けずじまいだった。具体的にどこへ向かって何をすれば【冥めい府ふの王】に一泡噴かせられるのかは分かっていない。

『てかフィリニオンだけ布が多くない？　私なんか基本包帯だよ！　袖とかゆったり余っているならちょっと面積譲ってちょうだいよう!!』

『待ってくださいベアトリーチェ引っ張らないで圧あつ搾さく用ようコルセットのトコで締まっているからどうやったって脱げませんぐええええっ!?』

『それ言ったら私なんか見ろこれ拘束板だぞ、やっぱなんかフィリニオンずるいよなあ。コルセットとかお洒しや落れ系けいじゃん胸乗っかってるじゃん長所じゃん!!』

『あのう、ですから真面目にしてくださいとあれほど言っているではありませんか』

『……その半分以上裸マントで自由自在に表を歩けるあなたもなかなかのもんですう』

　そんなこんなで引っ張ったり揺さぶられたり、はだけたり摑つかみ合あったり。しかし活気に溢あふれる街ではこれくらい騒がしい方が溶け込めるのかもしれない。

　人の流れに逆らわず紛れるように移動しながら、特に【エルキアド】系の兵隊とかち合わないようあちこちへ視線を投げるベアトリーチェ達。そんな中、もはや魂の一部となっていたのか全装備解除でもメガネな和風幽霊フィリニオンがこう提案してきた。

『じっとしていてもじり貧でしょうし、一つ一つ方針を決めていきましょう？　まず街の中に残るのか、外へ出るのか』

『街の中には悪い意味での顔見知りの【エルキアド】がわんさかいるんですよねえ。だったらさっさと外に出ちゃった方が安全なんじゃないですかあ？』

『ヤツらは「兵隊アリ」なんだから今まで通り外も巡回しているだろうよ。人混みがなくなるとかえって隠れるのが難しくなるかもしれないぞ』

『【冥めい府ふ】全ぜん体たいもこの広さですし、危険な外を闇雲に探し回るって展開は避けたいですわよね』

『となると、事前に「宝の地図」を手に入れる必要があるって事？』

　足首の鉄球を引きずるベアトリーチェの言葉に、全員が顔を見合わせた。

　……まさか馬鹿正直に『【冥めい府ふの王】がひた隠しにしている秘密を教えてください』と尋ねる訳にはいかないが、改めて適当な屋台の傍そばに寄って耳をそばだててみれば、わいわいがやがやといった喧けん噪そうの中にも色んな会話が紛れているのが分かる。

『リクエスト聞いたー？　今度の戦闘口糧は熱で溶けないものにしてくれだってさ』

『さては贅ぜい沢たく品ひんなのに当然あるものだって思い始めたな。まぁ目の前にハードルを用意されちゃうと腕が鳴るのがあたし達の悪い癖なんですけど』

『前はウォッカ欲しいとか愛銃はウッドストックにしてくれとかウォッカとかウォッカとか言っていたもんねえ。【冥めい府ふ】で植物育てるのがどんだけ難しいか分かってないんだよきっと』

　もちろん最初から当たりを引く事はないが、

『じゅるり……』

『やめとけって牛。また太って苦しむぞ』

『ですから私が肥えているのではなくコルセットのクランクが意地悪しているだけだと何度言ったら……！　ええいこんな顔色の悪いチャイナ娘はデコのお札を剝がしてくれる!!』

『おっおいやめろ！　何だかすごく嫌な予感がする、これ剝がされたら私が私じゃなくなるような……終電逃した後のヤケ酒なんかじゃ済まないような……!?』

『確変で発情モード入りましたと？』

『げぶっ、げふんげふん！　酔って我慢が利きかなくなるとかむさ苦しい野郎どもの妄想だろ』

『生存本能が誤作動するんですかね？　吹雪の雪山で体を温め合うようにねえ』

『絶対妄想だよそんなの!!　にっ、人間がそんな分かりやすい構造なもんか!!』

　両手と首を分厚い板で抑え込まれ、真っ赤な顔でいやいやと首を左右に振ってフィリニオンの指先から距離を取ろうとするアルメリナだが、逆にお札はひらひら舞っているように見える。

『ふふうふふ普段と攻守が逆転するっていうのはトクベツな感慨がありますねえ』

『だがメガネ、脚は普通に振り回せるという事を忘れてんのか？』

　途中、激しい打撃音と牛のやられボイスがあったが、時間をかけて情報を選より分わけていく。

【妖よう精せい】達たちは見た事もないカボチャのお化けみたいなのが断末魔の悲鳴を上げる謎の大鍋を煮詰めて糖分を取り出していた。つるりとした陶器でできた縁に立って身の丈に合わない巨大な木のヘラでぐるぐる回してお菓子の材料を調達する彼女達はこんな風に言い合っていたのだ。

『でもさ、宅配も大変だよねー』

『あそこの道ってまだ開放されていないんですか？』

『【次じ代だい胚はい】の方は色々入り組んでいるもんね。そんなに大事な場所なら雑用係なんか呼び出ししないで欲しいんだけど』

　オメガは【冥めい府ふの王】に支配される自分達にはできない事をやってほしい、といった内容を口にしていた。つまり亡霊達にとって通行止め、立入禁止となっているエリアが非常に怪しい。

　何より気になるフレーズを全身包帯に眼帯のベアトリーチェは口の中で呟つぶやいていた。

『……じだい、はい？』
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　腐りかけた巨きよ大だい海かい洋よう生せい物ぶつ【冥めい府ふ】の脊椎部分に潜り込むぶーぶーや【賢者】達も膨大な情報の海とぶつかった。人間の顔くらいあるクリオネに似た検索エンジンに向けて【賢者】は囁ささやく。

「まずは【冥めい府ふ】の基本骨子」

『了解でありますサー。【冥めい府ふ】それ自体は天然の重要存在であります』

「……どうでも良いいけど女性形の場合はマムじゃなくて？」

『こんなの相手ならどっちでも変わんねえだろこの脳筋バっぼぶっべぶあっぐへえ!?』

　金属質の籠手で覆われたグーを乱打されたクリオネはあちこちボコボコへこませつつ、小刻みに震えていた。笑顔で【賢者】は先を促す。

「天然の、っていうのは？」

『うぶっ、サー……。【冥めい府ふ】は太古のニンゲン達によってデザインされた生体兵器などではなく、世界の陰りに呼応して顔を出す自然存在でしかありません』

「つまり太古のニンゲン達は突然現れた巨大怪獣の手で訳も分からず滅ぼされたって事？」

『ニンゲン含む全生命の撃滅は途中経過のプロセスの一つに過ぎません。本来【冥めい府ふ】の属ぞく性せいは豊ほう穣じよう神しんであって、男性原理の破壊神などとは程遠い存在でありますので』

「意味が分からない……」

　旧時代のテクノロジーまで絡むので、流石さすがにぶーぶーはそう呟つぶやいていた。

　シビュラはシビュラで片目を瞑つぶり、

「曖昧な言葉で質問しても次の回答には結びつきません。えんじんとやら、つまり【冥めい府ふ】は大勢のニンゲンの魂を使って別の何かを作る存在だったのですか」

『おっかないのは【賢者】であって別段あなたの言葉に従う義理は……』

「……、」

『待ってお願いこれ以上ボディーはやめてっ!!　当とう存そん在ざい【冥めい府ふ】が全生命の思惑を超えたところで担になう役割は一つ、世界の再生でありますサー!!』

「世界の、再生？」

『文字通り、資源や環境的に行き詰まった世界の再構築作業であります。ニンゲン含む世界の全文明の成長は、資源の不足、疫病の蔓まん延えん、汚染の悪化など諸もろ々もろの事情でいつか必ず止まります。この直前で全生命を保護し、一ミリも下る事なく彼らの盛衰を止め、その間に惑星の資源や環境を整え直し、再びリリースする。この繰り返しで環境を気にする事なく思う存分最大消費で永遠に文明の発展上昇を続けてもらう、というのが【冥めい府ふ】の目的であります』

　空中を漂う巨大なクリオネは柔らかそうなボディなのにビシッと直立不動したまま、

『ただし大陸の隆起や沈没、気流や海流及び派生される世界気候、大気の組成、地磁気や自転軸などの変動を含むタスクですので、事前準備を怠れば旧時代に生きる生命体を巻き込む形で大地を耕す事になります。そこで前述の通り、全ての魂の保護作業を挟む必要がありました』

【賢者】は自分の細い顎に手をやって、

「それが死んだ魂をかき集める仕組みへと繫つながっていった、って訳か」

『肉体ごと保護するのは積載スペースや衣食住など生活コストの問題から却下されております。非物質の魂をデータとして保存する事で要求を満たしている訳です』

　つまり、太古のニンゲン達は環境破壊や資源不足から救ってやると一方的に宣言され、救いの主から次々と命を刈り取られていった訳だ。

　ニンゲン側が達観した目でそれを受け入れていた訳ではない事は、巨きよ大だい兵へい器き工こう廠しようの奥底でアビスなんていう別の怪物を作って対抗しようとしていた点からも明らかである。

　彼らは誰よりも進んでいて、彼らは誰よりも救われなかった。

「ぷきー？　ぶーぶーはちょっと頭がこんがらがってきた……」

『馬鹿は黙って聞いていれば良いんですよ』

「……じゅるり」

「ダメだぶーぶー、まだ食べるな」

　まだって何ですかある意味共食いになりますってひいいいい!?　と小刻みに震える巨大クリオネの事情なんぞ知った事ではないので、【賢者】はさっさと先を促す。

『せ、世界に存在する全ての生命体の安全確認が終わらない限り、本作業である再生には移行できません。全大陸、全ぜん島とう嶼しよ部ぶの保護作業は完了しましたが、近年になって人工島であるground' s_nirとその表面に張り付くいくつかの生命体の反応を確認しましたので、全作業を中断し臨時の保護タスクを挟んでいる状態であります』

　破壊ではなく創造。

　旧時代が脱線する前に食い止め、永遠にレールを継ぎ足すための世界の一掃。

「……永遠の燃料投下。いえ、まるでノアの方はこ舟ぶねね」

「ぷきー？　しかくいおふね？？？」

「でもその割には、保護された魂は【冥めい府ふの王】によって隷属を強いられるのよね？　【冥めい府ふの王】っていうのは便利なサービスと嘯うそぶきながら個人情報をごっそりもらっていくような、検索サービスのバケモノみたいな存在だったの？」

『これらの齟そ齬ごについては、【冥めい府ふ】全ぜん体たいを管理制御する【冥めい府ふの王】の体質が強く関わっているものと推測されますサー』

「今度は従順なメイド達がストライキでも起こしたって？」

『【冥めい府ふの王】は確かに現状、巨大海洋生物を軸とした重要存在の王であります。その力は全世界の魂を掌握、支配するほどに大きい。しかし同時にそれは、次の時代を形作る「まで」の仮初の特権に過ぎません。脱線前に行き止まりの先へ新しいレールを継ぎ足してしまえば、【冥めい府ふ】本ほん体たい同どう様ように不要物として忘れ去られる程度の王権神授でしかありません』

「まあ、方はこ舟ぶねの価値が高騰するのは大災害のクライマックスまでの話で、無事に大洪水を乗り越えちゃったら使い道もなくなるしね」

『仮に、自らの不要論の発生を【冥めい府ふの王】が許さなかったとしたら？』

「一度でも手に入れた魂は永遠に手放すつもりがない、仮の住まいではなく終ついの住まいにしてしまいたい、と。……【冥めい府ふの王】のヤツ、色々壮大な話を経たかと思ったら結局最後には預かった金を着服するセコい銀行員に落ち着くのか」

「「？」」

　ぶーぶーとシビュラは互いの顔を見合わせて首をひねるばかりだ。いくら人身豚面や【ロイヤルエルフ】に高い知性があろうが、地球のたとえ話の乱舞にはついていけないらしい。

　結果として、やはり【賢者】とクリオネ型検索エンジンの独壇場になってしまう。

　そして【冥めい府ふ】や【冥めい府ふの王】に関する情報はある程度手に入ったが、実は【賢者】にとって重要なものはそこではない。

「となると、ここには世界や時代を丸ごと一つ構築できるほどの力を持った何かが眠っているという訳ね？　当然、その一部である『生命』に関する技術も」

　実際にどうなったかはさておいて、【冥めい府ふ】はそもそもニンゲンの魂を保護し、世界再生を乗り越えた後に、その魂を別の器に放り込む事で無事に引っ越しを終わらせる存在だった。

　だとすると。

　ぶーぶーの【兵へい輝き】の中に閉じ込めた【イベリコオーク】達の魂を、別の器へ移植する技術にそのまま繫つながるはずなのだが……。

『イエス、サー』

　巨大なクリオネにも似た検索エンジンは即答した。




『それこそが当存在に《一つしかない》、【次じ代だい胚はい】でありますサー』




　常にテクノロジーで世界の歴史を主導してきた【賢者】にも聞き慣れない単語が出てきた。

『【次じ代だい胚はい】はこの【冥めい府ふ】の最重要器官で醸成が進められているマスターピースで、文字通り新たな時代を構築するコアとなる次なる始祖です。現状でも【冥めい府ふ】は段階を踏んで腐敗を進めており、つまり腐葉土に似た肉体の養分化を進行させている訳ですが、最終的には全身の腐敗を完了し【次じ代だい胚はい】へ注ぐ事によって再生作業タスクを終結するようにできています』

「……、」

『タスクを閉じて自己放棄の道へ進み、皆から忘れられる事を良しとしない【冥めい府ふの王】からしても、望む展開ではないでしょう。本来はその都度【冥めい府ふの王】が新たな巨大生物を調達するはずなんですが。【冥めい府ふ】全ぜん体たいの腐敗が滞りがちなのも、【冥めい府ふの王】がそれを食い止めているからです。多くのニンゲンを殺害してそのテクノロジーを盗み、情報配線や骨格補強などで腐りゆく今代の【冥めい府ふ】を延命し、ある種サイボーグ化させる形でね。結果として誰に使われるでもなく、【次じ代だい胚はい】は最深部にて宙ぶらりんの状態を持続しているはずです。当然、【次じ代だい胚はい】そのものを壊してしまえばそれはそれでタスク続行不能と判断され【冥めい府ふ】が活動を止めてしまうため、王も王で結構板挟みなようではありますが』




　　　　　９




　ずる、べちゃり……と。

【冥めい府ふ】の腐りかけた道に、粘質な音が響いていた。

（じだい、はい……）

　針と糸で歪いびつに繫つなぎ合あわせたモノの脳裏に、ぼんやりと情報が浮かぶ。

　勝算は取り戻した。だが確実性はまだ欠ける。

　あと一手。

　勝利を摑つかむために積み重ねるべきは、

（……【次じ代だい胚はい】があれば）
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　目的地が分かってしまえば、ぶーぶーや【賢者】達の行動は早い。

「ここ脊椎から……ほぼ反対側か。【次じ代だい胚はい】とか呼んでるし、やっぱりあの辺になるのかな」

「こほん。少々品性が欠けていますよ【賢者】」

「月に一度のヤツにぶつかったらトンネルが全部溶岩まみれになるのかしら。ああでも、育てている最中なら止まるのか」

「下品」

　瞳を伏せて尖とがった耳の先を赤くするシビュラに、ぶーぶーは訳も分からず首を傾かしげている。

「ああそうそう、サメって卵でも胎生あるんだっけ。だとするとどうなるのかなーっと」

　そうこうしている間にも凄すさまじい破壊音が連続していた。

　移動距離が長引けば亡霊達と遭遇して突発戦闘に入る確率も上がってしまう訳だが、やはり【賢者】やシビュラはお構いなしだ。向かう者全てを絶大な【魔法】や【スキル】で難なく薙なぎ倒たおして先へ進む。彼女達は主に遠距離の飛び道具で猛ラッシュを仕掛けるので、そもそもぶーぶーが得意とする近距離まで亡霊達が踏み込んでくる機会さえない。横殴りの豪雨が全て爆弾にでも変じたかのように、亡霊達は分厚い圧に押されて彼方かなたへ吹き飛ばされていく。

　目的地に近づくにつれて、道幅も狭くなってきた。代わりにあちこちうねり、上下の起伏も激しくなり、そして何よりあちこち頻繁に道と道とが繫つながるようになっていく。

「ぷきー、何だか迷路みたい」

「順路の複雑化って事はそれだけ迷わせ、進んでほしくないって意識の表れかね。よっと」

　場所が長い直線でもなくなると、角からの不意打ちが増えてくる。先ほどまでの飛び道具の連打という訳にもいかなくなってきた。自然と【賢者】とぶーぶーが【兵へい輝き】を振り回して亡霊を薙なぎ倒たおし、代わりに長弓や杖つえに似た得物を持つシビュラが後ろへ下がる事になる。

「ふふっ。ふんふんふふーん」

「ぷきー？」

「いや失礼。何だか久しぶりに長老達と一緒に戦っているような気分にさせられてね」

　亡霊達の軍団はグランズニール島内を蹂じゆう躙りんしかけた存在だが、【賢者】には鼻歌交じりで過去を思い出しながら片手間で処理する程度の難易度らしい。前はベアトリーチェ達と一緒だったとはいえ、つくづくこんな怪物を退けられたものだとぶーぶーはかえって感心してしまう。

「……本当に久しぶり。こんな感覚はずっとなかったなあ」

『がっ、ぼ……!?』

「そう考えればぶーぶーも随分大きくなったものだ。まだまだ長老達と比べると威厳が足りないような気もするけどね」

『ぐげあっ!!　ひい、ひい……がああっ!?』

　やんわりと目元を緩めながら、しかし現実に起きているのは圧倒的な蹂じゆう躙りんだ。

　さらに奥へ進むと白い骨に似た材質の大扉が待っていた。おそらく複雑に入り組んだ順路を通らなくてはならないし、最終的にはどこを通っても行き止まりや強固な鍵で封じられた分厚い門にぶつかるだろうが、【賢者】達は容赦なし。

「これ処女膜じゃないよね？　外に面した門じゃないし」

「たばっ、たしなみを覚えなさい大馬鹿野郎ッッッ!!」

　立ち塞がる扉を丸ごと破壊して先へ踏み出す。すると、わずかな変化があった。

「……亡もう者じや達たちの襲撃がなくなったな？」

「立入禁止扱いかもしれません。【冥めい府ふの王】にとっても【次じ代だい胚はい】は虎の子なのでは？」

「ま、人間の体だって白血球や抗体反応が悪さをする事もあるもんね」

　狭く入り組んでいた迷路のような通路も、再び広く大きなものへと変わっていく。どうやら【賢者】の読み通り、すでに最終防衛ラインを越えてしまったようだった。他と比べて腐敗や出血の少ない道を進んでいくと、やがて一ひと際きわ大きく開けた───そう、奥が全く見えないほどに───広場に似た場所へぶつかった。




　小さな世界がそこにあった。




　広大な空間の中央部分に、透明な立方体が安置されている。大きさは一辺三〇メートルほど。これでもポツンとした印象があるというのだから、広場全体のサイズが窺うかがえる。

　一般的な卵や胚はいと違って球や楕だ円えんではなく、四角。

　曲線ではなく直線の集合による完結。

　それは、自然界には存在しないモノ、という象徴なのだろうか？　そして透明な液体で満たされているであろうその中にあったのは、得体のしれない生物の幼生ではなかった。

　樹きだ。

　力強く根を張り、天に向けて太い幹を伸ばし、無数に分かれた枝々から青々とした葉を生い茂らせる、一本の巨大な樹きが丸々収まっていた。あまりにも大きな水槽のようにも見えるそれを見上げて、【賢者】は腰に片手を当てて感心したように呟つぶやく。

「……最後の最後、ここにきて世界樹が出てくるか。ま、次の時代なんて謳うたっているなら妥当なスケールかもしれないけど」

「ぷきー？」

「生物は海から始まり、陸へ上がって、空を支配するに至った。その全てを貫くのが一本の樹きという記号なんだよ、ぶーぶー。ま、海から直接水を吸う木となるとマングローブっぽくなっちゃうかもしれないけど。でもそう考えれば【冥めい府ふ】というのも分かりやすい。巨大海洋生物でありながら自ら腐っていく事で土壌を、出血と止血を繰り返す事で鉱石を築いていった。樹きを置くための、一面の海から陸を盛り上げる準備を進めていたんだね」

【賢者】はゆっくりと間を空けて、

「そもそも本当に天を貫くほどの樹きをいきなりドカンと置いたら、おそらく星の回転だってブレるはずなんだ。コマに余計な錘おもりをくっつけるようにね。そうやって自転の軸や溶岩の流れを望むようにズラしていく事で大陸の隆起、地磁気の変動、気流や海流の乱れから世界気候全体にも手を伸ばす。自在に枝を伸ばし果実をつけられれば、重量バランスを調整して滑らかに軸をナビゲーションできるのかも。まるでプログラム通りに海や大陸、気流や海流を生み出して世界気候をコントロールするように。確かにこんな大仰な話を考えているなら、事前に全ての命を退避させておく必要はありそうだね。……それにしても、地下資源まで回復させるのはどういう理屈だろ。今まで掘っていなかった海底資源を大陸として隆起させるのか、あるいは果実を大量に落として腐敗させる？　いや、人が立ち入る前に何代か動物や昆虫の生態系を意図的に発生させては滅亡させ、地中で急速に石油へ変えるって可能性もゼロじゃないか」

　陸海空の一角、森を支配するシビュラも、流石さすがにこの樹きを見るのは初めてらしい。

　見上げる少女の耳に、続けて【賢者】の言葉が響く。

「だけど私達は、世界全部なんていらない」

　全大陸、全ぜん島とう嶼しよ部ぶ。世界地図を丸ごと一つ否定するような物言い。

　正しく使えばニンゲン達の文明社会を再び花開かせる事ができたかもしれないが、それを無視して小さなグランズニール一島で完結させてしまう考え方。

「特定の命さえ今すぐ確実に救えればそれで良いいんだ。地軸に手を出して凶悪な地殻変動を引き起こし、世界中の大陸を望むように隆起させて新たな生態系を全部作る必要なんかない。環境の変化がどのような生命体を生み出し進化させるかの仕組みがある。【次じ代だい胚はい】を分解して徹底的に調べ上げ、後はダウンサイジングすれば良い。人間が肺で呼吸して二本足で歩くにはどんな立地が必要だ。【長老】達が大きな牙や鼻を手に入れるには？　あらかじめ区切られた領域へ目的の魂を投じた上で、急速に発達変化する環境から望んだ命が望んだ肉体を持って生まれてくるように仕向ければ。世界全体なんて変動させなくても、小さな実験領域があれば。人工ダイヤと同じでエネルギーを使うから腐肉は消費するけどね。……さあぶーぶー、刈り取りを。元の思惑なんて関係ない、今日まで生き残った勝者が全てをいただくとしましょう？」

　ダーウィンの進化論とは真逆。理想の生体一つを完成させるため、周囲の環境の方を攪かく拌はんする。目的の魂が目的の肉体を取り戻すため、他の全てをガイド用の枠や骨組みとする。

　だが【賢者】が【次じ代だい胚はい】に向けて一歩踏み出すより前に、別の動きがあった。

　頭上の腐った天井が蠢うごめいたのだ。

　そして落ちてきたのは異形の影であった。

　全体なら華きや奢しやなボディラインをさらす人魚に近い。青いウェーブがかった長髪に起伏の乏しい胸元、魚の尾びれにも似た鱗うろこに包まれた下半身。だがそれとは別に二本の細い脚を備え、左右の腕についてもたおやかな少女のそれとは別に、肩口からは巨大なカニのハサミを同居させる四本構造。背中側で大きく蠢うごめくタコに似た頭部は脳髄を同期しているのか。その触腕は少女の胸元や細腕にまで絡からみ付ついている。衣服らしい衣服は存在せず、後ろから覆おおい被かぶさるタコのような触腕と肌に直接張り付く一枚貝の群れ、後はおざなりなボロ布などが絡みついているだけだ。ほっそりとした指にはまった指輪がギラリと溶岩の光を照り返す。
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「ヴィヴィアン……？」

　額に巻貝の一本角を付けた少女を見てシビュラはわずかに口の中で呟つぶやいた後、

「いいえ、所詮は流れ着いた肉の器を再利用しているだけですか」

　そういう形で生まれてきた訳ではないのは明白だった。

　あらゆる海洋生物の長所を寄せ集めたような【冥めい府ふの王】ではあるが、ヤツの持つスペアボディの全てに手を触れた張本人である【賢者】は理解していた。

「歪いびつだね」

『……、』

「一三方式は臓ぞう腑ふを一つ一つより分けて解析を終えたはずなんだけど、その分だとそっちも違和感に気づいたか。ブラックボックスを繫つなぎ合あわせて未知の個体を作り出そうとしているようだけど。でも使い捨てを嫌う【冥めい府ふの王】としては、元来作業タスクを終わらせてしまう【次じ代だい胚はい】は邪魔者だったはず。それでもこいつに執着を見せたって事は……」

『───。……』

「ツギハギだらけのボディでも結局安心は、明確に一三種のレールから外れたっていう手応えは得られなかった。だからもう【次じ代だい胚はい】を使い倒して全く新しい肉の器を用意して、そのツギハギに組み込まないと勝ちの目は見えてこなかった。私達が他者のために行おうとしている事を、自己のために消費しきって。【次じ代だい胚はい】を失えばそれはそれで【冥めい府ふ】全ぜん体たいの作業タスクは閉じてしまうから王でいられなくなるっていうのに。見失っているなあ」

　それ以上はなかった。

　ズンッ!!　という重たい音が響く。細腕と寄り添う無数の触腕の中から出てきたのは、重たい金属の塊だ。長い柄の先から太い鎖を何本も伸ばし、各先端にクレーンにあるような金属フックを取り付けたあまりにも禍まが々まがしい得物。

　モーニングスター。

　キャットオブナインテイル。

　正確な分類は不明だが、長い柄を肩に担かついで複数の殻から物ものを鎖で垂らすその格好には、ある一つの記号性を強く喚起させる説得力が備わっていた。

　つまりは。




　冥めい府ふの主たる者の証。

　死神の持つ大鎌。




　ゴォッッッ!!!!!!　と少女型の【冥めい府ふの王】が勢い良く迫る。死の大鎌が一番近くにいたぶーぶーへ向けて振り回される。最初、反射的に丸太か鉄骨と見み紛まごう巨大な【兵へい輝き】を構えて防ごうとしたぶーぶーだったが、すぐに思い直して真後ろへ跳んだ。

　相手の得物は鎖だ。仮に刀剣や鈍器で受け止めても、鎖は折れ曲がってそのまま突き進んでくる。まともに喰くらったら無数のフックで全身の肉や臓ぞう腑ふを搔かき毟むしられる羽目に陥る。

　地球の人間達の社会では、死神の大鎌は農機具からの連想とされる。戦って奪うのではなく、指定した人間の魂を一方的に刈り取る作業を行うための。海洋生物から出発した【冥めい府ふの王】は穀物の収穫より魚の漁獲、つまり釣り上げるイメージの方が強かったのかもしれない。

　しかもそこで終わらない。

　巻貝の一本角を付けた【冥めい府ふの王】がぶーぶーに嚙かみ付ついた事で、間合いから逃れた【賢者】とシビュラは有利な距離を取る事に成功した。特に長弓や杖つえの意匠を取り込んだシビュラにとっては僥ぎよう倖こう。周辺の残留思念を読み取って己の攻撃に転化させようとして、

（……ッ？　何も、ない？？？　しまっ、立入禁止区域だから人の出入りがッ!?）

　わずかに空いたラグで、【冥めい府ふの王】の左の大ハサミが差し向けられた。

　十分な距離が開いているはずだったが、関係なかった。

　ぶうっ!!　と。

　まるで巨大な風船のように膨らみ、内側から甲殻を破壊して、中身の肉が飛び出す。一転して巨大な手で袋を握り潰すように圧あつ搾さくされていくと、得体のしれない液体がレーザーじみた超高水圧でもって一直線に解き放たれた。

　ゴッッッバッッッ!!!!!!　と。

【賢者】がとっさにシビュラの膝の裏を蹴飛ばして腰を落とさせなければ、その一振りで彼女の首は飛んでいたかもしれない。

　しかもただの水ではない。

　わずかな飛ひ沫まつを浴びただけで肌にピリピリとした痛みが走るのをシビュラは感じ取る。

「酸!?」

「いいや、液化メタンだ！　常温にさらされて気化すると……」

　カチカチカチ、と小さな歯を鳴らすような音があった。

【冥めい府ふの王】がしつこく残っていた甲殻の破片を打ち鳴らしている音だった。

「……軽い火花や静電気で簡単に爆発するッ!?」

　光が炸さく裂れつし、音が消失した。

　シビュラはあくまで残留思念を実体化させるだけで、【魔法】の【属ぞく性せい防ぼう御ぎよ】などで守られる訳ではない。炎と爆圧から逃れるには押し倒した【賢者】が身を挺ていするより他なかった。

　びぢっ、びぢっ、と。

　華きや奢しやな少女の輪郭をした【冥めい府ふの王】は太い太い尻尾のように後ろへ流した人魚の尾びれを左右にゆっくりと振り回しながら、次のアクションへ移る。

　大だい小しよう歪いびつな四本腕の内、肩口から砕けた大ハサミを再び生やし、【冥めい府ふの王】は追撃に入る。

　止める方法は一つ。

　ぶーぶーが突撃して【冥めい府ふの王】へと巨大な【兵へい輝き】を振り下ろす。ベアトリーチェ達を失った前回の戦いで学んだ事もあった。

（……あいつの腕、完全に『壊さなければ』攻撃方法は大きく変わらない!!　千切る事なくへし折ってぶら下げさせるッ!!）

「ぶーっ!!」

　ヤツがそちらの防御に回っている限り、追加の攻撃には移れない。いっそ甲殻の腕ごと胴体を丸ごとへし折る勢いで鈍器を叩たたき込こむが、しかし予想に反してびくともしない。

　ぎちっ、と。

　甲殻の腕にタコの触腕のようなものが巻き付いていた。しかもぬめるような光沢はない。自分から急速に乾燥して身を締める事で、絶大な硬さを実現していたのだ。

　返す一撃で少女の細腕が摑つかむ、無数の鎖を束ねたクレーンフックの大鎌が横よこ薙なぎに振り回される。腹を毟むしられては堪たまらない、ぶーぶーが後ろへ下がると、大きな鼻が違和感を覚えた。

　とっさに息を止めるが、それでも体がくらりと斜めに傾く。

　さて。急激な発酵作用によって空気中の酸素が一気に奪われたのだと、ぶーぶーの頭で理解は追い着いたか。かの者の名は【冥めい府ふの王】、文字通り死の全権を司つかさどる者。生体の腐敗、発酵、酸化、乾燥、蠟ろう化か、原油化など、諸もろ々もろの変化は全てその手に収まっている。

　動きを止めたぶーぶーに対し、さらに勢いをつけて無数の鎖で殴りかかる【冥めい府ふの王】だが、

「体液にガスに……少しははじらいってものがないのかそなたはッ!!」

　横殴りの爆炎がそんな【冥めい府ふの王】を吹き飛ばした。胴体や尻尾に似た人魚の尾びれを丸め、サッカーボールのように地面を何度も飛び跳ね、勢いを逃がしつつ得物の大鎌を構え直す。

「ちえっ、力加減を間違えた」

「ぷきっ!?　まずい、ブイハカイとかいうのするとあいつの大技が来る!!」

　適当に嘯うそぶく赤い鎧よろいの【賢者】の手には、巨大なカニのハサミがあった。いまいち使い方が分からず横へ放り捨てるのと、【冥めい府ふの王】が無言で新たな腕を生やしたのはほぼ同時だった。

　体勢を立て直したぶーぶーと【賢者】が左右から走り込む。

　背に負うタコの頭が急激に膨らんだ。黒い塊のようなものが全方位へ噴き出される。スミだ。慌ててぶーぶーが丸太や鉄骨のような【兵へい輝き】を振り下ろすが、すでに手応えがなかった。敵の五感を奪う策なのだろうが、感覚的には泥水の中に溶けて攪かく拌はんしてしまったように思える。

　しかも、

「ぶーぶー伏せろ!!」

「ぷきっ!?」

　いきなり真横にいた【賢者】がレイピアの鞘さやでぶーぶーの足を払った。勢い良く転ぶぶーぶーと一緒に【賢者】が身を伏せると、開いた射線を通して【ロイヤルエルフ】シビュラが先端に水晶のついた【兵へい輝き】を掲げてスミの塊へ狙いを定める。構え方次第で様々な武器に見える彼女の得物だが、ここ一番の大技では杖つえに頼る傾向が高い。

　シビュラは物品に宿る残留思念を実体化して自身の攻撃に転化させる。

　長らく人の出入りを禁じていたため地形に有用な残留思念はなかったが、切り札はある。

（奥の手というのは実際に消費してしまうと後がなくなるため、心理に良くない重圧をかけてしまうものですが、致し方ありません……!!）

　そもそも、最初から懐ふところに残留思念の保存媒体を忍ばせておけば良いのだ。

　長期間懐ふところで温め過ぎると自分自身の思念まで混ざり合って精度が落ちてしまうため、実は不発や誤作動も多くて非推奨の『お守り』程度のものでしかなかったのだが、具体的に頼らなくてはならない場面がやってきた。

　髪をかき上げるような仕草と共に、今まで長い耳で挟んでいた何かを取り出す。

　シビュラの手の中にあるのは、小指の爪より小さな何か。

　硬く、光沢を失ったモノの正体は直近、ガールズグリルで敵方の人間がシビュラを罠わなにかけるために用意してきた生体部品だ。【冥めい府ふ】襲しゆう撃げきのどさくさで跡地から拾っておいたもので、いっそ人間の【呪術師】辺りに取り入ってこいつを触媒に呪いでもかけられないかと考えていたシビュラだったが、思わぬところで役立つ機会に恵まれた。

　すなわち。

　ベアトリーチェの奥歯。

　人体は命が失われると物品扱いされる。魔王ツェリカの苦悩を知る者なら誰でも分かる、世界の冷たい公式であった。




「【鋼こう流りゆうメタルジェット】、チェック」




　カッッッ!!!!!!　と。

　水晶球が閃せん光こうを放った直後、八本の死の熱線が黒い闇へと突撃した。

　時間差を空けた攻撃は最初の三発が凄すさまじい熱で目め晦くらましのスミを化学変化させ、コロイド状の光学遮蔽ヴェールを拭い去った後に、本命の五発が【冥めい府ふの王】そのものへ襲いかかる。

　先行する二本が鎖とクレーンフックの大鎌へ直撃し、ノックバックで身動きが取れなくなったところで本命の一本が急所へと飛び込み、さらに左右の逃げ道を一つずつ塞いでいく。

　それでも【冥めい府ふの王】は生存に執着した。

　本命から逃れるべく、無理矢理身をひねって回避に移る。当然左右の逃げ道にも熱線は放たれたが、大ハサミの甲殻で抑え込む。構わず装甲ごとぶち抜かれるも、内部を抉えぐる事で軌道がわずかに逸それた。生死がズレる。本当にギリギリのところで、急所のわずか数ミリ横へと。

　少女型の腹の真ん中に指先大の風穴が開き、しかし【冥めい府ふの王】は嗤わらう。

　体はまだ動く。

　そして大振りの一撃の後には必ず体は無防備に流れる。返す一撃でシビュラを粉砕する腹か、【冥めい府ふの王】が複数の殻から物ものを束ねた大鎌を直接投げつけようと勢い良く振りかぶったところで、




「【鋼こう流りゆうメタルジェット】、もうワンセット!!」




　さらなる八発の出処は、ぶーぶーと一緒に伏せていた【賢者】だった。

【経験値】を自由に付け替える事で、あらゆる【魔法】を網羅している存在なのだ。ベアトリーチェにできる事なら彼女にもできる。

　投げつけるはずだった大鎌にその全てがぶつかり、逆に額へ巻貝の一本角を付けた【冥めい府ふの王】の方が大きく後ろへ仰のけ反ぞる。今度は胴体や人魚の尾びれを丸めて逃げられない。バランスが崩れていくのを止められず、そのまま仰向けに転がってしまう。

　やらなければ全員やられる。

　猛然とした勢いで起き上がったのはぶーぶーだった。

　手にしたのは丸太か鉄骨と見み紛まごう巨大な【兵へい輝き】。突き刺すというよりは押し潰すような動きで、その平たい先端を倒れた少女の胸いっぱいに叩たたき込こんでいく。

　鈍い音と共に、何かがひしゃげた。

　やはり、元は誰かの死体だったのか、【冥めい府ふの王】の可か憐れんな唇から赤黒い液体がこぼれる。

　びぢっ、びぢっ、と。

　地面に縫い止められ、太い太い尾のように後ろへ流れる人魚の尾びれだけが左右に揺れる。

　ぶーぶーの顔が同じ苦痛を浴びたように歪ゆがんだが、傍かたわらのシビュラがこう呟つぶやいた。

「……罪の意識に囚とらわれる必要はありません。死してなお部品のように扱われるヴィヴィアン達にとっては救いとなったでしょう」

『く……』

　まるで体内の枷かせや箍たがが直接壊れたかのように、【冥めい府ふの王】の舌が蠢うごめいた。

　初めて、その口から言葉が溢あふれた。

『……これまでか。【次じ代だい胚はい】は貴様達が持っていけ、やはり私には荷が勝ち過ぎる品らしい』

「お前……」

「ぶーぶー、気に留とめるな。間違った事はしていない」

『そうだとも』

　脱落者は仰向けに転がったまま、ぶーぶーの顔を見上げていた。

　この期に及んで、まだかの王は嗤わらっていた。

『そして今度は貴様達の番だ。そちらの女はもちろん、獣の方も見た目ほど愚鈍ではないはずだ。ならばもう気づいている頃だろう。【次じ代だい胚はい】は言うほど便利な代物でもない。どちらが手に入れるかは知らんが、決して双方をくまなく救うようなものではないぞ』

「なん、だって？」

『【次じ代だい胚はい】は巨大な木をベースに自転の軸にすら干渉し大陸の隆起にまで手を伸ばす事で次なる時代を再生させる一品だが、その根幹に種族の壁がある。つまりまず中心に立つべき種を霊長として決定した上で、その種が最も繁栄しやすい時代をデザインしていく。どういう訳か、過去のニンゲンはそれが無条件で自分達の事だと妄信していたようだがな』

「……、」

『つまり、【次じ代だい胚はい】では単一種族しか救済できない。仕組みを解析しようがダウンサイジングしようが特定の個人レベルで救いたいならこの根幹は決して変わらない』

　断言であった。

　最期に、少女の形をした邪悪はニタリと粘質に嗤わらってこう言ったのだ。




『脊椎ゲートウェイを管理させていた自立型海馬を通じ、貴様達の事情はある程度盗み見て把握している。一つの【次じ代だい胚はい】を分解して得られる救済の数式は一種。それぞれで有効な値が違う以上、ベアトリーチェを救いたければ人間を、長老を救いたければ【イベリコオーク】を、どちらかの種を選択するしかない。そういう話に帰結していくんだよ』
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「……、」

「……。」

　沈黙があった。

　ぶーぶーと【賢者】、彼らは共に無言であった。

　もはや【冥めい府ふの王】はいない。永遠に動きを止めた存在からは妨害などありえない。ここには何の作為も罠わなもない。

　ベアトリーチェ達か、【イベリコオーク】集落か。

【次じ代だい胚はい】は一つ、救えるのはどちらか片方。無論、話し合いでどちらを救うか決められるものではない。チャンスは一度、これっきりだ。話し合いで決定できなければ、後はどんな手段に頼る事になるか。誰でも分かる結論だった。

　ある意味、最も公平で客観的な立場にいたのはシビュラだったのかもしれない。




　ゴォッッッ!!!!!!　と。

　だから、彼女はその戦いの始まりを公正に眺める事しかできなかった。




　小細工抜きの真っ向勝負。

　ぶーぶーの丸太か鉄骨に似た巨大な【兵へい輝き】を、【賢者】は細腕で摑つかむレイピア一本で押さえ込む。ギリギリと鍔つば迫ぜり合あいを行い、歯は嚙がみする二人は砲弾のように言葉を叩たたき込こんでいく。

「ぶーぶーにとっても【イベリコオーク】集落復活は悲願だったはずだよ!!　自分を産んでくれた両親、育ててくれた兄弟、遊んでくれた仲間達！　その全てを否定するとでも言うの!?」

「……ぶーぶーにはできない」

「どうしてっ!?」

「どうあっても、こんなぶーぶーと仲良くしてくれたベアトリーチェ達を見捨てる事ができないッッッ!!!!!!」

　泣いていた。

　あれだけの巨きよ軀くが全ての力を注そそぎ込こみながら、宿敵の目の前でボロボロと大粒の涙をこぼしていた。ぶーぶーにだって、簡単にできる選択なはずがなかったのだ。【兵へい輝き】の中に封じ込められたみんなの魂を解放できるなら、それに越した事はないはずだったのだ。

【賢者】はさらに力押しで通す素振りを見せて、不意に剣先を手前に引く。

　力の拮きつ抗こうが崩れたタイミングで、しかし【賢者】は刃よりも【魔法】に頼った。

「【風ふう爆ばくウィンドエクスプロー【空くう刃じんスカイブレード】ショットスト【圧あつ差さハリケーンギャップ】欠けつロストエア】エアロハンマ【雷らい霆ていブリッツアタック】誘ゆうホーミングボム】ッッッ!!!!!!」

　無数の【風力】系【魔法】はほとんど絡からみ合あって一本の巨大な奔流と化していた。だがぶーぶーはわざわざ危険な後ろへは下がらない。受け止めて削り殺される事もない。至近、真正面から【賢者】の横手に向けて転がるように移動し、避けていく。

「ッ!?」

「っ!!」

　再びの激突。

　ぶーぶーと【賢者】の二人は直接的に【兵へい輝き】と【兵へい輝き】を二度三度と激突させていく。

「……ぶーぶーは地獄に落ちる」

　震える声で巨体は呟つぶやいていた。

　それはすぐにでも誘爆するような絶叫に変わっていた。

「辛い事なんていっぱいあった。親兄弟を殺されて住んでいた場所も失って、醜い醜いって言われてみんなに石を投げられて……。そんなの歯を食いしばれば我慢できた、するしかなかった。でも、だけど!!　どうしてもベアトリーチェ達だけは駄目だ!!　ぶっ、ぶーぶ、ぶーぶーは、ひっく、ぶーぶーは諦められないっ、嫌なんだ、もう会えないなんて想像するだけで指先が震えてどうにもならなくなるんだよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　自己を律するルールは完全に破綻。他者を押しのけてでも目的を達するという醜い感情しか残っていない。だけど、【賢者】はその怪物を決して笑わなかった。

　広い世界でそこまで尽くせる相手を自力で見つけたぶーぶーに、敬意すら抱いていた。

「私だって同じだよ、ぶーぶー……」

　それでも手を緩める事はない。あまりにも純粋過ぎるぶーぶーの暴走に対する【賢者】は、全身が昏くらい炎にでも包まれているかのようだった。

「全て納得ずくの死だったとしても、残された者が満足なんてするものか……。もしも長老達を救済できるとしたら、私は悪魔にだって魂を売る。だからぶーぶー、そなたの願いは叶かなわない。私が踏み倒すからだッ!!」

「ぶーぶーはベアトリーチェ達を助ける」

「私は長老達を助ける」




「「だから！　そこをッ!!　どけえッッッ!!!!!!」」




　　　　　12




　どうにもならない『流れ』のようなものを【ストリオーナ】は感じていた。

　良くないものだと分かりつつも、抗あらがう事のできない何かを。

　ゆっくりと息を吐いて。

　そして妖よう精せい達たちの女王は傍かたわらで控える、掌てのひらサイズのモルガンに伝令を頼んだ。

　動ける限りの【ブレイクニュース】達へと。

「攻撃準備。……もうすぐ夜明けだ」
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　激突音が何度も響き渡っていた。

　シビュラはそれを───ぶーぶーと【賢者】の殺し合いを───ただ眺めていた。

　世界の滅亡とはこういう光景なのかもしれないと、そう思っていた。

　善と悪がぶつかるだけなら、片方を駆逐すればよい。悪と悪がぶつかるのならば、薄ら笑いを浮かべて汚い握手でも交わせばよい。だが、善と善が激突した場合は？　そこに正しい答えなんてない。妥協も諦めもできない。だから持ちうる全て、世界そのものさえ竈かまどの中に突っ込んででも互いを貪り合うようにして決着をつけるより他ない。

　彼らは愚かだが優しい。

　しかし同時に単純でもない。

　本当は分かっているはずなのだ。他者を蹴落として望む人を蘇よみがえらせたところで、その先に彼らが思い描いているような明るい笑顔などないのだと。たとえ外の世界がどれだけ輝いたところで、真実を知る自分の方こそがその明るさに耐えられず潰れていくに違いないのだと。

　それでも。

　どうしても。

　溺れる者が藁わらを摑つかむように、彼らは争う事をやめられない。後悔なら後ですると言わんばかりに、目の前の『敵』を叩たたき伏ふせて大切な人の命を取り戻そうとしてしまう。

　鋼と鋼が激突し、絶大な腕力と超絶の【魔法】とが交差する爆音が立て続けに炸さく裂れつしていく。お互いは決して無傷ではいられない、あちらこちらに赤黒い液体が飛び散っていく。

　単純な数値の問題で言えば、何の補助も受けない単独戦闘においてぶーぶーが【賢者】に勝てる道理はない。前回の戦闘は移動範囲の区切られたエレベーターの中で、複数人のカンスト組がいたからこそ成し遂げられた偉業であった。

　にも拘かかわらず、現実にぶーぶーは血まみれになりながらも喰くらいついている。

　計算が合わない。その根拠を想おもいの強さによるものだ、などという安易極まる感情論で説明したところで、おそらく合理と効率を極めたはずの【賢者】は決して笑わないだろう。

　何故なぜなら今、こうして【賢者】が叩たたき折ろうとしている柱こそが、ぶーぶーの掲げている理想であり、要求であり、未来であり、幸福であるからだ。その全てを完全に折らない限り、【イベリコオーク】集落や長老の命を取り戻すという彼女の目的に手は届かないからだ。

【ロイヤルエルフ】シビュラは、どちらの味方にもなれなかった。

「……、」

　それは公正だったのか。

　卑ひ怯きようだったのか、優柔不断だったのか。

　シビュラ当人にも答えは出せなかった。ただ、こうしてどちらを選ぶ事のできない自分自身を美化するのはやめようと、それだけ考えていた。

　しかし、だからこそ、だったのかもしれない。小さな違和感へ真っ先に気づいたのは、当事者のぶーぶーや【賢者】ではなく、傍観者に徹していたシビュラの方だった。

「おや」

　あるべきものが足りない。

　そう、

「……【冥めい府ふの王】は、どこに？」
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　そしてもっと外側から眺めている者達がいた。

　腐敗と再生を繰り返す事で隆起した大地の、岩陰のように盛り上がる遮蔽の裏に身を寄せて。言うまでもないが、古参のオメガに匿かくまわれある程度自由を獲得したベアトリーチェ達の魂だ。

　彼女達も彼女達で、『亡もう者じや達たちの街』で【次じ代だい胚はい】の情報は小耳に挟んでいた。他にあてがあるでもなし、【冥めい府ふの王】が困るならお宝を盗んでやろう程度の気持ちでここへ来たのだが……。

『くそっ、ぶーぶーのヤツ何やっているのよ！　このままじゃ!?』

『よせベアトリーチェ、【兵へい輝き】のない私達が矢面に飛び出しても粉々にされるだけだぞ!!』

　そう、全身包帯にボロ布と拘束具程度の装備しかない今のベアトリーチェには、【魔法】による最低限の筋力補強すら行われていない。下手をするとそこらの野犬に嚙かまれた程度でそのまんま死んでしまうような、か弱い少女達でしかないのだ。そして【冥めい府ふの王】からの監視を逃れている以上、『普通に死んで「回復待ち」からやり直す』といった亡もう者じや達たちの通常プロセスには入れない。そのまんま【冥めい府ふの王】への隷属を強いられる羽目になってしまうからだ。

　しかし、だ。

『なんか……ちょっと見ない間に壮大な話になっていませんかね？』

『【次じ代だい胚はい】とかいうのはわたくし達を復活させるために使うアイテム、だったんですのね』

　両手の親指を拘束されているので、自然と二の腕で大きな胸を押し潰す格好になった角付きフードの裸マントにコウモリビキニ（下だけ）のヴィルデフラウがそんな風に言っていた。

『それを奪い合ってぶーぶーさん達が殺し合っているって訳なんですかあ!?　そっ、そそそそんなの冗談じゃありませんよう!!』

　ふさふさ毛皮で艶なまめかしい地肌を最低限Ｖ字に覆って【人じん狼ろう】モードになった、腕にギプスのフルドラが耳や尻尾をピンと立て、青い顔で叫んでいた。

　自分達の運命を他人の掲げる天てん秤びんに乗せられ、選択次第では復活の機会を取り上げられてそのままさようなら。それが怖いから……ではない。

　続けてふさふさ【人じん狼ろう】でツインテールの少女はこう言い放ったのだ。




『だって、【次じ代だい胚はい】って奥の方にびっちり埋まっているじゃないですかあ!?　あんなたくさんあるのにわざわざ取り合って殺し合うなんて間違っているんですう!!』




　考えてみるべきだったのだ。

　少女型の【冥めい府ふの王】はツギハギした肉体の一部だった、背面のタコの頭からスミの形でコロイド状の光学遮蔽ヴェールをばら撒まいていた。つまり、目に見えるものが景色の全てとは限らない。奥にあるモノを覆い隠す事だってできたのだ。

　それがどれだけ巨大で、港の倉庫街のように建ち並んでいたとしても。

　そして当然【次じ代だい胚はい】は確かに特別なものだ。ground' s_nir=ABYSSのような無機物の兵へい器き工こう廠しようベースでなく、巨きよ大だい海かい洋よう生せい物ぶつ【冥めい府ふ】の中でないと醸成不能な有機構造体でもある。

　しかし、だ。

　一つの胎で一つの胚はいしか作り出せない、などという理屈は人間かそれに近しい構造の生命体にしか当てはまらない。例えば海洋生物の中では最強に属するサメなどであっても、一度の産卵で数十数百の卵を放出するものも存在する。

　とはいえ世界は一つ。いくつも同時に乱立されても困るため、セクションを分けているのだろう。胚はいを作って保存する場所と、実際に育てて次の時代を花開かせる場所。養育セクションに回されたのが、ぶーぶー達が眺めているものなのだ。もしも最初の一つ目で成功すれば他は全て破棄し、一つ目が次代完成に失敗した場合は次の【次じ代だい胚はい】を養育セクションへ引っ張ってくる。それを延々繰り返し、必ずどこかの時点で成功を引き当てるために。

　サメは卵で増えるが、同時に胎内で卵を温める特殊な習性を持つ種もある。

　珍しいものではなかった。

【次じ代だい胚はい】とは一本の樹きではなく、鬱うつ蒼そうと茂る森の事であったのだ。

　計り知れない役割が、高い稀き少しよう性せいを錯覚させた。地軸を丸ごとズラし大陸を隆起させるほど極大の変動を利用し確実に次の時代を作るため、多くの保険が欲しかったのかもしれない。

　だがその事実に、ぶーぶー達は気がついていない。

　ウルトラレアは世界に一枚しかないと思い込んでいる。

『……情報がコントロールされている？』

　眼帯の感触に邪魔されつつ眉をひそめ、足首の鉄球を引きずる【剣つるぎ聖せい女じよ】は推測を話す。

『ぶーぶー達はどうやって【次じ代だい胚はい】に関する情報を手に入れたんだろう。検索エンジンみたいな、ホスト側の意図で表示させる情報に制限を加えられるものでなければ良いんだけど』

　はからずも、それは一つの真理。

【次じ代だい胚はい】が複数存在するという情報を隠した上で検索結果を出してしまえば、閲覧する側は間違った（という言い方が過剰なら、制限された）情報を鵜う吞のみするしかなくなる。

　とはいえ情報慣れしていないぶーぶーはともかくとして、平素の【賢者】であれば引っかかるような手ではない。彼女にとっても未知となる【冥めい府ふ】に関する事だったからか、あるいは【イベリコオーク】集落や長老にまつわる場合だと冷静さを失ってしまうのか。

　青白い人ひと魂だまを漂わせる和風幽霊のフィリニオンは大きな胸の前でわたわた両手を振って、

『とっ、とにかくどうしましょうかね？　ぶーぶーさん達に不毛な戦いを続けてもらうのもアレですし、どっちみち【魔法】絡がらみって事は生きている人に必要な作業をしてもらわないと私達は復活できません。ぶーぶーさんが負けて勝手に私達の命を諦められたら困りますよ!?』

『ですが、わたくし達が最前線に踏み込んだら最初の一言を発する暇もなく余波だけでミンチにされかねませんわよ？』

　両手の親指を縛いましめられているため、自然と左右の二の腕で大きな胸を押し潰す格好になってしまう角付きフードの裸マントにコウモリ水着下だけのヴィルデフラウの意見へさらに付け足すように、両手と首を二枚の板で固定したアルメリナが帽子を気にしながら言う。

『誰にとっても都合の良いい仮説っていうのは、何かと胡う散さん臭くさくも聞こえるからな。とりあえず全員倒してから確かめてみれば良い、みたいな考えをされても困るし』

『主任、つまりぶーぶーさんと【賢者】が自分から自発的に周辺探索を始めるように仕向ければ良いって訳なんですかあ？』

『そうだけど、具体的にどうやるんだよ。一番分かりやすいお宝はすぐ目の前にあるんだ、一瞬だって目を逸そらしてくれる事はないだろ。特に【賢者】にとっては私達の言葉なんて敵の誘惑そのものに聞こえるだろうしな』

　ベアトリーチェは細い顎に手をやって、しばし考えた。

　頭に血が上ったぶーぶーと【賢者】が目の前にある分かりやすい目的から目を離し、改めて冷静に周囲を観察するように仕向けるためには何が必要か。

（……実際問題、目の前にぶら下がっている【次じ代だい胚はい】がどうなろうが知った事ではないのよね。あれを【賢者】が使い潰してしまっても構わないし、戦闘の余波で壊れてしまっても問題ない。だって奥には同じものがわんさかあるんだから。となると、問題の核はそこじゃない）

　自分の眼帯を人差し指でつつき、そして彼女はこう言い放った。

　中心にモノがあるというのはしっくりこない。

　やはりヒトで語るべきだ。

『……ぶーぶーと【賢者】なんだけどさ』

『え、ええ。それがどうかしたんですか、ベアトリーチェ』

『どっちか片方をぶっ飛ばそう。二人が対立しているから争い合っているんだもの、片方だけになってしまえば自動的に戦闘は止まるはず』

『アンタ時々ほんとに最低になりますよね!?』

　必ずしもぶーぶーに肩入れして【賢者】をやっつけよう、と言わない辺りがポイントである。

　むしろベアトリーチェ達がぶーぶーに肩入れしても事態は何も変わらない。敵対する【賢者】からすれば妥当な配置だし、【兵へい輝き】を持たず【魔法】によって補強されていない今のベアトリーチェ達は軽く肩がぶつかっただけで全身が粉々に吹き飛ばされかねないほど脆ぜい弱じやくだ。ぶーぶーを支援したところで大した働きはできないだろう。

　最大の衝撃を与え。

　場の空気を氷のように凝結させるほどの、圧倒的なインパクトを叩たたき込こむために何が必要か。

　安易な方向に歯車を回し、延々と闘争を続ける二人を一瞬でも食い止め、冷静に思考を働かせる『隙』を作るには何をすれば良いか。

　結論は一つしかなかった。

『……やっぱりぶーぶーにデカいのを一発当てるしかないか』

『ぶーぶーほんとに大泣きするかもしれんぞ……』

　アルメリナが呆あきれたように言うが、決定は覆くつがえらない。

　この土ど壇たん場ばで最も信頼を置くベアトリーチェ達から本気の一撃を喰くらえば、間違いなくぶーぶーは動転する。対する【賢者】もまさか眼帯のベアトリーチェが味方につくとは思うまい。予想外の一撃を観察し、どんな意図があるか勘繰るくらいの思考能力は備えているはずだ。そこを呼び水にして周囲を改めて観察させ、【次じ代だい胚はい】の真実に思い至るように仕向ければ良い。

『でっ、でもですよう、どっちみち今の私達は【魔法】が使えない訳でしてえ。か弱い女の子のグーで叩たたいた程度でぶーぶーさんがびっくりするとは思えませんけどお？』

『『『『お前は中身男だろネカマ野郎』』』』

『こ、こっちにいる時は【錬れん金きんチアリーダー】のフルドラちゃんですう……』

　そして性別がどっちだろうが涙目のギプス少女（？）フルドラの出した問題はなくならない。生身の人間程度の腕力でポカポカ叩たたいても無駄なのだ。迂う闊かつに近づいただけでぶーぶーに攻撃の意思はなくともダンプの内輪差に巻き込まれるようにベアトリーチェ達は粉砕されかねない。

【魔法】を頼らずにぶーぶーや【賢者】に追い着くためのテクノロジーが別にいる。

　心当たりは一つしかなかった。

『【冥めい府ふの王】は分類的にはニンゲンなんかと同じで太古の存在だから、アビスみたいに近現代の【魔法】を使っている訳ではないのよね』

『それがどうかしましたの？』

『……じゃああそこに転がっている、複数の鎖とクレーンフックでできた大鎌。詳しい材質や製法なんか知らないけど、あれをぶん回せばぶーぶーにも有効打を与えられるのかしら』
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　限界は近い。

　ぶーぶーと【賢者】が何度も何度も激突する轟ごう音おんと震動の中、包帯にボロ布のベアトリーチェも仲間の少女達と一緒に動き出した。

　狙うは【冥めい府ふの王】が手にしていた、今は蠢うごめく大地の上に置かれた複数の鎖とクレーンフックでできた大鎌。敢あえてベアトリーチェの手で最愛のぶーぶーを叩たたく事で、ぶーぶーと【賢者】、双方の心理に強烈な衝撃を与えて戦闘の手を止めさせるために。

　が、

「っ」

　不運だったのは、同時期、【ロイヤルエルフ】のシビュラがこの場から消えた【冥めい府ふの王】を捜すため、辺りを見渡していた事だった。

「そこっ」

　そして彼女の長弓が引かれた直後、ベアトリーチェの心臓がわずかに縮んだ。

（まずいっ。避ける、逃げる、って思うと……!?）

　ずんっ!!　と足首の鉄球が重さを増す。

　そして光の一撃が炸さく裂れつして地面の大鎌へぶち当たった。あと少しのところでベアトリーチェの伸ばした指先は届かず、クレーンフックの大鎌は弾はじかれて遠くへと転がっていく。

　もしもベアトリーチェの足首の鉄球に変化がなければ、いいやそもそも【兵へい輝き】によって身体強化が施されていれば、シビュラの一撃よりも早く得物をかっさらっていただろう。

　しかし結果は結果。

　さらに横よこ槍やりによってぶーぶーと【賢者】の警戒の網が反応した。彼らは戦場に新たな影が紛れ込んでいる事を察知する。

　赤い鎧よろいにミニスカート、全力全開の【賢者】が奥歯を嚙かみ締しめて、吼ほえる。

「そなた達も……邪魔するかァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」

　咆ほう哮こうと共に、極悪なまでの【火力】系【魔法】が互いに絡からみ付つきながら怒ど涛とうの奔流と化してベアトリーチェへと雪崩なだれ込こんだ。やはり、ここにきての炎。平素の彼女であれば【耐性防御】によってかすり傷一つつかなかっただろうが、丸腰では致命的だ。

　両目を見開く【剣つるぎ聖せい女じよ】を、横から別の誰かが突き飛ばした。

『まったく……世話が焼けますわ、っね!!』

『……ヴィルデ、フラ……ッッッ!!!???』

　どうする事もできなかった。

　宙に浮かぶベアトリーチェは眼帯に邪魔された視界の中でも、青い巻き髪の頭を角付きフードで覆った少女がわずかに笑っているのを確かに見た。




　とすっ、と。




　いっそ呆あつ気けないほど軽い音。

　直後に灼しやく熱ねつした何かが突き刺さり、青い少女の輪郭が失われ、一瞬淡く発光したかと思ったら水晶のように砕け散った。キラキラと瞬またたく光の名残なごりだけを置いて、その姿が消えていく。

　あらゆる音が消えた。

　目の前で起きた事の意味を考えられなかった。

【人じん狼ろう】モードでＶ字毛皮のフルドラだけがぺたりと耳を倒して、

『いやいやここは説明義務あると思いますけどつまり私とヴィルデフラウさんはうっかり全身エリンギっぽいヤツにまみれてぶっ倒れてしまいましてね仕方がないから彼女の極低温氷点下二七三度の棺で冷凍処理してもらって極低温殺菌消毒処理を進めている最中でしてつまり死んでいるようで死んでいないというか生きているようで生きていないというかああそうだ仮死状態ってヤツですか処置が終わって肉体の安全が取り戻されれば自動解凍される仕組みになっているからそろそろじゃないかなー時間的にはあふん☆』

『フルドラぁ!?』

　続けざまにもう一発。

　ヴィルデフラウと同じようにやたらキラキラしながら消えていくが……そうだ、冷静になってみると妙だ。グランズニール島内で撃破したオメガやアルファゼロはあんな盛り盛りでドラマチックに消失していっただろうか？

（そっ、そうか……。チェスじゃなくて将棋、今肉体が生きているのか死んでいるのかで生者と亡もう者じやの所属を入れ替えられるのか。ヴィルデフラウとフルドラは良いいタイミングで仮死状態だった肉体を蘇そ生せいさせる事で、魂を肉体の方へ瞬間移動させた、と）

「……なるほど」

　と。

　同じ答えに辿たどり着ついたのか、【賢者】の顔に暗い笑みが浮かんでいた。

「仮死の肉体を再び動かせば、邪魔者達は自動的に肉体の方へ戻っていくのか。ならば……ベアトリーチェ、冷凍を解いてそなた達をまとめて破損済みの肉体側へ召喚してしまう事もできるはず。まあ戻った直後に致命傷を思い出して死んでしまうだろうがなあ!!」

『げげっ!?　私達のカラダってそんな風に管理されていたんですか!?』

　コルセットの上に大きな胸を乗っけたメガネの和風幽霊フィリニオンがデフォルメ顔の人魂達と一緒に青い顔になったが、実際には【賢者】は次のアクションへ移れなかった。

　轟ごう!!　と。

　周囲の空気ごと巻き込み、ぶーぶーが全体重を乗せ【賢者】へ思い切り突っ込んだからだ。

「っ、の、ぶーぶー!!」

【賢者】も【賢者】でツギハギだらけのレイピアを振るうが、もはやぶーぶーには戦術などなかった。丸太か鉄骨と見み紛まごう【兵へい輝き】などで拘こう泥でいしようとは考えない。

　もっと確実に。

　絶対に、ベアトリーチェ達の魂を守り抜くために。

　水っぽい音が炸さく裂れつした。ぶーぶーは敢あえて【賢者】のツギハギレイピアから逃げず、むしろ自分の肩口で受け止めていたのだ。分厚い皮膚と筋肉の中へと細い刃が埋まっていく。真っ赤な液体が溢あふれる。だがぶーぶーは悲鳴一つ上げない。一層の力を加えて筋肉だけでレイピアを傷口の中で押さえ込むと、さらに自ら前へ踏み込む。

【耐性防御】がどうのという話ではない。単純にグリップを握る手首への圧が加わり、弾はじかれるように【兵へい輝き】が【賢者】の手からもぎ取られる。

「なっ!?」

【賢者】は理不尽に声を荒げる事すらできなかった。

　そのままダンプカーのような勢いでぶーぶーは肩口から【賢者】の全身へ体当たりを敢行する。いかに最強を超える存在といえど【兵へい輝き】から手を離してしまえば命令は送れない、【打撃耐性】の強化でしのぐ事も忘れ、【賢者】の華きや奢しやな体が冗談のように吹き飛ばされていく。

　ぶーぶーは己の肩にツギハギレイピアを残したまま、

「ぷっ、ぷき……。ベアトリーチェ……」

　その手で守り抜いた大切な人の方を振り返って、彼はぎょっと全身を強こわ張ばらせたようだった。眼帯に全身包帯のベアトリーチェの動きは止まらず、そのまま地面に転がっていたクレーンフックの大鎌へ手を伸ばしていたからだ。

　鉄骨のように重たいそれは、何の【パラメータ】補整もされていない今のベアトリーチェの細腕では、当然ながら竹刀や木刀のように片手一本で軽々と振り回せるものではない。だが関係ない。歯を食いしばってギリギリと持ち上げられるなら、まだやりようはある。

『ぶーぶーも……』

　ぐるん、とその全身が回る。

　重く、威圧を伴う鈍い風は、回を重ねる事で速度と勢いを得る。

　投とう擲てきフォームはボールや槍やり投なげというより、ハンマー投げに近かったかもしれない。

『……目を、覚ませェェェえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええっっっ!!!!!!』

[image: ]

　最後の凶器が、回転しながら宙を舞う。

　全長四メートル弱、あまりにも巨大な人身豚面。

　標的はあまりにも大きく、誰が狙ったとしても外す事はなかっただろう。

「あっ」

　さしものぶーぶーとて、反応が遅れたようだった。

　複数の太い鎖が躍る。その先端に取り付けられた重たいクレーンフックの先端が、横殴りにぶーぶーの頰を巻き込んでいく。本来の持ち主の【冥めい府ふの王】ではなく、所詮は生身の少女の細腕だ。大した威力は出なかっただろうが、それにしたってぶーぶーにとっては全力で背中を預けていた相手から不意に横よこっ面つらを引っ叩ぱたかれたようなものだろう。

　前のめりの闘争本能に支配されている間は痛覚や恐怖さえ麻ま痺ひするものだが、反面、実は意外なほど容易たやすく緊張の糸が切れてしまう事がある。

　想定外の衝撃。

　両軍睨にらみ合あう戦争の真っ最中でも、大きな災害が起きれば手を取り合う事もあるように。

「ぷきっ、ぷきい、べあとりーちぇ……」

『どう、ぶーぶー。勝手に人様の未来を背負って殺し合いを繰り広げてくれたようだけど、横よこっ面つらを叩たたかれていい加減に頭は冷えたかな。誰が、そんなのを、望んだ？　改めて、周りの世界を眺めてみる余裕はできた？』

「……ぷきィィィいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!!!!!」

『何でこんな事をしたか、後にどんな勝算はあるのか。落ち着いたら教えてあげる。大丈夫、悪いようにはならないから』

　混乱を極め、子供のように泣なき喚わめくぶーぶーの至近で、あれだけの暴挙に出たはずのベアトリーチェはそう笑いかけた。

　だが、まだ終わっていない。【冥めい府ふの王】はどこへ消えた。

『まずいぞ、やっぱりあいついなくなってやがる！』

『ま、【冥めい府ふの王】が本気出すと周りの亡もう霊じや達たちは形を失ってやり直しコースらしいから、私達にとってはラッキーだったかもしれないけど』

『どこがですかッ!?　え、ええと、【次じ代だい胚はい】に頼る事もないし、フルドラさんやヴィルデフラウさんは一足先に仮死から復活しているから次の肉体の素材にはできませんよね。ああもう結論出すの嫌過ぎますけどやっぱり私達の肉体が付け狙われてはいませんかね!?　今ここにいないって事は氷の棺を叩き割って完全に殺してから乗っ取るつもりかもですよお!!』

　とはいえ、ベアトリーチェ達にできる事は少ない。

　すでに明かされた通り、【冥めい府ふの王】が全力全開の力を振り絞ると、それだけで周囲の亡もう者じや達たちは形を維持できなくなる。【兵へい輝き】の補助を受ける受けない以前の話として、今のベアトリーチェ達では近づく事もままならないのだ。

　しかし、包帯にボロ布の少女の脳裏にあったのはそこではなかった。

　もっと気になる事があったのだ。

『ちょっと待って。ぶーぶーは？』

　分かったとしても、どうにもならない。

　彼女達の頭の中にある推測が確かなら、やはり近づく事はできない。

『ぶーぶーのヤツ、一人で決着をつけに行ったの!?』
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　不気味に湿った音が暗闇に響いていた。

　額に巻貝の一本角を付けた【冥めい府ふの王】だ。

　中核となる青い髪の少女は不規則に脈動する肉の壁に手をついて、ふらつきながらも明確に目的地を見据えて歩き続けている。

　びぢっ、びぢっ、と。

　無数の鱗うろこに覆われた人魚の尾びれが、少女の腰の後ろ辺りで左右に力なく揺れていた。

　元より死した肉の器をいくつも繫つなぎ合あわせて駆動体として取り扱っていただけだ。今さら臓ぞう腑ふや骨格がひしゃげたところで、一つ一つの肉体になど大した執着もない。

（……解析済みの肉をいくら組み合わせても、所詮敵の掌てのひらから逃れる事は敵かなわなかったか）

　咳せき込こむたびに赤黒い液体が足元に散らばる。

　痛い、苦しい、などという感覚がどれだけ爆発しようがそれは仮初の器の問題だ。それでも恐怖という感情は別。得体のしれない触手のようにかの存在の胸の中心を縛り上げていく。

（だが、まだだ）

　ほとんど残骸のような己の体を引きずって、【冥めい府ふの王】はもがき続ける。

（私が私のために用意した肉の器。それ以外の新鮮な肉を使えば、ヤツらの方程式の外へと逃れ、勝利を摑つかむ事ができる……）

　思い浮かぶのは一つしかなかった。

　そもそも【冥めい府ふの王】の管理外の亡もう者じやが存在する事自体が業ごう腹はらではあるが、あの少女達の亡霊が漂っているという事は、その出処となる肉体が無防備に転がっていないとおかしい。

　冷凍保存で中ちゆう途と半はん端ぱな位置に留まっているためすぐさま乗り換える事はできなかったが、何の事はない。この手で容器を壊して保存を破り、新鮮な死体で確定させてしまえば良い。

『おお……』

　そして、見つけた。

【冥めい府ふ】の血肉が勝手に腐り落ちて出来上がった無数の空洞の一つ、もはや管理者の【冥めい府ふの王】さえ把握のできていないその小部屋に、常温でも決して融とけない氷の棺が三つ並べられていた。ヤツらの話が正しければ、いずれも【賢者】の【魔法】によって支えられた保存容器だ。

【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェ。

【白しろ魔ま女じよ】フィリニオン。

【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナ。

『おお、おお、おお!!』

　久方ぶりの歓喜の声があった。

【冥めい府ふの王】が自らのために用意していた一三方式の肉の器は、その内外全てを【賢者】の手で微に入り細に入り調査され尽くしたため、長所も短所も暴かれてしまった。既知の部品を組み替えてもあらかじめ決められた結果は変わらず、盤をひっくり返す事は敵かなわなかった。

　だが、これらを使えば。

　都合三人分の肉の塊。これらをバラバラに分解し、繫つなぎ合あわせ、新たなる肉の器を作って『着せ替え』を済ませれば、方程式は崩れる。【賢者】の知らない数値を埋め込む事で予測から外れた結果を導き出し、ヤツらを打倒する事も難しくなくなるはずだ。

　血を吐いて氷の棺の一つに寄りかかり、表面へ頰ずりするような格好で【冥めい府ふの王】は笑う。




　このためのハッタリだった。

　敵同士で勝手にいがみ合う間に、この新鮮な肉の器に『着せ替え』を終わらせてしまえば。




　ひんやりとした透明な箱の中で眠るように息を引き取っているのは、ベアトリーチェ。こんな棺など何の防護にもならない。掘り返し、墓を暴いて、新鮮な死者を己の力へ変えてみせる。

『ふふっ』

　まるで最初の最初から。

　こうするために天が遣わしたような、輝ける死体であった。

　死は、この上なくしつこい。結局は誰も逃れる事は叶かなわない。

　かつてのニンゲン達が、誰よりも高度な文明を築いておきながら、結局はその業こそが【冥めい府ふの王】に勝利をもたらしたのと同じように。

『あははっ、ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!!!!!』

　だが、その爆発したような笑みも長くは続かなかった。

　巻貝の一本角を付けた【冥めい府ふの王】の真後ろから、一つの音が響き渡ったからだ。




　ずんっっっ!!!!!!　という。

　あまりにも大きく、重たい、この上なく生命力を感じさせる足音が。




『……、』

【冥めい府ふの王】は氷の棺に寄りかかったまま、ゆっくりと、そうゆっくりと、後ろを振り返った。

　その先に、死神がいた。

　あらゆる死の全権を司つかさどる【冥めい府ふの王】にすら終しゆう焉えんを与える存在が、丸太や鉄骨と見み紛まごう巨大な【兵へい輝き】を肩に担かついでこちらへ近づいてくるところだった。

『わたっ……』

　思わず言葉が出る。

　いいや、口をこじ開けられる。

　その圧によって。

『私は、世界を再生する存在だった』

　息が荒い。

　しかしそれは、脆ぜい弱じやくな肉の器の潰れた肺だけが原因ではないはずだ。

『だけど私には次代を作る「まで」しか存在を許されなかった！　作業を終えた次の時代に居場所はなかった!!　私だけだ、私だけがっ!!　何より全ての功績を積んで皆を救った私だけが、私ばかりが皆の輪に入れず朽ちて忘れられ死んでいく……!!!!!!』

「お前、寂しかったのか」

　死神は一度だけ尋ねた。

　その瞳を細め、生意気にも神妙な口振りで。

「お前と一緒に誰かが寄り添えば、こんな事には走らなかったのか？」

『……笑わせるなよ』

　いくつかの選択はあったかもしれない。

　中には賢明に時間を引き延ばし、次のチャンスに繫つなげるものもあったのかもしれない。

　だが吐き捨てるように言葉を放っていた。どれだけ歪ゆがんでいようが、最大級の暴君であろうとも。かの存在もまた【冥めい府ふの王】と呼ばれ、そう振る舞ってきたのだ。

『私は救いの主だ、私が全てを救うのだ！　故に皆は救われる義務、強制力が発生する!!　魂を捧ささげよ、ならば平等に管理してくれる。全ては死の全権を司つかさどるの王の名の下にッ!!』

「……、」

『傅かしずけ、傅かしずけ、傅かしずけ!!　王なき統治など所詮は無益。個々が無秩序に幸福を求めた結果の騒乱、無様に生き残った貴様も片へん鱗りん程度分かるはず……。私は次の時代など作らん、生きとし生きる者に世界など返さない!!　何故なぜなら、死もまた！　一つの秩序だからだァ!!!!!!』




　それ以上はなかった。

　死神の大きな肩から、わずかに【兵へい輝き】が浮いた。




　殺してしまおうと、ぶーぶーはそう思った。怒りが振り切れていた。

　食べるために殺す、生きるために命を奪う。そんなルールなんてもはやどうでも良いいと。ベアトリーチェ、フィリニオン、アルメリナ。彼女達を守れるなら何でも構わないと。

　本当に、誰からも石を投げられるべき血みどろの怪物になってやる。

　でも。

　だけど。

　どうしても最後の最後のその時に、ぶーぶーはある少女の顔を思い浮かべてしまった。土ど壇たん場ばで彼女の生の声を聞いてしまったのが大きかったのかもしれなかった。

　……もう一度再会した時に、互いにガッカリする事のない存在になろう。

　そう約束したはずだった。

　今ここで思い出すべき事ではないかもしれなかった。

　だけど、ずきりと叩たたかれた頰が痛みをぶり返す。薄っぺらな笑顔で適当に頷うなずいて人が崖に向かうのを見送るだけでない、体を張って暴走を食い止めてくれる大切な人達が確かにいるのだ。

　せっかく止めてもらったのに、また踏み越えるのか。

　身を挺ていして汚れから守ってくれたのに、台無しにしてしまうのか。

　ぶるぶる、と。

　振り上げた【兵へい輝き】をどうしても動かせないぶーぶーのお腹なかで、水っぽい音が炸さく裂れつした。

「がっ!?」

『……まだだ……』

　真正面からの一撃。すでに潰れかけた少女の形の【冥めい府ふの王】が、その指先を弾いて何かを高速で発射していたのだ。小さな巻貝でできた弾丸が、キリのように身をひねりながらぶーぶーの分厚い脂肪と筋肉の装甲を突き破り、食い込んできたのである。

　丸太か鉄骨のように太い【兵へい輝き】を杖つえのようにし、かろうじて倒れるのを防ぐぶーぶーに、額から一本角を伸ばすかの王は邪悪に嗤わらった。

『こんなところでは終わらせん。氷の中にいる素体もそう、今ここで倒れる貴様もそう！　全てをツギハギで繫つなぎ合あわせ、改めて新しい最強の形に縫い合わせてくれる……!!』

　その時だった。

　一つの声があった。




「ここまで良く頑張りましたね、森で生まれた子の一人よ。ですがこれ以上、あなたが殺しの罪により魂と尊厳をすり減らす必要はありません」




　いっそ静せい謐ひつ。

　その声の響きと共に場の空気を一変させる鈴の音のような一言。

「……シビュラ……？」

「悪なる者を倒すのに新たな罪など不要。悪はただその業によって倒れるのが世の習わしです。【冥めい府ふの王】よ、曲がりなりにも王を名乗るのなら民に示しなさい。末路も含めて自らの正しき生き方によって皆がすがるべき道理を」

『ぶざ、げぶなよ……』

　血の塊を吐き、少女の形をした何かが氷の棺の一つに寄りかかりながら、血走った瞳で【ロイヤルエルフ】を睨にらみ返した。いかに距離が近かろうが、氷を割るまで着せ替えはできない。

『与えられた王座に腰掛けるだけのお人形が。たかが人工島の表面にこびりついた苔こけの支配者如ごときが、あらゆる大陸の死の全権を司つかさどる私と同列に語るなどと』

「……同列などと思った試しはありませんよ、見下げ果てた凶賊が。【ロイヤルエルフ】シビュラ、参ります」

　告げながら、ぶーぶーの見ている前でシビュラは【兵へい輝き】を構えた。見ようによっては弓にも杖つえにも思えるその得物が輝いた時、すでに決定的な結果が生じていた。

【ロイヤルエルフ】はモノに宿る残留思念を実体化し、必殺の一撃とする。

　そしてどれだけ生々しくて動いても、死体はモノだ。

　よって。

　シビュラが今この時呼び出した『必殺』の正体とは、

『なっ、あ……？』

【冥めい府ふの王】から初めて本気の戸惑いの声が出た。華きや奢しやな少女を軸に数々の海洋生物をツギハギした人魚の最終進化系のような王の細腕が……本人の意思と無関係にギチギチと蠢うごめき始める。

「……『これ』を捉えるまでが大変でしたが、まあ、騙だまし絵えのようなものですね。動いていようが止まっていようが死体はヒトではなくモノである。ベアトリーチェの奥歯を使ったのと同じだと思えば、後はもう勝手にやるべき事が雪崩なだれ込こんでくれましたよ」

　いいや。

　この場合『本人』とは、果たしてどちらが名乗るべきなのか。明らかにシビュラは別の誰かに向けて柔らかい声を放っていた。

「出なさいヴィヴィアン。これは森を統すべる者から潮を統すべる者への手向けです」

『待て、これは私のものだ！　次に乗り換えるまでは私の身体だ!!』

「ですが今やモノであり、かつては別の人だったはずのモノ。そして私はこう言いましたよね。悪なる者を倒すのに新たな罪など不要。悪はただその業によって倒れるのが世の習わしだと」

　それ以上は何もなかった。

（お、おおお）

　その少女は───そう、明らかに巻貝の一本角を付けた【冥めい府ふの王】とは違う誰かは───ぶーぶー達が見た事もないにこやかな笑みを浮かべていた。

　すでに存在しない誰かはこちらに向けて一礼した後、

（うォォォあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッッ!?）




　凶賊には断末魔の叫びすら許さず。

『彼女』はヘルメットでも脱ぐように両手の掌てのひらで己の顔を挟み込むと、そのままゆっくりと頭蓋骨と脳髄を圧あつ搾さくしていく。自分の体から始まった全ての顚てん末まつに決着をつけるために。

　乗り換える候補が一つもなければ、【冥めい府ふの王】はその存在を維持できない。

　自分の肉体をどう扱おうが、それは自分の勝手だと言わんばかりであった。













　　　終　章







「ううー、ぶるぶるぶる」

「自分の口で変な音を立てないでくださいませ」

「だってものすごくカラダが冷えるんですよう。何で自分が生きているのか不思議でえ……」

「極低温で全身を蝕むしばむカビや胞子を殺し尽くすためには仕方がないでしょう？」

　そんな風に言い合いながら、ヴィルデフラウとフルドラはもはや見慣れた道を走る。先ほどまでの裸マントなんだか全裸毛皮なんだか判然としない亡霊モードと違い、【兵へい輝き】や【パーセンテージ】系の装甲、装束に彩いろどられた格好だ。彼女達は魂を肉体に戻し、冷凍保存を解除してカムバックしたのである。走って体を温め直すとプラスに考え【冥めい府ふ】の最深部へ向かうと、

「おっと、主任達もクライマックスって感じですねえ」

「……てか、一足先に元に戻ると改めて恥ずかしい格好してたんだなあって思いますわよね」

「アンタの場合は元も子もないような気もしますけどお」

　ベアトリーチェ、フィリニオン、アルメリナの三人の輪郭が淡い輝きを放っていた。【次じ代だい胚はい】に干渉できるのは唯一【兵へい輝き】を万全で扱える【賢者】……なので、誤解も解けたらしい。

　人間と【イベリコオーク】は、両方救える。

　その魂に肉体を授け、生ある者として再び自由を与えられる。

「そう何度もできる事じゃない」

【賢者】はこちらを振り返らずに言った。

「【次じ代だい胚はい】自体は数があっても、こいつは【冥めい府ふ】の血肉から栄養を吸って起動するからな。まともに使えば【冥めい府ふ】自じ体たいが崩壊するだろう。チャンスは限られているから無駄にはできない。だからあまり話しかけるな、気が散る」

　ようやっと全てが終わるのだ。【冥めい府ふ】で暴れる半はん端ぱな亡もう者じやの状態から解放されるのだ。周辺の環境を操作して数値通りに理想の生体の発生を促す、という相当手の込んだやり方だが、そもそも島の周りは世界丸ごと全部水没しているのだ。実験領域を細かく区切って遠慮する必要はないし、何なら新しい大陸を浮上させても構わないのではないか。

「ぷきー……ぶーぶーはすごく心配した」

『あはは、今回ばかりは申し開きできないなあ。ぶーぶー』

「笑いごとじゃない訳!!　ぶー、いきなり死ぬとかありえないから!!」

　迫りくるぶーぶーの圧を両手で押し留とどめながら、ベアトリーチェはふと思う。

　これだけの【次じ代だい胚はい】が揃そろっているという事は、救済の範囲はどれくらい広がるのだろう。【サウザンドドラゴン】の生いけ贄にえにされてきた【妖よう精せい】達たちも復活するのだろうか。【エルキアド】はちょっと困るような、そもそも旧時代のニンゲン達は？　【冥めい府ふの王】の一件が終わってもまだまだ楽はできないようだ。そんな風に彼女は考えていた。

　が、【賢者】はどこか棘とげのある声でこう言い放った。

「そのニヤつく顔を何とかして。気が散る」

『ああん？』

　思わず嚙かみ付つこうとしたベアトリーチェだったが、そこでふと気づいた。

【賢者】は何やらイラついている。

　まるでままならない現実に憤いきどおりでも覚えているかのように。







　夜明け前の海の上では、全長一〇〇〇メートルの黒い竜が浮島のように漂っていた。

　巨体の上に乗り、遠くにある【冥めい府ふ】を眺めているのは【召しよう喚かん狩人かりゆうど】のグルアガッハと【ノーブルダンサー】のルサールカだ。

　その内のグルアガッハがピクンと顔を上げた。

「お姉様？」

「……ルサールカ、すみませんが支援を」

　ゆっくりと立ち上がった【召しよう喚かん狩人かりゆうど】は、アーチェリーに似た弓を構える。その矢に封入するのは契約者の魂。すなわち、魔王ツェリカ。そもそもツェリカの方から要望だった。

　矢を一本射る。

　放物線を描いて夜明け前の暗い空を突っ切っていった白い閃せん光こうは、ルサールカの【風力】系支援を受けて本来ならありえないくらいの長距離を正確に飛んでいき……。







　最さい期ごの場所をどこにしようかと考えて、何も浮かばない事に苦笑しながら、オメガは外の空気を吸いに【冥めい府ふ】の上じよう面めんまで昇っていた。

　彼の足元に、白い閃せん光こうが落ちた。光り輝く矢は角と翼を持つ妖よう艶えんな魔王へと変じていく。

『済んだよ』

『そうですか……』

　気軽な男の言葉に対し、女は言いい淀よどむように言葉を濁していた。

『ベアトリーチェさん達はご存知なのですか？』

『知ろうが知るまいが作戦成功率は変わらん。ならば知る必要はねえだろう』

　もしも二つを並べて見れば、違いは鮮明に分かっただろう。

　今まさに亡もう者じやから生者へと所属を変えようとしていたベアトリーチェ達の輪郭が淡く輝いているのと違って、オメガの亡霊はあくまでそのままだ。いいや、深夜の闇を吸い込んだその輪郭は、より一層深く沈み込んでいくかのようにも見える。

『【冥めい府ふ】がなくなる事で、生者と亡もう者じやの交わりが離れようとしている。つまり、この世とあの世の壁をしっかり敷き直している最中って訳だな』

『……、』

『哀かなしむ必要はない。考えてみりゃそれが自然の摂理って訳だ。俺達の魂は【冥めい府ふの王】の手で完全に囚とらわれ、加工されちまっていたからな。宙ぶらりんだったベアトリーチェ達とは所属が違う。死し霊りようと幽体離脱の違いというか何というか……』

　だとすれば、この男は何のために戦ってきたのだろうか。

　目立った動きはなくとも、ベアトリーチェ達を匿かくまった事自体が綱渡りだったはずだ。今回はたまたま上手うまく話が転がったが、もしもベアトリーチェ達が【冥めい府ふの王】に敗北していた場合は、当然ながら何故なぜこうなったのかという原因調査の段階に入る。【冥めい府ふ】から逃れる事のできない亡霊はいつか見つかり、苛烈な罰を受けただろう。そこまでの危険を冒して、何故なぜ？

　何も知らず復活のチャンスに浮かれる【剣つるぎ聖せい女じよ】達たちの背中を見て、絶対に助からない彼は何を思ったか。考え方次第では憎しみを募らせ、足を引っ張ってもおかしくないはずなのに。

『ま、お前さんにデカいのを一発もらったからな』

　苦笑して、オメガは自分の胸の真ん中を拳で軽く叩たたいた。

　錯覚ではなかったと思う。そこにキラリと白い輝きのようなものが瞬またたいた。

『魔王ツェリカ＝ヴィーン＝アルファ＝チェリディア＝ルミディリエ。その魂の欠片かけらによって救われた。なら、勝ち得た自由は嫁に恥じない形で使い切らなくちゃ旦那として顔が立たん』

『あなた様……』

　彼は、このまま消えていくつもりだろう。

　ベアトリーチェ達の復活を最後まで願いつつ、彼女達がほんのわずかでも失敗しないよう、余計な重荷は背負わせる事なく、ただ黙って。

　どちらかを選び、どちらかを捨てた。魔王は静かに深く頭を下げ、唇を嚙かんで搾り出した。

『……お疲れ様でした』

『おうよ。先に向こうで待ってる。現世の寂しさはエミュレータで紛らわしていると良いい。ヤツはイイ男だが本物の魂は持たねえからな、最後に向こうで結ばれるのは俺の方だ』

　顔を、上げられなかった。

　彼が消えていく瞬間を目の当たりにするには、ツェリカの覚悟は足りなかった。

　踵きびすを返かえす音、ここから立ち去っていく足音。そこにいくつもの声が重なり合っていく。

『あーあ、終わりなんてこんなものか。メリディアーナ達、工作好きを活いかしてちゃんとお墓を作ってくれているかなあ』

『ま、【サウザンドドラゴン】もあんだけ脅おびえてたって事は反省してくれてるみたいだしねー』

『おお、おお。このアルファゼロは敬礼で応じるまでです』

『……ようやっとの、解放か……』

『我らニンゲンの残したものが次の命を育んでいるとするなら、拘こう泥でいしてはいられまい。願わくは、完成したアビスの勇姿を一目見てみたかったものだが』

　その声の一つ一つが消えていくのを、ツェリカは頭を下げたままじっと聞き入っていた。

　いつまでも。

　本当に、最後の最後まで。







「うわあ……」

【サウザンドドラゴン】の上で無邪気な声を出したのは、やはり蚊帳かやの外にいたルサールカだった。いいや、これくらい距離を開けていたからこそ、全ての終わりを客観的に眺める資格を得られたのかもしれなかった。林りん檎ごが腐っていくのを早回しにしていくように、あれだけ巨大だった【冥めい府ふ】がみるみる内側から萎しぼんでいくのが分かる。

　それに合わせて、何かが真っ黒な空へ解き放たれていった。

　蛍の光のような、淡く小さな光。

　数千、数万、数十万、いやもっと。

　音もなく天に向けて、揺らいで瞬またたき多くの光がどこかを目指していく。

「……きれい。何なんでしょうねあれ、お姉様」

　そんな質問に対し、目を細めてグルアガッハは少女の頭に手を置いた。

　そして静かにこう答えた。

「きっと、私達の手の及ばぬものですよ」







　こちらはすっかり夜。

　東とう京きよう六ろつ本ぽん木ぎ、魔ま法ほう離り殿でんまでやってきた『使節』の小男は、奇麗に七三に撫なでつけた黒髪をゴキブリみたいに輝かせながら薄ら笑いを浮かべてこう回答してきた。

「ご所望の件についてですが、我々の一存では判断できかねます、とだけ」

「ええまあ。そうなる事は分かっていました。そもそもこんな時間外にお役所が動いてくれただけでも破格と言えますし」

　メイド三姉妹の長女、色いろ花かは涼しい顔でそう応じる。

　そもそも国民納税総額の一五％を一人で担になう金の卵を産む鶏を中心に、突然首しゆ都と東とう京きように世界最小の独立国を築きたいと提案しても、そのまま通る道理はない。絶対にどこかでストップがかかる。だがそれで良いい。彼女達の主人を止めたい者、利用したい者、脅威を抱く者、チャンスだと感じる者、国内外を問わず様々な思惑が交錯すれば、ひとまずはこう着状態に陥る。

　官公庁の命令で一方的に魔ま法ほう離り殿でんを取り潰され、従わなければ対テロ専門のＳＡＴが投入される……などという迅速確実なチェックメイトを食い止められる。

　もちろん独立宣言を出せれば一番だが、時間を稼げるだけで僥ぎよう倖こう。その間に第二、第三のプランを練って防壁を分厚く重ねる事が、敬愛する主人の命を食くい繫つなぐ確率を高めるはず。

　これはおかしな話だが、国土の一部分を切り離して独立を宣言するにはどんな手順を踏めば良いか、どこの国も正式な法律で決めている訳ではない。よって、包括的に議題を提案できる国民投票などで代用されている訳だ。こんな重要な案件が放っておかれている理由は単純、そんな方法を取り決めてしまったら実際にやられてしまう可能性が浮上するからだ。わざわざ自国にとって不利になるルールを決めてしまう事ほど馬鹿馬鹿しい話はない。

　つまり、主張するだけなら簡単なのだ。それが叶かなうかどうかはさておいて。

「大丈夫よ、密花みそか。彼はきちんとした使節の人間。そういうふりをした暗殺者を差し向けてくるほど短絡的ではなかったみたいね」

「……、」

「だから悠はる花か、紅茶に目薬瓶の隠し味を入れるのはやめなさい。殺した方が面倒になるから」

「うっ」

　ゴキブリ男は音もなく手に取りかけたカップをゆっくりと元のソーサーに戻していく。

「し、使節という呼び方も心外ですな。他国へ派遣される代表者を指す言葉ですので……」

「私達は、そういう主張をしているのよ？　ここはもはやそういう土地であると」

　メガネの長女はにこりとも笑わなかった。

　彼女は博愛主義者ではない。必要なら今から海に出かけて簀す巻まきの死体を一つ沈めてきても構わなかった。そうしなかったのは、まだこの小男から聞き取りたい情報があったからだ。

「それで、具体的にどこからストップがかかったのかしら。それくらい教えていただいてもよろしいでしょう？　そちらに正義があるのなら、わざわざ隠しおおせる必要はないはずよね」

　金回りなら総そう務む省しようや財ざい務む省しよう。技術関係なら文もん科か省しようや通つう産さん省しよう、いいや【ピース】が絡からめば特とつ許きよ庁ちようもありえるか。少女を擁する事でのパワーバランスを考えると警察官僚や外がい務む省しようのラインも考えられる。もちろんこれは役人関係に限った話であり、財界まで視野に入れれば各種の大企業や投資家など範囲はいくらでも広がっていく。

　様々な仮想敵を頭の中に浮かべ、個人としての弱みから組織としての体質まで様々な突破口をセットで並べる色いろ花かに対し、使節の男はポケットから取り出したハンカチで自分の額の汗を拭っていた。柔軟剤の匂いは意外にもそこらのスーパーに並ぶ家庭用品のものだ。仕事の内容は隠す愛妻家かもしれないし、あるいはそう見せかけて油断を誘っているのかもしれない。

　そして彼はこう言った。

「……い、市いちヶが谷やのラインです」

「防ぼう衛えい省しようだって!?」

　たとえどれだけ予想外な事実が出てきても、交渉事の真っ最中に色いろ花かはこんな素直なリアクションは見せない。横から嚙かみ付ついたのは直情的な次女の密花みそかであった。

　小男はますます噴き出る汗をハンカチで押さえるようにしながら、

「あなた方ほどの腕なら必要な手段を取れば裏は洗えるはずです。わざわざ虚偽の申告をしてもいたずらに心証を傷つける結果にしか繫つながりません。それはわたくし……というより、あなた方の言う『使節』をここへ派遣した、もっと上の方のご意志に沿うものではありません」

「……お互い大変ね」

「宮仕えの哀かなしいところではありますが、真に仕えるべき相手と巡り合えたのですから多少の苦難は生いき甲が斐いに置き換えて享受せねばならないでしょう」

　やはりこれも、こちらの体質に合わせて発言を調整してある可能性もあるので、迂う闊かつに感情移入するほど色いろ花かのガードは甘くない。

「しかしこの段階にきてわざわざこちらの顔色を窺うかがうという事は、貴方あなたの『上』は問答無用で魔ま法ほう離り殿でんを取り潰す腹ではないと見て良いのかしら。死人に口なし、とはならないと」

「平素であればメンツを最優先するでしょうが、今はそんな事を言っていられる段階ではないのです。火急の件がありますゆえ」

「？」

「世界の終わり……と聞いて、何か思い当たる節はございますか」

　メガネの長女の表情は変わらなかった。

　が、情報通の彼女にも心当たりがないという事は、おそらく地球の事情ではないだろう。異世界グランズニールが密接に関わっている可能性が濃厚、と色いろ花かは心にメモしておく。

「開発コード不明、身内からはただシミュレータと呼ばれるマシンがあります。世界に根を張る有象無象のオーバー・ザ・ウォールがその存在を予測しつつ実際に手を伸ばすには至らない、この国の真なる中枢とでも呼ぶべき『箱』。無尽蔵に増設、外部拡張を繰り返しあたかも生き物のように進化していく機材が今何代目のアップグレード版かは存じませんが、かの存在が近頃答えを出したそうなのですよ。間もなく訪れる世界の終わりという現象を」

「……、」

「かの存在については、以前から脅威警報が点灯しておりました。グランズニール探索に向かう民衆へ薄く淡く働きかけ、差別と偏見という形でそれとなく外的圧力を加えていき、本当に危険な反応を示すか否いなかについて長い時をかけて判断作業を繰り返していたのも事実です。まあ、印象操作をやり過ぎて【エルキアド】辺りは過去に暴走してしまい、脅威警報が意図せず消えてしまったのも事実です。いえ、事実だった……とでも言い直すべきか。先頃シミュレータが急速に別の答えを吐き出し始めたのです。おそらく向こうで何か大きな事が起こり、歴史のレールが丸ごと切り替わった。そういう話なのでしょう」

　使節の小男はそう言った。

「我々としてもなりふりを構っていられる段階ではなくなったという訳です。世界の終わりとやらを無事に乗り越え、かつ、我が国にとって一番都合の良いい形で落着させる。そのためには少しでも多くの『力』が必要です。カンスト組の代表格、ベアトリーチェ様はまさしくその筆頭となるべきお方と言えるでしょうな」







　夢のような時間だった。

【賢者】にとっても、その一瞬をどれだけ待ち焦がれたか。いっそ本気で追い駆けるふりをしつつ心のどこかで諦めていたかもしれない、それほど高く高くにあった夢が眼前にあった。

「ぶー……」

「……長老」

　ぶーぶーとは似て非なる、おそらく彼女にしか見分けがつかないかもしれない誰か。

　だが、いいや、だから。一目で分かる。

　平素なら絶対にありえない、普通の少女のように感極まって、【賢者】は全てをかなぐり捨てて飛び込んでいった。

「長老!!」

　それは、誰もが祝福すべき時間かもしれなかった。

　あるいは、今の今まで敵対してきたベアトリーチェ達でさえも。

　ただし。

（……？）

　あまりに永き時を生きた【ロイヤルエルフ】のシビュラは、こんな時も自分の中にどこか冷めた部分、全てを客観的に観察する己を自覚しわずかに自じ己こ嫌けん悪おした。だがどうしてもこの観察眼を捨てられない。彼女の中で鼓動が高まった。それは緊張を伴う警告のシグナルであった。

　だが、そのような警告が発せられる原因が分からない。

　自らのシグナルに混乱するシビュラの目の前で、それは起きた。

「【賢者】……」

「どうした長老？　まだどこか痛むか？　そうだっ、そうでなければ何か食べよう。そなたは見た目通りの食いしん坊だからな。私だってそなたの好物を作れるようになったんだぞ。【ヌシウサギ】と【切り身ウオ】の串焼きヨーグルト漬けだ！　これを見たらきっと……」

「……ああ、ああ、【賢者】。お前なんて事をしてくれたんだ……」

「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………え？」

　あの【賢者】が、戸惑いの声を上げていた。

　責め立てられているのではない。長老と呼ばれた男の声色には苦悩の響きがあった。

「ただ自然の摂理に任せていればそれで終わっていた事だったのに。残された皆は何事もなく日々の暮らしを営んでいけたはずだったのに……」

「どう、したの？　長老!?」

　みしみしみしぎしぎしぎし、と、何かが軋きしむ音が不気味に響いていた。

　新しく作った肉体には何の不備もなかったはずだ。そこは【賢者】が細心の注意を払っていたのだから間違いない。にも拘かかわらず、何か赤い亀裂があった。マグマのように輝く亀裂は長老の血肉を蝕むしばむ悪意の如ごとく、不規則に脈動を繰り返している。

　何かを堪えているようにも見えた。

　わずかでも気を緩めれば、目の前にいる旧友を殺さつ戮りくしてしまうと言わんばかりに。

「……病の事は、説明したな」

「え、ええ」

「それは血が錆さびていくように、全身の血管が目詰まりを起こして壊れていく病。だが具体的にどんなものか、その正体に見当がついてはいなかったのか……」

【賢者】の呼吸が、止まった。夢の中にいたはずの少女の両目が大きく見開かれる。

「【賢者】。今のお前の主格が未来から来た【経験値】なのか、過去にあった肉体なのかは分からない。でもこの破滅は、お前が見てきたものとは違うと思う。何故なぜなら死んでしまった命が蘇よみがえるなんて展開は、本来の歴史なら絶対に許されない現象だったんだから。なまじ本物の破滅を経験で知っているから、その一種以外は危難が存在しないと気を緩めたんだな。それがどれだけ辛くとも、順当に時間を重ねてきただけならこんな展開は絶対に起こり得なかった」

「ま、さか……長老……？」

「朱あかき群れ」

　ベギボギバギボギッッッ!!!!!!　と。

　まるで未完成のサナギを割って真っ赤な成体が顔を出すかのようだった。

　優しさを、脱ぎ捨てる。

　そして邪悪と破壊を極めた真紅の権ごん化げはこう宣言した。




「対アビス用に肉体を極めたまでは良かったものの、間違った設計仕様から暴走を止められなくなった殺さつ戮りく因いん子し。こうなる前に、無事に殺されていれば何も起きなかったのに……!!」







　流石さすがに情報通の色いろ花かも眉をひそめる番になった。

「……【イベリコオーク】？」

「ええ。それがシミュレータが新たに導き出した終末の回答、朱あかき群れの正体にございます」

　使節の小男はハンカチで汗を拭きながらそう答えた。

「異世界の一種族でありながら、ありとあらゆる動植物と交配を繰り返す事でその長所を無尽蔵に取り込んでいった【亜あ人じん】です。それは最強と呼ばれる訳ですな、偶発に頼らざるを得ない淘とう汰たを完全にコントロールした存在と言っても過言ではありますまい」

「でも待てよ、待った！　所詮はグランズニール側にいるヤツだろ？　どうやったって地球へは入れない！　それとも何か、ツェリカの時のような裏技でも使って干渉するってのか!?」

　次女の密花みそかはおそらく駆け引きなど頭にない。純粋に自分自身の疑問を口に出している。

「……【ゲート】があります」

「だからっ!!　それは人間にしか扱えな……!!」

「そして先ほどわたくしはこう申し上げました。【イベリコオーク】はあらゆる動植物と交配し、その長所を取り込んでいく【亜あ人じん】だと」

　ある可能性があった。

　その見た目があまりに醜悪であったため、考慮の外にあったのだろうが。

「まさか……【賢者】より早く、遠い遠い昔に、すでに人間に触れ因子を取り込んでいたと？」

「人身にして、豚面。ハーフやクォーターがどういう扱いになるのかは未知数ですが、【ゲート】を通れるやもしれません。今まで挑戦しようと思わなかっただけで」

　そもそも完全に二足歩行し、二本の腕で物を摑つかんで操り、人と同じ言葉を話す存在などというのも珍しいはずだ。グランズニールには【妖よう精せい】や【エルフ】などもいるにはいるが、それ以外のルーツを持っている可能性だって否定はできないはずである。

　となると、だとすると。




「世界の終わりは、新たに差し込まれた」




　使節の小男はそう結論付けた。

　彼はあくまで使節だ。使いの者。言ってしまえば、シミュレータが弾はじき出だした答えを代弁しているに過ぎない。小男の口を借り、その冷酷な〇と一の集合は確かにこう告げたのだ。




「暴走した【イベリコオーク】がグランズニールの【ゲート】を通って地球の各地で一斉に溢れ返る。それこそが想定外の終わりの正体なのです」







　かつて。

【賢者】は多くを語らなかった。

　ただ【経験値】を利用して六〇億なり七〇億なりが一斉に過去へ退避する四次元式移住法を食い止めるため、跳躍に関するあらゆる技術を潰して回り、終末の到来にもがく一つの時代を切り捨て、見捨ててしまった。それはいつの事だかは分からないが、気が遠くなるほど先の話だと思ってベアトリーチェ達は聞き流していた。

　目を覆う戦争か、不気味な疫病の蔓まん延えんか、自らの欲や業が生み出す大災害か、資源や食糧を喰くい尽くしたか、あるいはこれ以上ないほど理不尽にある日突然隕いん石せきでも降り注いできたか。

　その正体も謎のまま。

　だけどぶーぶー達はあまり気にしてこなかった。

　確かにそれ自体は、ずっとずっと未来の話で、ぶーぶーやベアトリーチェ達が生きている間に遭遇するようなものでもなかったのだろう。感覚的には絶対に渡る事のできない異世界のお話と捉えてしまっても構わなかったのかもしれない。

　だが忘れてはならない。

　歴史は変わる。いいや、とっくの昔に変わっていたのだ。

　この事実はすでに過去に飛んで四次元移住に関する技術を破壊して回った【賢者】や、絶対に倒れる事のないその【賢者】を打倒したぶーぶー達が指し示している。一方で、この事実は必ずしもプラスに、ポジティブに働くとは限らない。

　そして世界の破滅の種類は、一つだけに留まらない。

　例えば、世界的な疫病の封じ込めに失敗していたら？　例えば、米ソの全面核戦争が始まってしまったら？　例えば、世紀と世紀をまたいだ瞬間に全世界の電子機器が致命的なトラブルを連発していたら？　例えば、不意打ちでロシアに落ちた隕いん石せきが空中分解する事なく地表へ落着していたら？　例えば、例えば、例えば、例えば……。

　それらを荒唐無稽と笑ってはいられない。

　何かを変えるという事は、別の何かが浮かび上がるという事でもあるのだから。




「ぶっ、ぶも……」




　もっと早く、全く別の脅威がやってくる事もある。

　もはや未来は、かの【賢者】にも見通せまい。




「ぶもォォォォああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」
















　　　あとがき







　そんな訳で五冊目ですよ。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　ぶーぶーのシリーズはゲームファンタジー重視で、かつ前巻でもお遊び要素として難易度表記をしました。今回の【冥めい府ふ】はあれ以上という事ですのでさらに跳ね上げて極悪化、ちょっとした操作ミスですぐ死ぬ感じをと思いまして。作中でも言及していますが、生者と亡もう者じやの区別が曖昧だった今回のお話は『死』という記号の扱いが軽く、ひょっとしたら前作（と、直接そう呼ぶべきなのやら？）のインテリビレッジの座ざ敷しき童わらしと似たような空気を感じられたかもしれませんね。

【冥めい府ふ】というものを最初に出してやろうと考えた段階で、ようし死んでしまって出番を作れないキャラでもバンバン全力で呼び出せるぞう!!　と気合を入れていました。あらかじめ出番があると分かっているなら容赦なし。絵本のような舞台設定にも拘かかわらず今回のシリーズでも意外と死人の数自体は多いのが特徴で（何しろ遠い未来で地球人口が絶滅していますしね）、ぶーぶーの集落を滅ぼした最古参の【エルキアド】やツェリカの旦那、【サウザンドドラゴン】に喰くわれていった【妖よう精せい】達たち、旧時代のニンゲンなどなど、ここぞとばかりに大放出です。







　古参の終末バカ大歓喜から始まり、巫女みこ姫ひめ様さまのお役目うんぬんからのゾンビ・ゴースト系は回復・蘇そ生せい魔ま法ほうに滅法弱いというＲＰＧのお約束を踏まえついにはアルファ米呼ばわり、最終的には複数の肉の器を『着せ替え』でもするように交換を繰り返す事で生を冒ぼう瀆とくする【冥めい府ふの王】との対決まで結びつけています。……こいつについては極悪なボスキャラに合わせてピーキーにパーティ編成してスキルを尖とがらせていったのに、直後に真逆へ極振りした第二形態との連戦に突入して総崩れを余儀なくされる、といった感じの『卑ひ怯きような強さ』をイメージしています。アビスはハッキングやジャミングで【冥めい府ふ】と【冥めい府ふの王】の連携を切り崩しつつ、この一三種全てに（必要なら現場でレベルアップを繰り返しながら）単騎で対抗できる万能性が求められていた訳ですね。

【冥めい府ふの王】は味付け次第では前巻のアビスと似たような系統になりそうだったので、印象を引きずられないよう自分で注意する必要がありました。なので今回は有機物ベースにした上で徹底的に傲岸不遜な悪の王にしています。こちらについては、もしも【冥めい府ふの王】が寂しいという感情を覚えていたらまた違った道に進めたかもしれませんね。最終的な顚てん末まつも含め、自殺する人形のアビスと見比べてみるのも面白いかもしれません。

　ちょっとひねっているのは作中パラメータだけ考えると階段状に積み上がっているのに対し、実はお話の緊張感だけなら初回の激突で跳ね上がり、そこから徐々に『慣れていく』ように下がっていく点です。こちらもやはり極悪難易度系の雰囲気に合わせて。敵はどんどん凶悪になりつつも、体の動かし方や敵の倒し方を覚えて効率的に先へ進んでいく事で恐怖を克服していく感じを出せればと思っていたのですが、いかがでしたでしょうか。







　お遊び要素としては『もしも【賢者】やシビュラをパーティに組み込めたら』という部分でしょうか。ある意味ではこれ以上ないほど分かりやすい無敵モードを撒まき散ちらした二人でしたが、普段のベアトリーチェ達との違いを見比べていただけると幸いです。【賢者】とぶーぶーの関係ももちろんですが、森の支配者と被保護者という位置づけになっているシビュラとぶーぶーの関係にも要注目ですよ。







【冥めい府ふ】については、大きな意味での死生観が関わるとやはり神話宗教の香りが漂い始めてくるものですな。フィクション内での創作神話はどちらかというとブラッドサインの領分ですが、せっかくのファンタジー世界なのでこういう要素があっても面白いかな、と思っています。【冥めい府ふ】のような存在が長期スパンで顔を出す世界なら、それはどのように語り継がれて畏怖されるのか。あらかじめ定められた破滅に対し、ニンゲンの意思で上位存在の決定に抗あらがうにはどんな大義名分が掲げられたのか。この辺りもなかなか面白い思考実験になるのではと。




　関連して、【次じ代たい胚はい】のイメージについては一〇〇円入れてレバー回してカプセルを取り出すランダム勝負の例のアレです。試す前なら量子暗号のように無限の可能性が重なり合っていて、回す側は失敗を恐れず、延々回していればいつかは望んだものが出てくるだろう！　という感じで。けど、冷静に考えてみると固めた泡のような卵らん囊のうからわらわら出てくるカマキリの赤ちゃんとか、どんぶりを彩いろどるイクラの海とかもそういう理屈なんですよね。他の多くは食べられてしまうかもしれないけど、一匹でも大人まで成長するという激レアが手に入ればそれで勝ち。重要なのは統計学的に見て確実にその一匹をキープできる挑戦回数（＝卵や胚はいの数）はいくつなのか、と。生命一つでこの有り様なのだから、次の時代を丸ごと一個確実に作るとしたら、そりゃあ絶対に保険保険また保険のオンパレードで分厚い弾幕を張るよなあ、と思った次第であります。







　何気に一巻から続いているぶーぶーへの理不尽な仕打ちについても、一応の答えは出しました。ただ、これは妥当で合理的な行動などとはとても呼べたものではなく、むしろこんな事やっているから地球の人間達は滅びの道を歩むんだよ！　というツッコミがあってこそ正しいのだと思います。色々足あ搔がいた結果、誰が悪かった訳でもないのに現れてしまった強敵ですが、おそらく彼らが顔を出さずとも、作中世界の地球は【賢者】が見てきた通りに全く別の原因で滅ぶのでしょう。願わくは、彼らがもう少しだけ優しさを覚え、それが世界をもう少しだけ良くしていきますように。優しくなっても必ずしも報われるとは限りませんが、その優しさこそが生存の宝くじの代わりになるかもしれないのですから。







　イラストの真ま早はやさんと担当の三み木きさん、小お野の寺でらさん、阿あ南なんさんには感謝を。新たなフィールド、新たな敵。シリーズ全体の空気を踏襲しつつも見た事もないものを描写するのは大変だったと思います。今回もありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。『死』が軽くなる、という究極の理不尽と戦い続けた一冊でしたが、いかがでしたでしょうか。ゲームファンタジーでは何気なく取り扱う蘇そ生せいや回復も、見方を変えればガラリと印象は変貌する。そんな楽しみ方をしてもらえましたらと願っております。




　それでは今回はこの辺りで。




　アンデッド系にも魅力はあるけど、メインの柱にはし辛づらいんですよね……


鎌かま池ち和かず馬ま









鎌かま池ち和かず馬ま

今回は海産物祭り、新エリア冥府戦はいかがでしたでしょうか。死者のイメージで魂を縛るという設定を踏まえて読み直すと、実は旧時代ニンゲン達もかつてゾンビ映画を楽しんでいた事が分かるのがポイントです。
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イラスト／真ま早はや

某ゲームで回復キャラの名前をフィリニオンにしてるのですが、自爆系呪文を覚えてるせいで作戦変えられないのでとっとと忘れさせたいです。
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「鎌池和馬先生」係

「真早先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。









[image: ]









[image: ]電撃文庫





最さい強きょうをこじらせたレベルカンスト剣つるぎ聖せい女じょベアトリーチェの弱じゃく点てん⑤




その名なは『ぶーぶー』








鎌かま池ち和かず馬ま





発　行　　　　2017年9月8日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.jp/





アスキー・メディアワークス

カスタマーサポート（お問い合わせ）

　　　　　　　[WEB] http://asciimw.jp/info/inquiry/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)KAZUMA KAMACHI 2017





※2017年8月10日発行の電撃文庫『最強をこじらせたレベルカンスト剣聖女ベアトリーチェの弱点⑤ その名は『ぶーぶー』』初版に基づき制作









[image: ]




item/image/cover.jpg
# SRTEAN D O )
452»?/152#

\\ " -

A = > A
/i» — :IJ% ] ,U/JJU//.JJJ
m Y
OIT Y ¢

o






item/image/bookwalker.png


item/image/p274.jpg





item/image/dengekibunko-club.jpg
'IIEE

BExE |[EEEd http://dengekibunko.jp/






item/image/kuchie-002-005.jpg





item/image/p307.jpg





item/image/p104-105.jpg





item/image/logo-dengeki.png


item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		トピックス・新エリア【冥府】が開放されました！



		第一章　絶命の入口＊戦争エインヘルヤル



		第二章　放浪の迷宮＊獄中インフェルノ



		第三章　転生の階段＊霊薬アンブローシア



		終　章



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p253.jpg





item/image/p204-205.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
3Q 652 3 A0 ~0 D HH A JT ~U EE D QLR

% ol ESEED

MUK )0 N 20 Eh G A5
~ B S BE A ROR RO

|

|

%@ [ARN ] o
SIS NARNKEEW L) 0
PN —NRE N

nirSELIRIBRE \\

EX&ZEIMground's

RS NENR TR
BREX)

¥
.

SRR





item/image/photo.jpg





item/image/p095.jpg





item/image/p168.jpg
S _
/ﬁ(
\\ ‘M% |
/r\'\\.r





item/image/p000-01.jpg





item/image/kuchie-006-008.jpg
: o //

@ W
gﬁﬁ%&@i.ﬁbﬂﬁaf.u NS
tm.ﬂ.&.uf)\fkchﬁ;

i

[NRRSAN
NI AR DD |





item/image/p009.jpg





